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タ 急建察官 園

佐藤昌介は札幌農学校第 1期生、卒業後に

母校の職員と なったが1882年(明治]5)に渡

米し、 ジョンズ ・ホプキンス大学に学んでド

クター・ オブ ・フィロソフィ ーの学位を得て

1886年 (明治19)に帰国した。同年札幌農学

校教授となり、 当時の農学校の縮小廃止論に

抗 して学校の再編拡大に奔走した。1891年

(明治24)校長心得、 1894年 (明治27)校長

となり以後東北帝国大学農科大学長、北海道

帝国大学総長を歴任して、 4学部を擁する総

合大学にまで育て上げた。

自身も恵迫寮の前身である寄宿舎で学生生

活ーを送り恵迫寮の発展にも力を注いだ佐藤昌

介のl略歴を以下に記す。 北大初代総長 佐藤昌介

佐藤静子さん書

‘「皮乏J
J(也
容烹
ぞく イ4L
善 活色
)p，. 

佐藤昌介初代総長揮事の

「恵週吉Jかう



恵
迫
百
年
記
念
号
〔
通
巻
七
号
〕

扉

⑮ 
恵迫寮百年記念
に寄せる

記
念
特
別
講
演

ク

フ

ビ

⑮ 
百年記念祭報告

祝

北
大
恵
辿
寮
百
年

佐
藤
昌
介
総
長

式
辞
地
球
人
と
し
て
の
自
覚
を

祝
辞
恵
辿
寮
百
年
を
祝
っ
て

祝
辞
百
二
十
年
・
百
年
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

祝
辞
次
の
百
年
に
向
か
っ
て
発
展
を

祝
辞
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
た
寮
生
活

祝
辞
継
続
は
力
な
り

恵
迫
寮
百
年
記
念
寄
贈
寮
歌
「
不
老
の
青
春

新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
の
教
育

目
次

恵
迎
寮
同
窓
会
会
長

北
海
道
大
学
総
長

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
会
長

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
副
会
長

恵
迫
寮
同
窓
会
名
誉
会
長

恵
迫
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

作
詞
作
曲

北
海
道
大
学
獣
医
学
研
究
科
教
授

千横繁膏松佐中
川山富藤田伯瀬

藤
田

ア

北
の
空
に
大
地
に
満
ち
る
恵
迫
魂
(
百
年
記
念
祭
)
東
日
本
寮
歌
祭
ア
ル
バ
ム

恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
報
告
(
銘
板
も
新
た
に
威
風
堂
々
と
歌
碑
・

O
B
と
現
役
手
取
り
合
っ
て

C
D
誕
生
)

迫
百
年
記
念
祭
に
取
り
組
ん
で

・
全
面
的
に
成
功
し
た
喜
び

・
寮
歌
C
D
制
作
に
当
た
っ
て

・
歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
改
修
工
事
始
末
記

.
三
つ
の
感
謝
と
感
動
の
記
念
祭

・
今
後
の
事
務
局
の
あ
り
方

百
年
記
念
事
業
「
醗
金
者
ご
芳
名
録
」

淵白山新厚
上浜 111奇井谷

玲憲克三純
子一彦郎吉

31 30 29 28 27 

-
記
念
講
演
で
悪
戦
苦
闘

・
大
合
唱
に
揺
れ
た
エ
ル
ム
の
森

.
現
寮
生
と
交
流
深
め
た
記
念
祭

.
疾
風
怒
議
!
大
寮
歌
祭

・
恵
迎
寮
万
歳

・
記
念
祭
万
歳

浩 一 和昌篤
治清雄雄士浩信

14 13 9 8 7 6 4 

正

15 

他

23 

八
重
樫
幸

一

千

川

浩

治

高
橋
洋
一

谷

口

哲

也

木

村

正

博

35 34 34 33 32 



③ 
青春の百年/同窓生回顧文拾遺

話
題
あ
れ
こ
れ

俳

句
平
十
八
年
間
識
杜

恵
迫
寮
文
化
財

同

窓

会

通

信

恵
迫
グ
ッ
ズ
販
売

恵

迫

寮

年

表

協

賛

広

告

編

集

後

記

-
恵
辿
寮
百
周
年
に
思
う

・
家
族
五
人
「
恵
辿
」
と
強
い
粋

.
恵
辿
寮
訪
問
記

・
ラ
グ
ビ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ

・
札
幌
農
学
校
出
身
麻
布
中
学
清
水
校
長
の
思
い
出

.
恵
辿
寮
と
わ
が
親
父

・
脱
皮

・
寮
歌
は
時
代
と
共
に
歌
い
方
が
変
わ
る

.
恵
辿
寮
の
狸
紅
熱
事
件
と
背
景

・
恵
迎
寮
寮
歌
よ
永
遠
な
れ

-
寮
の
ス
ト
ー
ム
の
音
を
懐
か
し
く
憶
う

.
エ
ッ
セ
イ
と
お
願
い

・
昭
和
二
十
八
年

1
昭
和
二
十
九
年

.
恵
辿
寮
を
購
入
し
た
話

.
恵
辿
寮
の
不
思
議

・
恵
迫
寮
歌
考

・
ウ
イ
ア
ア
ル
パ
イ
テ
ン

富
士
野
昭
典

芝

垣

美

夫

横

平

弘

萩

原

昇

小

沢

久

弥

玉

置

和

宏

坂
本
富
士
郎

三
河

勝
彦

河

合

正

泰

中

村

陽

三

宍

戸

昌

夫

青

田

昌

秋

平

野

亮

輔

高

井

宗

宏

藤
岡
真
知
子

金

武

彦

梶

浦

政

男

a
d
-
-
-

、、

引

m
N
M
Y
V
d
岬
子
4
4
t
r
Ar

68 66 63 61 58 56 55 54 51 50 49 48 45 43 42 41 40 

-
入

寮

か

ら

東

京

寮

歌

祭

一

ま

で

安

藤

俊

春

河

・
吾
が
人
格
形
成
の
柑
塙
・
葱
迫
寮
の
出
会
い

喜

多

祐

荘

九

・
寮
務
委
員
長
と

し

て

苦

労

吉

見

一
郎

η

・
剣

道

な

ど

充

実

し

た

毎

日

河

合

惣

吾

川

川

・
悠

々

自

適

?

湯

浅

亮

九

・
醒
め
よ
迷
い
の
夢
醒
め
よ

高

橋

昭

雄

河

・
防
雪
林

小

林

大

二

打

・
食

堂

に

あ

っ

た

オ

ル

ガ

ン

千

坂

邦

弘

乃

-
S
上
S

岡

本

敏

一

m

「

都

ぞ

弥

生

」

と

私

と

の

縁

小

篠

守

正

剖

・
座
標
軸
i
文
化
大
革
命
に
翻
弄
さ
れ
た
人
生
佐
藤

一

正

位

・
思
い
出
の
中
の
恵
辿
寮

小

池

秀

正

お

・
ぼ
う
洋
の
海
と
寮
歌

C
D
制

作

前

野

紀

一

郎

・
寮
生
活
の
思
い
出
1
恵

述

寮

百

分

の

一

浦

谷

義

博

幻

・

太

平

洋

戦

争

直

前

の

恵

辿

寮

杉

村

興

作

m

-
昭
和
三
十
五
年
座
談
会
「
北
大
に
お
け
る
恵
迎
寮
の
立
場
」

卯

(昭
和
三
十
三
年
入
寮
生
の
皆
さ
ん
)

①
ス
チ
ュ

l
ク
ラ

l
ク
夫
妻
が
来
日
-
--
--
--
---
---
-----------
-
--
----
-
--
----
----
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
--
--
----
---
-
--
----
--
--
--
-
-
-
----
--
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
m

②
台
風
で
倒
れ
た
ポ
プ
ラ
次
々
と
楽
器
に
--
-
--
-
-
--
--
-
--
-
---
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
---
-
---
-
-----
--------
--
---
-
-
-----
-------
-
--
-
--
--
--
--
-
---
-
-
-
-
-
-
m

③
恵
迫

O
B
渡
辺
興
亜
氏
が
講
演
--------
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
---
-
-
---------
--
--
--
-
--
--
---
-
----
-
--
-
-
----
-
--------
--
--------
--
--
-------
--
----
-
m

初

夏

小

沢

久

弥

・

・

・

・・
・・・・・
・・・・・・・・
・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・
・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・
・・
・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・
・・・・・
・・・
・・・・・・・
・別

講
演
題
目
「
流
氷
」
青
田
昌
秋
君
(
昭
三
十
三
年
入
寮
)
-
-
-
-
-
-
---
---
-----
--
------
----
----
-
----
---------------------
---
-
-
-
-
-
-
-
m

珊
南
服
次
郎
総
長
揮
牽
「
恵
迎
寮
」
看
板
-
--
-
-
--
--
-
--
-
-----
-
--
-
----
--
-
-------
-
--
-
----
----
---
---
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
---
---
-
----
-
-
--
-------
---
-
--
-
-
m

第
十
一
期
総
会
報
告
新
会
長
に
横
山
清
、
代
表
幹
事
に
白
浜
憲
一
氏
就
任
:

各
支
部
報
告
、
東
日
本
支
部
活
動
史
、

他
----
--------------
-
-----
---
-
---
----
---
--
----
-
-------
--
-
--
----
------
----
----------
------
-
--
-
--------
m

新
商
品

一
都
ぞ
弥
生
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
寮
歌
C
D
、
ポ
ス
ト
カ
1
ド
他

:

北
大
百
三
十
年

・
恵
辿
寮
百
年
史
:

百
年
記
念
事
業
協
賛
の
企
業
広
告
等

:



底辺寮百字忍念に穿ゼーQ

釦
一
地
球
人
と
し
て
の
自
覚
を
!

i式

恵
迫
寮
同
窓
会

会
場
に
お
集
ま
り
の
恵
辿
寮
同
窓
の
諸
君
、
そ
し
て
ま
た
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

参
会
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
、
恵
迫
寮
百
年

ご
承
知
の
如
く

本
日
、
恵
辿
寮
命
名
百
年
記
念
祭
の
式
典
に
、

北
海
道
大
学
総
長
佐
伯
浩
先
生
、
そ
し
て
北

大
連
合
同
窓
会
副
会
長

・
粛
藤
和
雄
様
が
ご

来
臨
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
真
に
光
栄

と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
九
年
七
月
、

マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
学
長
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・

S
・
ク
ラ
l
ク
博
士
が
招
か
れ
、
初
代
教
頭
と
な
り
、
そ
の
開

校
式
に
お
い
て
「
崇
高
な
る
大
志

(片
見
守
山
ヨ
σ
E。コ
)
を
胸
中
に
呼
び
起
こ

し、

国
家
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、
本
学

ヂど~~子~器対r-;!-予三子志子笠マミ王子墨書三子三予言

の
教
育
の
亀
鑑
を
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

明
治
三
十
八
年
四
月
・
・
北
十
条
西
七
丁
目
に
南
北
二
棟
の
新
寄
宿
舎
が
完
成

し
、
こ
の
寄
宿
舎
に
名
前
を
付
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
の
声
に
、
明
治
四
十
年

四
書
五
経
の
「
書
経
」
の
「
辿
に
恵
え
ば
吉
し
」
の
言

(
一
九

O
七
)
四
月
、

業
か
ら
「
恵
辿
寮
」
と
命
名
さ
れ
、
又
、
最
初
の
寮
歌
「

一
帯
ゆ
る
き
」
が
誕

生
、
爾
来
、
今
年
が
丁
度
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

-
会
長

滞H

(
昭
和
お
年
入
寮
)

篤

中

恵
迎
寮
と
命
名
さ
れ
る
や
、
寮
は
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
息
づ
き
、
毎
年

作
ら
れ
る
寮
歌
と
新
し
い
催
し
が
ク
ラ
l
ク
先
生
の
教
え
に
基
づ
く
開
拓
精
神

を
酒
養
し
、
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
を
作
り
上
げ
て
い

っ
た
の
で
す
。
明
治
四
十
五

年
に
は
、
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
が
誕
生
、
北
の
自
然
を
お
お
ら
か
に
歌
い
上
げ
、

単
に
恵
迎
寮
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
学
生
の
詩
情
を
養
い
ま
し
た
。

昭
和
六
年
十

一
月
、
北
十
七
条
西
八
丁
目
に
四
棟
か
ら
な
る
二
代
目
の
恵
迎

寮
が
完
成
。
こ
の
寮
舎
は
、
昭
和
五
十
八
年
、
現
在
の
第
三
代
目
の
恵
迫
寮
が

出
来
る
ま
で
の
約
五
十
年
に
わ
た
る
激
動
の
時
代
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
即
ち
、
満
州
事
変
の
拡
大
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
学
徒
動
員
、
恵
迎
の

仲
間
違
の
戦
死
、
そ
し
て
敗
戦
。
戦
後
の
食
糧
難
時
代
を
潜
り
抜
け
、
安
保
反

対
か
ら
津
波
の
よ
う
に
襲
っ
た
学
生
運
動
の
嵐
の
中
で
、
我
ら
が
恵
迎
寮
は
、

明
治
三
十
二
年
以
来
の
自
治
の
砦
を
頑
な
に
守
り
ぬ
い
た
の
で
す
。

有
為
転
変
の
世
情
の
中
で
、
寮
友
と
は
夜
昼
な
く
激
論
を
交
わ
し、

互
い
に

切
薩
琢
磨
し
、
困
難
な
或
る
時
に
は
寮
歌
を
歌
っ
て
己
を
鼓
舞
し
、
悲
し
み
に

あ
っ
て
は
友
と
肩
を
寄
せ
慰
め
あ
い
、
恵
辿
の
館
は
ま
さ
し
く
若
者
の
魂
の
揺

藍
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
、
北
大
当
局
が
、
老
朽
化
し
た
恵
辿
寮
舎
を
取
り
壊
す
と
知
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っ
た

O
B達
は
、
旧
寮
舎
の
開
拓
村
へ
の
一
部
保
存
、
寮
名
の
継
承
、
寮
歌
作

成
の
継
続
を
目
標
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
、
全
国
的
な
恵
迫
寮
同
窓
会
を
立

ち
上
げ
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
見
事
に
達
成
し
た
こ
と
は
既
に
ご
承
知
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。

今
般
、
恵
迫
百
年
記
念
祭
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
最
も

懸
念
し
て
お
り
ま
し
た
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
碑
の
修
復
を
果
た
し
、
そ
し
て
ま

た
、
ク
ラ
l
ク
先
生
の
肖
像
画
や
佐
藤
昌
介
初
代
総
長
の
書
な
ど
十
数
点
に
及

ぶ
貴
重
な
恵
迫
文
化
財
を
大
学
当
局
が
管
理
し
て
頂
く
こ
と
が
決
ま
り
、
胸
を

撫
で
お
ろ
す
思
い
で
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
時
と
場
所
を
得
て
、
学
内
に
一
括
展

示
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
五
十
八
年
(
一
九
八
三
)
四
月
、
雪
の
結
晶
の
六
棟
か
ら
成
る

新
し
い
恵
迫
寮
が
発
足
、
既
に
二
十
四
年
を
経
過
し
、
古
き
伝
統
を
継
承
し
な

が
ら
新
し
い
寮
歌
や
新
し
い
行
事
も
生
ま
れ
、
現
在
、
女
子
学
生
や
大
学
院
生
、

海
外
留
学
生
を
も
含
む
可
能
性
の
大
き
い
恵
迫
寮
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
留

学
生
諸
君
と
親
し
く
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
風
俗
や
文
化

を
深
く
学
び
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
に
貢
献
す
る
た
め
の
第
一

歩
で
す
。

人
類
に
貢
献
し
た
一
人
に
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ツ
ア
ー
を
思
い
出
し

ま
す
。
神
学
者
で
も
あ
り
、
医
師
で
あ
っ
た
彼
は
、
仏
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
の
ラ

ン
パ
レ
ネ
で
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
医
療
活
動
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
し
た
行
動
の
根
源
と
な
っ
た
の
は
、
彼
が
ポ
ア
川
を
遡
っ
た
際
、
大

き
な
夕
日
が
、
天
も
地
も
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
す
べ
て
を
真
っ
赤
に
包

み
込
ん
だ
自
然
の
営
み
の
荘
厳
さ
に
打
た
れ

5
2
5ロ
民
同
〈

X
S
『
生
命
へ
の

畏
敬
』
と
探
く
感
じ
入
っ
た
の
で
し
た
。
同
町
一
見
C
R
Z
gロ向日
O
B
F
O
Zロ

命
へ
の
限
り
な
い
畏
敬
の
念
が
彼
の
行
動
の
原
点
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

き
て
、
一
九
九
二
年
の
北
大
の
入
学
式
の
告
示
の
中
で
、
総
長
広
重
力
先

生
は
『
崇
高
な
大
志

(
Z
S『

gMσ-zoロ
)
を
持
つ
者
が
抱
く
内
な
る
畏
敬
の

念
、
そ
れ
は
、
わ
が
北
大
の
恵
迫
寮
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
の
一
節
、
『
さ
や
め

く
葺
に
久
遠
の
光
、
厳
か
に
北
極
星
を
仰
ぐ
か
な
』
に
街
傍
と
し
て
現
れ
て
い

る
』
と
述
べ
て
お
り
、
広
重
先
生
は
、
吾
ら
が
在
る
悠
久
な
る
宇
宙
に
対
す
る

畏
敬
の
念
、
ひ
い
て
は
生
命
へ
の
畏
敬
の
念
を
寮
歌
の
中
に
読
み
取
り
、
学
生

諸
君
に
教
示
さ
れ
た
の
で
し
た
。

現
今
、
世
界
に
広
が
る
地
域
紛
争
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る
思
い
も
か

け
な
い
大
き
な
災
害
、
人
も
動
物
も
植
物
も
総
て
が
生
命
の
危
機
に
曝
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
は
、
人
為
的
に
地
球
が
壊
れ
か
か
っ
て
い
る
時
代
な
の

で
す
。
今
や
、
個
人
個
人
が
、
こ
う
し
た
地
球
規
模
の
問
題
に
対
す
る
責
任
を

自
覚
し
、
生
き
る
時
代
が
来
た
の
で
す
。
こ
の
時
代
に
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を

考
え
、
選
択
し
、
創
造
す
る
、
そ
う
し
た
主
役
と
な
る
べ
き
人
聞
を
育
て
る
柑

桶
、
そ
れ
が
伝
統
あ
る
我
が
恵
迫
寮
な
の
で
す
。
恵
迫
百
年
記
念
の
式
典
に
あ

た
り
、
現
役
寮
生
に
こ
う
し
た
地
球
人
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
望
む
も
の
で
あ

り
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
大
学
総
長
佐
伯
先
生
を
始
め
ご
来
賓
の
各
位
に
、
そ
し
て

恵
迫
寮
百
年
祭
開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
.
た
北
海
道
大
学
当
局
、
現
役
の
寮
生

諸
君
、
そ
し
て
同
窓
会
の
諸
氏
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
、
そ
し
て
ま
た
、

こ
の
恵
迫
寮
百
年
の
節
目
を
超
え
新
た
な
世
紀
に
向
か
っ
て
、
な
お
栄
え
行
く

我
ら
が
寮
を
誇
ら
ず
や
と
申
し
述
べ
、
恵
迫
寮
百
年
記
念
式
典
の
式
辞
と
致
し

ま
す
。

平
成
十
九
年
九
月
吉
田

生
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恵
迫
寮
百
年
を
祝
ザコ

て

明
治
九
年
(
一
八
七
六
年
)
に
、
札
幌
農
学
校
が
開
校
し
て
か
ら
今
年
で
一

三
二
年
目
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
札
幌
農
学
校
が
北

一
条
か
ら
現
在
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
二
年
後
の
明
治
三
十
八
年
に
、
現
在
の
文
系
学
部
・

研
究
科
の
近
く
に
寄
宿
舎
が
建
て
ら
れ
、
明
治

四
十
年
(
一
九
O
七
年
)
に
、
当
時
の
予
科
の

漢
文
助
教
授
で
あ
っ
た
新
居
敦
二
郎
に
よ
り

「
恵
辿
寮
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
よ

り
、
今
年
が
百
年
目
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に

当
り
ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
の
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
西
側
に
移

転
し
、
昭
和
七
年
一
月
に
開
寮
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年

(一

九
八
三
年
)
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
北
西
部
に
新
た
に
管
理

棟
を
中
心
に
六
つ
の
宿
泊
棟
を
放
射
状
に
配
置
し
、
雪
の
結
晶
を
想
起
さ
れ
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
新
生
「
恵
迫
寮
」
が
建
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
寮
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
西
方
向
へ
向
か
っ
て
二
度
場

所
を
替
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
本
科
生
と
予
科
生
が
同
居
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
大
正
中
期
に
は
九
割
以
上
が
予
科
生
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。こ

の
恵
迫
寮
で
は
、
毎
年
、
寮
生
に
よ
り
寮
歌
が
創
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
明
治
四
十
五
年
度
の
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
北
大
の
在
学
生
や
卒
業
生
は

北
海
道
大
学
総
長

佐

伯

止
口

も
と
よ
り
、
広
く
多
く
の
人
々
に
歌
わ
れ
て
い
て
、
我
々
北
大
出
身
者
に
と
っ

て
は
誇
り
で
も
あ
る
名
曲
で
あ
り
ま
す
し
、
本
州
か
ら
北
大
に
憧
れ
て
、
津
軽

海
峡
を
青
函
連
絡
船
で
来
道
し
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
「
津
軽
の
治
海
の
」
も
、

心
に
残
る
歌
で
あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
恵
迎
寮
へ
の
入
寮
が
叶
わ
ず
、
今
は
廃
寮
と
な
っ
て
い
る
芳
俊
寮

に
約

一
年
半
住
み
ま
し
た
が
、
夏
休
み
で
友
人
の
帰
省
中
に
は
恵
辿
寮
に
も
ぐ

り
込
み
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
以
降
、
学
科
増
に
よ
る
学
生
増
に
よ
り
、
寮
で
生
活
す
る
学

生
の
割
合
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
若
い
時
代
に
寝
食
を
と
も
に
生
活
し
た

仲
間
の
粋
は
強
く
、
生
涯
の
友
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
う
ら
や
ま
し

く
思
い
ま
す
。

今
、
北
海
道
大
学
は
、
さ
ら
な
る
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
そ
の

た
め
に
は
海
外
か
ら
優
秀
な
留
学
生
が
本
学
を
目
指
し
て
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

な
環
境
を
創
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
育

・
研
究
面
で
の
高

度
化
と
と
も
に
、

学
生
生
活
支
援
の
た
め
の
留
学
生
の
た
め
の
寮
の
充
実
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
、
恵
迎
寮
創
立
百
周
年
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
学
生
支
援
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
「
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
基
金
」
へ
の
御

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
• 
山
川
年
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
J¥ 

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
会
長

恵
迫
寮
百
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
寮
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
恵
辿
寮
の
想
い
出
を
語
る
立
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
大
は
幼
い
頃
か
ら
の
私
の
遊
び
場
で
し
た
。
私
の
家

は
北
大
病
院
前
に
あ
り
、
夏
は
木
登
り
を
し
た

り
、
蝉
を
と
っ
た
り
、
構
内
の
小
川
で
ト
ン
ギ

ヨ
漁
り
を
し
た
り
、
冬
は
坂
で
ス
キ
ー
も
し
ま

し
た
。
北
大
内
の
沼
で
は
、
母
に
食
べ
ら
れ
る

セ
リ
と
毒
ゼ
リ
の
見
分
け
方
を
習
っ
た
り
も
し

ま
し
た
。

長
兄
も
北
大
の
卒
業
生
で
し
た
の
で
、
よ
く
寮
生
が
我
が
家
に
食
事
を
し
に

来
ま
し
た
。
私
も
寮
に
は
た
び
た
び
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

よ
く
ぞ
こ
ん
な
不
潔
の
代
名
詞
の
よ
う
な
所
で
学
べ
る
も
の
だ
と
感
心
し
た
も

の
で
す
。
も
っ
と
も
わ
が
友
は
、
あ
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
な
ど
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

青
春
時
代
に
お
け
る
北
大
生
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
位
置
付
け
と
し
て
、
多
く
の
還
し
い
と
い
う
か
頑
固
な
リ
ー
ダ
ー

を
生
み
出
し
た
、

北
大
生
ら
し
い
寮
で
在
っ
た
事
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ご
承
知
の
通
り
、
北
大
は
国
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
極
め
て
中
途
半
端
な
運
営
形
態
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
既
に
ス
タ

l

松

日
日

士

田

ト
し
た
以
上
、
北
大
が
発
展
す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
折

か
ら
、
日
本
は
少
子
化
に
向
か
い
、
さ
ら
に
人
口
が
減
少
し
始
め
る
時
に
入
り

ま
す
。
大
学
の
質
を
高
め
な
い
と
潰
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
北
大

と
い
え
ど
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
は
、
大
学
の
存
在
を
か
け

た
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
の
危
機
感
を

O
B
も
含
め
て

共
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
前
途
が
拓
け
る
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
大
学
が
札
幌
農
学
校
の
よ
う
に
教
育
と
研
究
に
秀
で
た
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
た
よ
う
に
先
人
に
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
北
海

道
帝
国
大
学
発
足
と
共
に
、
札
幌
農
学
校
寄
宿
舎
は
帝
大
予
科
恵
迎
寮
と
銘
し

て
百
年
に
な
り
ま
す
。
百
年
の
伝
統
が
い
や
輝
き
ま
す
こ
と
を
願
い
祝
辞
と
い

た
し
ま
す
。
(
な
お
、
百
年

記
念
式
典
に
は
北
海
道
大

学
連
合
同
窓
会

・
副
会
長

の
斉
藤
和
雄
さ
ん
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。)

ハマナス
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次
の
百
年
に
向
か
ザコ

て
発
展
を
!

北
海
道
大
学
連
合
同
窓
会
副
会
長

さ
て
、
こ
の
た
び
北
大
恵
辿
寮
が
百
年
祭
を
開
催
す
る
に
当
た

っ
て
、
ご
出

席
の
皆
様
に
は
感
激
ひ
と
し
お
と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
春
時
代
を
-謡
歌
し
、

多
く
の
友
人
と
出
会

ぃ
、
社
会
性
の
醸
成
に
役
立

っ
た
寮
生
活
は
、
回
り

と
は
、
寮
生
活
を
行
っ
た
皆
様
の

一
人

一
人
が

強
く
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
青
春
時
代
の
ほ
ん
の

一
時
の
寮
生

活
が
こ
ん
な
に
も
か
け
が
え
の
な
い
人
生
に
役
立
つ
影
響
を
与
え
る
も
の
か
と

感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
「
都
ぞ
弥
生
」
を
始
め
と
す
る
、
毎
年
発
表
さ
れ
た
北
大
恵
迎
寮
寮

歌
は
全
国
の
大
学
生
に
親
し
み
歌
わ
れ
、
又
、
恵
辿
寮
祭
は
札
幌
市
民
に
広
く

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
情
報
化
社
会
を
迎
え
て
人
と
人
と
の
交
わ
り
が
う
つ
ろ
に
な
る
傾
向

の
中
で
、
人
と
人
の
料
を
暖
か
い
心
で
満
た
す
こ
と
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
恵
迎
寮
の
生
活
は
、
そ
れ
を
可
能
に
し
、

百
年
間
の
中
で
斯
界
の
リ
l

薪

藤

和

友佐

ダ
ー
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
数
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
、
連
合
同
窓
会
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
現
在
連
合
同
窓
会
は
十
五
の
学
部
等
同
窓
会
と
二
十
五
の
地
区

同
窓
会
、
計
四
十
の
同
窓
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
は
約
九
万
人
と
数

エ"、
試え

立ら
のれ
趣て
旨い
はま
、す
，当. 。
士会
副長
品は

科]

Z金
主基
?株
主芸
同五

25 
が P火
f又

テ2
、回
相田
互里
の 二三

境長
"'-1ぇ 。

を
共
有
し
、
社
会
連
携
を
通
じ
て
、
北
大
の
存
在
価
値
を
い

っ
そ
う
高
め
る
た

め
全
学
的
拠
点
を
結
成
す
る
。
と
な

っ
て
い
ま
す
。

北
の
地
に
あ
っ
て
や
や
も
す
る
と
、
遅
れ
が
ち
な
北
海
道
大
学
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
で
き
れ
ば
よ
い
と
の
願
い
と
同
窓
の
粋
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た
い
と

考
え
て
、

一
昨
年
発
足
致
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
多
く
の
恵
迎
寮
出
身
者
が
ご

活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
へ
の
貢
献
は
寮
が
存
続

す
る
限
り
続
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
百
年
祭
を
契
機
と
し
て
、

同
窓
生
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
寮
が
次

の
百
年
に
向
か

っ
て
歩
み
だ
し
、
益
々
の
ご
発
展
を
さ
れ
る
こ
と
を
衷
心
よ
り

祈
念
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

二
O
O
七
年
九
月
二
十
二
日

手当ヂ正予岩手'"手芸予三子苦手芸予言子答手三塁子三三手芸手話予己手芸手芸ヂ~.;，訟手苦手三手芸手詰~~王手~手~手ぎ手記子三手ぎ子苦手三王手三幸子三:-~~ヂ~.;:.三手長予三子岩手=・~-'!岩手';--'!.岩手ミ王子岩手~~岩手ぎ手主主手三王手誉予三三子宮苦手苦手';~T-三子三
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毎
日
楽
し
く
過
ご
し
た
寮
生
活

恵
迫
寮
同
窓
会
名
誉
会
長

繁

雄

官
同

(
昭
和
6
年
入
寮
)

北
海
道
帝
国
大
学
予
科
恵
迫
寮
創
基
百
年
を
迎
え
る
こ
の
め
で
た
い
日
に
、
卒
業
生
代
表
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
機
会
を
得
、
誠
に
欣
快
に
堪
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
去
る
六
月
十
二
日
よ
り
胆
嚢
炎
に
て
三
ヶ
月
入
院
、
手
術
し
た
の
で
車
椅
子
で
失
礼
す
る
。

私
は
昭
和
六
年
四
月
十
人
日
北
海
道
帝
国
大
学
予
科
の
学
生
と
し
て
入
学
を

許
可
さ
れ
た
。
顧
み
れ
ば
今
か
ら
七
十
六
年
前
の
事
で
あ
る
。
北
海
道
大
学
は
、

終
戦
ま
で
は
北
海
道
帝
国
大
学
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
学
生
は
大
変
誇
り
を
持
っ

て
い
た
。
私
は
北
海
道
生
れ
の
北
海
道
育
ち
で
、
北
海
道
が
大
好
き
で
あ
る
。

数
あ
る
旧
制
高
校
の
中
で
北
大
予
科
に
一
番
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
旧
制

高
校
も

Z
o
p
z
aと
し
て
一
高
i
人
高
、
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
旧
制
高
校

は
あ
っ
た
。
秀
才
は
こ
ぞ
っ
て
旧
制
の
高
校
を
選
ん
で
い
た
。
北
大
予
科
の
受

験
場
に
入
っ
た
時
、
こ
の
教
室
は
五
十
人
入
り
だ
っ
た
。
北
海
道
帝
国
大
学
予

科
の
受
験
は
十
八
人
に
一
人
と
い
う
激
し
い
競
争
率
で
、
こ
の
部
屋
か
ら
三
人

き
り
合
格
で
き
な
い
状
況
な
の
で
、
大
変
心
細
い
思
い
を
し
た
。

北
海
道
帝
国
大
学
は
、
そ
の
起
源
を
日
本
最
初
の
近
代
的
大
学
と
し
て
、
明

治
九
年
(
一
八
七
六
年
)
八
月
十
四
日
に
設
立
さ
れ
た
札
幌
農
学
校
に
遡
っ
て

み
る
と
、
米
国
か
ら
招
請
さ
れ
た
ク
ラ
l
ク
博
士
は
札
幌
農
学
校
の
開
校
式
に

あ
た
っ
て
、
学
生
違
に
宮
内

q
g
d
E巴
O
ロ
(
高
遁
な
る
大
志
)
を
と
語
っ
た
と

書
い
た
書
物
も
あ
っ
た
が
、
吾
々
が
ス
ト
ー
ム
で
や
る
宮
釦
自
立
民

o
g
g苫
が

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

一
一
一
月
十
八
日
の
発
表
日
に
は
、
母
が
見
に
行
っ
て
合
格
が
知
ら
さ
れ
、

家

中
大
喜
び
を
し
た
。
補
助
に
受
験
し
た
小
樽
高
等
商
業
学
校
も
も
ち
ろ
ん
合
格

し
た
。
私
は
四
月
十
人
日
が
入
学
式
と
の
通
知
を
頂
い
た
の
で
、
早
目
に
四
月

十
三
日
札
幌
駅
に
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
駅
の
構
内
に
、
汚
い
服
装
を
し
て
手
拭

い
を
腰
に
、
や
ぶ
れ
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
予
科
生
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
中

の
一
人
の
予
科
生
か
ら
、
私
に
「
お
前
は
繁
富
で
な
い
か
?
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
「
ハ
イ
、
そ
う
で
す
。
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
私
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
奪

い
取
る
よ
う
に
し
て
、
「
お
前
は
庭
球
部
に
入
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
俺
に
つ

い
て
来
い
。
」
と
言
っ
て
、
大
学
の
近
く
に
あ
る
下
宿
に
つ
れ
て
行
か
れ
た
。

私
は
、
菊
池
寛
の
受
験
生
の
手
記
な
ど
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
寮
に
入
り
た

い
、
こ
の
よ
う
な
下
宿
に
入
り
た
く
な
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
北
大
の
恵
迫
寮

は
明
治
時
代
の
も
の
で
、
今
年
で
新
し
く
建
て
直
す
の
で
、
秋
に
な
ら
な
い
と

完
成
し
な
い
と
い
う
話
で
が
っ
か
り
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
翌
日
か
ら
中
央
コ

1
ト
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
コ
ー
ト
の
修
理

を
手
伝
っ
た
。
よ
う
や
く
四
月
十
七
日
に
コ
l
ト
修
理
は
完
成
し
た
が
、
四
月

十
八
日
の
入
学
式
が
終
わ
っ
て
か
ら
コ

l
ト
聞
き
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
突
然
、
四
月
十
七
日
の
夜
に
三
十
個
以
上
の
雪
が
降
っ
て
、
中
央
講

堂
の
入
学
式
が
終
わ
っ
て
も
テ
ニ
ス
の
練
習
は
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

帯帯告~啓-帯弾事~畢#告書持者§帽骨~串帯封閥均師向型骨~畢告書骨封酎師向替-告書#掛告書掛骨需骨封書告書#脅-骨~畢-曜骨~事告~串骨-骨向苦
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一
週
間
程
し
て
よ
う
や
く
コ

l
ト
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
テ

ニ
ス
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の
練
習
が
始
ま
っ
た
。
私
は
軟
式
テ

ニ
ス
の
選
手
で
あ
っ
た
の
で
、
硬
式
の
ボ

ー
ル
は
難
し
く
苦
労
を
し
た
が
、
少
し
ず
つ
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
予
科
の

授
業
は
午
前
八
時
三
十
分
に
始
ま
り
、
午
後
は
二
時
三
十
分
j
三
時
三
十
分
で

終
わ
る
の
で
、
授
業
が
終
わ
り
し
だ
い
コ

1
ト
に
駆
け
付
け
て
、
先
輩
の
為
に

ネ
ッ
ト
を
張
り
、
練
習
の
用
意
を
す
る
の
が

一
年
生
の
習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。

カ
パ
カ
し
く
て
や
っ
て
ら
れ
な
い
の
で
、

中
学
時
代
は
最
高
学
年
の
五
年
生
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
事
パ

テ
ニ
ス
の
練
習
は
サ
ボ
り
が
ち
に
な
り
、

上
級
生
か
ら
「
繁
富
は
諌
習
を
サ
ボ
る
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
「
私
は
北
海
道
帝
国

大
学
に
わ
ざ
わ
ざ
テ

ニ
ス
を
や
る
為
に
入

学
し
た
の
で
は
な
い
。
吾
が
貴
重
な
青
春

を
、
予
科
三
年
間
で
悔
い
の
な
い
よ
う
に

過
ご
す
為
に
入
学
し
た
の
だ
よ

と
言
い

返
し
て
や
っ
て
、
あ
ま
り
テ
ニ
ス
の
練
習

に
は
行
か
ず
、
親
し
い
友
達
と
土
曜
は
学

校
を
欠
席
し
て
、
近
郊
の
山
小
屋
に
一
泊

し
て
二
日
間
を
楽
し
む
為
に
出
か
け
た

山
渓
旅
行
と
い
う

一
日
泊
り
の
行
事
が
あ
り
、
平
山
厚
街
道
の
林
檎
畑
を
通
り
抜

ふ乞
1
レ、

一
晩
楽
し
む
旅
行
だ
っ
た
。

け
、
定
山
渓
ホ
テ
ル
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
だ
っ
た
。
夜
は
ホ
テ
ル
で
自
前
の
隠
し
芸

寮
か
ら
平
岸
の
林
檎
畑
を
通
る
時
、
林
檎
を
勝
手
に
取
っ
て
食
べ
る
が
持
ち

主
に
叱
ら
れ
な
い
の
で
不
思
議
と
思
っ
て
い
た
が
、

三
年
目
に
寮
の
委
員
に
な

っ
て
初
め
て
わ
か
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
た
く
さ
ん
お
菓
子
を
積
み
込
ん
で
、
林

「ーー

り
、
五
月
に
は
暖
か
い
日
に
学
校
を
休
み
、
ゾ
ン
メ
ル
シ

l

(
夏
ス
キ

l
)
を

車
椅
子
で
お
祝
い
を
述
べ
る
繁
富
名
誉
会
長

裸
で
す
べ
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
天
候
の
良
い
日
は
北
大
の
植
物
園

ぃ
、
充
分
に
満
足
し
た
毎
日
を
送
っ
た
。

の
ロ
l
ン
に
寝
こ
ろ
が
り
、
恵
辿
寮
歌
を
歌
っ
た
り
、
旧
制
高
校
の
寮
歌
も
歌

予
科
の
夏
休
み
は
、
七
月
十
日
j
九
月
十
日
の
二
ヶ
月
あ
っ
た
の
で
旭
川
に

帰
り
、
旭
川
市
役
所
の
土
木
課
の
製
図
を
書
く
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

恵
迫
寮
は
毎
日
が
実
に
楽
し
く
、

一
年
は
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
、
二
年
目
に
定

二
、
ニ
ッ
ト
セ

揮
一
ツ
の
ス
ト
ー
ム
も

し
も
せ
ぬ
さ
せ
も
せ
ぬ

三
、
三
ツ
ト
セ

見
た
か
聞
い
た
か
北
大
の

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

四
、
四
ツ
ト
セ

檎
畑
の
持
ち
主
に

一
軒

一
軒
立
ち
寄

っ
て

御
礼
を
言
う
の
が
委
員
の
仕
事
で
あ
る
と

知
ら
さ
れ
、
そ
れ
で
百
姓
は
文
句
を
言
わ

な
い
と
い
う
事
が
わ
か
っ
た
。

定
山
渓
旅
行
で
憶
え
た
恵
迎
寮
数
え
歌

が
、
寮
生
の
毎
日
を
知
る

一
番
の
近
道
で

あ
る
と
思
い
紹
介
す
る
。

恵
迫
数
、ぇ
歌

、

一
ツ
ト
セ

人
も
良
く
知
る
札
幌
の

こ
こ
は
北
大
の
恵
迎
寮

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

素
面
(
シ
ラ
フ
)
じ
ゃ

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

恵
迫
寮
生
の
飲
み
つ
振
り

~~忌子冨子三三子三予言子~予言ヂ苦手芸守"'"'"子苦手岩手苦手志子苦手苦手三手~~手岩手ど子三王手三三予三三子苦手ど子岩手苦手岩手話子志予三予三子三子三三子三.::~~~苦手苦手三予三予言子三さ予言子苦手三手苦手辛子'"子草子苦手;.ヂ岩手苦手三子志子岩手三
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止
(
ヨ
)
せ
ば
良
い
の
に
酒
を
飲
み

金
の
な
い
の
も
知
ら
ぬ
顔

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

五
、
五
ツ
ト
セ

何
時
も
学
校
じ
ゃ
沈
没
し

落
第
す
る
の
も
何
の
そ
の

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

六
、
六
ツ
ト
セ

難
し
問
題
も
気
に
し
な
い

一
夜
作
り
の
カ
ン
ニ
ン
グ

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

七
、
七
ツ
ト
セ

七
ツ
不
思
議
の
あ
る
処

(
窓
か
ら
小
便
)

星
の
あ
る
夜
に
雨
が
降
る

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

入
、
八
ツ
ト
セ

や
さ
し
い
処
な
ぞ
あ
り
ゃ
し
な
い

恵
迫
寮
に
は
熊
が
住
む

九
、
九
ツ
ト
セ

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

落
第
す
れ
ば

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

此
処
ら
で
止
め
と
け

凱
旋
(
*
放
校
)
だ

も
う
一
度

十
、
十
ト
セ

時
は
三
時
か
未
だ
早
い

並
べ
た
銚
子
が
十
三
本

ソ
イ
ツ
ア
豪
気
だ
ね

(
七
は
新
し
い
寮
に
な
っ
て
か
ら
無
く
な
っ
た
)

北
大
に
は
公
爵
、
侯
爵
、
伯
爵
、
子
爵
、
男
爵
の
華
族
の
子
弟
の
多
い
の
に

は
驚
い
た
。
戸
田
子
爵
は
私
達
庭
球
部
同
期
の
友
人
だ
っ
た
。
又
、
仙
台
の
伊

達
公
爵
の
子
孫
も
北
大
の
農
学
部
に
お
り
、
家
来
を
つ
れ
て
馬
に
乗
っ
て
大
学

に
通
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
三
年
目
の
二
学
期
に
な
り
、
九
月
十
日
担
任
の

先
生
よ
り
六
十
点
以
下
の
コ
ン
デ
発
表
が
あ
っ
た
が
、
私
は
一
科
目
も
六
十
点

以
下
は
な
く
、
低
空
飛
行
な
が
ら
落
第
す
る
心
配
も
な
い
。
独
乙
語
と
数
学
だ

け
は
、
学
部
に
行
っ
て
か
ら
必
要
な
の
で
勉
強
し
て
お
い
た
。
三
年
目
の
高
等

数
学
は
、
一
高
上
泉
大
卒
業
の
銀
時
計
組
優
等
生
の
渡
辺
先
生
だ
っ
た
。
成
績

発
表
の
時
、
「
北
大
予
科
に
は
一
高
生
で
も
で
き
な
い
と
思
っ
て
出
し
た
問
題

を
全
部
で
き
た
秀
才
が
い
る
。
繁
富
君
だ
。
」
私
は
低
空
飛
行
な
の
で
、
余
り

聞
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
隣
の
友
人
に
つ
つ
か
れ
た
。
「
お
前
の
名
前
だ
。
」
と

言
わ
れ
、
ピ
ッ
ク
リ
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
「
勉
強
の
で
き
る
奴
が
可
愛
い
、

繁
富
君
は
是
非
先
生
の
下
宿
に
来
い
。
」
と
言
わ
れ
、
運
動
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ

っ
た
十
月
末
に
、
先
生
の
と
こ
ろ
に
伺
っ
た
。
先
生
も
下
宿
は
汚
く
し
て
お
り
、

一
緒
に
掃
除
を
し
て
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
時
々
伺
っ
て
二
学

期
、
三
学
期
は
全
部
百
点
だ
っ
た
。

禍
福
は
糾
へ
る
縄
の
加
し
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
十
日
も

経
過
し
な
い
う
ち
に
、
北
海
道
帝
国
大
学
現
職
の
高
岡
熊
雄
総
長
先
生
か
ら
、

北
海
道
帝
国
大
学
予
科
青
葉
高
六
予
科
長
に
電
話
が
あ
り
、
予
科
工
類
三
年
の

繁
富
一
雄
を
す
ぐ
総
長
の
と
こ
ろ
に
よ
こ
す
よ
う
に
、
と
の
事
。
青
葉
高
六
予

科
長
は
さ
っ
そ
く
学
校
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
学
校
に
は
来
て
い
な
い
事
が
わ
か

り
、
恵
迫
寮
に
飛
ん
で
来
て
、
私
達
総
務
委
員
六
人
が
学
校
を
サ
ボ
っ
て
各
運

動
部
の
予
算
や
遠
征
費
の
調
査
を
し
て
、
後
始
末
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

そ
こ
で
青
葉
寓
六
予
科
長
に
ど
え
ら
く
叱
ら
れ
て
、
「
総
務
委
員
は
予
科
桜
星

会
を
代
表
す
る
者
で
、
学
校
を
欠
席
し
て
ま
で
や
れ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
特

に
繁
富
君
は
、
高
岡
総
長
先
生
が
探
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
す
ぐ
本
部
の
総
長

室
に
行
け
。
」
と
言
わ
れ
て
、
総
長
室
に
飛
ん
で
行
っ
た
。
今
も
私
の
脳
裡
に

焼
き
付
い
て
い
る
が
、
赤
い
繊
笹
の
上
を
恐
る
恐
る
総
長
先
生
の
と
こ
ろ
ま
で

歩
い
て
行
き
、
丁
寧
に
礼
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
そ
こ
に
か
け
た
ま
え
。
」
と
言
わ

告Nl盛事醤4畢4忌4援4醤e醤4畢e替4揺e揺膚謡4畢e器事醤e揺宗替予醤4器4普手忌骨~巴吾~4畢~~啓~墨書-揺告書~器4醤4畢手醤明言4畢4昌明器事接手盛告Nl盛者Nl誉帯忌告書手畢容器千草4畢~忌4嘗
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れ
て
、
椅
子
に
腰
か
け
て
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
「
君
の
お
父
さ
ん
か
ら
手
紙

平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日

ゃ
く
総
長
先
生
と
総
長
の
御
令
室
様
の
御
了
解
を
頂
い
た
。
高
岡
能
…
雄
総
長
先

が
来
て
、

二
年
末
の
春
休
み
も
三
年
の
夏
休
み
も
家
に
帰
っ
て
い
な
い
。
何
の

生
と
は
親
戚
に
当
る
の
で
、
私
達
の
結
婚
も
仲
人
を
つ
と
め
て
下
さ

っ
た
。

学
部
に
入
っ
て
か
ら
は
毎
日
五
時
間
く
ら
い
よ
り
寝
・
な
い
で
、
予
科
時
代
と

連
絡
も
な
い
と
の
事
。
君
は
今
日
も
学
校
を
休
ん
で
、

恵
迎
寮
で
予
科
桜
星
会

の
仕
事
や
、
寮
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
由、

予
科
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
今

晩
は
私
の
家
に
来
な
さ

い
。

一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
話
を
し
よ
う
。
」
と
の

事
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
総
長
の
御
自
宅
で
ご
ち
そ
う
に
な

っ
た
。
「予

打
っ
て
変
っ
て
勉
強
を
し
た
。
御
陰
様
で
北
大
の
機
械
科
か
ら
十
期
ま
で

一
人

も
採
用
し
て
く
れ
な
か
っ
た
日
立
製
作
所
目
立
工
場
に
入
社
す
る
事
が
で
き

た
。
日
立
製
作
所
は
月
給
九
十
円
(
一
般
七
十
円
j
八
十
円
目
標
高
)
、
半
期
の

賞
与
は

一
年
分
で
ズ
パ
抜
け
た
待
遇
だ
っ
た
。

科
三
年
間
は

一
科
目
も
コ
ン
デ
は
取
っ
て
い
な
い

の
で
落
第
す
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
学
部
に
行
き
、

以
上
を
も
っ
て
祝
辞
と
す
る
。

一
番
行
き
た
い
機
械
科
に
入
れ
る
か
否
か
、
こ
れ
か

ら
寮
を
出
て
、

二
学
期、

一二学
期
を
頑
張
り
ま
す
こ

と
申
し
上
げ
て
、

ト
品
、
内
ノ

大寮歌祭での祝盃

手志手三';:.=:-{!.苦手芸子三子手淫子~T~7~~正予岩手三~~手淫~~苦手忌~守主
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継

続

は

力

な

り

恵
辿
寮
百
年
記
念
祭
は
周
到
な
計
画
と
同
窓
諸
兄
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
協

力
と
関
係
各
位
の
御
協
賛
に
よ
り
大
成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
誌
記
念
号
は
記
念
行
事
の
集
大
成
で
あ
り

次
な
る
二
百
年
記
念
祭
へ
の
道
標
と
な
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
か
ら
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
き
た
関
東

恵
迎
会
を
は
じ
め
恵
辿
寮
出
身
者
が
抱
く
愛
寮

の
精
神
は
学
窓
を
出
て
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
高
い
評
価
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
百
年
の
歳
月
は
永
い
の
か
将
又
、
短
い
の
か
:
・
こ
の
間
に
寮
舎
そ
の

も
の
が
、
三
代
目
と
な
り
予
科
時
代
、
新
制
大
学
教
養
部
時
代
と
も
に
男
子
の

寮
生
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
や
、

一
年
生
か
ら
大
学
院
生
、
女
子
学
生
、

留
学
生
が
起
き
臥
し
を
共
に
す
る
総
合
的
学
寮
に
変
容
し
、
旧
制
高
等
学
校
の

縁
を
偲
ぶ
す
べ
も
な
い
と
嘆
く
意
見
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

時
は
移
り
世
は
変
れ
ど
恵
辿
寮
の
伝
統
は
、
自
治
と
自
尊
の
精
神
を
基
盤
に
、

青
春
の
灼
熱
の
時
を
共
有
し
、
蝉
け
る
よ
う
な
精
神
の
昂
揚
と
煩
悶
が
熱
い
友

情
を
育
み
続
け
て
い
ま
す
。

都
ぞ
弥
生
の
作
曲
者
、
赤
木
顕
次
氏
が
来
札
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
二
年
で

代
表
幹
事

横

(
昭
和
訂
年
入
寮
)

J青

山

し
た
。
都
ぞ
弥
生
の
誕
生
か
ら
四
十
五
年
後
の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
の
寮
歌

"
花
練
乱
の
"
(
前
島

一
淑
作
)
は
五
十
年
を
閲
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
、

中
曽
根
首
相
が
北
大
訪
問
の
お
り

『北
大
に
独
特
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

一
種

の
ロ
マ
ン
。
恵
辿
寮
:
「
都
ぞ
弥
生
」
は
私
も
知
っ
て
い
る
』
と
語
ら
れ
た
。

学
生
の
反
応
は
ク
ー
ル

で
自
分
達
は
ロ
マ
ン
に
惹
か
れ
て
き
た
わ
け
で
な
く
、

学
内
で
も
蛮
カ
ラ
ぶ
り
や
強
烈
な
個
性
の
発
揮
は
年
々
薄
れ
て
い
る
旨
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
総
理
は
「
そ
う
い
う
風
調
を
慨
嘆
に
た
え
ん
と
思
い
ま
せ
ん

か
」
と
い

っ
た
そ
う
で
す
。
(岩
沢
健
蔵
著
北
大
歴
史
散
歩
よ
り
)
私
達
の

考
え
方
も
中
曽
根
首
相
的
な
色
合
い
に
近
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
学

生
も
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
現
在
は
豊
か
な
才
能
と
伺
性
を
充
分
発
揮

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

奇
心
迫
寮
同
窓
会
が
発
足
し
て
四
半
世
紀
、
私
達
は
酒
に
酔
っ
て
街
頭
で
ス
ト
1

ム
を
繰
り
返
し
た
り
、
放
歌
高
吟
の
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
寮
生
活
の
混
沌
の
中
で
「
人
と
は
何
か
」
「
自
然
と
は
何
か
」
を
考
え
終
生

の
友
を
得
た
人
間
力
培
養
の
源
流
を
大
切
に
守
り
育
て
た
い
の
で
す
。
そ
の
為
に

も
同
窓
会
を
維
持
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
思
い
出
す
ま
で
も
な
く
耳
の

底
か
ら
鳴
っ
て
く
る
寮
歌
を
歌
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
平
成
生
ま
れ
も
含
め
現
寮
生
の
底
力
に
感
動
!
女
子
同
窓
生
の
気
く
ば
り

に
感
謝
、
そ
し
て
全
同
窓
メ
ン
バ
ー
の
情
熱
に
感
激
で
す
。
恵
迎
寮
よ
永
遠
に

H

手芸子草子岩子志手ピヂ￥2芸子~.;!"~.:p.;:~亘子容子￥-1"~子己子三~-F:;:-~子三さ手己点三さ手苦手岩手忌守~手王手子~子~~手手岩手岩手~子三予言予三三子三手予言予三千三さ千三~.:r.:子三~4三三子三三手己手￥手出子三三子~~子三::7':ヂミ三子宮手苦手岩手岩手三三子~~;.
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北海道大学恵迫寮命名百周年記念寄贈寮歌
二二二二ゴ

る春の川老不

j台 君側酎H4B年よ寄与一r告
ー

l
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千
作歌
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若き日の
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し

語

れ

と

品触

ら

J

に

も友

}魂

と寮

ふ
品み1レ

収
木る

し

な

せ

日比

布

ご

も

ヲ
過

世

U

共

四

一世紀歴史も経りて

団繁も楽し

寮
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辿
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宙
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の
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V
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机
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つ
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三
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は
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1
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|恵迫寮開識社|

同
寮
百
周
年
記
忽
特
別
講
演

宗万
r度
公P
:::;:守福

ぷ造
旬、 : :・を
;77育
.¥じて

いた
手L
:;}::'!:::幌

農
0・v:;:川必比
• 川弓「

: ，~':，校

:ニ:の

教
;j::::育

来
札
十
五
年
前
、
奴
隷
制
度
を
こ
の
地
上
か
ら
払

拭
し
た
い
と
し
て
南
北
戦
争
に
出
征
し
た
ク
ラ

l
ク

博
士
は
南
北
戦
争
時
に
北

箪
が
大
義
と
し
た
ア
メ
リ

カ
独
立
宣
言
の
「
自
由
平

等
、
自
主
独
立
の
精
神
」

と
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
の
「
弱

者
の
側
に
立
つ
博
愛
の
精
神
」
を
学
生
の
教
育
に
持

ち
込
ん
だ
。
教
師
は
生
徒
に
ペ
。
己
コ

m
m
g門
一

2
5
]

(
紳
士
諸
君
)
と
呼
び
か
け
て
彼
ら
の
個
を
尊
重
し、

校
則
を
∞
印
肉
巾
コ
巴
巾

5
2
(紳
士
た
れ
)
の

言

と

し
て
自
由
の
う
ち
に
、
自
主
独
立
の
精
神
と
自
律
的

な
個
の
確
立
に
よ
る
人
格
の
完
成
を
促
し
、
自
由
に

は
責
任
の
伴
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
た
。
午
前
中
の
授

業
に
加
え
、
午
後
は
勤
労
を
課
し
、
勤
労
に
は
報
酬

を
与
え
て
正
当
な
報
酬
の
卑
し
か
ら
ざ
る
を
教
え
、

聖
書
に
基
づ
く
真
理
と
正
義
の
教
育
を
し
、
弱
者
救

済
の
視
点
を
教
え
た
。
保
身
に
走
ら
ず
、
堂
々
と
正

北
海
道
大
学
獣
医
学
研
究
科
教
授

藤

義
を
主
張
で
き
る
不
屈
の
個
が
札
幌
農
学
校
の
教
育

精
神
に
よ
り
酒
養
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
確
固
た
る

個
の
確
立
が
ク
ラ
l
ク
博
士
の
教
育
の
基
本
で
あ
っ

た
。ク

ラ
l
ク
博
士
の
燃
え
る
教
え
と
人
間
性
、
そ
し

て
そ
の
精
神
は
教
え
を
受
け
た
学
生
た
ち
の
心
に
大

き
な
志
の
松
明
を
燈
し
た
。
明
治
初
年
、
多
数
の
お

雇
い
外
国
人
が
日
本
の
高
等
教
育
に
当
た
っ
た
が
、

彼
ほ
ど
学
生
の
心
を
つ
か
ん
だ
人
物
は
他
に
は
い
な

い
。
わ
ず
か
八
ヶ
月
の
滞
在
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
学
生
た
ち
に
与
え
て
ク
ラ
l
ク
博
士
は
農
学
校
を

去
っ
た
。
残
る
彼
ら
を
指
導
し
た
の
は
、

や
は
り
ク

ラ
1
ク
博
士
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
ク
ラ
l
ク

博
士
の
米
国
人
教
え
子
た
ち
で
あ
る
。
若
い
彼
ら
が

教
授
と
し
て
、
弟
ほ
ど
し
か
年
齢
の
違
わ
な
い
日
本

入
学
生
た
ち
を
指
導
し
た
の
で
あ
る
。
五
十
歳
の
ク

ラ
l
ク
博
士
と
は
ま
た
違
っ
た
影
響
力
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
ク
ラ
l
ク
博
士
が
去
っ
た

田

正

(
昭
和
お
年
入
寮
)

後
も
長
く
滞
在
し
、
親
し
く
学
生
達
を
指
導
し
た
。

人
格
の
完
成
を
目
指
す
人
間
教
育
を
教
育
の
基
本

と
し
た
こ
の
学
校
か
ら
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
国
際

舞
台
で
最
も
活
躍
し
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
人
物
、

新
渡
戸
稲
造
、
世
界
的
思
想
家
内
村
鑑
三
、
明
治
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
日
本
風
景
論
」
を
著
し
、
聞
か
れ

15 

た
愛
国
心

・
国
粋
主
義
を
唱
え
、

い
ず
れ
の
国
も
そ

の
国
独
自
の
優
れ
た
国
粋
が
あ
る
。
お
互
い
の
国
粋

を
尊
重
し
つ
つ
、
対
等
に
対
崎
す
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
、
鹿
鳴
館
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
明
治
の
極
端

な
欧
化
策
を
批
判
し
た
志
賀
重
昂
、
札
幌
農
学
校
以

来
、
幾
多
の
大
学
存
立
の
危
機
を
跳
ね
返
し
、
北
海

道
大
学
へ
と
成
長
さ
せ
た
北
大
の
父

・
佐
藤
昌
介
、

百
年
後
の
今
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ナ
被
害
の
修

復
に
彼
の
技
術
が
使
わ
れ
た
清
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
庚
井

勇
、
戦
前
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
国
の
植
民
地

政
策
を
厳
し
く
批
判
し
た
石
橋
湛
山
(
元
首
相
)
に

強
い
影
響
を
与
え
た
大
島
正
健
な
ど
、
人
格
も
実
力



も
立
派
な
堂
々
た
る
日
本
人
が
輩
出
さ
れ
た
。

北
大
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
札
幌
農
学
校
は
官

が
建
て
た
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
順
調
に
発
展
を
遂

げ
る
他
の
官
立
大
学
と
は
対
照
的
に
、
幾
度
と
な
く

廃
校
の
危
機
に
顕
す
る
。
確
立
さ
れ
た
確
固
た
る
個

を
持
ち
、
権
力
に
も
堂
々
と
異
論
を
唱
え
る
こ
と
の

出
来
る
人
物
を
多
数
輩
出
し
た
が
故
の
こ
と
で
あ

る
。
「
僕
ら
の
学
校
を
出
た
若
い
者
で
、
時
の
政
府

に
反
対
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
気
に
食
わ
な
い

と
い
ふ
の
で
そ
ん
な
学
校
は
一
層
つ
ぶ
し
て
し
ま
へ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
」
(
佐
藤
昌
介

『
短
編
自
叙
伝
北
海
道
五
十
年
』
)
。
校
長
佐
藤
昌
介

の
正
論
の
主
張
と
や
む
を
得
ぬ
妥
協
と
で
、
こ
と
ご

と
く
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
学
校
は
残
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
崇
高
な
教
育
精
神
は
転
換
を
迫
ら
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
色
や
自
由
・
自
主
独
立
の
精
神
の
酒

養
、
人
聞
を
造
る
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
方
針
が

薄
ら
い
で
ゆ
く
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
新
渡
戸
稲
造
、

内
村
鑑
三
の
弟
子
た
ち
、
即
ち
、
札
幌
農
学
校
の
教

育
精
神
に
強
い
影
響
を
受
け
た
人
々
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
旧
教
育
基
本
法
に
対
す
る
行
政
の
仕
打
ち
を
勢

露
と
さ
せ
る
。
旧
教
育
基
本
法
も
強
い
個
を
作
る
人

格
教
育
が
基
本
理
念
に
あ
っ
た
。

初
期
の
札
幌
農
学
校
の
教
育
が
転
換
を
迫
ら
れ
た

結
果
、
大
学
は
大
き
く
な
っ
た
が
、
輩
出
さ
れ
る
人

材
は
こ
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
と
言
う
内
村
鑑

三
の
嘆
き
が
北
大
創
基
五
十
周
年
の
お
り
に
新
聞
に

寄
稿
し
た
文
書
に
見
て
取
れ
る
。
「
明
治
の
初
年
に

お
い
て
、
私
ど
も
が
北
海
道
に
つ
い
て
抱
い
た
理
想

は
、
は
な
は
だ
高
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
(
中
略
)

し
か
し
な
が
ら
札
幌
の
地
が
学
生
を
養
成
す
る
の
に

最
も
良
き
地
で
あ
る
か
は
、
今
は
大
い
な
る
疑
問
で

あ
り
ま
す
。
天
然
的
に
最
も
恵
ま
れ
た
る
札
幌
は
今

や
官
僚
化
さ
れ
、
商
人
化
さ
れ
て
学
生
生
活
を
送
る

に
は
、
は
な
は
だ
悪
い
所
と
な
り
ま
し
た
。
札
幌
が

出
し
た
も
の
は
多
数
の
従
順
な
る
官
僚
、
利
益
に
た

け
た
る
実
業
家
、
ま
た
は
温
良
の
紳
士
で
あ
り
ま
す
。

し
か
れ
ど
も
、
正
義
に
燃
え
、
真
理
を
熱
愛
し
、
社

会
人
類
の
為
に
犠
牲
た
ら
ん
と
す
る
人
物
は
一
人
も

出
し
ま
せ
ん
。
積
極
的
の
大
人
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

進
ん
で
善
事
を
及
ぼ
さ
ん
と
致
し
ま
せ
ん
。
主
と
し

て
消
極
的
の
人
間
で
あ
り
ま
す
。
私
は
ク
ラ
1
ク
先

生
の
精
神
は
札
幌
に
残
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
残
っ
て
い
る
の
は
先
生
の
名
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
自

由
の
精
神
、
信
仰
は
今
の
札
幌
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

札
幌
は
先
生
の
ボ
1
イ
ズ
・
ピ
l
・
ア
ン
ピ
シ
ヤ
ス

の
広
い
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
を
知
り
ま
せ
ん
。
」

ボ
ー
イ
ズ
・
ピ

I
・
ア
ン
ピ
シ
ヤ
ス
の
北
大
の
解

釈
一
「
金
銭
や
私
利
私
欲
の
た
め
で
は
な
く
、
人
が

名
声
と
呼
ぶ
は
か
な
い
も
の
に
対
し
て
で
も
な
く
、

知
識
や
正
義
や
、
人
々
の
向
上
に
尽
く
す
た
め
に
、

そ
し
て
、
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
完
成
さ
れ
た
姿
に

到
達
で
き
る
よ
う
に
、
青
年
よ
大
志
を
抱
け
。
」
(
一

九
一
五
年
「
北
大
略
史
」
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
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布
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• 事 1~ 
新装なった歌碑「都ぞ弥生j

務め
ι崎
沖

tの
安
婦
書
作

t
k
'
争
点
ル
ム
b
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4
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萎
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T
z
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，
妙
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島
包
疹
ん
V
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3
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&
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9
7
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呼
6
1レ
JL凶

N
b
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殺
約
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智
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4
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豆
長
f
e
w
同九

'f常

-
な
b
V
崎市
7
m
y
h
l
E
号
筑
A
W

百
年
記
念
祭

中村隆男氏の書

歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
改
修
除
幕
式

「都ぞ弥生j献歌

除幕式参加の横山芳介ご親族と赤木顕次ご息女 (左端)

歌碑「都ぞ弥生j贈呈式

佐伯北大総長 (左)と中瀬恵迫寮同窓会会長
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記
念
講
演
を
す
る
藤
田
正
一
教
授

黙捧恵迫百年記念式典

ク
ラ
|
ク
会
館
前
で
恵
迫
寮
史
を
販
売
す
る

現
寮
生

中
央
口
l
ン
に
「
都
ぞ
弥
生
」
が
こ
だ

ま
し
た
一
万
人
の
大
合
唱

全
員
一
屑
組
み
大
合
唱

中
央
口

1
ン
に
集

っ
た
人
々

18 



北
大
交
響
楽
団
に
よ
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
演
奏

現
寮
生
、

O
B
、
応
援
団
と
の
交
流
会

肩
組
み
合
っ
て
:
・:
:
:

「
モ
ツ
ラ
」
の
お
ば
さ
ん
を
囲
ん
で

三
十
年
代
、
四
十
年
代
入
寮
の

O
B

「大寮歌祭Jで歌う08ら

ポ
ス
ト
カ

l
ド
の
原
画

伊
藤
画
伯
の
作
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
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応援団のエールで寮歌祭も大団円



捌
年
「
茨
城
美
浦
陸
平
」
寮
歌
祭

1994年「第3回東日本大会j横浜

氷川丸船上

1997年「第4回東日本大会」

浜松町 ・芝弥生会館
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写
真
提
供
者

m-年
「
理
洛
み
が
く
」
揚
額
式
典
(
山
梨
大
月
市
)

長
谷
川

久
(
昭
和
白
年
入
寮
)
坂
下

節
子

響
絡
み
小
く

叫
品
P

也

Z
咋
吋

主

ηL--C
咋

a

二
信
玲
ぬ
か
く
石
狩
の

ぽ，
J

注
く
か

μく
れ
は

原
始
め
森
は
A
聞
く
l
T

雪
併
の
泉
互
と
崎
〈

J
F

浜
r加
ろ
い
き
叶
飢
え
に

6

伶
泊
JT
F
5
-令
向
に

6

4

・
J

笈
h

引
の
套
吟
れ
ゆ
く

阿
川
ゑ
八
三
局
を
休
小
か
丹

J
d
f
hp

ブ
内
山
め
桜
元

思
え
は
崎
町
4
k

由
・
寸
存

会
今
宮
政
令
mJ尤
人
が

寸
兵
て

l
仏
仰
は
い
や
J

宋
ゆ

0
.
マ
の
拘
納
mp
H
K

定

ゐ
宮
崎
川
山
町
制
本
ふ

mw
苔
内

定
児
が
寿
章
之
け
れ
は

バ
列

A
Z
A
nき
駅
プ
イ
す
め
つ

-
・1p
・・

4

1

 

1
.岬

i
文

字

?

ι

久

ι九
島

tw
q
色
"

(
平
成
四
年
入
寮
)
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2002年

静「
岡都
ぞ
寮 iJ!Ji 歌 i

生祭 」

生
誕
90 
周
年



宜玄
Z才、=寮4色、

z:;: 桜観

壇上で声高らかに・

寮事務室で懇談

⑥
⑧
・
⑮
⑧
ふV
⑨
⑧
⑧

大通公園噴水前でストーム

円山公園でジンギスカンパーティ

現寮生の大合唱
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底活寮百字記念祭裁合

⑮
⑧
⑤
⑧
③
⑦
⑨

G
C①
⑧
①
 

@
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
 

風
薫
る
秋
空
の
下
、
つ
ど
う
老
若
男
女
:
:
:
。

恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
は
平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
、
北
大
ク
ラ
l
ク
会
館
、

北
大
中
央
ロ

l
ン
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
な
ど
を
メ
I
ン
会
場
に
、
午
前
十
一
時
か

ら
午
後
九
時
過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
た
。
前
日
の
大
雨
と
う

っ
て
変
わ
り
、
恵
迎
精
神
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
青
空
。
時
折
心
地
よ
い
秋
風
も
吹
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
な
か
、
多
彩
な
催
し
に
一
日
中
酔
い
し
れ
た
。

〈〉
歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
除
幕
式
。

記
念
祭
は
歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
改
修
除
幕
式
と
寄

贈
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
北
十
八
条
の
旧
恵
辿
寮
近
く

に
銘
板
な
ど
を
新
し
く
改
修
し
た
歌
碑
の
前
で
行
わ

れ
た
。
恵
迫
寮
の
緑
の
陣
羽
織
に
白
は
ち
ま
き
を
キ

リ
リ
と
し
め
た
威
風
堂
々
の
い
で
た
ち
の
O

B
を
始

め
、
駆
け
つ
け
た
市
民
、
報
道
陣
ら
ざ
っ
と
三
百
人

が
参
加
。
「
都
ぞ
弥
生
」
作
歌
者

・
械
山
芳
介
君
の

三
女

・
川
内
純
子
さ
ん
、
作
曲
者
・
赤
木
顕
次
君
の

二
女

・
赤
木
万
里
子
さ
ん
ら
子
、
孫
七
人
も
来
賓
と

し
て
招
か
れ
た
。

i
l

山
崎
克
彦
君

(
沼
年
入
寮
)
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
。

紅
白
の
六
本
の
引
き
網
を
来
賓
の
横
山
、
赤
木
両
親

族
と
佐
伯
浩
北
大
総
長
、
中
瀬
篤
信
恵
迫
寮
同
窓
会

長
ら
が
引
く
と
、
か
け
ら
れ
で
あ
っ
た
白
い
布
の
下

か
ら
立
派
に
改
修
さ
れ
た
歌
碑
が
姿
を
現
し
、
す
か

さ
ず
現
役
の
応
援
吹
奏
団
が
高
ら
か
に
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
。

続
い
て
歌
碑
を
北
大
に
贈
る
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、

中
瀬
同
窓
会
会
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
っ
た
佐
伯
北

大
総
長
が
「
こ
れ
か
ら
先
、
き
ち
っ
と
維
持
、
管
理

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
約
束
し
た
。
こ
の
あ
と

「
都
ぞ
弥
生
」
の
献
歌
が
あ
り
、

O
B
、
現
役
生
ら

全
員
が
肩
を
組
ん
で
合
唱
。
原
始
の
森
に
響
き
わ
た

っ
た
。
。
恵
迫
百
年
記
念
式
典
。

こ
の
あ
と
会
場
を
グ
ラ
l
ク
会
館
に
移
し
、
恵
辿

寮
同
窓
会
第
十

一
期
総
会
を
聞
い
た
の
に
続
き
、
大

講
堂
で
恵
迎
百
年
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
寮
O
B
の

女
子

・
淵
上
玲
子
君

(
平
成
8
年
入
寮
)
の
司
会
で

ま
ず
物
故
者
に
対
し
全
員
が
黙
祷
。
最
初
に
中
瀬
同

窓
会
会
長
が
式
辞
を
述
べ
、
恵
迫
寮
の
生
い
立
ち
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
後
「
現
役

寮
生
は
地
球
人
と
し
て
の
自
覚
を
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
佐
伯
北
大
総
長
が
「
私
は
寮
に
は
入
れ
な

か
っ
た
が
、
恵
迫
寮
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
」

と
祝
辞
を
述
べ
、
蔚
藤
和
雄
北
大
連
合
同
窓
会
長
も

「
寮
が
次
の
百
年
に
向
か
っ
て
歩
み
だ
し
、
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
、

寮
歌
の
C
D
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

北
大
合
唱
団
O

B
会
会
長
の
平
川
明
久
様
と
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
の
絵
を
書
い
て
下
さ
っ
た
画
家
の
伊
藤
太
郎

様
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
同
会
館
で
記
念
講
演
が
あ
り
、
北
大
獣
医

学
研
究
科
教
授
の
藤
田
正
一
さ
ん
(
お
年
入
寮
)
が

「
新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
」
と
の
タ
イ

ト
ル
で
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
新
渡
戸
が
遠
友
夜
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学
校
を
育
て
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

。

一
万
人
で
歌
う
「
都
ぞ
弥
生
」

〈〉

ク
ラ
l
ク
会
館
か
ら
青
々
と
芝
草
が
茂
る
中
央
ロ

ー
ン
に
移
動
。
待
望
の
「

一
万
人
で
歌
う

『都
ぞ
弥

生
』
」
が
午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
始
ま

っ
た
。
応
援
団

員
、
大
会
実
行
委
員
ら
が
ロ
l
ン
の
一
段
と
高
い
所

に
陣
ど
り
、
太
鼓
を
合
図
に
ま
ず
「
都
ぞ
弥
生
」
の

斉
唱
。

一
番
か
ら
五
番
ま
で
を
大
声
で
歌
っ
た
。
続

い
て
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
「
津
軽
の
槍
海
の
」
な
ど



を
次
々
と
披
露
し
た
。

会
場
に
は
初
め
五
百
人
く
ら
い
が
集
ま
っ
た
が
、

蛮
声
を
聞
き
つ
け
た
市
民
ら
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
集
ま

り
輸
が
ふ
く
ら
み
、
最
終
的
に
は
八
百
人
近
く
に
な

っ
た
。
配
ら
れ
た
歌
調
カ
l
ド
を
見
な
が
ら
、
時
に

は
肩
を
組
み
、
時
に
は
手
拍
子
。
セ
ー
ラ
ー
服
の
女

子
高
生
は
応
援
団
員
の
異
様
な
姿
に
目
を
ま
る
く
し

な
が
ら
仲
間
入
り
し
た
。
終
わ
っ
た
時
あ
る
O
B
は

「
感
激
の
あ
ま
り
、
涙
が
出
た
」
と
感
想
を
も
ら
し

て
い
た
。
〈〉
O
目
、
現
役
寮
生
の
交
流
会
。

引
き
続
き
応
援
団
員
を
先
頭
に
現
役
寮
生
と
O
B

が
農
学
部
前
の
芝
生
に
移
り
、
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
に
す
わ
り
、
弁
当
と
カ
ン
ピ
l
ル
で
く
つ
ろ
い
だ
。

現
役
寮
生
だ
け
で
も
七
十
人
余
り
が
参
加
。
シ
ー
ト

に
す
わ
り
切
れ
ず
、
草
む
ら
に
陣
ど
る
寮
生
や
立
ち

飲
み
す
る
も
の
も
。
元
応
援
団
顧
問
の
山
元
周
行
さ

ん
も
飛
び
込
み
で
出
席
。
興
に
乗
り
始
め
る
と
「
一

万
人
の
都
ぞ
弥
生
」
で
満
足
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く

「
地
は
な
ご
や
か
に
」
を
皮
切
り
に
次
々
と
立
ち
上

が
っ
て
蛮
声
を
ふ
る
っ
た
。

〈
〉
北
大
交
響
楽
団
の
演
奏
会
。

一
方
、
ク
ラ
l
ク
会
館
大
講
堂
で
は
北
大
交
響
楽

団
に
よ
る
「
都
ぞ
弥
生
」
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
交

響
曲
第
九
番
・
新
世
界
よ
り
」
が
演
奏
さ
れ
た
。
五

百
人
余
り
入
る
会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
満

員
。
司
会
進
行
役
の
井
口
光
雄
君
(
お
年
入
寮
)
が

「
北
大
交
響
楽
団
は
大
正
十
年
以
来
の
伝
統
を
持
ち

学
生
団
体
と
し
て
初
め
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

た
」
な
ど
と
紹
介
。

指
揮
者
の
川
越
守
さ
ん
が
登
壇
す
る
と
満
場
か
ら

拍
手
が
起
き
た
。
も
の
静
か
に
始
ま
っ
た
曲
は
弦
楽

器
の
荘
重
な
流
れ
に
、
管
楽
器
の
力
強
い
響
き
が
加

わ
り
、
場
内
を
魅
了
し
た
0

0
大
寮
歌
祭
。

祭
り
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
寮
歌
祭
」
は
会
場
を

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
移
し
て
午
後
六
時
か
ら
始
ま

っ
た
。白
浜
憲
一
君
(
却
年
入
寮
)
の
開
会
宣
言
で
幕
を

あ
け
た
。
来
賓
の
恵
迫
寮
同
窓
会
名
誉
会
長
の
繁
富

一
雄
君

(
6
年
入
寮
)
が
車
い
す
に
す
わ
り
な
が
ら

「
寮
生
活
は
毎
日
楽
し
く
、
一
年
が
あ
っ
と
い
う
聞

だ
っ
た
。
大
き
な
心
の
財
産
を
生
ん
で
く
れ
た
寮
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
る
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

千
川
浩
治
君
(
却
年
入
寮
)
の
発
声
で
全
員
が
肩

を
組
み
「
都
ぞ
弥
生
」
を
五
番
ま
で
斉
唱
。
立
食
形

式
(
年
輩
の
O
B
は
い
す
席
)
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
な

ご
や
か
な
ム
l
ド
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
中
で
高

井
宗
宏
君
(
担
年
入
寮
・
同
窓
会
副
代
表
幹
事
)
の

力
作
「
恵
迫
百
年
」
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。
ク

ラ
l
ク
博
士
に
つ
い
て
の
話
か
ら
始
ま
り
、
昔
の
時

計
台
、
恵
迫
寮
に
掲
げ
ら
れ
た
横
山
芳
介
、
赤
木
顕

次
両
君
の
名
札
な
ど
、
初
め
て
見
る
人
も
多
い
な
つ

か
し
い
写
真
や
ム
ー
ビ
ー
が
ア
ド
リ
ブ
入
り
で
写
さ

れ
た
。続
い
て
ポ
ス
ト
カ
1
ド
原
画
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が

始
ま
っ
た
。
新
井
三
郎
君
(
沼
年
入
寮
)
が
セ
リ
人

と
な
り
、
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
旧
中
央
図

書
館
、
旧
恵
迫
寮
の
原
画
が
次
々
に
セ
リ
に
出
さ
れ
、

安
い
も
の
で
も
六
千
円
、
最
高
は
五
万
円
で
セ
リ
落

と
さ
れ
、
会
場
は
や
ん
や
の
喝
采
。

ま
た
、
羽
年
以
後
入
寮
の
O
B
に
は
な
つ
か
し
い

「
モ
ツ
ラ
」
(
モ
ツ
入
り
ラ
ー
メ
ン
)
の
お
ば
さ
ん
、

鈴
木
ト
ク
さ
ん
も
壇
上
で
紹
介
さ
れ
「
八
十
歳
を
過

ぎ
て
も
元
気
に
生
き
て
い
ま
す
。
私
が
温
か
い
ご
は

ん
を
食
べ
ら
れ
た
の
は
寮
生
違
が
モ
ツ
ラ
に
通
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
す
」
と
挨
拶
。
会
場
は
大
拍
手
で

最
高
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。

待
ち
に
待
っ
た
大
寮
歌
祭
は
沼
年
入
寮
者
に
よ
る

「
藻
岩
の
緑
」
が
皮
切
り
。
「
タ
ン
ネ
の
氷
柱
」
「
魔

神
の
呪
」
「
時
潮
の
漉
の
」
な
ど
が
各
年
代
ご
と
に

壇
上
で
披
露
さ
れ
、
最
後
は
「
別
離
の
歌
」
で
し
め

く
く
り
。
ラ
ス
ト
は
名
物
の
ス
ト
ー
ム
。
全
員
が
肩

を
組
み
、
足
を
上
げ
て
歓
喜
に
ひ
た
っ
た
。

会
場
に
は
昭
和
三
十
年
代
の
恵
迫
寮
会
計
係
を
し

て
い
た
ポ
ン
コ
こ
と
旧
姓
河
合
遼
子
さ
ん
(
現
・
西

森
遼
子
さ
ん
)
も
わ
ざ
わ
ざ
高
知
県
か
ら
駆
け
つ
け

た
。
ま
た
、
な
つ
か
し
い
顔
を
見
つ
け
、
抱
き
合
っ

て
喜
ん
だ
り
、
記
念
写
真
を
と
る
な
ど
、
な
ご
や
か

な
ム

1
ド
が
夜
お
そ
く
ま
で
続
い
た
。
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経
奪
君
臨
撃
を
2…3ι(γ
三

歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」

北
大
の
校
歌
と
も
並
び
称
さ
れ
、
日
本
三
大
寮
歌

の

一
つ
「
都
ぞ
弥
生
」
。
こ
の
偉
大
な
る
寮
歌
を
永

遠
に
残
そ
う
と
、
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
碑
が
、

北
大

生
誕
百
年
を
記
念
し
て
二
代
目
恵
迎
寮
の
南
側
に
広

が
る
原
始
の
森
の
中
に
建
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十

二
年
九
月
の
こ
と
。

あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
、
白
御
影
石
の
石
碑

は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
薄
汚
れ
、
碑
文
の
判
読
も
ま
ま

車
臨
髄
躍
闘
関
盤
圃
園
覇
寝
諮附

;
J

な
ら
な
い
。
構

軍

&F-s品
問
帽
銅
盤
臨
圃
圃
・
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寝
転
な
一

r

E

関
臨
障
関
臨
幽
圃
圃
‘

都民
}
b
J

一
内
の
道
路
拡
幅

縮
臨
時

an
-
-
E開
一
工
事
の
あ
お
り

薗
層
圏
掴

W
E

匹、，
4
a国
明
克
一

闘

翻

醤

聞

広

圏

三

一、
圃
圃
崎
一
を
受
け
て
雑
木

闘
臨
港
E
E叶
唱

a
aト
U
L
h
E
1

4
山↑

語

一fH
川一d
r均
読
他
地
〆

』
と
一
林
の
片
隅
に
埋

臨

J
kp
l艇二

;LH
‘ι
・・碑一

題
調品
醐

辺
関
幽
J
↑
時
一
も
れ
、
ま
さ
に

錨

マ

圏

三
げ
よ
九
品
れ
一
歌
碑
は
泣
い
て

〕
d
一
-f
y封
一
ば
ん
リ

fe--働圃
さ
一

¥

u

f

-vl

宇
一
，
向
上
芳
子
凶
圃
事
一
、

-

7一
鰐
封

J
51
J1
削
一
し
J
'
h

一
‘

議
開
揺
曹
画
「

・

4
h
一

こ

の
惨
状

品目一

-fJ
轟
轟
聾

F
-e

戸
総
f
醤
麗
趨
露
顕
欝
ぞ

-
M
回
し

に

、
か
つ
て
歌

碑
建
設
期
成
会
の
下
で
、
歌
碑
の
寄
付
集
め
に
奔
走

し
た
当
時
の
恵
迎
寮
委
員
長

・
横
山
清
君

(
S
出
年

入
寮
)
や
応
援
団
の
高
井
宗
宏
君

(S
出
年
入
寮
)

ら
心
あ
る
有
志
が
、
百
年
記
念
祭
事
業
の

一
環
と
し

よ
み
が
え
る

て
大
規
模
な
改
修
工
事
を
提
案
。
む
ろ
ん
「
ρ

都
ぞ

弥
生
H

の
歌
碑
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
」
と

嘆
い
て
い
た
同
窓
会
O
B
も
同
じ
気
持
ち
だ
。

設
計
担
当
者
は
、

O
B
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て

地
元
大
手
の
建
設
会
社
に
長
く
勤
務
し
た
建
築
学
科

出
身
の
山
崎
克
彦
君

(sm何
年
入
寮
)
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
。

山
崎
君
は
デ
ザ
イ
ン
設
計

・
工
法
か
ら
北
大
当
局

と
の
折
衝
、
工
事
業
者
へ
の
発
注
ま
で
一
手
に
引
き

受
け
、
計
画
も
順
調
に
運
ぶ
か
に
見
え
た
が
、
歌
碑

の
移
転
、
掘
削
工
事
に
伴
い
、
あ
る
問
題
点
が
浮
上

し
た
。

北
大
構
内
全
域
が
文
化
財
保
護
法
の
「
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
埋
蔵
文
化
財

「
新
し
く
な
っ
た
銘
杭
↓
が
な
い
と
分
か
る
ま

一日
J

・J

で
着
工
が
出
来
な
い

の
だ
。
「
埋
蔵
文
化
財

も
大
切
だ
が
、
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
寮
歌

は
そ
れ
以
上
の
宝
も

の」
。
そ
ん
な
気
持
ち

が
天
に
通
じ
た
の
か
、

市
教
委
立
会
い
の
掘
削
調
査
で
は
何
ら
遺
物
が
発
見

さ
れ
ず
、
妃
憂
に
終
わ
っ
た
。

改
修
工
事
の
主
な
内
容
は
、

地
盤
沈
下
し
て
い
た

歌
碑
本
体
を
か
さ
上
げ
す
る
た
め
台
座
の
新
設
と
、

こ
れ
ま
で
の
黒
御
影
石
の
彫
り
込
み
文
字
だ

っ
た
銘

板
を
、
合
金
板
の
エ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
浮
か
し
文
字

に
替
え
る
こ
と
だ
。

山
崎
君
は
、
い
か
に
安
く
、
長
持
ち
し
、
風
格
の

あ
る
も
の
を
作
る
こ
と
に
腐
心
。
特
に
新
し
い
台
座

に
使
用
し
た
安
山
岩
系
の
岩
石
は
、
何
度
も
現
物
を

見
て
決
め
た
と
い
う
。
薄
青
み
を
帯
び
、
滑
ら
か
で

光
沢
が
あ
り
、
何
よ
り
も
優
れ
て
い
る
の
は
亀
裂
が

な
い
た
め
水
分
の
浸
透
に
も
強
く
、
歌
碑
を
い
つ
ま

で
も
が
っ
ち
り
支
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

関
東
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
九

号
一
過
の
九
月
九
日
、
最
後
に
残
っ
て
い
た
銘
板
の

取
り
付
け
作
業
が
行
わ
れ
、
恵
迎
寮
関
係
者
悲
願
の

歌
碑
が
全
容
を
現
し
た
。

古
同
さ
約
一

・
七
灯
、
幅
約
二
口
。
構
内
に
あ
る

25 

数
多
い
石
碑
の
中
で
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
な
い

が
、
寮
歌
の
伝
統
と
精
神
、
そ
し
て
誇
り
を
凝
結
さ

せ
て
威
風
堂
々
と
そ
び
え
立
つ
。
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生 ぷ:

明
治
四
十
年
の
「
一
帯
ゆ
る
き
」
か
ら
平
成
十
四

年
の
「
蒼
天
へ
」
ま
で
、
校
歌
「
永
遠
の
幸
」
を
含

む
三
十
三
曲
を
収
録
し

た
寮
歌
集
の

C
D
が
完

成
し
た
。
恵
迫
寮
歌
が

初
め
て
公
式
に
レ
コ
ー

ド、

C
D
化
さ
れ
た
北

大
百
年
記
念
(
昭
和
五

十

一
年
)

か
ら
数
え
て

実
に
三
十
年
ぶ
り
だ
。

前
回
収
録
さ
れ
た
曲

の
い
く
つ
か
が
、
合
唱

ρ

デ
ュ

l
ク
・
エ
イ
セ

ア
カ
ペ
ラ
に
よ
る
生
粋

の
H

メ
1
ド
イ
ン
・
北
大
H

で
あ
る
。
し
か
も
、
四

十
数
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
指
揮
を
執
っ
た
副
会

ー 一 一一一 一一一
ス
、
伴
奏
μ

東
芝
レ

コ

ー
デ
ィ
ン
グ

・
オ
l
ケ

ス
ト
ラ
な
ど
プ
ロ
の
手

を
借
り
て
い
る
の
に
対

し
、
今
回
の

C

D
は、

北
大
合
唱
団

O
B会
の
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なた歳の長 。とで名をや年た作ツ 32 、 ない年
ども前平以何いどだ含間以の委プ年新 つ 最を

ら
十
二
人
も
の

は
、
も

っ
と
も
若
い
長
谷
川
健
君

(日
7
年
入
寮
)

を
除
い
て
誰
も
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
難
題
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
が
寮
歌
普

及
委
員
会
の
寮
生
た
ち
。
支
部
幹
事
会
後
行
っ
た
選

考
会
に
全
寮
歌
を
収
録
し
た
ラ
ジ
カ
セ
持
参
で
出
席

し
て
も
ら
い
、

O
B
た
ち
が
知
ら
な
い
最
近
の
寮
歌

に
つ
い
て
彼
ら
の
意
見
を
聞
い
た
。
制
作
委
員
の
中

に
は
、
自
ら
寮
歌
を
作
っ
た
長
谷
川
君
や
西
雪
弘
光

君

(S
刊
年
入
寮
)
も
お
り
、
自
薦
他
薦
、
喧
々

誇
々
の
論
議
が
渦
巻
く
中
、
収
録
曲
が
決
定
し
た
。

そ
し
て

C
D収
録
が
五
月
十
二
、
十
三
日
の
二
日
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問
、
手
稲
区
宮
の
沢
の
エ
ル
ム
楽
器
「
エ
ル
ム
ホ
ー

ル
」
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
に
六
回
も
特
訓
を
重

ね
て
き
た
も
の
の
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
過
ぎ

ま
で
延
べ
十
四
時
間
の
長
丁
場
を
伴
奏
な
し
で
歌
う

の
は
さ
す
が
に
体
力
を
消
耗
す
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ダ
メ
だ
し
も
相
次
い
だ
が
、
「
後
世
に
残
る
名
盤

を
作
ろ
う
」
と
い
う
み
ん
な
の
気
持
ち
が
最
後
に
見

事
な
ハ

ー
モ
ニ

ー
と
な
っ
て
ホ

1
ル
に
流
れ
た
。

企
画
か
ら
完
成
ま
で
好
余
曲
折
を
た
ど

っ
た
C
D

制
作
だ
が
、
恵
迎
寮
の
百
年
も
の
歴
史
と
伝
統
が
作

り
上
げ
た
結
実
と
い
え
よ
う
。
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そ今

今
回
の
「
恵
迫
百
年
記
念
祭
は
大
成
功
の
う
ち
に
ぶ
じ
終
わ
っ
た
。
こ
の
大
事
業
に
対
し
、
長
い
人
で
は
一
年
以
上
も
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
に
駆
け
一
一

回
り
、
難
問
、
苦
問
と
取
り
組
ん
で
き
た
裏
方
(
実
行
委
員
)

全
宙
的
に
成
功
し
た
喜
び

ー

「
再
来
年
は
恵
迫
寮
が
命
名
さ
れ
て
百
周
年
に
な

る
」
と
副
代
表
幹
事
の
高
井
君
が
発
言
し
た
。
そ
し

て
明
治
四
十
年
(
一
九
O
七
)
は
札
幌
農
学
校
が
東

北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
な
っ
た
年
で
も
あ
る
と
。

北
大
で
は
特
に
行
事
を
考
え
て
は
い
な
い
こ
と
も
付

け
加
え
た
。
あ
る
会
議
の
席
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
平

成
十
九
年
(
ニ

O
O
七
)
に
は
恵
迫
寮
百
年
記
念
の

行
事
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
皆
の
共
通
の
意
識
と
な

っ
た
。
さ
て
そ
の
内
容
は
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
思

い
が
語
ら
れ
た
。
そ
の
第
一
は
北
大
開
基
八
十
周
年

を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
「
都
ぞ
弥
生
の
碑
」
が
五

十
年
の
年
月
を
経
て
今
は
見
る
も
無
残
な
状
態
に
あ

る
こ
と
、
こ
れ
を
ぜ
ひ
修
復
し
た
い
と
建
立
に
携
わ

は
今
、
充
実
感
と
感
激
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
へ
の
感
謝
の
念
に
ひ
た
っ
て
い
る
。

恵
迫
百
年
記
念
祭
実
行
委
員
長
代
理

っ
た
横
山
代
表
幹
事
が
熱
意
を
込
め
て
語
る
。
ま
た
、

恵
迫
寮
に
伝
わ
っ
て
き
た
佐
藤
昌
介
総
長
の
書
や
食

堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
ク
ラ
I
ク
博
士
の
肖
像
画
な

ど
の
文
化
財
と
も
言
う
べ
き
物
品
の
保
存
に
つ
い
て

こ
れ
ら
を
管
理
し
て
き
た
高
井
君
が
話
す
。
私
は
恵

迫
寮
の
歴
史
と
共
に
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た
寮
歌
の

C
D
を
ぜ
ひ
作
製
し
た
い
と
考
え
た
。
今
で
は
北
大

の
入
学
式
・
卒
業
式
に
演
奏
さ
れ
る
「
都
ぞ
弥
生
」

で
あ
り
な
が
ら
歌
調
を
知
ら
な
い
北
大
生
が
多
数
を

占
め
て
い
る
と
聞
き
我
々
恵
迫
寮
O
B
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
た
ち
が
聞
い
て
「
寮
歌
は
い
い
な
」
と
思

え
る
よ
う
な
寮
歌
の

C
D
を
作
り
た
か
っ
た
。
平
成

十
八
年
に
は
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

厚

谷

(
昭
和
初
年
入
寮
)

純

士口

こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
私
は
九
月
二
十
二
日
の
記
念
式
典
を
担
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
式
典
を
百
年
の
歴
史

を
振
り
返
る
だ
け
で
な
く
恵
迫
寮
の
こ
れ
か
ら
の
百

年
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
も
考
え
恵
迫
寮
の
現
状
で
あ
る

女
子
学
生
の
活
躍
を
表
現
し
た
い
と
考
え
湖
上
玲
子

君
(
平
成
8
年
入
寮
)
に
司
会
進
行
を
お
願
い
し
快

く
受
け
て
も
ら
え
た
。
私
と
し
て
は
き
わ
め
て
満
足

し
た
状
態
で
式
典
に
臨
め
た
。
「
恵
迫
百
年
記
念
祭
」

を
全
面
的
に
成
功
裏
に
終
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
る
今
日
で
あ
る
。
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寮
歌

C

D
創

作

に

携

わ

今
回
の
恵
適
百
年
記
念
事
業
の
目
玉
と
し
て
、
最

初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
歌
碑
改
修
と
寮
歌
C

D
制
作
で
し
た
。
理
事
会
で
は
事
業
と
し
て
実
行
さ

れ
る
こ
と
が
早
々
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
さ
れ

た
時
点
を
考
え
る
と
、
二
つ
の
事
業
と
も
後
世
に
残

る
立
派
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、

C
D
制
作
は
大
変
な
事
業
と
直
感
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
私
が
あ
る
合
唱
団
に
所
属
(
そ
の
た

め
制
作
委
員
に
さ
せ
ら
れ
た
)
し
て
お
り
、
こ
の
道

に
つ
い
て
多
少
の
知
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
寮
歌

を
歌
い
続
け
て
き
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
大
勢
で
歌

っ
て
寮
歌
と
い
う
も
の
で
す
。

C
D
に
収
め
る
に
は
、

ど
う
し
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
斉
唱
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
結
局
、
誰
に
ど
こ
で
歌
っ
て
も
ら
う
か
の

歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
改
惨

平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
は
私
に
と
っ
て
記
念

碑
的
な
日
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
こ
と
は
さ
し
お
い

て
、
会
長
以
下
、
百
年
事
業
実
行
委
員
長
、
同
副
委

つ

て

寮
歌
C
D制
作
委
員
長

問
題
が
浮
上
し
ま
す
。

C
D制
作
提
案
者
の
厚
谷
先
輩
に
は
、
北
大
合
唱

団
O
B
会
に
依
頼
す
る
と
い
う
腹
案
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
発
想
が
幸
運
と
相
ま
っ
て
、

C
D
完
成
ま

で
に
漕
ぎ
着
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

物
事
に
は
当
方
の
都
合
が
あ
れ
ば
、
相
手
に
も
そ

れ
な
り
の
都
合
が
あ
る
も
の
で
す
。
前
述
し
た
幸
運

と
い
う
の
は
当
方
の
都
合
と
相
手
の
都
合
が
本
当
に

こ
の
期
間
し
か
な
い
と
言
う
と
こ
ろ
で
一
致
し
、
当

方
の
依
頼
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
た
こ
と
で
す
。

北
大
合
唱
団
O
B
会
の
中
に
は
、
寮
歌
を
練
習
・

指
揮
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
能
力
の
高
い
三
河
勝
彦

(sm入
寮
)
先
輩
が
元
気
で
お
ら
れ
、
ま
た
、
我

エ
事
始
末
記
歌
碑
改
修
事
業
執
行
責
任
者

員
長
、
同
委
員
、
佐
藤
静
子
さ
ん
、
現
寮
生
の
皆
さ

ん
、
そ
の
他
の
関
係
者
の
皆
様
が
成
し
遂
げ
た
百
年

事
業
へ
の
意
気
込
み
と
素
晴
ら
し
い
成
果
に
心
か
ら

新

井

良B
(
昭
和
幻
年
入
寮
)

が
恵
迫
寮
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
が
居
て
、
積
極
的
に

応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き
な
幸
運
と
思
っ
て
い

ま
す
。苦
労
話
と
い
え
ば
、
三
十
三
曲
の
選
曲
が
遅
れ
、

北
大
合
唱
団
O
B
会
平
川
会
長
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
た

こ
と
、
収
録
日
が
決
ま
っ
た
の
に
そ
の
日
の
録
音
ホ

ー
ル
が
確
約
で
き
ず
脂
汗
を
か
い
た
こ
と
等
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
完
成
さ
れ
た
C
D
を
見
る
と
、

感
激
で
楽
し
く
さ
え
思
え
る
の
が
不
思
議
で
す
。

最
後
に
、

C
D
制
作
委
員
と
し
て
協
力
し
て
く
れ

た
佐
藤
博
昭
君

(
S
却
年
入
寮
)
、
西
雪
弘
光
君

(
S
却
年
入
寮
)
、
長
谷
川
健
君

(
H
7
年
入
寮
)
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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山

崎

(
昭
和
ロ
年
入
寮
)

克

彦

敬
意
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
り
ま
し
で

も
長
い
一
年
有
余
で
し
た
。

歌
碑
は
私
が
入
寮
し
た
昭
和
三
十
二
年
に
建
立
さ
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れ
ま
し
た
。
竣
工
式
に
は
赤
木
顕
次
さ
ん
が
出
席
さ

れ
、
歌
碑
の
回
り
で
ス
ト
ー
ム
を
し
た
の
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
爾
来
半
世
紀
、
歌
碑
は

当
時
の
面
影
か
ら
は
程
遠
く
、
薄
汚
れ
て
碑
文
の
判

読
も
難
し
く
、
基
盤
の
大
部
分
は
土
に
埋
も
れ
、
雑

草
と
小
木
の
中
で
情
然
と
件
ん
で
お
り
ま
し
た
。
私

が
横
山
代
表
幹
事
か
ら
相
談
を
受
け
、
高
井
副
代
表

幹
事
に
案
内
さ
れ
て
現
地
を
訪
れ
た
の
は
昨
年
の
夏

の
こ
と
で
し
た
。
代
表
幹
事
か
ら
は
寄
付
を
募
る
こ

と
に
な
る
が
、
時
節
柄
そ
れ
は
期
待
す
る
額
に
は
程

遠
い
だ
ろ
う
と
の
話
を
受
け
、

費
用
を
押
さ
え
る
設

計
と
適
切
な
石
材
探
し
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま

し
た
。

私
の
設
計
に
対
す
る
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
ど

っ
し
り
と
安
定
し
た
存
在
感
を
示
す
こ
と
、
そ
し
て

少
な
く
と
も
百
年
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
持
た
せ
た

い
と
願
っ
た
こ
と
で
す
。
幸
い
台
座
に
は
耐
候
性
に

適
う
安
山
岩
系
の
石
材
が
見
つ
か
り
、
価
格
も
リ
l

ズ
ナ
ブ
ル
と
あ

っ
て
、
即
採
用
を
決
定
し
ま
し
た
。

碑
文
の
銘
版
は
既
に
五
十
年
以
上
の
実
績
を
大
通
公

園
で
示
す
合
金
版
を
使
う
こ
と
も
最
終
的
に
決
め
ま

し
た
。

以
上
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
設
計
案
を
携
え
て
、

北
大
施
設
部
を
訪
れ
協
力
を
要
請
し
た
の
で
す
が
此

処
に
難
問
が
待
ち
構
え
て
お
り
ま
し
た
。
即
ち
北
大

構
内
は
文
化
財
保
護
法
で
言
う
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

に
指
定
さ
れ
、
工
事
は
市
の
教
育
委
員
会
の
試
掘
立

会
い
を
得
て
、
文
化
財
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
場

合
を
除
い
て
工
事
の
着
手
は
出
来
な
い
と
の
事
で
し

た
。
今
年
六
月
二
十

一
日
運
命
の
試
掘
が
あ
っ
て
、

埋
蔵
物
無
し
、

着
工
O

K
と
な

っ
て
、
そ
の
夜
は

一

人
で
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。

工
事
は
そ
の
後
何
の
障
害
も
な
く
九
月
十
五
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
有
名
な
米
国
の
設
計
家
ラ
イ
ト
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
台
座
の
水
平
線
を
強
調
し
た
つ
も
り

で
す
が
、
皆
様
か
ら
特
に
お
褒
め
の
言
葉
も
不
満
の

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
前
味
噌
な
が
ら
私
と

し
て
は
当
初
の
設
計
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
、

寄
付
金
が
こ
れ
ほ

ど
集
ま

っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
先
に
そ
れ
を
知

っ
て
い
た
な
ら
も

っ
と
豪
華
な
も
の
を
設
計
し
た
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
式
典
は
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
佐
伯

北
大
総
長
、
佐
藤
芳
介
氏
ご
息
女
、
赤
木
顕
次
氏
ご

息
女
の
列
席
を
得
て
、
北
大
応
援
吹
奏
団
、
現
応
援

団
、
恵
迎
寮

O
B
、
現
寮
生
等
合
わ
せ
て
凡
そ
三
百

名
が
集
い
、
無
事
に
除
幕
式、

寄
贈
式
は
終
了
し
、

歌
碑
は
存
在
感
を
以

っ
て
改
修
さ
れ
た
と
自
己
満
足

を
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
記

念
事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
ほ
ど
の
寄
付
を
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
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に
は
ど
の
よ
う
に
感
謝
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
た
だ

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
申
し
上
げ
る
し
か
言
葉
が

あ
り
ま
せ
ん
。

中央ローンと古河講堂



一--岡町.
'コ
の
「
感
謝
」
と
「
感
動
」
の
記
念
祭

恵
迫
百
年
記
念
祭
副
実
行
委
員
長

記
念
祭
前
日
午
後
八
時
頃
、
雨
足
が
強
く
な
る
中

ク
ラ
l
ク
会
館
大
集
会
室
に
、
当
日
の
準
備
物
を
運

び
込
ん
だ
。
「
雨
ょ
、
明
日
の
分
も
降
り
落
ち
ろ
!
」

と
叫
び
つ
つ
、
私
の
記
念
祭
は
終
わ
っ
た
。

祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
朝
か
ら
天
空
を
突
き
抜
け

る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
た
。
頭
の
中
に
は
当
初
の

予
想
以
上
の
参
加
申
し
込
み
延
べ
人
数
四
百
名
を
超

え
る
同
窓
生
と
現
寮
生
・
一
般
市
民
の
人
々
の
興
奮

し
た
歓
喜
の
顔
が
駆
け
巡
っ
た
。

午
前
九
時
半
か
ら
の
実
行
委
員
会
結
団
式
に
は
、

東
日
本
支
部
と
西
日
本
支
部
の
役
員
の
方
々
も
加
わ

っ
て
頂
い
た
。
全
国
恵
迫
寮
同
窓
会
が
一
つ
に
な
っ

た
瞬
間
で
あ
る
。
午
前
十
一
時
歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」

改
修
除
幕
式
で
記
念
祭
の
幕
が
切
っ
て
落
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
、
時
間
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
な
く
滞
り
な
く
六
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
流
れ

る
よ
う
に
進
行
し
、
最
後
の
「
大
寮
歌
祭
」
大
ス
ト

ー
ム
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

記
念
祭
を
通
し
私
が
手
に
入
れ
た
、
三
つ
の
「
感

謝
」
と
「
感
動
」
を
記
す
。

「
感
謝
」
の
一
つ
は
、
今
年
還
暦
を
迎
え
た
私
が

こ
の
年
齢
で
百
年
記
念
祭
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

に
取
り
組
む
と
い
う
幸
運
に
巡
り
合
い
、
貴
重
な
体

験
や
新
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

此
処
に
至
る
ま
で
の
同
窓
会
の
基
礎
を
築
か
れ
た
草

創
の
諸
先
輩
た
ち
の
情
熱
的
且
つ
献
身
的
な
活
動
に

対
し
、
二
つ
目
の
「
感
謝
」
を
さ
さ
げ
ま
す
。
三
つ

目
は
、
恵
迫
寮
の
名
を
付
け
、
寮
歌
継
承
の
礎
を
作

ら
れ
た
古
の
大
先
輩
た
ち
へ
の
深
い
「
感
謝
」
の
念

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
記
念
祭
に
は
、
数
知
れ
な
い
多
く

の
感
動
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
「
感
動
」

の
一
つ
目
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
一
万
人
で
歌
う

『
都
ぞ
弥
生
』
」
で
老
若
男
女
が
和
合
し
醸
し
出
し
た

時
空
の
美
で
す
。
ま
た
、
同
期
の
友
や
数
知
れ
な
い

そ
の
他
の
方
々
と
の
出
会
い
の
感
動
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
記
念
祭
成
功
の
た
め
に
額
に
汗
し
、

労
を
厭
わ
ず
、
貴
重
な
時
間
を
削
っ
て
頂
い
た
、
ピ

ュ
ア
で
献
身
的
な
人
々
へ
の
人
間
と
し
て
の
感
動
で

あ
り
ま
す
。

言
葉
に
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

「
感
謝
」
と
「
感
動
」
が
心
地
よ
く
私
を
包
み
込
み
、

記
念
祭
は
終
り
ま
し
た
。

記
念
祭
万
歳
!
永
遠
の
恵
迫
寮
万
歳
ト

白

浜

(
昭
和
必
年
入
寮
)

憲

V
佐
藤
静
子
さ
ん
の
献
身
的
支
え
に

感
謝
、
感
謝
:
:

最
後
に
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
「
守
り
姫
」
佐
藤

静
子
さ
ん
に
感
謝
す
る
八
重
樫
幸
一
君

(
5
4年
入

寮
)
の
文
章
を
掲
げ
、
彼
女
に
対
す
る
深
い
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

恵
迫
寮
同
窓
会
H
P
「
談
話
室
」
9

/
お
投
稿
文

事
務
局
の
佐
藤
静
子
さ
ん
に
感
謝
l
!

メ
イ
ン
会
場
を
ク
ラ
l
ク
会
館
と
し
、
九
月
二
十

二
日
に
挙
行
さ
れ
た
「
恵
迫
百
年
記
念
祭
」
も
無
事

終
わ
り
、
実
行
委
員
会
の
末
席
に
名
を
連
ね
た
者
と

し
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
記
念
祭
は
、
ど
う
や
ら
同
窓
会
役
員
が
当
初

想
定
し
て
い
た
参
加
人
数
、
協
賛
金
を
遥
か
に
上
回

る
も
の
と
な
っ
た
。
恵
迫
に
対
す
る
熱
き
想
い
の
表

れ
で
あ
り
、
嬉
し
い
悲
鳴
で
あ
る
。

一
方
で
、
事
務
局
の
仕
事
を
お
願
い
し
て
い
る
佐

藤
静
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
別
な
悲
鳴
が
あ
っ
た
。

締
切
日
を
過
ぎ
て
も
参
加
申
込
み
の
葉
書
が
続
々
到

着
す
る
た
め
参
加
者
が
確
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て

参
加
者
名
簿
の
確
定
版
の
作
成
や
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
の
卓
割
り
が
、
記
念
祭
開
催
日
の
前
日
に
な
る

30 



一ー一 一
ま
で
で
き
ず
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
生
な
ん
ぞ
は
、
事
態
が
そ
こ
ま
で
深
刻
だ
と
は

露
も
知
ら
ず
、
九
月
十
五
日
(
土
)
の
実
行
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
、
記
念
祭
前
日
の
二
十
一
日
(
金
)

十
五
時
に
同
窓
会
事
務
局
が
あ
る
(
株
)
ラ
ル
ズ
本

社
に
「
参
加
者
に
配
布
す
る
角
二
封
筒
へ
の
袋
詰
め

作
業
」
の
た
め
に
馳
せ
参
じ
た
。
と
こ
ろ
が
状
況
は

前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
到
着
後
直
ち
に
封
入
作
業

と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

一
連
の
作
業
が
終
わ
り
、
現
物
を
ク
ラ
1
ク
会
館

と
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
搬
入
し
た
の
は

大
雨
の
降
る
午
後
八
時
少
し
前
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
も
、
同
窓
会
の
事
務
局
の
仕
事
を
お
願

い
し
て
い
た
佐
藤
静
子
さ
ん
が
懸
命
に
記
念
祭
の
準

備
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
承
知
し
て
い
た
が
、

今
後
の
事
務
局
の
あ
り
方
に

恵
迫
百
年
記
念
祭
に
ご
参
加
、
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
九
月
二
十
二

日
当
日
は
、
一
年
が
か
り
で
作
っ
た
打
ち
上
げ
花
火

が
素
晴
ら
し
く
上
が
っ
た
感
じ
で
、
手
作
り
の
感
動

を
共
有
し
た
百
年
記
念
祭
で
し
た
。

今
回
は
記
今
忽
凡
典
の
司
会
と
い
う
大
役
を
仰
せ
っ

恵
迫
同
窓
会
の
事
務
作
業
の
量
が
明
ら
か
に
一
人
の

人
の
限
界
を
超
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
ま
で
は
承
知
し

て
い
な
か
っ
た
。
彼
女
も
本
来
の
社
長
秘
書
と
し
て

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
同
窓
会
事
務
局
の
仕
事
も
兼

任
し
て
お
り
、
多
忙
極
ま
り
な
い
状
況
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

ク
ラ
l
ク
会
館
に
記
念
祭
に
使
用
す
る
現
物
を
搬

入
し
た
後
、
搬
入
漏
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
す
る

た
め
、

S
却
年
入
寮
白
浜
北
海
道
支
部
長
、

H
8年

入
寮
湖
上
女
史
と
小
生
の
三
人
が
ラ
ル
ズ
本
社
に
戻

り
、
作
業
現
場
と
し
て
使
っ
た
同
社
の
地
下
に
あ
る

図
書
室
に
行
き
佐
藤
静
子
さ
ん
と
も
ど
も
四
人
で
点

検
を
し
、
搬
入
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
帰
宅
す
べ
く
地
下
か
ら
一
階
へ
向
か
う

た
め
階
段
を
登
っ
て
い
る
途
中
、
佐
藤
静
子
さ
ん
の

い
て

記
念
式
典
担
当
・

H
P管
理
者

つ
か
り
な
が
ら
、
事
前
に
十
分
な
準
備
も
で
き
ず
ほ
ぽ

ぶ
っ
つ
け
本
番
と
い
う
大
変
お
見
苦
し
い
状
態
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
で
も
っ
て
な
に
と
ぞ
お

許
し
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

準
備
に
つ
い
て
は
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
ち
ょ
う

ど
一
年
前
か
ら
仕
事
が
旭
川
に
な
り
ま
し
て
、
札
幌

目
か
ら
い
く
筋
か
の
涙
が
あ
ふ
れ
、
ほ
の
暗
い
階
段

で
は
あ
っ
た
が
、
目
が
涙
で
光
っ
て
い
た
。
こ
の
涙

が
、
何
を
意
味
す
る
か
を
我
々
は
聞
け
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
我
々
同
窓
会
の
輝
か
し
い
恵
迫
百
年
記
念

祭
も
、
佐
藤
静
子
さ
ん
の
よ
う
な
献
身
的
な
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た

思
い
が
し
た
。

献
身
的
で
万
事
控
え
め
な
佐
藤
静
子
さ
ん
は
、
自

ら
を
誇
る
人
で
は
な
い
だ
け
に
、
た
ま
た
ま
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
小
生
が
、
同
窓
会
諸
兄
に
そ
の
光
景

を
お
伝
え
し
、
諸
兄
と
も
ど
も
佐
藤
静
子
さ
ん
に
深

い
感
謝
の
念
を
表
す
べ
き
を
思
い
、
本
談
話
室
に
投

稿
し
た
次
第
で
あ
る
。

佐
藤
静
子
さ
ん
日
あ
り
が
と
l
H
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測

上

玲

(
平
成
8
年
入
寮
)

子

で
の
諸
々
の
打
ち
合
わ
せ
に
は
な
か
な
か
出
席
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
事
務
局
の
佐
藤
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
負
担
を
か
け
た
と
思
い
ま

す
。
同
窓
会
の
電
話
応
対
や
書
類
作
り
、
会
計
な
ど

の
事
務
局
業
務
は
現
在
佐
藤
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ほ
ぼ
一

手
に
引
き
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
私
も
同
じ



職
場
だ
っ
た
の
で
同
窓
会
に
つ
い
て
は
何
か
と
お
手

伝
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
百
年

記
念
祭
の
準
備
が
始
ま
っ
た
一
年
前
に
異
動
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
聞
の
忙
し
さ
は
"
超
“
が
付
く

も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
佐
藤
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
か
ら
出

来
た
の
で
あ
り
、
同
窓
会
と
し
て
は
こ
れ
が
当
た
り

前
に
今
後
と
も
続
け
ら
れ
る
と
思
つ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
は
名
簿
管
理
で
も
会
計
管
理
で
も

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
で
き
る
時
代
で
す
。
会
員
の
方

の
中
に
は
そ
れ
ら
の
方
面
に
長
け
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
に
私
も
同
窓

会
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
管
理
に
つ
い
て
は
札
幌
か
ら
原

稿
を
メ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
、
旭
川
か
ら
更
新
し
て

い
ま
す
。
今
後
事
務
局
業
務
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方

面
に
長
け
た
会
員
が
自
宅
や
職
場
で
空
い
た
時
聞
を

利
用
し
て
分
担
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
な
ら
な
い

か
、
今
後
ぜ
ひ
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

記
念
講
演
(
来
期
識
社
)
で
悪
戦
脊
周
「
記
念
講
演
」
執
行
責
任
者

講
演
会
を
行
う
場
合
、
ま
ず
「
講
師
」
を
誰
に
お

願
い
す
る
か
を
考
え
る
。
恵
迫
寮
の
O
B
で
、
か
っ

札
幌
農
学
校
を
語
れ
る
方
が
望
ま
し
い
と
密
か
に
考

え
て
い
た
。

恵
迎
百
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
(
以
下
、
実
行
委

員
会
と
い
う
)
の
会
合
の
席
上
、
ど
な
た
か
ら
か

「
獣
医
学
部
の
藤
田
教
授
」
が
い
い
の
で
は
と
の
話

が
出
た
。
寮
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
応
援
団
長
(
第

田
代
)
も
や
っ
て
い
た
。
大
学
で
は
副
学
長
や
北
大

総
合
博
物
館
長
も
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

聞
け
ば
、
ご
本
人
の
内
諾
も
得
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
で
講
師
は
決
ま
り
で
あ
る
。

次
は
「
演
題
」
で
あ
る
。
ク
ラ
1
ク
先
生
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
機
会
に
語
ら
れ
て
き
た
。

恵
迫
寮
命
名
百
年
の
趣
旨
か
ら
、
我
々
の
先
人
で
あ

る
新
渡
戸
稲
造
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
足

跡
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
今
を
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
生
き
る
指
針
に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ

た
。
実
行
委
員
会
の
席
上
で
、
そ
の
旨
を
話
し
、
了

解
を
得
ら
れ
た
の
で
、
藤
田
先
生
と
打
ち
合
せ
を
し
、

「
新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
」
に
決
定
し

た。
三
つ
目
の
「
会
場
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
l
ク
会

館
大
講
堂
に
決
ま
っ
て
い
た
。
問
題
は
、
講
演
そ
の

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
へ
ん
の
知
恵
(
作
業
で

な
く
)
を
現
寮
の
"
若
き
力
“
に
求
め
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

次
の
百
五
十
年
記
念
祭
に
向
け
て
同
窓
会
が

ゴ
l
イ

シ

グ

コ

シ

サ

1
シ

「
m
O
E
m
sロ
2
2」
し
て
い
く
よ
う
、
こ
れ
か
ら
ま

た
着
実
に
土
台
を
固
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

同
窓
会
の
や
る
べ
き
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

八
重
樫

幸

(
昭
和
制
年
入
寮
)

32 

他
の
諸
行
事
に
使
用
す
る
機
材
に
つ
い
て
で
あ
っ

た。
機
材
の
借
り
主
は
藤
田
先
生
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
が
、
そ
の
申
込
書
を
見
る
と
、
記
念
祭
当
日
使
用

す
る
会
場
ご
と
に
細
か
く
分
か
れ
て
お
り
、
急
逮
実

行
委
員
会
の
白
浜
副
本
部
長
と
打
合
せ
せ
ざ
る
を
得

な
い
破
目
に
な
っ
た
。
機
材
の
申
込
み
を
終
え
た
が
、

な
お
講
演
で
使
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
1
に
つ
い
て

の
不
安
が
残
り
、
記
念
祭
前
日
に
藤
田
先
生
と
試
し

写
し
を
行
っ
た
。
悪
戦
苦
闘
し
た
が
、
ス
ク
リ
ー
ン

へ
の
投
影
に
成
功
し
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

講
演
に
つ
い
て
は
、
一
時
間
少
々
と
い
う
短
い
時
間



な
が
ら
も
藤
田
先
生
の
周
到
な
ご
準
備
も
あ
り
、
新
波

戸
稲
造
の
足
跡
を
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
つ

え
ム
ロ
一
唱
に
揺
れ
た

て
い
る
。
こ
れ
を
今
後
の
生
き
方
に
ど
う
反
映
さ
せ
る

か
は
、
我
々

一
人
ひ
と
り
に
か
か
っ
て
い
る
。

コ二

ル
ム
の
森

「
一
万
人
で
歌
う
都
ぞ
弥
生
」

北
大
中
央
ロ

l
ン
を
埋
め
尽
く
し
て
の
「
都
ぞ
弥

生
」
大
合
唱
を
計
画
し
た
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
参

加
を
得
て
、
恵
迫
百
年
を
祝
い
た
い
と
の
思
い
で
あ

る。
ま
ず
、
百
年
記
念
祭
の
ビ
ラ
を
五
、

0
0
0枚
作

っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
を
皆
で
手
分
け
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
手
づ
る
の
あ
る
と
こ
ろ
で
配
布
し
た
。
た
と
え

ば
、
行
き
つ
け
の
ス
ナ
ッ
ク
、
オ
ー
ル
北
大
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
、
道
庁
農
政
部
、
北
大
博
物
館
等
。
ま
た
、

開
催

一
週
間
前
、
現
役
恵
迎
生
の
手
助
け
を
受
け
北

大
関
係
者
を
対
象
に
、
北
大
正
門
を
は
じ
め
す
べ
て

の
出
入
り
口
で
ピ
ラ
ま
き
を
行
っ
た
。
札
幌
市
民
に

対
し
て
は
、
高
橋
陽
一

(
却
年
入
寮
)
木
村
正
博

の
実
行
委
員
が

(
H

U

年
入
寮
)
、
千
川

(
刊
年
入
寮
)

大
通
公
園
で
ピ
ラ
を
配
っ
た
。

当
日
、

心
配
し
て
い
た
天
候
は
、
我
々
の
想
い
が

天
に
通
じ
た
の
か
、
秋
雨
前
線
の
合
間
の
快
晴
。
ク

ラ
l
ク
像
裏
の
ロ

l
ン
の
木
々
を
利
用
し
て
、
峨
、

旗
は
現
役
の
応
援
団
、
応
援
団
O
B
の
藤
原
伸
也
君

執
行
責
任
者

ら
が
整
え
て
く
れ
た
。
「
都
ぞ
弥
生
」
「
永
久
の
幸
」

「
理
洛
み
が
く
」
「
津
軽
の
清
海
の
」

「蒼
空
高
く
朔

ら
ん
と
」
の
五
曲
を
、
全
国
津
々
浦
々
よ
り
参
加
の

恵
迎
寮
同
窓
生
諸
兄
と
現
恵
辿
寮
生
並
び
に
札
幌
市

民
約
八

O
O
人
で
大
合
唱
し
た
。
取
材
の
た
め
の
報

道
関
係
者
各
社
が
つ
め
か
け
た
。

そ
の
中
で
、
札
幌
静
修
高
校
の
放
送
部
は
全
国
大

会
へ
の
出
陳
の
た
め
、
と
の
取
材
も
あ
っ
て
、
恵
辿

寮
は
「
皆
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
感
じ
た
。

記
者
か
ら
「
一
万
人
」
と
銘
打
っ
た
理
由
の
求
め

が
あ
っ
た
の
で
、
冒
頭
挨
拶
で
、
「

一
万
人
」
と
は
、

恵
迫
寮
百
年
に
お
い
て
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
寮

生
一
万
有
余
の
想
い
を
指
し
て
の
も
の
、
と
説
明
し
、

理
解
が
得
ら
れ
た
。

三
十
分
の
時
間
内
で
収
ま
る
か
と
心
配
し
た
が
、

順
調
に
進
行
し
、

エ
ル
ム
や
芝
や
小
川
の
天
然
の
舞

台
で
の
八

O
O
名
に
よ
る
寮
歌
の
大
合
唱
は
爽
快
且

つ
壮
大
で
、
全
世
界
唯
て
北
大
構
内
で
し
か
実
施

で
き
な
い
。

千

r告

ム口

(
昭
和

ω年
入
寮
)

|
 

官

E

，，ノ

生
じ
た
。

「
い
つ
の
日
か
再
度
開
催
し
よ
う
」
と
の
欲
求
が

大
き
な
感
動
を
伴
っ
た
「

一
万
人
で
歌
う
「
都
ぞ

弥
生
」
」
で
あ
っ
た
。
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旧中央図書館



現
寮
倖
{
・

ι
交
流
深
め
た
記
念
祭

「
一
万
人
の
都
ぞ
弥
生
」
の
成
功
に
は
応
援
団
を

含
め
た
現
寮
生
の
多
数
の
参
加
が
重
要
な
要
素
と
考

え
た
。
そ
こ
で
一
年
ほ
ど
前
か
ら
現
寮
生
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
を
開
始
し
た
。
例
え
ば
現
寮
で
企
画

さ
れ
る
観
桜
会
、
寮
祭
、
寮
歌
祭
な
ど
に
は
可
能
な

限
り
参
加
を
し
て
、
発
言
の
機
会
を
得
て
は
九
・
二

二
へ
の
現
寮
生
諸
君
の
参
加
を
訴
え
た
。
し
か
し
、

今
年
(
町
年
)
四
月
頃
ま
で
は
現
寮
生
の
大
き
な
関

心
は
来
年
(
凶
年
)
の
第
百
回
恵
迫
寮
祭
に
あ
り
、

命
名
百
年
記
念
祭
へ
の
認
識
は
イ
マ
イ
チ
の
印
象
で

あ
っ
た
。
更
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
期
間
は
寮

生
の
大
半
が
帰
省
中
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
何
と
か

疾
風
怒
湯
l
・
え
寮
歌
祭

大
寮
歌
祭
会
場
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ホ
1
ル
は

熱
気
で
溢
れ
て
い
た
。
会
場
定
員
を
は
る
か
に
超
え

る
三
百
有
余
名
の
参
加
者
の
見
守
る
中
、
開
会
宣
言

に
よ
り
大
寮
歌
祭
の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
厳
か
に
「
都
ぞ
弥
生
」

現
寮
交
流
会
執
行
責
任
者

百
名
位
の
動
員
を
期
待
し
て
動
き
回
っ
た
。
現
寮
役

員
を
通
じ
て
在
寮
生
向
け
の
ピ
ラ
を
配
布
し
て
も
ら

っ
た
り
、
現
寮
の
寮
歌
普
及
委
員
会
ピ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

へ
の
差
し
入
れ
や
寮
歌
合
唱
へ
の
積
極
参
加
等
を
通

じ
て
現
寮
生
に
も
九
・
二
二
へ
の
機
運
が
盛
り
上
が

っ
て
来
た
。

当
日
は
思
っ
た
よ
り
現
寮
生
の
参
加
は
少
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
汚
い
正
装
?
の
応
援
団
を
含
め
て
特
に

声
の
大
き
な
男
女
学
生
(
現
寮
以
外
も
い
た
)
が
約

七
十
人
参
加
し
て
「
一
万
人
の
:
:
:
」
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
農
学
部
前
の
レ
ク
ゾ
l
ン
で
聞
い
た
交

「
大
寮
歌
祭
」
執
行
責
任
者

が
斉
唱
さ
れ
、
そ
し
て
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
た
。

慌
し
い
準
備
期
間
で
あ
っ
た
が
、
皆
が
力
を
一
つ

に
集
め
て
当
日
に
至
っ
た
。
こ
と
に
恵
迫
寮
同
窓
会

事
務
局
の
佐
藤
静
子
さ
ん
は
業
務
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
施
に
必
要
な
デ
l
タ
の
整
理
か
ら
備
品
の

十
周
同

橋

(
昭
和
初
年
入
寮
)

陽

流
会
に
は
約
五
十
人
の
男
女
寮
生
と
約
二
十
人
の
同

窓
生
が
参
加
し
、
歌
い
足
り
な
か
っ
た
新
旧
の
寮
歌

を
歌
い
ま
く
り
制
限
時
間
の
五
時
半
に
散
会
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
現
寮
生
の
今
も
変
わ
ら
ぬ
意
気
に

触
れ
て
熱
い
想
い
に
満
た
さ
れ
た
ひ
と
時
で
あ
っ

た。
答
礼
と
し
て
一

0
・
二
六
か
ら
の
九
十
九
回
恵
迫

寮
祭
に
是
非
出
か
け
て
見
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
今
回
の
現
寮
生
対
応
に
は
却
年
入
寮
大
隈

君
、
剖
年
入
寮
木
村
君
の
尽
力
が
多
大
で
あ
っ
た
こ

と
を
特
記
す
る
。
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ノ」、
口l

哲

也

口

(
昭
和
必
年
入
寮
)

準
備
ま
で
の
す
べ
て
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

寮
歌
高
唱
が
始
ま
り
、
雰
囲
気
は
最
高
潮
と
な
っ

た
。
百
年
の
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に
、
次
々
と
登
壇

す
る
同
窓
生
は
二
十
歳
代
か
ら
八
十
歳
代
ま
で
と
幅



広
い
。今
回
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
若
手
O
B
の
手
助

け
が
心
強
か
っ
た
。
在
学
中
の
者
、
大
学
院
生
、
そ

し
て
三
十
歳
代
の
社
会
人
と
、
こ
れ
ま
で
寮
同
窓
会

と
は
馴
染
み
の
薄
か
っ
た
諸
君
が
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
明
る
い

手
ご
た
え
に
な
っ
た
と
思
う
。

楽
し
い
時
聞
は
瞬
く
聞
に
流
れ
去
り
、
別
離
の
刻

限
が
来
た
。
名
残
を
惜
し
む
歌
声
の
後
に
、
「
醒
め

よ
迷
い
の
夢
醒
め
よ
」
の
声
が
随
所
か
ら
あ
が
り
、

大
ス
ト
ー
ム
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
。
再
会
を
約

す
る
朋
友
あ
り
二
期
の
別
れ
を
告
げ
る
老
輩
あ
り
。

「
夏
迫
容
山
方
歳
、
官
年
記
念
祭
方
歳
」

歌
碑
除
幕
式
と
現
寮
交
流
会
担
当

六
月
、
届
い
た
支
部
ニ
ュ
ー
ス
に
第
一
回
恵
迫
夏

祭
り
(
ピ
l
ル
会
)
の
記
事
が
目
に
と
ま
り
八
月
四

日
、
狸
小
路
ラ
イ
オ
ン
で
の
祭
り
に
参
加
し
た
。
百

年
記
念
祭
へ
の
関
わ
り
は
す
べ
て
そ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
。
四
月
、
三
十
八
年
間
勤
務
し
た
青
森
県
を
離
れ
、

古
里
北
海
道
で
の
生
活
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
頃

だ。
恵
迫
寮
:
:
:
、
そ
れ
は
私
の
魂
の
ふ
る
さ
と
だ
。

私
が
い
ま
在
る
の
は
寮
で
過
ご
し
た
二
年
の
日
々
が

あ
る
か
ら
だ
。
私
は
高
校
を
出
る
の
に
四
年
か
か
っ

た
。
第
一
志
望
は
地
元
室
蘭
工
大
で
あ
り
、
北
大
は

全
く
念
頭
に
な
か
っ
た
。
教
師
も
同
級
生
も
驚
く
ほ

と
ん
ど
奇
跡
の
よ
う
な
合
格
、
そ
れ
で
も
入
学
す
る

気
は
な
か
っ
た
。
父
が
北
大
進
学
を
強
く
勧
め
て
く

れ
、
や
っ
と
そ
の
気
に
な
っ
た
が
何
の
準
備
も
出
来

て
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
寮
へ
入
ろ
う
と
思
う
が
、

入
寮
願
書
が
手
元
に
無
い
。
あ
わ
て
て
申
し
込
ん
だ

ら
既
に
締
め
切
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
昭
和
四
十

年
入
寮
生
に
よ
る
入
寮
鐙
衡
委
員
会
の
す
ご
さ
は
こ

こ
か
ら
だ
。
速
達
で
入
寮
願
書
を
送
っ
て
く
れ
て
、

と
り
あ
え
ず
名
前
と
最
小
限
の
事
項
を
記

X
し
て
大

至
急
返
信
せ
よ
、
と
い
う
。
私
が
昭
和
田
十
年
入
寮

生
に
感
謝
し
感
謝
し
て
や
ま
な
い
の
は
こ
の
故
で
あ

る
。
か
く
し
て
私
は
入
寮
し
、
大
学
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

き
て
、
こ
の
た
び
の
百
年
記
念
祭
実
行
に
わ
ず
か

私
の
浅
学
非
才
か
ら
不
手
際
は
多
々
あ
っ
た
が
、

成
功
裏
に
大
寮
歌
祭
を
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
ひ
と
え
に
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撞
並
び
に

叱
陀
激
励
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
厚
誼
を
賜
り
た

い
と
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

木

ネす

博

正

(
(
昭
和
但
年
入
寮
)

で
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
は
光
栄
、
幸
福

以
外
の
言
葉
が
見
あ
た
ら
な
い
。

九
月
二
十
二
日
、
秋
晴
れ
の
百
年
記
念
祭
の
一
目
、

同
窓
生
の
、
現
寮
生
の
心
の
底
か
ら
満
足
し
き
っ
た

晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
、
そ
し
て
か
く
も
胸
を
熱
く

す
る
寮
歌
、
こ
れ
は
一
体
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
か
。
寮

生
活
者
で
な
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恵辿寮命名百年を期して企画された「恵辿百年記念事業Jは、本誌別掲記事の通り 9月22日の記念祭と
歌碑「都ぞ弥生」改修を始めとする記念事業が盛大に、かっi帯りなく進められ、残すところ書額等文化

財の北海道大学寄贈(展示法について大学で審議中のため)と総括決算のみとなりました。

本会は、これら事業ために恵辿百年記念委員会および同実行委員会を結成し、皆さまに「恵迎百年記

念事業への協賛お願い」をお届けしたところ、実に 1千名近い会員各位および会社 ・組織等のご理解が

得られ、募金目標の一千万円を超える浄財が寄せられました。恵辿百年記念事業か滞りなく進められた

のも、「恵迎寮」をこよなく愛される皆さまの絶大なるご理解とご支援の賜物であり、総括決算前ではあ

りますが、各位に対してl享く御礼申し上げます。

以下には、拠金戴いた会員各位および会社・組織等のご芳名 (敬称111告)を列記し、領収のご報告に代

えさせて戴き ます。本当に有り型Ifrうございました。

恵辿百年記念委員会

会長中瀬篤信 (現恵辿寮同窓会名誉会長)

恵迫百年記念事業実行委員会

委員長横山 清 (現恵辿寮同窓会会長)

[昭和 3-23年入寮]

(S03)本田 章、(S04)久葉昇、 (S05)吉見一郎、滋賀秀明、 (S06)岡田重治、加藤百一、繁富 一雄、

(S07)飯塚馨、雨宮義文、近藤秀夫、滋賀秀正、岡本敏一、一柳貞子 (ご遺族)、 (S08)末永 美隆、

木村 一郎、萩野辰夫、 (S09)音羽博次、河合正恭、伊藤 三郎、 (SlQ)鳥居精一、内田武彦、河合惣

吾、矢田 一、宍戸昌夫、近藤忠雄、中岡章、佐藤正八、 (Sll)吉野照蔵、飯島 まり子(ご遺族)、

(S12)湯沢誠、千野純之、今村ー昌耕、松本照男、野原博、 青木清、 (S13)岩淵忠男、大屋善延、金

子繁一、飯村茂雄、吉田敬一、安達泰、児玉清臣、鷺山重也、杉村興作、 (S14)富田信之、尾崎

克平、駒田 盈郎、武田泰明、竹村ー伸一、西口栄一、小林寿太郎、中郁子 (ご遺族)、江口医院 (ご遺

族)、贋瀬守直 (ご遺族)、米田縫 (ご遺族)、(S15)宮釘夫 副 (S16)松本武夫、木全幹雄、イIjl村参

郎、上平林作、小川周三、坂野 馨嵯男、田島安之助、鈴木英世、後藤守、伊東健、山下砿登、田中

弘温、 青木真一、村山正郎、清水由次、塩田敬司、 (S17)手塚 恵、渡辺啓吾、坂本富士郎、堀江晋

次郎、松代平治、田中明、 ;1七浮 馨、森敬、村林仁郎、樋田成二、木村-等、小篠守正、高津務、小林

教佑、池田政晴、 小沢久弥、 手島正博、渡辺文治、山田康 (ご遺族)、(S18)佐藤豊、大森 i告、中畑

孝彦、若宮明、安井 勉、青木惟和、若鹿宗雄、福田富夫、小野昌信、河野文弘、佐々木忍、藤沢経

光、渡辺勝也、常葉隆道、平岩正司、 (S19)山中正文、内田 一郎、山田嘉治、山岸稔、箸蔵敏郎、

中西 三郎、四方英四郎、加藤誠、熊谷義雄、酒井藤樹、本間政治、橋本達文、寺井幸夫、泉田和線、

渋谷富業、東吾一、 (S20)長谷川 喪二、岩田広吉、寿時史郎、宮坂正昭、森昭、安田昭三、牟田

悌三、井上勇、飯田博、伊藤英一、岸 達夫、清水哲也、寿H寺史郎 [住所不明]、武井忠夫、事rr沼 牽
彦、林田照明、村井弘乙、吉村誠治、村野・ )11貢三、熱田博司、上回進、佐藤弘次、高橋 一雄、多田邦

雄、 富士野昭典、谷川弘、弘田 幸裕、石川 政幸、大関幸一、中村勝美、中島武敏、碇 康彦、 (S21)

伊藤益義、飯田幾太郎、石金昌H育、石坂賓、板谷賓、佐藤博、清水矩基雄、十亀昭雄、竹内惟義、

鳥居昌男、中島通雄、西田 恒夫、能勢誠夫、橋本博j台、馬場隆、平田保、松井紀和、村上忠司、森

博正、 (S22)藤井義彦、須藤修方、石田初一、大橋雄穴、小野泰雄、藤田正文、本間均、有波紋明、

鈴木昭、吉岡昭、市川比良久、杉本辰夫、中西久二、野村班、鈴木倫敦、菊地直之、堀井 j旬、高木

富士男、船戸裕、庄野 秀哉、 (S23)阿部洋七郎、荒木正勝、安西洋一、伊藤洋二、伊東嘉弘、猪又

稔、今井四郎、上野雄靖、皆川正男、延与 三知夫、大野雅二、沖田比日志、奥村純一、加藤精司、

岸部繁俊、木!Jth祐宗、黒田治、 j原馬琢磨、児島仁、小林 一司、佐々木 幸弘、佐藤哲、津山豊、鈴木
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精華、鈴木博之、

永薫、藤野俊郎、

康夫、和田 一明

[昭和25-34年入寮]

(S25)石上勇、一戸昭、岩佐孜、上山英一、岡富岐、小野求、大畠義矩、柏尾稔、鎌田等、工藤

信彦、熊谷 真記、厨川昭二、見城車、小森昭、概ー田 i前之、佐藤之郎、佐山 l唆、須田直之、田村久仁

夫、垂水治、筒井澄、富永巌、中島光男、中光良之、中村陽三、西国信也、西田誠、戸次英一、星

利夫、松野拓、山田 幸四郎、 山本忠志、 (S26)川村潤一、菊地弘明、木下栄三、高木任之、橋本秀

之、羽染 一男、本間義紀、木村正、川俣良一、久門雅史、 j峯井寿一、深正雄、米田昌弘、 三野昇、

岡本勝群、小坂利幸、佐久間哲郎、白松幸雨、中嶋利男、沼田久、八剣吉文、近岡貞志、飯沼副夫、

坂橋尚、上条一昭、河原克美、小久保隆正、佐久間勉、笹谷宜志、津田昭志、清水邦昭、千葉馨、

辻山昌佑、二川義昭、増子忠恕、三上進、水庭久尚、山里満、米山忠雄、樋口忠幸、吉井誠、斎藤

宏、佐々木清一郎、浮井寄一、布川欣一、平石修、溝口博、室田昌幸、青山和嗣、市田篤郎、後藤

義治、高須重家、中瀬 篤信、 (S27)大国薙彦、 川元功、木原 槙一、久保喜一、小久保和孝、 小寺義

彦、佐藤道郎、松浦博、深井広之、重山哲明、島田寛、鈴木尚、千田哲生、瀧j幸浩、俵 j告治、土田

実、出口康志、中楠潤、 r.1:Ji幸邦春、羽田野六男、藤倉孝夫、星野正、松111奇貞夫、村田忠臣、守下光
越、山本信雄、横平弘、吉村洋吉、平津 l陵、 (S28)井口光雄、阿部満雄、熊井清昭、鈴木慶紀、武

田良一、増田清岩、村山幹夫、倉持允昭、河辺傑、小泉守、斉藤実、酒井義広、須賀正太郎、鈴木

恭一郎、鈴木日出男、高根仔、高柳良直、多田和夫、照井義彦、永井真司、馬場利郎、平野亮輔、

船越一幸、宮内久元、宮浮寛、横溝幸治、吉岡秀明、 (S29)荒木武夫、有田敬、市川茂、大谷章、

小口洋右、阿部 賢二、 加藤法憧、河村英夫、河野明男、輿石甫、佐藤 昌弘、塩谷雄、篠原猛、清

水喜三男、鈴木勝男、高橋長幹、高畑正、武久慢、田中久弘、田村達堂、中田徹、藤村稔彦、外国

邦彦、増田定雄、松旺J専市、三河勝彦、村ー上 一良、八重樫福治、我妻袋、iJJt遁正吾、高橋秀一、清
野忠紀、井本逸夫、 KS30;秋野豊明、厚谷純吉、安間荘、伊東孝、大石英恒、大津雅彦、大西倣、

両百吉正百FEi、菅野 i告、 倉沢俊次、小池陸雄、小出精、佐藤裕、斉藤進、佐藤貴夫、桜井
充三、笹尾 琢磨、末永義園、曾我照光、多賀春雄、高木哲郎、高橋陽一、茅根愛二、塚本茂樹、土

屋晴男、手塚巌、鉄川昭、 富永祐二、中川迎夫、早川福利、林田均、細川秀人、本間邦夫、丸山

玉樹、水島典弘、宮田富士夫、宮本昇三、幸健一郎、村上明、村瀬哲、 本橋勉、森松良光、盛山 真

行、矢島敏克、山田斌、山本町、二、山本 二夫、(S31)石橋健、今野勝介、浦崎永徳、永楽謙五、太

田徹、小笠原孝之、岡田弘、岡本希八郎、河西邦夫、梶浦政男、加藤秀一、兼古 i索、亀貝 一義、刈

谷純一、 川原 幸則、工藤宏、九里謙一、久保治良、河野民雄、小林征、坂本博、桜庭慎吾、佐藤

治、佐藤允克、菅野祐治、鈴木潤一郎、高井宗宏、新妻敏男、西沢郁夫、萩原荘平、長谷川孝太郎、

長谷川底、樋口正毅、福永典之、二川哲雄、干場 一正、穂積清雄、堀泰晴、前島一淑、森元昌輔、

柳田信吉、山下 貴正、山田時夫、横山清、渡辺宏、 (S32)浅井卓、新井三郎、安粛陸、石川舜、

石間戸宗明、大西吉武、大野純陣、岡利雄、小笠原 軍治、加藤勝久、河村征治、工藤恭一、小林大

二、小林三樹、小林豊、斉藤能久、笹井清二郎、滋野三樹、柴野直行、島袋全功、下村正彦、関谷

日出夫、高野豊、滝川明宏、館林桂三、田中信義、玉置和宏、次回練次郎、筒井公、寺IIJ奇晃、大山

斉、加藤武、渡遁誠、徳永英二、競 明、和孝雄、橋本龍智、原邦男、彦坂忠俊、深谷勲、星野英

二、堀義彦、三島史朗、 山IIJ奇克彦、 111中 義正、湯浅亮、吉田康夫、和田 厚、見上彪、 北古味雄、神

英樹、 (S33)若松幹男、神谷忠孝、住吉幸彦、飯塚進、藤波富次、中村晴彦、冨田房男、牧野俊一、

五十嵐功、問中俊夫、平岡義博、大橋弘士、小野里坦、 金成則彦、神田栄夫、壁矢恵行、小坂昌道、

清水忠司、阪元兵三、千坂邦弘、中田邦雄、野IIJ奇恭弘、藤田光雄、平野誠、伊藤洋一、松山哲三、

増井淑郎、湯浅康司、山近則夫、尾郷賢、伊藤亮太郎、小笠原良之、桶直義、北野博、佐藤策郎、

茂木博、城田昌良、 iJJ田正幸、若山喬史、水野健一、仲11原勝昭(ご遺族)、西森遼子(ご遺族)、

(S34)安問元、阿竹宗彦、石田倹二、小泉恭三、大堀正幸、大久保 泰宏、太田博視、亀谷秀生、河

野111奇政一、平野鶴男、藤

安井尚、山本倍郎、 IJ品川

高橋康H目、中村 秀、

見沢俊明、村山正、

高橋裕哉、

本間一一、

瀬戸賢太郎、高野祐吉、

藤原昇j台、古谷健太郎、

37 

クU
け

?
?
1



田千脇、黒川 武、工藤哲也、金俊彦、佐藤満旗夫、 弓削照孝、高橋洋介、田村・栄、田畑卓爾、田中

耕平、竹内光夫、遠山 博史、中川 清吾、内藤拓、西紀昭、西村清、野末秀俊、古谷修、藤沢和二郎、

k ピ松村米紘、松本威、前野紀一、真間孝之、森田英之、佐藤裕

くf/[昭和35-44年入寮ト
了 (S35)青木由直、井上隆夫、上江洲安宏、葛西 章、河喜幻E広、河村日佐男、菊地寛、五l床知久、佐
久間利夫、神野 一弥、鈴木興三、梅原文夫、多国雅文、藤谷，常夫、山之内久義、中山嵩、中町昭道、

中山貞夫、中井新二、沼田隆、能勢鵬、米沢勝衛、盟主主墜J(S36)'石津晴夫、板橋菊二、上野

八郎、宇田川礼一、衛藤正敏、小野俊一、木野紀、圏中拓、黒沢厚基、斎藤国和、佐々木孝一、三

戸猛義、塩谷優、武川 恒也、伊達崇秀、中村慶治、萩原昇、千代田尭汎、富樫幸雄、西田泰典、福

井徹也、六宗 一征、 i度過勝彦、 (S37)石川 酸、石本征一、伊藤博夫、今井久雄、岩佐直明、江向

直美、大木捷利、大沢勝次、梶山泰嗣、 i甫口勝美、北川 恭三、金武彦、篠田悠一、新蔵利男、田口

光彦、中川 晃、根岸嗣治、根岸正充、福田紀之、藤井洋治、向山 征哉、森井仁、両角 三春、 (S38)

秋野隆英、猪狩久一、伊藤靖久、福田康浩、氏平増之、大岩撞一郎、荻窪利昭、沖田紘昭、小野剛、

尾見 仁一、貝野洋、片桐政司、楠美清彦、小長井 査幸、斎藤勝則、佐藤市雄、佐藤史夫、谷邦人、

土屋進、広瀬済、福田安生、松本光正、 (S39)五十嵐 章、伊藤昌彦、魚山 和春、岡田恵、春日清

一、菊間征司、金正出、上戸鎖邦雄、佐竹正治、佐藤忠昭、佐藤博昭、佐藤八雷、佐野 幸規、椎名

春彦、芝垣 美男、清水弘之、寺岡和彦、友弘力、外山清高、鳥潟肇、長浜秋良、西陰研治、西田昭

夫、西田猛、平野修、浜島正幸、林仁、山田秀司、吉田健、関口光雄、(S40)飯田長久、石村 義

典、上坂佳則、大隈昭二、大野泰鼎、小黒数人、嘉数光一郎、神代登、 川島泰晴、今繁、嶋田憲一、

篠原克行、白浜憲一、菅原義男、高彰、武市博、千川 浩治、千田忠男、中村富士男、西雪 弘光、前

田利孝、前田政範、溝淵俊雄、三亀和雄、宮前1匡雄、 I(S41)阿武和夫、飯本丈夫、糸井武、鈴木
博史、入江和彦、采孟、浦谷義博、勝山真吉、柿日l一俊、 北村晴夫、木田旗、木村正博、佐々木茂

雄、鶴江豊、長尾武士、中出 善三、中山康、堀江保雄、宮西 義一、八重樫幸一、柳平寛幸、 山田添

二、 山田良弘、吉津境、 (S42)秋谷精一、板倉一、井出秀三、加藤浩二、河原 一夫、御子柴耕也、

酒井健司、高野輝彦、畑博、古谷雄二、(S43)阿部一九夫、伊藤誠一、及川 章、大平友三、川瀬

重雄、小池秀正、稲葉賢次、佐藤義則、高橋克彦、中村賢治、牧野孝、皆川 吉郎、村上昭男、中村

一孝、(S44)植松 高志、坂倉 雅夫、 多田勝、谷口幸三、鶴淵精一、寺村博行、中島治夫、中前博H目、

畑原純治、藤田彰美、村松憲治、山崎 芳行、山下悟、山城雅明、米i幸安街、渡辺雄三

j昭和45-57年入寮]く〈付7斗
(S45)小原隆夫、松浦井三村ー本昭市、有馬光之、吉田守男、藤長恭常、園山俊浩、小竹森政幸、浅

井定美、田村博昭、吉沢武治、 山内泰雄、 青砥澄夫、五十嵐優、安藤俊春、矢嶋啓司、伊藤正朗、

松村千春、 川村直之、 (S46)丹上正安、長久保敏雄、児島博、 景山 博文、上岡晴人、切本清和、酒

井正人、鈴木康仁、 三田悌一、中尾博巳、吉田次夫、 (S47)安達輝政、蝦名雅章、 小川 肇、亀井

滋、大林雅彦、佐藤文雄、富樫辰志、福永徳三郎、西尾覚、長谷川 裕正、増島篤、水野弘康、表芳

弘、横山孝、 (S48)阿久沢豊、江本永二、大林正章、布11保重孝、関川 哲夫、平和俊、高橋勲、谷口

哲也、中紙麦平、宮liJ奇議、山本郁夫、 (S49)浅井満、岡本茂樹、香取秀明、佐藤守、柴野悦男、津

田祐吾、松田博嗣、中島圭一、中井正人、 (S50)遠藤洋一、小木聡、鹿田幸年、 (S51)石川 隆雅、

太田勝一、小川 弘行、小林次郎、石川 隆雅、;塩井孝、 イrlJ井邦彦、乗松修司、安田健治、若目田篤、

(S52)朝倉仁樹、浦口宏二、上谷誠司、 川村-信也、田子真、高橋浩、渡部洋一、(S53)在原正人、

家村明宏、 川島大幸、木下)j券義、渋谷正志、竹田幸宏、田中勇、田中利明、中田泰央、 i寅田俊政、

清水太、 (S54)岩liJ奇宏志、宇原久、小林雅之、 三条克彦、高橋昭雄、日向尚、 三浦史洋、吉野宣

彦、 (S55)鹿地 広久、亀山敏、仲11原悟志、 111]・村ー尚、 (S56)阿保雅幸、石川 隆二、回過弘一、加藤克、

平井健二郎、折橋英行、 (S57)内田修、海谷正道、栗田成裕、五関 一博、中田朋之、林田葉、伏島

康男、堀田圭一、武藤晴達、山根隆志、森川 高志

{昭和58-平成入寮他]

ヘiy
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(S58)石関 正弘、河村 智志、久保田 鋼、日比 幸人、藤本 康男、(S59)呉敦、高橋広樹、 (S60)小池

清峰、坂岡桂一郎、(S61)槍垣直幸、(S62)森 敏彰、(I-I1以降)川上昌弘、菊地晶裕、佐野将義、千

葉雅彦、西村真人、淵上玲子、松本 真介、植村敬一、 小田和美

[寮OB外拠出金御芳名]

鍵和田忠男、 小菅高之、丹治道彦、大公一郎[附アラタ名誉会長]、樋口達夫[側大塚製薬社長]、横川

義昭

(以上984名)

[中間決算の概要]

特別会計「恵迫百年記念事業jの平成19年10月12日現在の収支は、次の通 りであり、皆さまの絶大なご

協力により収支が合償うと見込まれます。事業報告および決算報告は、本会理事会に報告して承認を受

けます。心からの御礼を申し上げます

(収入の部)総 収 入:16.527千円

主な内訳 :酸金 :10.447千円 [984名]、広告収入見込額:2.280千円 [企業 ・組織の醗金、広告頁参照]、

オルゴール他記念グッズ完売時見込額 :3.800千円、 等

(支出の部)現在迄の支出:13.685千円

主な内訳:記念祭事業費 :l.956千円、記念事業費見込額:9.409千円[会誌恵迎刊行費の追加頁差額およ

び文化財の寄贈展示経費未計上]、運営費 :2.320千円、等

l ~ß)X衿JOF /は7
入寮年区分

口数別醗金者数

1-2口 3口以上

S 3 -S15 56 47 9 

S16-S23 179 152 27 

S25-S29 174 155 19 

S30-S35 242 209 33 

S36-S40 122 109 13 

S41以降 203 195 8 

その他 8 

総 984 867+α 109+ a 

拠金者の分類結果
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青春の}百年/同窓会回献械器
{恵
迫
}

恵
辿
寮
は
明
治
四
十
(
一
九
O
七
)
年
、
札
幌
農

学
校
の
寄
宿
舎
を

「恵
迫
寮
」
と
命
名
し
て
発
足
し
、

今
年
が
百
周
年
に
当
た
る
。
寮
名
「
恵
迫
」
は
当
時

北
大
予
科
の
作
文
を
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ
た
、
漢
学

者
湘
香
新
居
郭
二
郎
先
生
が
提
示
さ
れ
た
猶
興
、
有

隣
、
有
恒
、
恵
迎
、
の
四
文
字
か
ら
明
治
四
十
年
四

月
二
日
の
寮
名
委
員
会
で

『恵
辿
』
が
採
択
さ
れ
、

同
年
四
月
八
日
の
記
念
祭
で
披
露
さ
れ
た
こ
と
は
、

既
に
恵
辿
諸
氏
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。

{巧
-
一-5
2
ω
ヨ

同
門
町
白
血
吋
片
}

明
治
新
政
府
は
明
治
二
(
一

八
六
九
)
年
蝦
夷
島

を
北
海
道
と
改
め
、
北
海
道
の
開
拓
と
防
衛
の
た
め
、

新
た
に
開
拓
使
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
新
設
開
拓

使
は
北
海
道
へ
の
移
民
を
募
る
と
同
時
に
、
開
拓
事

業
の
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
、
東
京
芝
の
増
上
寺

に
開
拓
使
学
校
を
開
設
し
た
(
明
治
五
年
)
。
こ
の

学
校
は
明
治
八
年
八
月
札
幌
に
移
転
し
、
札
幌
農
学

校
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
ね
て
か
ら
新
天
地
北
海
道
の
開
拓
に
は
、
米
欧

の
文
明
の
導
入
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
た

黒
田
清
隆
開
拓
使
長
官
は
、
そ
の
風
土
が
北
海
道
と

類
似
し
て
お
り
、
軍
歴
も
持
つ
こ
と
を
も
考
慮
し
て
、

当
初
か
ら
熱
意
を
示
し
て
い
た
米
国
マ
サ
チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ
州
立
農
科
大
学
校
の
巧
一
一一
一回
ヨ

∞
ヨ
芹
Y

の
一白与

を
北
海
道
に
新
た
に
設
け
る
農
学
校
の
責
任
者
(
校

長
)
と
し
て
招
科
す
る
こ
と
と
し
た
。
ク
ラ
l
ク
は

日
本
側
の
任
期
二
年
と
い
う
案
に
対
し

「
私
は
他
人

が
二
年
要
す
る
仕
事
は
一
年
で
完
了
す
る
」
と
高
言

し、

事
実
一
年
で
そ
の
成
果
を
上
げ
た
。
北
大
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
、
当
時
の
学
生
達
の
実
地
指
導
用
に

開
拓
さ
れ
た
学
校
農
園
が
、
今
も
そ
の
面
影
を
残
し

て
い
る
。

新
設
し
た
札
幌
農
学
校
は
、
明
治
九
年
八
月
十
四

日
に
開
校
式
を
行
っ
た
。
ク
ラ
l
ク
学
長
は
従
来
の

学
生
心
得
を
全
廃
し
、

H出自
の
め
コ
門
芯
ヨ

E
H
の
一

句
の
み
の
校
則
を
定
め
た
。

明
治
十
年
四
月
十
六
日
、
ク
ラ
l
ク
学
長
は
見
送

り
の
農
学
校
生
に

d
o予
宮
田

g
z
g
cm一H
と
叫

ぶ
な
り
、
鞭
を
馬
腹
に
あ
て
、
行
っ
て
し
ま
わ
れ
た

と
、
見
送

っ
た
学
生
達
は
、
語
っ
て
い
る
。

富
士
野

(
昭
和
初
年
入
寮
)

昭

典

〔再
び
恵
辿
]

寮
名
に
「
恵
辿
」
が
掲
げ
ら
れ
た
経
緯
は
官
頭
に

記
し
た
が
、
最
後
に
「
恵
迎
」
の
意
義
に
つ
い
て
、

私
な
り
の
考
え
方
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

「恵
迎
」
の
原
典
は
中
国
の
古
典
五
経

(
易
経

・

詩
経

・
書
経

・
春
秋

・
札
記
)
の
ひ
と
つ
書
経
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
「
恵
迎
」
の
原
典
と
な
っ
た

一
節

は、

『恵
迎
吉
、
従
逆
凶
。
惟
影
響

(
迫
に
恵
へ
ば

吉
に
し
て
、
逆
に
従
え
ば
凶
な
り
。
惟
れ
影
響
た
り
)
』

と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
引
用
元
と
さ
れ
て
い
る
書

経
の

一
節
で
は
吉
と
凶
と
が

一
対
と
し
て
使
わ
れ
て

お
り
、
当
時
の
天
界
思
想
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
私

は
こ
の

一
節
は
自
ら
の
過
は
自
ら
の
力
で
切
り
開
く

と
い
う
「
恵
迫
魂
」
の
根
元
「
自
主
自
立
」
の
道
を

示
唆
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ゅ
ん

わ

3
ま

恵
辿
の
友
よ
、
自
ら
の
分
を
弁
え
互
譲
(
協
調
)

を
忘
れ
る
こ
と
な
く

(回ゅ

の
g
円一g
d
出
口
)
、
弧
高
に

倣
る
こ
と
な
く
衆
愚
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、

貴
き
野

心
を
培
い

(
切
巾
〉
B
E
Z
O
F
E
)
共
に
手
を
携
え
、

し
っ
か
り
前
を
向
い
て
歩
き
続
け
よ
う
で
は
な
い

、
。
・カ
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容
ム

言
議
議

昭
和
三
十
九
年
四
月
、
北
海
道
の
地
方
都
市
の
公

立
高
校
を
卒
業
し
た
て
の
私
が
、
何
や
ら
恐
ろ
し
げ

な
恵
迫
寮
の
玄
関
口
に
仲
ん
で
か
ら
、
も
う
四
十
三

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

恵
迫
寮
一

O
O年
の
歴
史
の
中
で
、
国
内
外
で
活

躍
し
て
い
る
一
万
数
千
人
を
超
え
る
恵
迫
寮
同
窓
生

全
員
が
、
自
分
こ
そ
が
「
恵
迫
寮
魂
」
を
継
承
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
恵

迫
寮
一

O
O年
の
歴
史
の
中
で
、
私
ほ
ど
北
海
道
大

学
恵
迫
寮
と
固
い
紳
で
結
ぼ
れ
た
者
は
い
な
い
と
密

か
に
自
負
し
て
い
る
。

ま
ず
私
は
恵
迫
寮
在
寮
当
時
、
「
落
語
研
究
会
」

の
旗
揚
げ
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
寮
生
の

島
田
俊
夫
君
ら
の
協
力
で
「
北
海
道
大
学
落
語
研
究

会
」
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
同
研

究
会
は
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
本
年
現
役

会
員
が
全
国
大
学
落
語
競
演
会
で
、
見
事
準
優
勝
に

輝
く
ま
で
に
な
り
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
私
自
身
、

現
在
「
室
蘭
落
語
長
屋
大
家
」
更
に
は
「
北
海
道
素

人
落
語
協
会
会
長
」
と
し
て
、
大
学
卒
業
後
も
、
北

海
道
内
外
で
落
語
口
演
を
続
け
て
い
る
。

更
に
室
蘭
地
方
在
住
者
の
恵
迫
寮
同
窓
生
に
呼
び

か
け
、
北
海
道
内
で
最
古
の
、
地
方
在
住
者
同
窓
生

の
集
い
「
室
蘭
恵
迫
会
」
が
発
足
し
た
。

更
に
数
年
前
、
入
寮
四
十
年
を
記
念
L
て
、
三
十

九
年
入
寮
同
期
の
佐
竹
正
治
君
、
四
十
年
入
寮
の
白

浜
謹
一
君
ら
と
呼
び
か
け
、
三
十
九
年
四
十
年
入
寮

の
同
窓
組
織
「
恵
迫
3
9
4
0
会
」
が
発
足
し
、
当

時
の
在
寮
生
が
通
い
続
け
た
恵
迫
寮
近
隣
の
屋
台
ラ

ー
メ
ン
屋
亭
北
軒
(
通
称
モ
ツ
ラ
)
の
女
主
人
鈴
木

ト
ク
き
ん
を
特
別
招
待
し
、
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た

仲
間
と
感
動
的
な
宴
を
催
し
た
。

そ
し
て
私
を
北
海
道
大
学
恵
迫
寮
と
固
い
梓
で
結

ぼ
れ
て
い
る
と
自
負
す
る
由
縁
は
、
私
の
家
族
に
あ

る
。
私
の
妻
は
、
私
と
同
じ
法
学
部
の
同
級
生
で
あ

り
、
私
が
二
十
五
歳
で
弁
護
士
を
開
業
し
、
郷
里
の

北
海
道
室
蘭
市
で
法
律
事
務
所
を
開
設
し
て
以
来
、

現
在
ま
で
事
務
員
と
し
て
私
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。
私
達
夫
婦
に
は
三
人
の
娘
が
い
る
が
、
そ
の
娘

達
の
名
前
が
実
は
皆
「
富
山
迫
寮
」
に
由
来
す
る
の
で

ーu-
之

美

男

(
昭
和
お
年
入
寮
)

垣

あ
る
。娘
違
の
名
前
は
、
長
女
「
さ
や
香
」
・
二
女
「
は

な
乃
」
・
三
女
「
な
の
香
」
。
い
ず
れ
も
、
本
年
一

O
O年
を
迎
え
る
北
海
道
大
学
恵
迫
寮
の
明
治
四
十

五
年
度
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
の
一
番
の
歌
詞
か
ら
戴

い
た
も
の
で
あ
る
。
強
調
し
て
申
し
訳
な
い
が
、
恵

迫
寮
一

O
O年
を
迎
え
、
恵
迫
寮
同
窓
生
一
万
数
千

人
を
超
え
る
中
で
、
娘
三
人
の
名
前
を
寮
歌
「
都
ぞ

弥
生
」
の
歌
詞
か
ら
命
名
し
た
者
は
、
私
一
人
に
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。

私
は
、
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
う
た
び
に
、
恵

迫
寮
一

O
O年
の
歴
史
と
伝
統
の
素
晴
ら
し
き
に
涙

し
そ
し
て
我
が
三
人
の
娘
達
の
幸
せ
な
人
生
を
心
か

ら
願
う
の
で
あ
る
。
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夜
更
け
に
、
星
ま
た
た
く
故
郷
の
天
を
一
人
仰
ぎ
、

「
明
日
は
人
生
の
旅
な
れ
ば
」
(
大
正
六
年
寮
歌
魔
神

の
呪
六
番
最
終
節
)
を
歌
っ
た
若
き
日
を
思
う
。

星
去
り
、
時
移
ろ
う
と
も
、
夢
に
も
忘
れ
ぬ
そ
の

名
こ
そ
、
我
が
青
春
の
「
恵
迫
寮
」
。



青豆謡幽掴

去
る
四
月
二
十
二
日
(
日
)
夕
刻
に
現
・
恵
迫
寮

を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
部
を
初
め
て

知
っ
た
。

目
ざ
す
建
物
は
原
始
林
の
か
な
た
に
あ
っ
て
、
北

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
は
思
え
な
い
僻
地
の
感
じ
で

あ
る
が
、
そ
の
裏
側
は
す
ぐ
石
山
通
り
に
面
し
て
い

て
、
交
通
は
不
便
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

A
・
B
・
C
・
D
-
E各
五
階
建
く
ら
い
の
五
棟

が
中
心
部
(
共
用
棟
)
か
ら
放
射
状
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
外
観
は
ス
マ
ー
ト
で
五
十
五
年
前
に
入
寮
し

た
我
が
恵
迫
寮
(
木
造
二
階
建
て
四
棟
並
列
)
と
は

別
世
界
の
感
じ
で
あ
る
。

玄
関
と
お
ぼ
し
き
一
扉
を
聞
け
る
と
、
あ
ま
り
き
れ

い
と
は
言
え
な
い
十
畳
間
ほ
ど
の
事
務
室
が
あ
り
、

そ
こ
で
接
待
さ
れ
た
。
そ
の
隣
り
の
ホ

1
ル
に
な
っ

て
い
る
共
用
棟
で
丁
度
数
十
人
の
寮
生
が
集
っ
て
寮

歌
の
合
唱
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
女
子
寮
生
が
何

人
か
混
在
し
て
お
り
、
初
め
の
う
ち
は
何
と
も
奇
異

な
感
じ
を
受
け
た
。
歌
詞
の
一
部
分
を
除
き
、
総
体

的
に
歌
の
テ
ン
ポ
は
当
時
よ
り
は
早
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
も
時
代
の
変
化
を
感
じ
さ
せ
る
。

現
在
の
収
容
寮
生
数
は
学
部
生
四
O
O
人
、
大
学

院
及
び
留
学
生
一

O
O
人
、
計
五
O
O
人
(
こ
の
う

ち
女
子
学
生
二
j
三
割
)
で
、
第
二
八
八
期
執
行
委

員
会
が
「
寮
務
・
炊
務
・
会
計
」
の
三
部
制
で
運
営

し
て
い
る
。
寮
務
部
で
は
、
現
在
で
も
経
済
的
に
困

難
な
学
生
が
多
い
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
文
化

活
動
常
任
委
員
会
」
が
あ
り
、
新
入
寮
生
歓
迎
コ
ン

パ
の
企
画
な
ど
も
受
け
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

食
事
は
各
部
屋
ご
と
で
取
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

大
食
堂
は
無
い
と
の
こ
と
で
、
丁
度
食
事
の
時
間
帯

に
遭
遇
し
た
た
め
、
事
務
室
で
寮
生
と
同
じ
夕
食
を

ご
馳
走
に
な
っ
た
。
カ
レ
ー
も
結
構
な
味
で
あ
っ
た

が
、
ラ
イ
ス
も
本
物
の
キ
ラ
ラ
3
9
7
を
大
釜
で
炊

き
上
げ
た
ば
か
り
の
せ
い
か
、
こ
れ
ま
た
最
高
級
の

味
で
、
い
つ
も
ひ
も
じ
い
思
い
の
我
が
恵
迫
寮
時
代

に
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
満
足
感
を
覚
え
た
。
こ
れ

こ
そ
が
我
が
世
代
の
、
「
浦
島
太
郎
の
心
境
」
で
あ

っ
た
。

横

平

弘

(
昭
和
幻
年
入
寮
)

食
事
を
し
な
が
ら
委
員
の
寮
生
と
恵
迫
寮
の
現
況

や
寮
生
気
質
な
ど
に
つ
い
て
若
干
話
し
合
っ
た
。
や

は
り
個
室
で
な
い
た
め
、
自
分
本
位
の
勉
学
や
生
活

が
で
き
な
い
悩
み
を
も
っ
寮
生
も
潜
在
し
て
い
る
よ

う
で
、
こ
れ
は
我
々

O
B
も
経
験
し
た
古
く
て
新
し

い
問
題
で
あ
る
よ
う
だ
(
寮
の
ア
パ
ー
ト
化
)
。
し

か
し
当
時
に
比
べ
て
学
生
運
動
も
少
く
な
っ
て
外
見

は
平
和
的
で
あ
り
、
寮
内
も
和
や
か
な
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
た
。
ま
た
今
回
の
非
公
式
訪
問
に
対
し
て
も

好
意
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
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こ
れ
を
機
会
に
今
後
は
O
B
と
現
役
と
の
交
流
に

よ
っ
て
、
恵
迫
寮
の
良
き
伝
統
を
後
輩
に
深
く
理
解

さ
せ
、
そ
れ
を
末
永
く
引
継
ぐ
手
立
て
を
考
え
て
い

き
た
い
。

大
変
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
応
侍
さ
れ
た
寮
務
部
委

員
・
今
回
達
哉
君
(
文
学
部
二
年
)
、
炊
務
部
委

員
・
堤
悠
里
子
さ
ん
(
医
学
部
保
健
学
科
二
年
)
、

そ
の
他
の
委
員
・
諸
君
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
恵

迫
寮
の
今
後
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。
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北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
創
基
八
十
周
年
記
念
行

事
が
ニ

O
O
四
年
(
平
成
十
六
年
)
八
月
二
十
人
、

二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
。
初
日
に
は
O
B会
・
北
菱

ク
ラ
プ
の
総
会
が
逮
友
学
舎
で
聞
か
れ
た
。
遠
友
学

舎
に
は
初
め
て
訪
れ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
昔
の

北
十
八
条
の
通
り
が
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
、
西
側
の
市

街
地
と
繋
が
っ
て
い
た
。
遺
友
学
舎
は
北
十
八
条
の

通
り
に
面
し
て
い
た
ク
ラ
l
ク
牧
舎
の
牧
場
の
所
に

作
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
通
り
は
、
恵
迫
寮
か
ら
電
車

通
り
へ
の
道
で
、
日
曜
日
毎
に
、
美
香
保
の
ラ
グ
ビ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
徒
歩
で
通
っ
た
舗
装
の
な
い
道
路

で
あ
っ
た
。
四
十
二
年
前
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

の
流
れ
る
札
幌
の
衝
が
思
い
出
さ
れ
た
。

北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
恵
迫
寮
の
中
で
一
九
二
四

年
(
大
正
十
三
年
)
創
基
肌
々
の
声
を
あ
げ
、
一
九

二
五
年
(
大
正
十
四
年
)
に
予
科
桜
星
会
(
現
在
の

体
育
会
)
ラ
グ
ビ
ー
部
を
創
部
、
以
来
八
十
年
有
余

の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
恵
迫
寮
は
予
科
の
一
年
生

か
ら
三
年
生
が
生
活
し
て
い
た
が
、
十
余
名
の
ラ
グ

ビ
ー
の
愛
好
者
が
練
習
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

予
科
ラ
グ
ビ
ー
部
が
つ
く
ら
れ
た
。

予
科
ラ
グ
ビ
ー
部
は
正
に
北
海
道
に
ラ
グ
ビ
ー
を

普
及
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
恵

迫
寮
は
、
「
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
予
科
ラ
ガ
l

部
員
の
拠
り
処
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
育
て
の
親

と
も
言
え
る
存
在
で
あ
っ
た
」
(
金
子
禦
一
北
菱
第

四
代
会
長
・
昭
和
十
三
年
入
寮
、
「
創
基
八
十
周
年

を
祝
う
」
)

O
B会
・
北
菱
倶
楽
部
は
十
年
後
の
一
九
三
五
年

(
昭
和
十
年
)
に
誕
生
し
、
会
誌
『
北
菱
』
の
創
刊

号
を
発
刊
し
て
い
る
。
毎
年
一
回
の
発
行
の
努
力
が

重
な
り
、
二

O
O
三
年
(
平
成
十
六
年
)
ま
で
の
四

十
八
冊
の
会
誌
が
総
会
の
会
場
に
展
示
さ
れ
た
。
こ

の
会
誌
は
、
北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
八
十
年
の
歴
史
で

あ
る
と
と
も
に
、
恵
迫
寮
生
の
歴
史
で
も
あ
り
、
恵

迫
精
神
の
継
承
の
歴
史
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在

も
ラ
グ
ビ
ー
部
が
旧
恵
迫
寮
跡
の
横
に
確
保
さ
れ
、

恵
迫
精
神
と
八
十
年
間
の
青
年
の
汗
が
北
大
キ
ャ
ン

パ
ス
に
泌
み
こ
ん
で
い
る
。

『
北
菱
』
第
二
号
(
一
九
三
九
年
)
に
は
、
大
学

文
武
会
部
長
が
ラ
グ
ビ
ー
部
に
挨
拶
文
を
載
せ
「
友

情
の
貴
さ
、
有
難
さ
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

萩

原

昇

(
昭
和
初
年
入
寮
)

「
き
て
、
友
情
は
、
相

E
の
理
解
か
ら
生
ま
れ
る
。

相
互
の
理
解
を
培
う
も
の
は
、
共
同
の
忍
苦
と
そ
の

忍
苦
か
ら
生
ま
れ
た
、
共
同
の
限
り
な
い
愉
悦
と
で

あ
る
。

一
つ
の
大
き
な
名
の
下
に
、

を
追
っ
て
、
忍
苦
と
、
愉
悦
と
を
共
に
し
た
人
達
が

固
く
結
ぼ
れ
る
の
は
自
然
で
あ
る
こ
現
在
に
も
、

通
ず
る
名
文
で
あ
る
。

『
北
菱
』
第
七
号
(
一
九
四
四
年
)
は
、
「
戦
局

は
日
に
日
に
苛
烈
深
刻
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
る
」
中

で
発
行
さ
れ
、
旅
順
な
ど
前
線
に
い
る
ラ
グ
ビ
ー
部

員
と
札
幌
の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
が
お
互
い
に
近
況
を

伝
え
合
う
手
紙
の
交
換
文
集
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
正
月
三
日
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
・
渡
辺

謙
主
演
の
映
画
『
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
』
を
見
て
い

た
か
ら
、
第
七
号
の
抄
録
を
再
読
し
な
が
ら
も
、
共

感
し
て
涙
が
出
て
き
た
。

北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
総
会
の
後
、
会
場
を
道
庁
の

隣
の
ホ
テ
ル
ポ
1
ル
ス
タ
l
札
幌
に
移
し
て
、
祝
賀

会
が
行
わ
れ
た
。
祝
宴
の
最
後
に
は
、
正
に
老
若
男

女
一
六
六
名
が
大
広
間
一
杯
に
円
障
を
組
み
、
「
都

ぞ
弥
生
」
と
「
北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌
」
を

一
つ
の
ポ
l
ル
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斉
唱
し
た
。

一
九
三
四
年

北
海
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌稔
(
一
九
三
二
年
入
学
)

一
.
黄
塵
は
る
か

こ
こ
北
漢
の

巣
立
ち
し

意
気
ぞ
満
て
る

見

よ

意

気

の

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

オ
ン
ワ

l
ズ

二
.
残
陽
西
に

五
彩
の
雲
の 作

詞

坂
井

作
曲

飯
田

毅
(
一
九
三
二
年
入
学
)

採
譜

佐
藤

博
(
一
九
四
六
年
入
学
)

隔
て
た
る

原
始
林

若
き
荒
鷲
の

フ
ェ
ア
プ
レ
イ

北
大
予
科
ラ
ガ

l

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

茜
し
て
は
ゆ
る
と
き

ダ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
の

フ
ェ
ア
プ
レ
ー

熱
ぞ
満
て
る

見
よ
フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

オ
ン
ワ

l
ズ

熱
の

若
武
者
の

北
大
予
科
ラ
ガ

l

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

フ
ァ
イ
ト

ヴ
ィ
ク
ト
リ
l

こ
の
ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌
を
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
坂

井
・
飯
田
先
輩
は
、
共
に
昭
和
七
年
度
(
一
九
三
二

年
)
入
寮
で
あ
る
。
ダ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
は
、
北
大

ラ
グ
ビ
ー
部
の
伝
統
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
色
で
あ
る
。

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
ラ
l

ク
博
士
の
「
紳
士
た
れ
」
の
教
え
を
具
現
化
し
た
も

の
と
思
う
。

バ
ブ
ル
景
気
の
土
地
高
騰
と
そ
の
後
の
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
惨
状
の
こ
と
を
「
第
二
の
敗
戦
と
同
じ
で
あ

る
」
と
『
大
日
本
帝
国
の
生
と
死

天
皇
と
東
大
』

(
文
塞
春
秋
社
二

O
O
五
年
十
二
月
発
刊
)
の
著

者
立
花
隆
が
語
っ
て
い
る
。
『
国
家
の
品
格
」
の
著

者
藤
原
正
彦
は
、
『
文
塞
春
秋
平
成
十
九
年
一
月

号
』
で
『
特
別
寄
稿
騎
れ
る
経
済
人
よ
、
猛
省
せ

よ
国
家
の
堕
落
』
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
市
場

原
理
主
義
を
軸
と
し
た
構
造
改
革
」
を
批
判
し
て
い

る
。
市
場
原
理
主
義
に
よ
っ
て
、
日
本
農
業
は
壊
滅

し
、
我
が
国
の
美
し
い
田
園
は
荒
廃
し
、
日
本
の
誇

る
文
学
を
初
め
と
す
る
芸
術
や
文
化
、
数
学
を
初
め

と
す
る
基
礎
科
学
の
基
盤
が
弱
体
化
す
る
と
警
告
を

発
し
て
い
る
。
同
感
す
る
と
と
も
に
、
学
生
ス
ポ
ー

ツ
の
基
盤
も
弱
体
化
す
る
と
思
う
。

映
画
『
北
の
零
年
』
の
主
演
女
優
吉
永
小
百
合
は

大
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、

『
家
庭
画
報

平
成
十
八
年
三
月
号
』

の
「
第
三
回

吉
永
小
百
合
私
自
身

ラ
グ
ビ
ー
フ
リ
ー
ク
」
の
中

で
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ラ
グ

ピ
I
の
初
観
戦
は
中
学
一
年
生
の
時
で
、
東
京
帝
国

大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
出
身
の
叔
父
が
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー

場
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
対
日
本
の
試
合
の
レ
フ
リ

ー
と
し
て
笛
を
吹
い
た
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
故
宿
沢
広
朗
・
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
監
督
と

対
談
し
、
二

O
一
五
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本

招
致
に
む
け
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
。

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
発
祥
は
、

J¥ 

一
年
十
一
月
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル

の
一
つ
、
ラ
グ
ビ
ー
校
で
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合

中
の
エ
リ
ス
少
年
に
よ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
基
に
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
『
ラ
グ
ビ
ー
」
大
西
鉄
之

助
著
旺
文
社
昭
和
三
十
七
年
発
行
)
そ
の
頃
の
日

本
で
は
、
一
八
一
一
一
年
、
北
海
道
を
含
め
た
正
確
な

伊
能
忠
敬
の
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
が
完
成
し

た
。
北
海
道
は
、
日
本
全
土
の
四
分
の
一
を
占
め
る
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大
地
で
あ
る
。
夏
の
北
海
道
に
世
界
中
の
ラ
ガ

l
が

集
ま
る
夢
を
見
て
い
る
。
ク
ラ
l
ク
精
神
、
恵
迫
魂
、

ラ
グ
ビ
ー
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が

あ
り
、
再
び
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
時
代
に
な
っ
た
と
思
う
。
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昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
異
珠
湾
攻
撃
と
共
に

日
米
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の
翌
年
の
昭
和
十
七
年
三

月
、
東
京
で
北
大
予
科
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
て
、

私
は
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

戦
争
の
民
最
中
で
も
あ
り
仲
々
大
変
な
時
期
で
は

あ
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
私
が
卒
業
し
た
麻
布

中
学
校
(
現
麻
布
学
園
)
の
当
時
の
清
水
由
松
校
長

が
、
札
幌
農
学
校
(
明
治
十
七
年
度
)
出
身
の
大
先

輩
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
更
に
ま
た
、
麻
布
中
学
校
出

身
で
、
ま
た
、
札
幌
農
学
校
(
明
治
三
十
四
年
)
出

身
で
も
あ
る
高
松
正
信
先
輩
が
、
当
時
の
北
大
農
学

部
教
授
と
し
て
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
重

な
り
、
私
は
北
大
予
科
と
、
そ
し
て
恵
辿
寮
の
新
し 第2代清水由松校長

い
生
活
に
無
事
入
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
御
二
人
に
対
し
て
は
今
で
も
感
謝
の
気
持

ち
で
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。

ま
た
、
高
松
正
信
先
輩
は
、
恵
辿
寮
寮
歌
第

一
号
の

明
治
四
十
年

「
一
帯
ゆ
る
き
」
の
作
曲
者
で
も
あ
る
。

実
は
先
日
、
麻
布
中
学
校
の
同
期
会

(
昭
和
十
七

年
卒
、
第
四
十
七
期
)
が
、
東
京
の
「
ホ
テ
ル
日
航

東
京
」
で
行
わ
れ
私
も
出
席
し
た
が
、
そ
の
席
上
皆

で
当
時
の
思
い
出
を
語
り
合
う
中
で
、
清
水
由
松
校

長
に
対
す
る
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
が
余
り
に
も
大

き
い
事
に
、
今
更
の
よ
う
に
驚
く
と
と
も
に
、
そ
の

人
間
性
の
偉
大
さ
に
対
し
て
、
改
め
て
深
い
感
銘
を

覚
え
た
次
第
で
あ
る
。

。
清
水
由
松
校
長
の
人
間
形
成

清
水
由
松
校
長
は

一
八
六
五
年

(
慶
応
元
年
)
福

井
県
敦
賀
に
生
ま
れ
、
十
三
歳
の
時
に
上
京
、
東
京

一
致
英
和
学
校
に
て
英
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
キ
リ
ス

一
八
八
四
年

(明
治
十
七
年
)

ト
教
に
感
化
さ
れ
、

念
願
の
札
幌
農
学
校
に
入
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

沢

(
昭
和
口
年
入
寮
)

久

日赤

一
八
八
八
年

(
明
治
二
十

一
年
)
札
幌
農
学
校
卒

業
と
同
時
に
、
同
じ
札
幌
農
学
校
の
第
一
期
生
(
明

で
あ
る
渡
瀬
寅
次
郎
が
校
長
の
水
戸
尋

常
師
範
学
校
に
教
諭
と
し
て
招
か
れ
る
。

治
九
年
度
)

そ
の
後
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
長
崎
活
水
学
校

に
も
勤
務
さ
れ
た
後
、
丁
度
そ
の
頃
、
幕
臣
で
あ
っ

た
江
原
素
六
先
生
が
明
治
新
体
制
の
も
と
に
創
立
さ
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れ
た
麻
布
中
学
校

(最
初
は
東
洋
英
和
学
校
中
学
科

の
、
教
頭
と
し
て
懇
望
さ
れ
て
赴
任
す

る
こ
と
に
な
る
。
時
に

一
八
九
五
年
(
明
治
二
十
八

年
)
、
清
水
由
松
が
三
十
歳
の
頃
で
あ
る
。

と
称
し
た
)

清
水
教
頭
は
江
原
初
代
校
長
の
高
逝
な
る
精
神
の

も
と
、
校
長
の
良
き
片
腕
と
し
て
盤
さ
れ

一
九
二
二

年
(
大
正
十
一
年
)
に
江
原
校
長
が
お
亡
く
な
り
に

な
る
ま
で
全
力
で
疾
駆
さ
れ
、
校
長
の
跡
を
継
い
で

ら第
れ二
て代
か校
ら長
もに
江な
原ら
精れ
布¥lる
をの
終合で

a争
与実
引品
継告
がだ

~ ~ 

古
向
遁
崇
高
な
遺
風
を
提
唱
さ
れ
て
、

一
九
四
二
年

(昭
和
十
七
年
)
ま
で
の
約
二
十
年
間
実
践
朗
行
の

範
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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昭
和
十
七
年
十
二
月
七
十
七
歳
で
校
長
職
を
退
か

れ
て
名
誉
校
長
と
な
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
に

は
そ
の
教
育
に
対
す
る
功
労
に
よ
り
貴
族
員
議
員
に

勅
選
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
世
間
で
は
、
麻
布
中
学
校

(現
麻
布
学
園
)
が

所
謂
進
学
校
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

私
達
卒
業
生
の
思
い
出
と
し
て
は
決
し
て
ガ
ツ
ガ
ツ

と
勉
強
ば
か
り
に
励
ん
だ
と
云
う
記
憶
は
全
く
無

く
、
寧
ろ
の
ん
び
り
と
自
由
気
憶
に
学
生
時
代
を
過

す
こ
と
が
出
来
た
と
云
う
の
が
皆
の

一
致
し
た
印
象

で
あ
る
。

余
り
に
も
自
由
悶
達
な
校
風
で
あ
る
為
に
、

ひ
と

大正6年4月28日、麻布中学校初代校長
江原素六先生が北大を訪ねられた時の記念写真(前列中央)

頃
は
そ
の
卒
業
生
の
中
に
は
芸
能
人
に
な
る
人
が
多

く
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
キ
l
堺
と
か
、
小
沢
昭
一
で

あ
る
と
か
、
牟
田
悌
三
、
神
津
善
行
、
ま
た
は
、
最

近
亡
く
な
っ
た
仲
谷
昇
等
が
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が

良
く
話
題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
寧
ろ
、

現
役
の
衆
議
院
議
員
の
数
が
多
い
事
も
先
日
の
同
期

会
で
話
題
に
な
っ
た
程
で
あ
る
。

例
え
ば
既
に
故
人
で
は
あ
る
が
、
橋
本
龍
太
郎
と

か
、
福
田
康
夫
、
与
謝
野
馨
、
平
沼
越
夫
、
丹
羽
雄

哉
、
谷
垣
禎
て

中
川
昭

一
等
は
皆
麻
布
中
学
校
の

卒
業
生
で
あ
り
、
今
正
に
政
界
の
民
只
中
で
活
躍
中

の
人
達
ば
か
り
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
の
よ
う
な
卒
業
生
達
は
特
に
偉
い
人
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
、

一
つ
の
個

性
を
持
っ
て
自
己
主
張
を
貫
き
通
し
て
い
ら

っ
し
ゃ

る
方
々
ば
か
り
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
ろ
う
と
思

、っ
。清

水
校
長
は
、
初
代
校
長
の
江
原
素
六
先
生
の
跡

を
継
い
で
、
教
頭
時
代
及
び
校
長
時
代
の
合
せ
て
約

五
十
年
間
を
、
麻
布
中
学
校
の
育
成

一
筋
に
そ
の

一

生
を
捧
げ
ら
れ
、
正
に
今
日
の
麻
布
学
園
の
基
礎
を

基
か
れ
た
と
云

っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う

と
回
?
っ
。

是
は
或
い
は
私
だ
け
の
思
い
込
み
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
少
年
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
に
感
化
さ
れ
、

念
願
の
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
、
そ
し
て
卒
業
さ
れ

た
後
に
、
麻
布
中
学
校
の
教
育

一
筋
に
そ
の

一
生
を

捧
げ
ら
れ
、
今
日
此
の
よ
う
に
個
性
豊
か
な
人
材
を

多
勢
世
の
中
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
な
功

績
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

正
に
、
札
幌
農
学
校
の
ク
ラ
l
ク
博
士
の
「
B
e

g
e
n
t
l
e
m
a
n
」
の
精
神
を
、
そ
の
ま
、
麻

布
中
学
校
の
教
育
の
指
針
と
し
て
、
生
か
さ
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ

る。
教
育
の
改
正
に
つ
い
て

近
頃
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
国
会
に
於
け
る
教
育

基
本
法
改
正
の
審
議
の
模
犠
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道

46 

さ
れ
て
い
る
。

私
達
戦
争
時
代
を
生
き
て
来
た
者
に
と
っ
て
は
、

戦
争
時
代
の
軍
国
主
義
の
思
想
は
当
然
否
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
日
の
若
者
達
の
心
に
恨
付

い
て
い
る
、
極
端
な
「
個
人
主
義」

と
云
う
か
、
相

手
の
事
を
椛
わ
ぬ
「
勝
手
気
位
」
な
思
想
だ
け
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
断
じ
て
改
正

し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
の

一
つ
で
あ
ろ
う
と
思

、っ
。此

の
法
律
は
戦
後
の
占
領
下
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
軍
国
主
義
の
放
棄
は
当
然
と
し
て
も
、
同

時
に
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
古
来
の
美
し
い
風
習
ま
で

破
壊
し
て
し
ま
う
結
果
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
事
は、
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誠
に
残
念
の
極
み
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る。
今
世
の
中
で
は
毎
日
の
よ
う
に
、
親
子
聞
の
人
殺

し
ゃ
、

い
じ
め
や
自
殺
等
の
忌
ま
わ
し
い
事
件
や
、

或
い
は
ま
た
、
地
方
行
政
の
官
製
談
合
等
の
不
祥
事

件
が
相
次
い
で
起
き
て
い
る
が
、
こ
れ
等
も
総
て
、

他
人
の
事
は
一
切
構
わ
な
い
と
云
う
、
極
端
な
「
個

人
主
義
」
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
ひ
と
こ
ろ
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
た
、
耐
震
強 第 7期幹事会 (昭和18年)(腰かけている右から 3人目が筆者)

度
偽
装
の
姉
歯
秀
次
の
件
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
堀
江
貴

文
の
件
、
そ
し
て
村
上
フ

ァ
ン
ド
の
村
上
世
彰
の
件

等
の
問
題
も
、
正
に
こ
の
教
育
の
歪
み
に
起
因
す
る

も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
来
な
ら
ば
こ
れ
ま
で
に
な
い
優
秀
な
頭
脳
の
持

主
で
あ
る
筈
な
の
に
、
肝
心
な
人
間
性
が
欠
如
し
た

ま
、
に
い
き
な
り
学
問
の
世
界
に
入

っ
て
し
ま

っ
た

為
に
、
こ
の
よ
う
な
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
無
か
ろ
う
か
と
、

誠
に
惜
し
い
気
が
し
て

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
若
し
も
私
達
が
経
験
し
て
来
た
よ
う
に
、

恵
姐
寮
の
よ
う
な
人
間
修
養
の
生
活
を
経
た
後
に
、

学
問
の
道
に
入
る
事
が
出
来
た
な
ら
ば
、
世
の
中
に

対
し
て
ど
れ
程
大
き
な
貢
献
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
と

残
念
で
堪
ら
な
い
思
い
で
あ
る
。

「
美
し
い
国
へ
」
と
云
う
安
倍
総
理
の
言
葉
が
あ

る
が
、
先
ず
は
「
美
し
い
心
の
国
」
に
な
り
た
い
も

の
で
あ
る
。

ロンドンの親切な青年 (1991年)

私
は
嘗
て
「
一
生
の
宝
」
と
も
云
え
る
貴
重
な
体

験
を
し
た
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
十
数
年
前
で
あ
る
が
、
家
内
と
二
人
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
し
た
時
の
事
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン

の
或
る
地
下
鉄
の
駅
の
小
庖
の
前
で
、

何
か
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
買
お
う
と
し
た
が
、
生
憎
小
銭

が
無
く
困

っ
て
い
た
時
に
、
突
然
後
の
頭
の
上
か
ら

手
が
伸
び
て
来
て
、
そ
の
小
銭
を
差
し
出
す
人
が
い

た
の
で
あ
る
。

振
り
む
く
と
若
い
イ
ギ
リ
ス
の
青
年
が
、
「
と
う

ぞ
そ
の
小
銭
を
使
っ
て
下
さ
い
」
と
云
う
仕
草
を
し

な
が
ら
笑
っ
て
い
る
の
で
、
驚
い
て
御
礼
の
挨
拶
を
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し
た
が
、
そ
の
青
年
は
寧
ろ
当
り
前
の
事
を
し
た
だ

け
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
の
で
、
も
う

一
度
び
っ
く

り
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
に
果
し
て
こ
の
よ
う
な
青
年
が
居
る
だ
ろ
う

か
と
、
一
瞬
淋
し
い
思
い
を
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

何
時
の
日
か
日
本
に
も
、
こ
の
よ
う
に
人
の
痛
み

を
理
解
す
る
、
暖
か
い
心
の
青
年
が
生
れ
て
来
る
よ

う
に
努
力
す
る
事
こ
そ
、
我
々
今
生
き
て
い
る
者
の

責
任
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
思
う
次
第
で
あ
る
。

(
第
七
期
(
指
導
部
長
)
幹
事
)
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十
八
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
頭
が
丸
坊
主
の

田
舎
の
高
校
生
が
恵
迫
寮
の
玄
関
を
く
ぐ
っ
た
の
は

昭
和
三
十
二
年
の
四
月
の
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
。
他

の
学
生
よ
り
遅
か
っ
た
の
は
補
欠
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
親
父
が
一
緒
だ
っ
た
。
僕
よ
り
親
父
が
嬉
し
そ

う
だ
っ
た
。
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
中
寮
の
一
階
の

部
屋
で
落
書
だ
ら
け
で
ま
こ
と
に
汚
い
部
屋
だ
っ

た
。
だ
が
そ
こ
に
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
初
め
て

の
リ
パ
テ
イ
(
自
由
)
が
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。
部
屋
は
若
者
の
希
望
の
匂
い
に
満
ち

て
い
た
の
で
あ
る
。

親
父
が
帯
同
し
た
の
は
彼
が
入
寮
に
ア
役
買
っ
て

く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
出
身
高
校
が
道
内
で
比
較
的

札
幌
に
近
い
ほ
う
だ
つ
た
か
ら
か
、
一
次
試
験
で
ス

ト
ン
と
落
と
さ
れ
た
。
そ
の
落
選
通
知
の
葉
書
を
受

け
取
っ
て
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
。
い
ま
北
大
東
京
同

窓
会
会
長
を
務
め
て
い
る
数
土
文
夫
君

(
J
F
E
ホ

ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
社
長
)
は
富
山
県
の
高
校
出
身
だ

が
寮
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
に
ひ
ど
く
落
胆
し
た
。
い

ま
も
っ
て
そ
の
悔
し
き
と
怨
念
が
大
き
か
っ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

僕
は
「
北
大
に
入
っ
た
の
は
恵
迫
寮
に
入
り
た
か

っ
た
か
ら
だ
。
も
う
や
め
て
東
京
の
大
学
に
行
く
」

と
賛
沢
な
駄
々
を
こ
ね
た
。

実
際
に
そ
う
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
友
人
た
ち
は

東
京
の
大
学
に
合
格
し
て
早
く
も
口
々
に
東
京
風
を

吹
か
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
抗
出
来
る
の
は
北
大
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
富
山
迫
寮
し
か
な
い
と
密
か
に
心

の
中
で
決
め
て
い
た
。
そ
の
思
い
が
あ
え
な
く
消
え

た
時
に
こ
れ
は
浪
人
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

あ
る
日
父
は
我
が
家
(
果
樹
園
)
の
保
存
用
の
林

檎
を
手
に
ぶ
ら
下
げ
て
札
幌
に
出
か
け
た
。
こ
れ
は

あ
と
で
聞
い
た
の
だ
が
知
り
合
い
の
前
北
大
学
長
に

頼
み
に
行
っ
た
ら
し
い
。

し
ば
ら
く
し
て
寮
か
ら
は
が
き
が
来
た
。

「
補
欠
の
十
一
番
」
で
あ
る
。
欣
喜
雀
躍
と
い
う

中
国
語
系
漢
字
が
頭
で
か
け
巡
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
の

世
俗
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
由
も
無
い
。
だ
が
こ
れ

が
わ
が
人
生
を
変
え
た
幸
運
の
切
符
だ
っ
た
と
確
信

玉

宏

(
昭
和
ロ
年
入
寮
)

置

和

し
て
い
る
。

個
人
的
な
こ
と
ば
か
り
で
恐
縮
だ
が
、
父
は
大
正

時
代
の
北
海
道
帝
大
に
入
っ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、

実
家
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
全
焼
し
た
。
弟
ま
で
が
焼

死
し
残
さ
れ
た
弟
妹
の
た
め
中
途
で
北
大
を
辞
め
ざ

る
を
得
ず
、
旧
制
中
学
卒
の
資
格
で
役
人
に
な
っ
た

の
だ
。
前
学
長
と
の
接
点
は
そ
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

待
望
の
寮
生
活
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
頭
の
世
界

は
無
限
に
広
が
っ
た
。
恋
の
真
似
事
も
し
た
り
、
若

き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
悩
み
も
満
喫
し
た
。

よ
き
友
人
に
恵
ま
れ
尊
敬
す
べ
き
同
室
の
先
輩
も

居
た
。
そ
の
一
人
が
河
野
民
雄
先
輩
だ
っ
た
。
部
屋

の
彼
の
机
の
書
棚
に
は
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
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よ
う
な
哲
学
書
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
夜
中
の
議
論
も

メ
ッ
チ
ェ
ン
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
か
ら
カ
ン
ト
、
い
や
サ
ル
ト
ル
だ
。

煤
け
た
部
屋
の
天
井
は
果
て
し
も
な
く
続
く
青
臭
い

議
論
を
ど
う
理
解
し
た
だ
ろ
う
か
。
僕
が
新
聞
記
者

と
し
て
の
多
く
の
仕
事
で
啓
発
さ
れ
た
原
点
は
あ
の

夜
中
の
デ
ベ

l
ト
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。



も
う
一
人
同
室
で
命
の
恩
人
が
居
る
。
横
浜
で
病

院
を
開
業
し
て
い
る
永
楽
謙
吾
先
輩
だ
。
一
九
九
四

年
に
突
加
が
ん
に
見
舞
わ
れ
た
。
五
十
四
農
の
働
き

盛
り
の
論
説
委
員
だ
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
海
外
の
大

学
に
家
族
帯
同
で
一
年
間
の
客
員
教
授
に
招
聴
さ
れ

て
い
た
。
条
件
も
悪
く
な
い
し
、
そ
ろ
そ
ろ
将
来
を

考
え
る
歳
だ
。

そ
れ
だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
か
っ
た
。
冷
静
な

永
楽
医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
築
地
の
国
立
が
ん
セ
ン

タ
l
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
界
的
な

食
道
が
ん
の
名
医
渡
辺
覚
先
生
に
め
ぐ
り
合
っ
た
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
先
輩
の
ひ
と
言

鵬
鹿

私
が
恵
迫
寮
の
門
を
叩
い
た
の
は
今
を
去
る
六
十

数
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
今

年
、
恵
迫
寮
発
足
百
年
を
迎
え
る
と
い
う
巡
り
合
わ

せ
、
今
年
八
十
三
歳
の
満
身
創
痩
の
身
で
は
あ
る
が
、

な
ん
と
か
頑
張
っ
て
命
永
ら
え
た
お
陰
と
、
感
慨
無

量
で
あ
り
ま
す
。
年
を
取
る
と
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な

っ
て
つ
い
二
、
三
目
前
の
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
今
も
っ
て
寮
の
情
景
と
弊
衣
破
帽
の
い
で
立
ち

だ
。
そ
れ
か
ら
も
う
十
四
年
に
な
る
。

こ
の
寮
は
僕
の
人
生
を
創
り
育
て
て
く
れ
た
恩
人

で
あ
る
。
そ
れ
は
親
父
が
導
い
て
く
れ
て
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
多
く
の
寮
友
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
も

あ
る
。
そ
の
親
父
は
体
調
を
急
激
に
崩
し
僕
が
寮
の

二
年
生
の
終
わ
り
の
こ
ろ
胃
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
。

き
っ
と
本
人
が
一
番
行
き
た
か
っ
た
恵
迫
寮
に
息
子

を
入
れ
て
安
心
し
て
成
仏
し
た
の
か
。
父
と
子
の
二

人
三
脚
で
め
ぐ
り
合
っ
た
恵
迫
寮
が
ま
だ
こ
う
し
て

生
き
続
け
て
い
る
の
が
本
当
に
嬉
し
い
。

と
こ
ろ
で
四
十
四
年
間
務
め
昨
年
退
い
た
毎
日
新

聞
社
は
最
後
の
将
軍
の
一
橋
慶
喜
が
出
た
一
橋
家
の

で
下
駄
音
高
く
、
寮
歌
を
高
唱
し
て
歩
い
た
姿
を
は

っ
き
り
と
思
い
だ
せ
ま
す
。

私
が
親
元
を
離
れ
て
、
単
身
、
リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
サ
ッ
ポ
ロ
入
り
し
た
の
は
昭
和
十
七
年
の

春
、
希
望
と
と
も
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
寮
に
向

か
い
ま
し
た
。
入
寮
し
て
み
て
、
そ
ん
な
不
安
な
ん

て
諸
先
輩
の
手
荒
い
歓
迎
に
あ
っ
て
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
優
等
生
た
ら
ん
と
意
気
込
ん
で
き
た

屋
敷
跡
に
建
っ
て
い
る
。
明
治
初
期
の
東
京
外
国
語

学
校
の
跡
地
だ
。
旧
江
戸
城
の
平
川
門
の
真
ん
前
に

あ
っ
た
こ
の
学
校
で
は
ク
ラ
l
ク
が
演
説
し
若
者
を

札
幌
農
学
校
に
誘
(
い
ざ
)
な
っ
た
歴
史
的
な
場
所

で
あ
る
。
二
期
生
の
新
渡
戸
稲
造
も
内
村
鑑
三
も
こ

こ
か
ら
蝦
夷
地
に
雄
飛
し
た
。
青
年
期
の
日
本
を
背

負
っ
た
十
五
、
十
六
の
若
者
が
こ
の
地
か
ら
恵
迫
寮

の
前
身
で
あ
る
札
幌
の
寄
宿
舎
を
目
指
し
た
の
だ
。

一
三

O
年
以
上
も
前
の
歴
史
の
青
春
ド
ラ
マ
に
想

い
を
巡
ら
し
な
が
ら
僕
は
い
ま
毎
日
新
聞
社
最
上
階

頂に
いあ
てる
いレ
るス
。ト

不ラ
思ン
議で
な生
縁ピ
に 1
感ル

写実
るし
日む
々辛

だせ
。を
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坂

本

富
士
郎

(
昭
和
げ
年
入
寮
)

つ
も
り
が
、
い
き
な
り

馬
鹿
に
な
れ
!

鈍
才
た
れ
!
の
洗
礼
で
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
青
天
の
露
盤
、
今
思
え
ば
子
供
か
ら
大

人
へ
の
脱
皮
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
つ
い
で

た
た
き
込
ま
れ
た
の
が
、
自
治
の
精
神
と
青
年
よ
大

志
を
抱
け
の
精
神
、
寮
生
と
し
て
過
ご
し
た
こ
の
頃

の
一
年
、
二
年
は
我
が
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
そ
し

て
楽
し
い
時
だ
っ
た
と
回
想
し
て
お
り
ま
す
。

裸
に
な

れ
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厳
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
す
が
、
生
活
部
の
幹
事

を
お
お
せ
っ
か
っ
た
当
時
、
時
は
正
に
戦
時
中
の
こ

と
で
何
事
も
辛
抱
、
辛
抱
、
勝
つ
ま
で
は
の
時
代
。

特
に
食
い
盛
り
の
青
年
ば
か
り
の
集
団
、
配
給
の
食

料
だ
け
で
は
と
て
も
足
り
ず
付
近
の
農
家
に
で
か
け

て
は
食
料
集
め
が
大
事
な
役
目
の
一
つ
、
夢
中
で
や

り
す
ぎ
て
統
制
違
反
、
そ
の
筋
に
呼
び
出
さ
れ
て
コ

ン
コ
ン
と
説
教
さ
れ
る
こ
と
、
し
ば
し
ば
で
し
た
。

し
か
し
今
思
え
ば
多
く
の
方
々
の
「
寮
生
が
ん
ば
れ
」

の
応
援
を
戴
い
た
三
年
間
で
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

明
治
か
ら
平
成
の
現
在
に
至
る
ま
で
毎
年
新
し
く

作
ら
れ
て
い
る
寮
歌
は
、
歌
い
継
が
れ
て
行
く
聞
に

歌
い
や
す
く
馴
染
み
ゃ
す
い
形
へ
と
少
し
ず
つ
変
化

し
て
行
く
の
が
自
然
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

「
都
ぞ
弥
生
」
は
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
ろ
う
。

恵
迫
寮
が
発
行
し
て
い
る
寮
歌
集
の
楽
譜
を
見
る

と
、
通
常
歌
わ
れ
て
い
る
形
と
の
聞
に
隔
た
り
の
あ

る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。
原
因
は
作
曲
者
自
身
の

楽
譜
の
書
き
違
い
の
場
合
や
、
寮
歌
集
を
出
版
す
る

際
の
改
版
に
お
け
る
写
し
違
い
や
、
さ
ら
に
そ
れ
を

歌
う
側
の
楽
譜
の
読
み
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る。
C
D制
作
委
員
会
が
選
ん
だ
三
十
三
曲
の
寮
歌
の

録
音
を
依
頼
さ
れ
た
我
々
は
、
演
奏
す
る
立
場
か
ら

こ
れ
ま
で
に
公
に
さ
れ
て
い
る
録
音
テ
l
プ
、
レ
コ

寮
歌
C
D制
作
指
揮
者

ー
ド
、
C
D等
の
演
奏
を
聴
き
、
さ
ら
に
は
恵
迫
寮

出
身
者
を
含
む
我
々
自
身
が
こ
れ
ま
で
歌
い
続
け
て

き
た
歌
い
方
や
、
八
十
歳
を
越
え
る
先
輩
が
ど
の
よ

う
に
歌
っ
た
か
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
現
在
出
版
さ

れ
て
い
る
楽
譜
を
検
討
し
た
。
曲
に
よ
っ
て
は
五
十

年
以
上
も
前
に
発
行
さ
れ
た
恵
迫
寮
歌
集
や
、
古
い

資
料
に
残
る
数
字
譜
な
ど
も
参
照
し
た
。

原
曲
に
忠
実
に
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
な
が

ら
、
歌
う
立
場
か
ら
音
楽
と
し
て
の
自
然
な
流
れ
や
、

多
く
の
人
々
に
歌
わ
れ
る
た
め
の
歌
い
や
す
さ
な
ど

を
求
め
て
部
分
的
な
修
正
を
試
み
た
曲
も
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
可
能
な
限
り
作
曲
者
に
連
絡
し

て
曲
に
対
す
る
思
い
を
聞
き
出
し
、
部
分
修
正
に
対

す
る
了
解
を
求
め
た
。
さ
ら
に
は
作
詩
者
に
対
し
て

詩
の
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
疑
問
点
を
尋
ね
た
り
も

で
す
。寮
生
の
皆
さ
ん
、
今
の
世
は
昔
と
違
っ
て
右
、
左

気
遣
い
の
多
い
時
代
と
思
い
ま
す
が
、
「
若
さ
」
を

武
器
に
、
大
い
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

河

勝

彦

(
昭
和

m年
入
寮
)

し
た
。
楽
譜
に
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
二
番
三
番
な

ど
の
歌
詞
を
音
符
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
割
り
付
け

る
か
の
指
定
が
な
い
た
め
、
ま
た
漢
語
の
読
み
方
に

ル
ピ
の
な
い
場
合
も
あ
っ
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
の
割

り
付
け
や
読
み
方
に
つ
い
て
、
歌
う
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
る
ケ
1
ス
も
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
を
六
回
の
練
習
で
具
体

化
し
て
演
奏
し
、
二
日
間
か
け
た
録
音
作
業
の
結
果
、

C
D
の
音
源
が
完
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
演
奏
は
基
本
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的
に
は
太
鼓
な
ど
の
伴
奏
な
し
で
歌
わ
れ
る
の
を
想

定
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
し
か
し
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
寮
歌
の
歌
い
方
は
将
来
、
さ
ら
に
よ
り
良
く

変
化
し
て
行
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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「
恵
姐
寮
史
」
の
大
正
十
一
年
度
の
記
事
に
「
狸

紅
熱
事
件
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
事

件
は
、
当
時
の
野
球
部
が
火
元
で
あ
っ
た
珍
し
い
出

来
事
で
あ
っ
た
の
で
、
以
下
、
概
要
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

京
大
主
催
全
国
直
轄
学
校
野
球
大
会

正
確
に
は
、
「
京
都
帝
国
大
学
・
学
友
会
野
球
部

主
催
全
国
直
轄
学
校
野
球
大
会
」
と
称
し
、
一
九
一

一
年
(
明
治
四
十
四
年
)
十
二
月
二
十
九
日
に
第
一

回
大
会
が
、
京
都
一
中
の
校
庭
で
挙
行
さ
れ
て
三
高

(
京
都
)
が
優
勝
し
た
。

直
轄
学
校
と
い
う
の
は
、
文
部
省
の
直
轄
す
る
学

校
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
数
は
少
な
か
っ
た
。

札
幌
農
学
校
が
一
八
九
五
年
(
明
治
二
十
八
年
)
に

直
轄
学
校
と
な
っ
た
時
に
は
、
帝
大
(
東
京
)
、
東

京
高
等
師
範
、
東
京
女
子
高
等
師
範
、
東
京
高
等
商

業
、
東
京
高
等
工
業
、
一
高
(
東
京
)
、
二
高
(
仙

台
)
、
三
高
(
京
都
)
、
四
高
(
金
沢
)
、
五
高
(
熊

本
)
、
山
口
高
校
、
鹿
児
島
高
等
中
学
造
士
館
(
後

の
七
高
)
、
東
京
美
術
学
校
、
東
京
音
楽
学
校
、
東

• 

京
盲
唖
学
校
の
十
五
校
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
野
球
大
会
は
本
邦
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
の

第
一
号
で
あ
っ
た
。
十
二
月
末
に
開
催
と
言
う
の
は
、

当
時
は
学
年
初
め
が
九
月
で
、
翌
年
の
七
月
に
は
三

年
生
は
卒
業
す
る
の
で
、
夏
季
の
実
施
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
第
一
回
大
会
か
ら
第
九
回
大
会
(
大
正
九

年
十
二
月
)
ま
で
の
参
加
校
は
最
高
の
年
で
十
一
校

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
試
合
方
式
は
各
学
校
が
二

試
合
ず
つ
行
っ
て
、
二
勝
し
た
チ
1
ム
の
間
で
優
勝

を
争
う
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
回
大

会
か
ら
二
高
の
提
唱
で
「
試
合
の
前
後
に
、
審
判
員

を
中
心
と
し
て
ホ
1
ム
を
挟
ん
で
選
手
が
整
列
し
て

敬
礼
を
交
わ
す
こ
と
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、

野
球
試
合
で
は
本
邦
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
一
(
大
正
十
)
年
度
か
ら
卒
業
が
三
月
、
入

学
が
四
月
と
変
わ
る
の
で
、
大
正
九
年
の
第
九
回
大

会
は
夏
休
み
中
の
八
月
下
旬
の
挙
行
と
な
っ
た
。
但

し
、
こ
の
年
だ
け
は
七
月
に
卒
業
し
た
旧
選
手
の
出

場
が
認
め
ら
れ
た
。
出
場
校
は
十
校
で
あ
っ
た
。

京
大
主
催
全
国
高
等
専
門
学
校
野
球
大
会

• 

河

A、
口

恭

(
昭
和
9
年
入
寮
)

正

第
十
回
大
会
(
大
正
十
年
)
は
名
称
を
「
全
国
高

等
専
門
学
校
野
球
大
会
」
(
通
称
・
高
専
大
会
)
と

改
名
し
た
。
大
正
七
年
の
高
等
学
校
令
に
よ
っ
て
、

各
県
に
新
設
さ
れ
た
高
等
学
校
、
専
門
学
校
(
高

工
・
高
商
・
高
農
・
医
専
な
ど
)
に
加
え
、
公
・
私

立
の
専
門
学
校
・
大
学
予
科
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

た
た
め
、
一
躍
十
七
校
が
参
加
す
る
大
会
と
な
っ
た
。

北
大
予
科
野
球
部
は
、
こ
の
年
の
春
に
文
武
会
か
ら

「
桜
星
会
野
球
部
」
と
し
て
独
立
し
て
、
こ
の
大
会

に
初
参
加
し
た
。
出
場
校
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
試

合
方
式
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と
な
り
、
緒
戦
、
七
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月
二
十
一
日
三
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
強
豪
六
高
と
対

戦
し
た
。
物
凄
く
暑
い
日
で
北
海
勢
に
は
不
運
で
あ

っ
た
が
、
主
将
の
緒
方
直
行
投
手
が
好
投
し
、
延
長

十
五
回
、
三
対
二
で
涙
を
飲
ん
だ
と
は
い
え
、
延
長

戦
の
大
会
記
録
を
作
り
「
北
大
予
科
強
し
」
と
其
の

名
を
揚
げ
た
。

-
狸
紅
熱
事
件

「
だ
る
ま
や
合
宿
」
の
猛
特
訓

翌
大
正
十
一
年
に
は
、
前
年
活
躍
し
た
渋
谷
、
富



安
、
松
川
は
本
科
に
進
ん
だ
が
、
大
黒
柱
の
緒
方
投

手
は
主
将
の
重
責
を
安
達
良
之
助
に
譲
り
専
ら
投
手

に
専
念
、
新
た
に
丸
尾
・
伴
・
山
中
・
村
本
・
小
林

ら
の
新
鋭
を
迎
え
、
春
季
の
対
小
樽
高
商
戦
に
は
難

な
く
勝
利
を
納
め
、
高
専
大
会
の
優
勝
を
期
し
て
元

早
大
主
将
の
石
井
順
一
を
コ

l
チ
に
招
い
て
銭
湯
の

「
だ
る
ま
や
」
に
合
宿
、
猛
特
訓
に
入
っ
た
。
石
井

の
招
聴
は
、
多
分
画
館
大
洋
倶
楽
部
の
久
慈
次
郎
の

推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
井
の
実
家
は
湯
島
に
あ
り
、
美
津
濃
・
玉
沢
と

肩
を
並
べ
る
運
動
具
唐
で
、
順
一
の
少
年
時
代
に
は

同
じ
湯
島
の
大
邸
宅
に
住
む
岩
崎
彦
弥
太
(
弥
太
郎

の
孫
)
が
時
折
訪
ね
て
き
て
順
一
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
教
え
た
そ
う
で
あ
る
。
順
一
は
早
稲
田
実
業
に

進
み
、
大
正
四
年
の
第
一
回
全
国
中
等
学
校
野
球
大

会
に
遊
撃
手
と
し
て
出
場
、
準
決
勝
戦
で
秋
田
中
学

に
敗
退
し
た
が
、
石
井
は
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ

た
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
小
柄
で
は
あ
っ
た
が
、
主

将
で
三
塁
手
、
闘
士
溢
れ
る
プ
レ

1
で
人
気
が
あ
っ

た
。
卒
業
後
は
家
業
を
継
ぐ
と
と
も
に
実
業
団
チ
l

ム
(
東
京
倶
楽
部
)

の
世
話
役
を
勤
め
た
。
後
に
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
王
選
手
の
圧
縮
パ
ッ
ト
の
製
作
で

も
有
名
で
あ
る
。

北
大
予
科
の
コ

l
チ
に
来
札
し
た
の
は
、
大
学
を

出
て
早
稲
田
実
業
の
監
督
を
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。

北
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
於
け
る
コ

1
チ
は
連
日
、
日
没
、

ボ
ー
ル
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
の
極
め
て
激
烈
な
も

の
で
、
血
尿
を
だ
し
た
選
手
も
い
た
程
だ
が
、
守

備
・
攻
撃
面
の
上
達
は
著
し
く
、
石
井
コ

1
チ
か
ら

「
全
国
大
会
に
於
け
る
大
飛
躍
の
太
鼓
判
」
を
押
さ

れ
て
特
訓
を
打
ち
上
げ
、
六
月
三
十
日
全
員
帰
寮
し

た。-
狸
紅
熱
患
者
の
発
生

翌
七
月
一
日
の
夜
か
ら
、
主
将
の
安
達
良
之
助
を

始
め
と
し
て
祖
父
江
計
・
建
部
忠
一
・
小
林
辰
雄
の

四
名
が
発
熱
し
、
同
じ
よ
う
に
足
腰
の
関
節
が
痛
む

と
言
い
出
し
た
。
二
日
、
大
学
病
院
の
有
馬
教
授
の

診
断
を
受
け
た
所
、
「
狸
紅
熱
(
当
時
は
法
定
伝
染

病
)
の
疑
い
あ
り
」
と
言
う
こ
と
で
即
刻
、
円
山
の

避
病
院
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
偶
々
、
北
海

道
ご
巡
行
の
摂
政
宮
殿
下
(
後
の
昭
和
天
皇
)
が
七

月
十
一
日
夕
刻
か
ら
十
四
日
ま
で
札
幌
に
滞
在
さ
れ

る
と
言
う
こ
と
で
疑
わ
し
い
患
者
は
避
病
院
に
送
る

と
言
う
当
局
の
方
針
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

北
大
病
院
に
は
未
だ
隔
離
病
棟
が
無
か
っ
た
時
で

あ
る
。
二
日
の
正
午
過
ぎ
、
患
者
は
避
病
院
か
ら
迎

え
の
人
力
車
四
台
を
連
ね
、
部
員
及
び
寮
の
委
員
に

見
送
ら
れ
て
円
山
避
病
院
に
向
か
っ
た
。
昭
和
十
年

の
野
球
部
報
に
、
患
者
の
一
人
・
小
林
は
「
全
く
何

と
も
い
え
な
い
情
け
な
い
悲
社
な
気
持
ち
だ
っ
た
」

と
記
し
、
見
送
っ
た
一
人
・
丸
尾
は
「
悲
し
い
よ
う

な
、
滑
稽
の
よ
う
な
変
な
心
持
だ
っ
た
」
と
記
述
し

て
い
る
。
滑
稽
に
感
じ
た
の
は
、
患
者
は
半
病
人
位

に
し
か
見
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

-
寮
の
対
応
と
経
過

委
員
長
・
斎
藤
善
三
郎
、
寮
務
部
長
・
御
手
洗
毅

は
二
日
の
午
後
、
藤
原
生
徒
監
を
訪
ね
て
善
後
策
を

協
議
し
、
そ
の
夜
に
緊
急
舎
生
大
会
を
聞
き
、
全
寮

生
の
禁
足
断
行
と
四
日
か
ら
始
ま
る
期
末
試
験
の
延

期
嘆
願
を
決
議
し
た
。
翌
三
日
は
全
寮
生
の
健
康
診

断
及
び
各
室
内
の
大
消
毒
を
実
施
し
た
。
寮
史
に
依

る
と
、
「
四
日
に
、
又
も
二
名
の
患
者
が
出
て
恐
怖

の
念
全
寮
に
漉
り
狼
狽
一
方
な
ら
ず
」
と
あ
る
が
、

野
球
部
員
か
ら
の
感
染
で
あ
ろ
う
か
。
患
者
の
人
名

の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
期
末
試
験
の
方

は
無
く
な
っ
た
が
、
全
運
動
部
の
夏
季
遠
征
(
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
)
は
辞
退
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前

代
未
聞
の
珍
事
で
、
野
球
部
は
他
の
運
動
部
か
ら
喜

ば
れ
た
り
、
恨
ま
れ
た
り
も
し
た
と
言
う
。

禁
足
中
の
寮
生
は
、
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一
歩
も
寮
外
に
出
ら
れ
ず
、

中
庭
の
ロ

l
ン
の
上
に
寝
そ
べ
り
天
を
仰
ぐ
ば
か
り

で
あ
る
。
委
員
会
を
聞
き
、
生
徒
監
と
相
談
の
結
果
、

「
(
一
)
全
寮
生
に
再
診
察
を
行
い
、
そ
の
結
果
「
異

常
な
し
」
と
認
め
ら
れ
た
者
は
直
ち
に
禁
足
を
解
き

帰
省
さ
せ
る
こ
と
。
(
二
)
一
斉
で
は
な
く
順
々
に

帰
省
さ
せ
る
こ
と
。
(
三
)
荷
物
は
消
毒
の
上
輸
送

す
る
。
」
と
言
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
七
月
七
日
、

北
寮
か
ら
解
禁
し
、
次
い
で
南
寮
・
中
寮
・
新
寮
の



順
で
解
禁
帰
省
さ
せ
た
が
、
こ
の
時
に
未
だ
親
元
か

ら
帰
省
の
送
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
も
の
が
多

く
、
こ
の
者
に
対
し
て
は
寮
か
ら
一
時
旅
費
を
貸
与

し
た
。
-
避
病
院
の
患
者

避
病
院
に
送
ら
れ
た
四
名
の
野
球
部
員
は
入
院
の

翌
日
に
は
殆
ど
熱
も
下
が
り
平
常
に
近
い
状
態
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
病
院
の
食
事
は
毎
食
、
重
湯
と

牛
乳
と
卵
ば
か
り
で
腹
は
す
く
し
何
と
も
な
ら
な

い
。
院
長
に
掛
け
合
っ
て
も
最
後
は
口
喧
嘩
と
な
る

ば
か
り
。
遂
に
、
密
輸
を
決
行
、
在
寮
の
伴
・
村

本
・
丸
尾
ら
が
面
会
謝
絶
の
避
病
院
の
塀
を
乗
り
越

え
て
、
パ
ン
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
入
っ
た
大
き
な

袋
を
病
室
の
窓
か
ら
投
げ
入
れ
た
。
後
に
患
者
の
四

人
は
「
窓
下
に
皆
ん
な
の
顔
を
見
た
あ
の
時
は
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
」
と
述
懐
し
た
。

-
摂
政
宮
殿
下
の
北
海
道
御
巡
行

摂
政
宮
殿
下
は
お
召
艦
「
日
向
」
に
ご
乗
艦
に
な

り
、
大
正
十
一
年
七
月
八
日
函
館
港
に
お
入
港
、
北

海
道
ご
巡
行
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
。

殿
下
が
函
館
、
小
樽
付
近
の
ご
巡
行
を
終
え
て
札

幌
に
到
着
さ
れ
た
の
は
七
月
十
一
日
の
夕
刻
で
あ
っ

た
。
お
宿
舎
は
、
明
治
十
三
年
に
明
治
天
皇
が
ご
巡

幸
の
折
お
泊
り
に
な
っ
た
由
緒
あ
る
豊
平
館
(
当
時

は
時
計
台
の
傍
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
に
中

島
公
園
に
移
設
)
で
あ
っ
た
。

翌
十
二
日
、
殿
下
は
陸
軍
少
佐
の
軍
服
を
召
さ
れ
、

入
江
侍
従
長
が
陪
乗
・
宮
尾
北
海
道
庁
長
官
の
先
導

で
道
庁
に
赴
か
れ
、
長
官
の
言
上
を
聞
か
れ
た
後
、

御
謁
見
所
に
て
高
官
に
対
し
拝
謁
(
単
独
拝
謁
者
四

十
三
名
、
列
立
拝
謁
者
三
O
二
名
)
を
賜
っ
た
。

北
大
関
係
の
単
独
持
謁
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

佐
藤
昌
介
・
宮
部
金
吾
・
南
鷹
次
郎
・
橋
本
左
五

郎
・
新
島
善
直
・
松
村
松
年
・
高
岡
熊
雄
・
八
回
三

郎
・
時
任
一
彦
・
星
野
勇
三
・
半
沢
淘
・
青
葉
万

六
・
明
峰
正
夫
・
森
本
厚
吉
・
佐
々
茂
雄
・
東
海
林

力
蔵
・
三
田
村
孝
吉
・
ハ
ロ
ル
ド
エ
ム
レ
l
ン
・
ハ

ン
ス
コ

l
ラ
な
ど
。
拝
請
を
終
え
ら
れ
た
後
、
ご
真

影
奉
安
所
の
前
に
向
か
わ
れ
松
の
木
の
植
樹
を
な
さ

れ
、
次
い
で
円
山
の
札
幌
神
社
に
御
参
持
、
札
幌
控

訴
院
、
師
範
学
校
に
お
立
ち
寄
り
の
上
、
一
旦
豊
平

館
に
戻
ら
れ
昼
食
を
摂
ら
れ
た
。

・
北
大
を
御
巡
覧

午
後
は
、
珍
田
東
宮
大
夫
・
入
江
侍
従
長
を
随
え

ら
れ
北
大
を
御
巡
覧
さ
れ
た
。
豊
平
館
か
ら
大
学
ま

で
の
沿
道
は
人
垣
で
溢
れ
、
学
生
約
千
人
が
正
門
内

に
整
列
し
て
奉
迎
、
林
学
講
堂
前
で
は
全
教
職
員
が

お
迎
え
し
た
。
殿
下
は
中
央
講
堂
の
御
座
所
に
於
い

て
佐
藤
総
長
か
ら
大
学
の
沿
草
・
現
況
の
ご
説
明
を

受
け
ら
れ
、
更
に
、
水
産
講
堂
の
標
本
室
・
農
業
講

堂
に
陳
列
の
諸
品
を
御
覧
に
な
ら
れ
、
殿
下
か
ら

種
々
御
嘉
門
が
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
次
い
で
農
事
試

験
場
か
ら
植
物
園
を
経
て
宿
舎
に
お
戻
り
に
な
っ

た。
七
月
十
三
日
に
は
、
中
島
公
園
、
山
鼻
小
公
園
、

商
品
陳
列
所
、
真
駒
内
種
畜
場
、
歩
兵
第
二
十
五
連

隊
、
月
寒
種
羊
場
を
御
巡
行
。
最
終
日
の
十
四
日
に

は
、
帝
国
製
麻
会
社
、
日
本
麦
酒
会
社
に
御
成
り
に

な
り
札
幌
の
御
巡
行
を
滞
り
な
く
終
え
ら
れ
て
、
正

午
、
札
幌
駅
発
の
お
召
し
列
車
で
次
の
御
予
定
地
・

旭
川
に
向
か
わ
れ
た
。

文

・
野
球
部
員
の
退
院

さ
て
、
避
病
院
に
軟
禁
さ
れ
て
い
た
四
名
の
野
球

部
員
は
元
来
が
重
病
人
で
は
な
い
の
で
、
無
抑
を
か

こ
つ
こ
と
十
二
日
間
、
摂
政
宮
殿
下
の
札
幌
ご
出
発

の
合
図
の
花
火
が
一
発
「
ド
I
ン
」
と
揚
が
る
と
同

時
に
退
院
許
可
と
な
っ
た
。
建
部
と
小
林
は
即
刻
、

円
山
二
十
丁
目
の
避
病
院
か
ら
十
七
丁
目
の
電
車
の

終
点
ま
で
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
辿
り
着
い
た

と
言
う
。
祖
父
江
と
安
達
も
翌
日
、
帰
省
で
人
の
気

• 結
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配
の
全
く
な
く
な
っ
た
寮
に
感
慨
無
量
の
面
持
ち
で

着
い
た
と
言
う
。

-
摂
政
宮
殿
下
御
帰
還

摂
政
宮
殿
下
は
そ
の
後
、
旭
川
、
網
走
、
帯
広
、
釧

路
、
苫
小
牧
を
御
巡
行
に
な
り
七
月
二
十
三
日
室
蘭
か

ら
御
召
艦
「
日
向
」
に
て
無
事
御
帰
還
に
な
っ
た
。



-
四
帝
大
主
催
全
国
高
等
専
門
学
校
野
球
大
会

高
専
野
球
大
会
は
参
加
校
が
急
に
激
増
し
、
京
大

一
校
だ
け
で
は
運
営
が
不
可
能
と
な
り
、
大
正
十
三

年
か
ら
「
四
帝
大
主
催
全
国
高
等
専
門
学
校
野
球
大

会
」
と
名
称
を
改
め
、
東
北
、
北
海
道
地
区
(
東
北

・
関
東
中
部
地
区
(
東
大
)

大

-
関
西
中
園
地
区

たい京

各さ
地
区
m 九

侵出

雲自
量産
血(

否九
守さ
つ
こで
と予
と選
なを
つ行

最
後
に
な
っ
た
が
、
事
件
発
生
の
折
、
寮
生
の
早

期
帰
省
の
た
め
寮
か
ら
貸
与
し
た
代
金
が
な
か
な
か

戻
ら
ず
、
次
期
委
員
は
そ
の
督
促
・
回
収
に
随
分
苦

一
九
五

O
年
四
月
、
北
大
に
入
学
し
、
恵
迫
寮
入

寮
を
希
望
し
た
も
の
の
満
室
で
直
ち
に
入
寮
は
で
き

ず
欠
員
が
出
る
ま
で
待
た
さ
れ
た
が
、
緑
萌
え
て
広

大
な
原
始
林
に
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
郭
公
鳥
の
声

が
こ
だ
ま
す
る
六
月
、
入
寮
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
近
く
専
門
課
程
に
進
む
ま
で
恵
迫
寮

生
活
を
楽
し
ま
せ
て
頂
い
た
。

当
時
の
寮
は
広
大
な
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
西
地

域
に
位
置
し
新
寮
を
最
北
に
北
寮
、
中
寮
、
南
寮
の

四
棟
を
廊
下
で
結
ん
で
い
た
。
何
回
か
の
部
屋
替
え

が
あ
り
、
時
に
新
寮
の
最
西
端
に
設
け
ら
れ
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
と
称
す
る
大
部
屋
に
移
住
し
て
二
階
か
ら
社

大
な
原
始
の
森
を
眺
め
て
過
ご
し
た
日
々
の
こ
と
を

グ
郭
公
の
撃
に
μ

労
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

参
考
資
料
・
北
大
野
球
部
報
(
昭
和
十
)

野
球
部
史
(
昭
和
十
一
二
)
北
海
タ
イ
ム
ス
(
大
正
十

・
恵
迎
寮
史

北
大

一
・
七
)

を
歌
う
|

つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
想
起
す
る
。

夕
陽
が
手
稲
の
山
に
沈
み
か
け
原
始
林
の
西
辺
に

広
が
る
大
農
場
に
そ
の
光
が
注
ぎ
始
め
た
頃
、
寮
内

に
「
二
本
の
ポ
プ
ラ
の
樹
の
下
に
件
み
、
読
書
す
る

少
女
の
話
」
が
噂
と
し
て
流
れ
私
の
耳
に
も
聞
こ
え

て
き
た
。
夕
陽
の
光
を
背
に
静
か
に
読
書
す
る
黒
い

髪
の
少
女
は
ど
う
や
ら
北
星
女
学
校
の
生
徒
ら
し
い

と
い
う
噂
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
日
頃
、
女
の
話
を
し

て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
寮
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
原

始
林
に
建
つ
孤
高
な
寮
舎
の
格
好
な
話
題
と
な
っ

た
。
私
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
夕
方
に
な
る
と
こ
の

噂
話
の
信
患
性
を
確
か
め
る
べ
く
原
始
林
に
出
て
見

た
が
二
本
の
蛇
立
す
る
ポ
プ
ラ
は
確
か
に
存
在
し
て

中

キナ

陽

(
昭
和
お
年
入
寮
)

い
た
が
「
読
書
す
る
北
星
女
学
校
生
」
を
見
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
幻
の
少
女
」

と
し
て
心
に
残
っ
た
ま
ま
寮
生
活
に
別
れ
を
告
げ

た。
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退
寮
後
七
年
を
経
過
し
た
一
九
五
九
年
春
、
北
大
文

学
部
社
会
学
科
を
卒
業
し
た
私
は
そ
の
「
幻
の
少
女
」

が
通
学
し
て
い
た
北
星
学
園
高
等
学
校
(
現
北
星
学
園

女
子
中
学
校
高
等
学
校
)
に
社
会
科
教
諭
と
し
て
就
職

し
、
幻
の
少
女
の
後
輩
達
を
三
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て

教
え
、
一
九
九
四
年
春
に
定
年
退
職
し
た
。

思
え
ば
、
幻
が
現
実
と
な
り
三
十
五
年
間
は
私
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。

二
O
O
六
年
六
月
二
日
、
北
星
女
学
校
同
窓
会
関



青豆謡辿幽留置

東
支
部
総
会
に
招
か
れ
た
私
は
在
寮
時
代
の
こ
の
話

を
し
た
後
で
「
今
、
札
幌
で
は
郭
公
鳥
が
飛
来
す
る

季
節
で
す
」
と
話
し
た
上
で
五
十
六
年
前
を
回
顧
し
、

「
郭
公
の
聾
に
迷
夢
の
夜
は
明
け
て
:
:
:
」
を
高
ら

か
に
歌
い
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

思
う
に
、
わ
が
青
春
の
日
々
を
顧
み
る
時
、
寮
友

と
共
に
一
屑
を
組
み
合
い
つ
つ
歌
い
、
叫
ん
だ
恵
迫

寮
々
歌
の
数
々
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

あ
る
年
の
北
星
女
子
高
校
学
校
祭
で
、

H

先
生
、

歌
を
l
d
と
頼
ま
れ
る
と
N

皆
さ
ん
は
北
大
の
寮
歌

と
い
う
と
〈
都
ぞ
禰
生
〉
と
い
う
名
歌
を
思
い
出
す

で
し
ょ
う
が
私
は
あ
え
て
こ
の
名
歌
に
次
ぐ
名
歌
と

し
て
d

と
前
置
き
し
た
上
で
昭
和
二
十
一
(
一
九
四

六
)
年
寮
歌
の
〈
時
潮
の
波
の
〉
を
歌
っ
た
。

「
厳
し
か
る
道
に
仕
へ
て

限
り
あ
る
玉
緒
惜
し

む
:
:
:
」
で
始
ま
る
こ
の
名
歌
ほ
ど
、
寮
生
活
の
哀

歓
を
見
事
に
歌
い
あ
げ
て
い
る
歌
は
他
に
な
い
、
と

今
も
思
う
。
私
は
一
九
五
五
年
か
ら
七
年
間
、
私
の

畏
敬
す
る
故
B
・
D
-
タ
ツ
カ
l
氏
が
創
設
し
た
札

幌
聖
ミ
カ
エ
ル
青
年
寮
に
在
寮
し
た
が
こ
の
寮
が
札

幌
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
青
年
寮
と
し
て
再
建
さ
れ
十
年

を
経
た
二

O
O
O年
春
、
記
念
歌
と
し
て
恵
迫
寮
で

北
大
の
卒
業
生
が
同
窓
会
や
ク
ラ
ス
会
等
で
集
っ

た
時
、
最
後
は
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
っ
て
散
会
す
る

の
が
常
で
あ
る
が
、
時
に
勢
い
余
っ
て
誰
か
が
「
醒

め
よ
迷
い
の
夢
醒
め
よ
」
と
叫
ん
で
「
札
幌
農
学
校

は
蝦
夷
ヶ
島
:
:
:
」
と
ス
ト
ー
ム
を
敢
行
す
る
こ
と

が
あ
る
。
肩
を
組
み
輸
に
な
っ
て
、
或
は
一
列
に
並

ん
で
乱
舞
す
る
の
で
あ
る
。
往
年
恵
迫
寮
で
は
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
ら
を
屋
外
ス
ト
ー
ム
と
称
し
、
予
科
の

こ
ろ
に
は
小
樽
高
商
と
の
野
球
戦
に
勝
っ
て
も
敗
け

て
も
球
場
で
、
ま
た
街
頭
で
肩
を
組
ん
で
こ
の
ス
ト

ー
ム
を
行
な
っ
た
。
小
樽
へ
の
遠
征
の
帰
途
列
車
内

で
ス
ト
ー
ム
を
し
て
車
輪
が
上
下
に
大
き
く
振
動
す

る
の
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
本
来
の

ス
ト
ー
ム
は
こ
れ
で
は
な
く
、
寮
の
屋
内
で
寮
生
が

棒
一
本
の
裸
形
で
手
に
手
に
ス
キ
ー
を
持
っ
て
各
部

屋
を
巡
り
寮
生
同
志
の
親
睦
を
図
り
ま
た
激
励
し
て

友
情
を
厚
く
す
る
恒
例
の
行
事
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
札
幌
農
学
校
は
蝦
夷
ケ
島
」
を
三
番
ま
で
歌
い
、

歌
っ
て
い
た
〈
ス
ト
ー
ム
の
歌
〉
の
三
番
の
歌
詞
を

借
り
替
え
歌
と
し
て
歌
い
、
新
寮
十
年
を
祝
っ
た
。

「
札
幌
ミ
カ
エ
ル
寮
は
、
蝦
夷
ケ
島

タ
ツ
カ

l
氏

ピ
l
・
ハ

1
モ
ニ
ア
ス
・
ボ
l
イ
ズ

と
コ
チ
ャ
聖

ミ
カ
エ
ル
寮
の
基
を
残
し
行
く
コ
チ
ヤ
エ

コ
チ
エ

エ
」
と
。

齢
七
十
五
年
を
迎
え
た
今
、
恵
迫
寮
寮
歌
よ
!
永

遠
な
れ
と
心
か
ら
祈
る
の
み
で
あ
る
。

(二

O
O七
年
四
月
十
二
日

記
)
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，.L. 
'-'-/、

夫

(
昭
和
叩
年
入
寮
)

戸

自
巨ヨ

ス
キ
!
と
高
下
駄
で
床
を
踏
み
鳴
ら
し
て
リ
ズ
ム
を

と
り
な
が
ら
踊
り
、
最
後
は
部
屋
の
寮
生
一
人
々
々

に
声
を
か
け
握
手
を
し
て
、
ま
た
次
の
部
屋
へ
と

「
醒
め
よ
迷
い
の
夢
醒
め
よ
」
と
叫
ん
で
移
り
行
く

寮
の
伝
統
行
事
で
あ
る
。
入
寮
し
て
最
初
に
経
験
す

る
の
が
新
入
生
歓
迎
ス
ト
ー
ム
と
い
い
、
時
の
委
員

会
全
員
に
よ
る
模
範
ス
ト
ー
ム
で
、
か
ね
て
聞
い
て

い
た
ス
ト
ー
ム
と
は
こ
れ
か
と
納
得
し
、
寮
生
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
感
じ
喜
び
を
味
わ
う
初
体
験
で
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あ
っ
た
。
そ
の
後
新
入
生
が
返
礼
ス
ト
ー
ム
を
行
な

う
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
て
、
見
ょ
う
見
真
似
で
行

な
う
の
で
あ
る
が
、
何
と
な
く
ス
キ
ー
を
床
に
下
す

仕
草
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
リ
ズ
ム
に
な
ら
な
い
の
だ
っ

た
。
中
に
は
ス
キ
ー
に
つ
か
ま
っ
て
両
脚
を
同
時
に

挙
げ
て
踊
っ
て
い
る
新
入
生
が
い
て
上
級
生
の
笑
い

の
種
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

旧
制
高
校
の
寮
に
は
ス
ト
ー
ム
は
っ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
旧
制
中
学
在
学
中
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
て
い

て
、
入
寮
し
た
時
、
不
安
と
期
待
の
ま
じ
っ
た
気
持

で
待
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
兄
が
静
岡
高

で
弟
が
一
高
で
そ
れ
ぞ
れ
寮
生
活
を
経
験
し
た
の

で
、
そ
れ
ら
の
寮
の
ス
ト
ー
ム
の
話
を
聞
く
と
、
実

に
乱
暴
で
竹
万
や
木
万
や
帯
な
ど
を
振
り
廻
し
、
バ

ケ
ツ
や
洗
面
器
を
叩
い
て
騒
音
を
発
し
な
が
ら
、
デ

カ
ン
シ
ョ
節
を
歌
っ
た
り
、
静
高
で
は
「
富
士
の
白

zmg 
が
き
の
頃
(
多
分
中
学
時
代
)
読
ん
だ
(
多
分
)

第
五
高
等
学
校
の
寮
生
た
ち
の
愉
快
な
暮
ら
し
を
書

い
た
小
冊
子
(
大
分
昔
に
出
た
本
だ
と
思
う

た
が
未
だ
:
:
:
)
、
と

探
し

少
し
前

向
井
承
子
さ
ん
の

雪
ノ

I
エ
」
と
い
う
所
謂
「
ノ
l
エ
節
」
を
高
唱
し

て
乱
舞
す
る
と
い
う
た
ぐ
い
で
、
時
に
は
ガ
ラ
ス
を

割
っ
た
り
ド
ア
を
破
壊
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
乱
暴
狼
籍
を
働
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
日
ガ
ラ

ス
代
や
修
理
費
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
話
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
他
の
高
校
も
似
た
よ
う
な
字
義
通

り
の
ス
ト
ー
ム
で
、
器
物
が
破
壊
さ
れ
た
り
時
に
は

怪
我
人
が
出
る
と
い
う
事
例
す
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る。
そ
の
点
わ
が
恵
迫
寮
の
ス
ト
ー
ム
は
実
に
ス
マ
ー

ト
で
紳
士
的
と
さ
え
言
え
る
洗
練
さ
れ
た
営
為
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
も
札
幌
農
学
校
の
伝
統
が
受
け
継
が

れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
「
ス
ト
ー
ム
の

歌
」
と
い
う
の
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
も
他
の
高
校

に
は
例
を
み
な
い
点
で
、
そ
の
歌
詞
も
ま
た
優
雅
で

あ
る
。
三
年
生
が
予
科
を
修
了
し
て
学
部
へ
進
む
た

"
恵
迫
の
男
た
ち
“
が
発
起
の
原
点
で
あ
る
。

題
名
も
決
め
た
。
そ
れ
は
"
恵
迫
の
男
た
ち
“
の
向

こ
う
を
張
っ
て
"
恵
迫
の
可
笑
し
な
可
笑
し
な
男
た

ふ
ざ
け
た

ち
‘
と
い
う

お
か
し
な
懐
か
し
い

め
退
寮
す
る
際
最
後
の
「
恵
み
の
ス
ト
ー
ム
」
と
い

う
の
が
行
わ
れ
た
。
通
常
と
違
っ
て
ス
ト
ー
ム
の
歌

の
終
っ
た
あ
と
「
蛍
の
光
」
を
歌
っ
て
、
去
る
者
残

る
者
と
も
に
感
激
の
涙
で
別
離
を
惜
し
む
寮
生
活
な

ら
で
は
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
っ
た
。

北
大
の
卒
業
生
の
中
で
も
恵
迫
寮
に
在
寮
し
た
人

で
な
け
れ
ば
あ
の
ス
ト
ー
ム
の
味
を
知
ら
な
い
。

夜
の
静
寂
の
中
に
ス
キ
!
と
高
下
駄
と
床
の
間
に

醸
し
出
さ
れ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
と
「
ス
ト
ー
ム
の

歌
」
の
歌
声
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
、
え
も
言
わ
れ
ぬ

美
し
い
響
き
を
、
今
な
お
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
他
の
何
物
に
も
代
え
難
い

心
に
泌
み
る
音
で
あ
っ
た
。
そ
の
リ
ズ
ム
カ
ル
な
音

が
、
七
十
年
経
っ
た
今
も
な
お
一
夜
、
ベ
ッ
ド
に
入

っ
た
折
に
ふ
と
遠
く
か
ら
聞
え
て
く
る
思
い
に
浸
る

こ
と
が
あ
る
。
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(二

O
O七
・
四
・
一
)

青

秋

(
昭
和
お
年
入
寮
)

田

昌

思
い
出
話
を
エ
ッ
セ
イ
風
に
書
く
こ
と
で
あ
る
。

本
命
の
恵
姐
寮
も
消
え
た
今
、
ふ
ざ
け
た
歴
史
も
残

し
た
く
て
。

い
く
つ
か
は

構
想

す
で
に
頭
に
描
い
て
い
る
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が
:
:
:
。
例
と
し
て
、
恵
姐
寮
中
寮
時
代
の
俺
自
身

が
関
わ
っ
た
思
い
出
の
一
節
を
(
筋
だ
け
)

:
:
:
。

恵
姐

ふ
ん
ど
し
物
語

時
代

昭
和
三
十
三
j
三
十
四
年

僕
は
、
早
く
に
親
父
を
亡
く
し
、
さ
ら
に
原
爆
被

災
、
と
こ
と
ん
の
貧
乏
学
生
と
し
て
憧
れ
の
恵
油
寮

に
転
が
り
込
ん
だ
。
貧
し
い
な
が
ら

見
知
ら
ぬ
北

の
暮
ら
し
を
気
遣
っ
た
お
ふ
く
ろ
は

し
ば
し
ば

駄
菓
子
や
下
着
を
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
に
は
い

て〉

も

パ
ッ
キ
ン
を
兼
ね
た

手
縫
い

ち
り
紙
と

の
真
新
し
い

(
越
中
)

ふ
ん
ど
し
が
数
枚
入
っ
て
い

た
。
九
州
で
は
、
パ
ン
ツ
卒
業

ふ
ん
ど
し
は

人
の
証
拠
(
し
る
し
)
だ
っ
た
。

僕
の
部
屋
は
十
八
号
室
、
剣
道
部
の
部
屋
で
九
州

長
崎
産
の

K
君
、
倶
知
安
高
産
の

F
君
が
一
緒
だ
っ

た
。
隣
の
十
九
号
室
も
剣
道
部
で
、
こ
こ
に
は
部
キ

ヤ
プ
テ
ン
の

K
先
輩
が
神
様
の
如
く
巣
く
っ
て
居
ら

れ
た
。

剣
道
の
稽
古
、
猛
烈
に
汗
を
か
く
。
陰
金
田
虫

ひ
り
ひ
り
の
キ
ン
カ
ン
:
:
:
が
通
り
相
場
で
あ
っ

た
。
稽
古
着
の
袴
の
下
、

ふ
ん
ど
し
は

ぶ
ら
ぶ
ら

と

十
分
下
が
っ
て
い
て
も
中
は
見
え
は
し
な
い
、

風
通
し
は
抜
群
で
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。

一
度
、
寄
贈
し
て
以
来、

K
先
輩
、
す
っ
か
り
ふ

ん
ど
し
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。
"
お
ふ
く
ろ
ふ
ん
ど
し
・
が

何
度
か
兄
に
渡
し
た
。
あ
る
日
、

K

来
る
ご
と
に

兄
、
青
田

す
ま
ん

も
う

一
枚
な
い
か
?

先
日
ゃ
っ
た
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
洗
っ
て
使
っ
て

く
だ
さ
い
よ
:
:
:
。

K
先
輩、

ほ
ん
と
に
大
事
な
物

す
ま
ん
!

無
く
し
た
ん
だ
、
頼
む
1

な
あ

田
よ実

は
な
l
。
さ
っ
き
気
持
ち
よ
く
用
を
・
済
ま
せ
た
。

と
こ
ろ
が
立
ち
上
が

っ
て
見
た
ら
ウ
ン
コ
が

フ
-フ

ン
ぶ
ら
ん

ブ
ラ
ン
コ
し
て
い
た
ん
だ
(
恵
辿

と

の
便
所
は
暗
く
深
か
っ
た
ね
)
。
困
っ
て

そ
ろ
っ

と
紐
を
解
い
て
:
:
:
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ヒ
ラ
l
、
さ
よ
う
な

ら

大

す
ま
ん

も
う
一
枚
恵
ん
で
く
れ
。

て
な
調
子
に
整
え
た
い

。
文
章
、
文
体
は

回
、
吉
沢
兄
に
渡
し
た
が
文
春
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ

集
(
司
馬
さ
ん
の
大
阪
弁
と

象
が
歩

い
た
に

採
択
さ
れ
た
)
に
載
せ
た
小
生
の
流
氷
の
交
響
曲
、

ニ
ラ
ス
へ
の
旅
調
で
統

一
し
た
い
。

何
ん
と
か

あ
の
貧
し
く
も

楽
し
か
っ
た
時
代

の
お
か
し
な
事
件
を
思
い
出
し
て
ご

一
報
く
だ
さ

ぃ
。
あ
ら
す
じ
を

箇
条
書
き

に
で
も
し
て
お
送

、
;
;
7
1、ま
ト
主
宝

り
し
f
f
b
j
l
ノ

H
2

ア
レ
ン
ジ

統

整
し
ま
す
。
ワ
イ
フ
に
整
理
さ
せ
て
草
稿
を
急
ぎ
ま

す
紋
別
で
の
酒
代
を
積
み
立
て
る
積
り
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
情
報
網
の
拡
張

口
コ
ミ
で

広
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

て
な
、
お
か
し
な
話
を
集
め
て

エ
ッ
セ
イ
集
に

し
た
い
o
a
t
-
一
一
年
掛
け
る
積
り
。

箇
条
書
き
で
い
い

お
か
し
な
思
い
出
話
を

予 晶

、-

青

提
供
く
だ
さ
い
。
百
話
ぐ
ら
い
集
め
る
の
が
目
標
で

す
。
春
夏
秋
冬

別
冊

五
冊
ぐ
ら
い
と
し
た
い
。

捕
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
・・
・
・
:
手
に
入
れ
た
印
税
は

採
用
さ
れ
た
話
題
提
供
者
が
流
氷
見
物
に
き
た
時
の

飲
税
と
す
る
予
定
。

(恵
廻
出
版
社

社
主
)

山

~
連
絡
先

J

一

O
九
四

loo--一
一

一

一

紋
別
市
南
ヶ
E
七
丁
目
玉
八
|
九

一

J

電
話

O
一
五
八
二
1

四
|
一
一
一
一
一
四
四

~
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北
海
道
の
空
は
米
軍
の
管
理
。
青
森
|
|
函
館
を

通
う
リ
ン
ゴ
(
雪
の
下
)
行
商
の
小
母
さ
ん
・
公
園

の
芸
能
人
・
社
長
・
議
員
等
、
一
等
か
ら
三
等
の
部

屋
は
異
な
っ
て
も
、
同
じ
時
聞
を
費
し
て
海
を
渡
っ

て
い
た
。
「
入
試
よ
り
も
高
い
八
倍
の
競
争
率
を
突

破
し
た
貴
兄
に
、
先
ず
オ
メ
デ
ト
ウ
と
申
し
上
げ
る

:
:
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
各
一
丁
用
意
の
こ
と
。

北
十
七
条
西
八
丁
目
恵
迫
寮

@
2
1
3
4
1
3

・
:
:
の
入
寮
許
可
証
と
、
ピ
カ
ピ
カ
の
バ
ッ
グ
、
新

調
の
皮
靴
で
大
雪
丸
に
乗
船
。
昭
和
二
十
八
年
四
月

十
五
日
夕
刻
、
入
寮
し
た
。
朝
食
の
マ
ナ
l
の
説
明

を
受
け
た
。
購
買
委
員
の
野
中
さ
ん
の
部
屋
に
落
ち

着
い
た
。
翌
十
六
日
、
入
寮
宣
書
式
。
二
十
三
日
、

夜
十
時
か
ら
午
前
O
時
過
ぎ
ま
で
、
五
人
三
班
に
分

か
れ
た
「
洗
礼
」
。
ラ
ー
メ
ン
庖
か
ら
ア
タ
ッ
ク
し

て
来
た
赤
提
灯
を
持
っ
た
白
衣
の
男
を
先
頭
に
、
鐘

を
持
っ
た
男
、
「
恵
迫
の
骨
」
「
恵
迫
の
血
」
「
恵
迫

の
油
」
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
た
五
人
衆
が
、
室
に
侵
入
。

電
源
は
元
を
切
断
。
真
暗
。
「
ジ
ユ
ゲ
ム
ジ
ユ
ゲ
ム
」

の
祈
り
が
終
る
と
「
ケ
イ
テ
キ
の
血
を
飲
め
!
」
得

体
の
知
れ
ぬ
変
な
匂
い
の
代
物
を
「
も
う
一
杯
ど
う

だ
」
「
ウ
マ
イ
ダ
ロ

l
」
次
に
「
ケ
イ
テ
キ
の
骨
を

喰
え
」
特
別
に
作
っ
た
大
き
く
長
い
パ
ン
を
口
元
に

押
し
つ
け
る
。
手
は
使
わ
し
て
く
れ
な
い
。
古
い
パ

ン
だ
か
ら
固
く
て
歯
が
立
た
な
い
。
次
に
「
コ

1
ベ

を
た
れ
よ
」
ケ
イ
テ
キ
の
油
を
落
す
。
翌
朝
の
食
堂

に
恵
迫
の
骨
の
残
骸
と
血
の
分
析
表
有
。
赤
玉
ポ
ー

ト
ワ
イ
ン
・
ソ

1
ス
・
酢
酸
・
水
・
胡
楓
・
紅
色

粉
・
砂
糖
等
々
使
用
せ
り
と
あ
る
。
二
十
五
日
は
歓

迎
晩
餐
会
と
鈍
才
会
。
ピ
1
ル
四
人
に
一
本
・
赤
飯
、

ビ
フ
テ
キ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
合
え
の
馬
鈴
薯
、
鮭
の
煮

付
、
夜
寝
草
の
お
浸
し
、
リ
ン
ゴ
一
ヶ
、
人
作
一
ケ

の
豪
華
献
立
。
島
学
長
参
列
。
寮
歌
斉
唱
、
ゆ
っ
く

り
二
十
分
。
宴
が
終
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
で
鈍
才
会
。

一
日
五
十
円
の
食
費
の
生
活
、
外
米
、
プ
ラ
ス
人
造

米
中
心
の
エ
ッ
セ
ン
。
今
宵
は
正
に
夢
の
世
界
で
あ

っ
た
。委
員
会
中
心
で
取
仕
切
る
、
寮
生
活
に
暗
雲
が
漂

っ
て
い
た
。
二
十
七
年
の
イ
l
ル
ズ
事
件
で
、
二
十

八
年
の
委
員
会
は
、
旧
来
の
バ
ン
カ
ラ
の
体
質
で
は

平

野

亮

輔

(
昭
和
お
年
入
寮
)

あ
っ
た
が
、
金
銭
に
不
明
朗
な
点
が
あ
っ
た
。
五
月

二
十
一
日
午
後
八
時
よ
り
翌
早
朝
二
時
過
ぎ
ま
で
、

寮
生
大
会
が
聞
か
れ
た
。
私
を
含
む
一
年
目
の
有
志

委
員
十
一
名
が
選
ば
れ
た
。
不
正
を
正
す
目
的
で
あ

る
。
そ
の
大
会
の
席
で
彼
等
は
解
散
し
た
。
私
は
購

買
部
の
仕
入
係
を
拝
命
。
三
十
四
号
室
か
ら
購
買
委

員
室
に
部
屋
替
え
を
し
た
。
入
寮
時
お
世
話
に
な
っ

た
野
中
き
ん
を
追
い
つ
め
た
慨
憾
の
念
は
今
も
尽
き

な
い
。
一
本
一
円
五
十
銭
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
パ
ッ
ト
の

パ
ラ
売
り
。
雪
印
牛
乳
の
仕
入
、
高
級
品
の
黒
糖
カ

リ
ン
糖
の
計
り
売
り
の
入
目
、
等
々
先
輩
に
皆
教
わ

っ
た
。
高
い
倍
率
で
打
ち
勝
っ
た
入
寮
者
の
大
半
は

ゲ
ル
ピ
ン
だ
っ
た
。
玄
関
の
左
側
の
名
札
が
赤
に
裏

返
り
、
舎
監
の
鈴
木
氏
か
ら
現
金
書
留
封
筒
を
受
取

る
。
友
の
笑
顔
は
皆
等
し
く
少
年
の
純
粋
さ
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
議
引
き
で
決
め
る
。

成
田
君
の
大
映
劇
場
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
売
り
は
一

番
金
に
な
っ
た
。
六
月
十
六
日
、
彼
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
と
し
て
出
動
し
た
。
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
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大
会
」
青
木
・
若
山
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
ロ
ー
ズ
等
の
出
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演
。
幕
合
い
に
、
声
を
出
し
て
通
路
を
売
り
歩
く
の

で
あ
る
。
千
百
六
十
円
の
収
入
を
受
取
っ
た
。
帰
り
、

劇
場
脇
の
テ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
唐
で
夕
食
を
摂
っ
た
。

寮
の
エ
ッ
セ
ン
は
短
時
間
で
終
る
け
ど
、
こ
の
日
は

時
間
を
か
け
て
思
い
切
り
ズ
ッ
ペ
も
飲
ん
だ
。
美
味

し
い
庖
の
評
判
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
、
久
し
振
り

に
額
に
汗
を
か
い
た
。
頭
の
隅
に
、
今
時
分
、
私
の

夕
食
の
ド
ッ
ベ
リ
を
誰
か
が
食
べ
て
い
る
様
子
を
想

っ
て
い
た
。

六
月
十
九
日
、
赤
痢
発
生
。
週
二
回
の
風
呂
は
取

り
止
め
に
な
っ
た
。
北
十
八
条
の
町
風
目
を
僅
か
な

寮
生
は
利
用
し
た
。
大
半
は
、
ず
ぼ
ら
し
た
。
十
一

月
全
寮
大
会
で
明
治
神
宮
外
苑
で
の
第
一
回
全
学
連

の
会
合
に
出
席
を
取
り
決
め
た
。
長
時
間
か
か
っ
た

が
阿
部
君
が
参
加
す
る
事
と
し
た
。
湖
る
こ
と
二
ヶ

月
、
九
月
二
十
五
日
、
自
治
庁
の
通
達
。
学
生
の
選

挙
権
の
行
使
問
題
で
、
寮
の
方
針
と
し
て
、
郷
里
の

選
管
の
調
査
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
取
り
決
め

た
。
札
幌
に
居
住
し
て
い
る
限
り
選
挙
権
は
札
幌
で

行
使
す
べ
き
と
の
見
解
で
あ
る
。
私
も
二
回
の
反
対

デ
モ
に
参
加
し
た
。
当
時
口
ず
さ
ん
で
い
た
「
北
帰

行
」
と
ロ
シ
ア
民
謡
「
仕
事
の
う
た
」
の
う
ち
「
死

ん
だ
親
が
後
に
残
す
宝
も
の
は
何
ぞ
:
:
:
」
を
市
中

で
声
を
大
に
し
て
唄
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
、
新
委
員
会
委
員

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
同
室
の
竹
川
君
が
、
ゃ
っ

て
み
る
と
、
立
候
補
の
相
談
を
受
け
た
の
で
、
責
任

者
と
し
て
事
務
方
を
手
伝
っ
た
。
一
票
差
で
敗
北
し

た
。
同
志
の
ス
ケ
ー
ト
部
の
山
田
・
今
村
両
君
が
ア

ル
バ
イ
ト
で
利
尻
島
へ
田
植
に
行
っ
て
了
っ
た
。
こ

の
二
票
を
考
え
る
と
竹
川
君
の
委
員
長
が
実
現
し
て

い
た
か
も
知
れ
な
い
。
私
に
炊
務
委
員
の
話
が
出
た

が
、
竹
川
を
応
援
し
た
手
前
、
固
辞
し
た
。
代
り
に

新
し
く
監
査
委
員
会
の
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
無
給
で

あ
る
。
二
千
五
百
円
月
額
手
当
の
委
員
に
は
魅
力
は

あ
っ
た
が
、
竹
川
の
た
め
「
よ
し
」
と
し
た
。
大
き

な
問
題
が
発
生
し
た
。
郵
便
預
金
無
断
引
き
お
ろ
し

事
件
。
柔
道
部
の
竹
田
君
か
ら
届
け
出
が
あ
っ
た
。

最
寄
り
の
郵
便
局
に
出
向
き
調
査
し
た
。
委
員
長
の

私
の
名
刺
は
効
果
が
あ
っ
た
。
協
力
し
て
呉
れ
た
。

不
届
き
者
の
自
筆
入
り
の
用
紙
を
見
せ
て
呉
れ
た
。

数
字
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
教
養
部
に
は
数
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
を
借
用
し
て
調
べ
る

事
は
出
来
る
。
寮
生
以
外
の
出
入
り
の
多
い
部
屋
で

あ
る
。
も
し
筆
跡
が
似
て
い
て
も
、
最
後
は
警
察
に

持
ち
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
あ
る
寮
の
名
誉
の

た
め
に
、
竹
田
君
に
頭
を
下
げ
た
。
ポ
ツ
ン
と
彼
は

私
の
眼
を
見
て
言
っ
た
。
「
今
度
は
置
き
場
を
工
夫

し
ま
す
」
彼
の
一
寸
し
た
動
き
に
私
は
初
め
て
体
の

不
都
合
の
部
分
を
知
っ
た
。
申
し
わ
け
な
い
気
持
で

部
屋
を
出
た
。
体
格
の
勝
れ
た
柔
道
少
年
は
、
彼
に

と
っ
て
一
種
の
憧
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
卒
業
後

の
消
息
は
名
簿
に
は
記
載
さ
れ
て
な
い
。
二
十
八
年

入
寮
生
の
中
で
彼
が
一
番
苦
い
想
い
出
を
持
ち
続
け

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ゲ
ル
ピ
ン
に
と
っ
て
寮
の
飯
の
量
は
全
員
気
に
か

け
て
い
る
。
炊
務
長
の
盛
り
つ
け
は
抜
群
に
う
ま
か

っ
た
。
一
回
目
は
ド
ン
ブ
リ
の
七

1
八
分
目
、
微
調

整
は
二
回
目
に
あ
る
。
皆
一
様
に
同
量
に
見
え
た
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
の
早
さ
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
そ
の
部

下
に
若
い
二
人
の
女
性
が
い
た
。
四
歳
の
女
児
と
二

人
生
活
し
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
は
左
眼
が
い
つ
も
充

血
し
て
い
た
が
、
可
愛
い
か
っ
た
。
パ
チ
ン
コ
の
景

品
の
駄
菓
子
を
、
偶
に
お
嬢
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
私
の
知
ら
ぬ
聞
に
敷
布
の
洗
濯
を
し
て
頂
い
た
。

部
屋
に
誰
も
居
な
い
頃
を
を
見
計
っ
て
届
け
に
来
て

下
さ
っ
た
。
「
有
難
う
」
「
い
つ
も
娘
が
お
世
話
に
な
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り
ま
し
て
」
短
い
会
話
の
中
で
真
白
に
な
っ
た
品
物

を
差
し
の
べ
た
彼
女
の
両
手
が
、
年
の
わ
り
に
酷
く

荒
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
食
器
洗
い
は
大
変
な

作
業
な
ん
だ
、
母
子
家
庭
の
生
活
の
苦
し
み
を
垣
間

見
た
気
が
し
て
私
は
眼
を
外
し
た
。
そ
の
彼
女
が
後

日
「
今
晩
九
時
、
官
舎
の
前
の
白
樺
の
木
の
元
に
来

て
下
さ
い
」
と
食
堂
で
暗
か
れ
た
。
定
刻
よ
り
彼
女

は
早
く
来
て
い
て
、
私
の
名
前
を
フ
ル
ネ
l
ム
で
呼

自
衛
隊
の
人
と
結
婚
し
ま
す
。
」

ん
だ
。
「

更
に
言
葉
を
進
め
た
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
|
|

娘
は
寝
か
せ
て
来
ま
し
た
|
|
」
。
最
後
の
言
葉
を



私
は
頓
馬
だ
っ
た
。
「
そ
り
ゃ
早
く
婦
ら
な
く
ち
あ
」

彼
女
の
言
葉
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
た
の
は
随
分

後
に
な
っ
て
か
ら
で
「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
と
は
言
わ
ず

「
行
き
ま
す
」
の
言
葉
を
残
し
て
彼
女
は
そ
の
場
を

立
ち
去
っ
た
。
そ
の
時
分
購
買
部
に
若
い
女
性
が
夕

方
か
ら
勤
務
し
て
い
た
。
定
山
渓
方
面
の
出
身
で
、

身
振
い
す
る
ほ
ど
の
美
人
で
、
い
つ
も
口
元
が
潤
ん

で
い
た
。
一
人
の
寮
生
が
毎
晩
北
十
八
条
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
見
送
っ
て
い
た
。
多
分
結
婚
の
道
を
進

ん
だ
と
お
も
う
。
九
月
に
な
っ
て
竹
川
君
が
寮
祭
を

行
う
と
切
り
出
し
て
来
た
。
時
聞
が
迫
っ
て
い
る
、

二
十
三
・
二
十
四
日
。
私
は
広
告
取
り
に
走
っ
た
。

行
き
つ
け
の
早
大
卒
の
パ
チ
ン
コ
庖
主
、
三
越
、
五

番
館
、
エ
ル
ム
館
、
オ
ヤ
キ
屋
、
レ
コ
ー
ド
底
等
。

竹
川
君
は
寮
祭
の
流
れ
の
原
稿
を
書
い
た
。
「
ど
う

し
て
も
最
後
の
一
段
が
空
白
に
な
る
」
「
よ
し
、
じ

ゃ
即
席
の
一
篇
の
詩
を
書
こ
う
」
後
日
作
者
探
し
で

チ
ョ
ッ
ピ
リ
有
名
に
な
っ
た
「
怠
慢
児
朝
の
五
分

が
命
な
り
」
で
あ
る
。
プ
ッ
ツ
ケ
印
刷
だ
か
ら

「
児
」
が
「
奴
」
に
な
っ
て
了
っ
た
。
寮
祭
は
一
同

の
協
力
で
成
功
し
た
。
私
は
レ
コ
ー
ド
庖
で
広
告
費

の
代
替
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
レ
コ
ー
ド
十
枚
借
用
し
、

会
議
室
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
た
。
二
人
の
メ
ッ
チ

エ
ン
が
私
の
司
会
ぶ
り
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
よ
う

で
、
舎
監
の
鈴
木
氏
に
願
い
出
て
帰
省
先
の
住
所
を

聞
い
、
結
婚
の
申
し
出
が
届
い
た
。
一
人
は
札
幌
を

離
れ
る
目
、
部
屋
の
竹
川
・
仁
木
・
奥
村
三
君
と
は

別
に
、
ホ
ー
ム
で
の
別
れ
で
は
な
く
、
次
の
停
車
駅

桑
固
ま
で
乗
車
し
、
そ
こ
で
握
手
し
た
。
「
北
海
道

に
就
職
し
て
」
彼
女
は
私
の
眼
を
覗
く
様
に
し
て
、

キ
ツ
パ
リ
言
っ
た
。
聡
明
な
二
人
だ
か
ら
同
窓
生
の

フ
ラ
ウ
に
な
っ
て
い
る
や
も
知
れ
な
い
か
ら
、
九
月

二
十
三
日
生
れ
が
一
人
。
三
越
勤
務
が
、
あ
と
の
一

人
と
だ
け
記
し
て
置
く
。
立
ち
止
ま
っ
た
想
い
出
の

中
で
一
番
光
っ
て
い
る
人
で
あ
る
。

九
月
二
十
六
日
、
青
函
連
絡
船
上
り
第
四
便
洞
爺

丸
(
四
三
三
七

J
)
は
定
刻
よ
り
遅
れ
午
後
六
時

四
十
五
分
、
台
風
十
五
号
の
下
、
函
館
浅
橋
を
出
港
、

船
客
千
百
四
十
二
名
、
乗
組
員
百
十
一
名
を
乗
せ
五

十
五
灯
の
突
風
の
も
と
、
青
森
に
向
っ
た
。
実
は

乗
客
の
中
に
、
重
大
な
会
議
に
出
席
す
る
た
め
東
京

本
社
に
向
う
札
幌
鉄
道
管
理
局
の
ト
ッ
プ
級
が
数
名

い
た
。
青
森
駅
で
は
接
続
の
列
車
を
待
た
し
て
い
た
。

北
海
タ
イ
ム
ス
か
道
新
か
定
か
で
な
い
が
、
私
は
そ

の
記
事
が
正
確
に
記
憶
に
あ
る
。
今
出
港
し
な
い
と

会
議
に
間
に
合
わ
な
い
と
船
長
は
承
知
し
て
い
た
。

迷
い
迷
つ
て
の
決
断
が
午
後
六
時
四
十
五
分
。
生
存

者
乗
客
百
五
十
三
名
、
乗
組
員
八
十
二
名
の
大
惨
事

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
、
昭
和
三
十
九
年
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
立
っ
て
、
夢
の
超
特
急
が
東

京
|
|
新
大
阪
聞
に
開
通
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

船
長
未
亡
人
は
、
ど
う
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
日

本
人
で
一
番
悲
し
い
日
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
恵

迫
寮
の
想
い
出
は
い
つ
ま
で
も
若
く
、
い
つ
で
も
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
本
年
の
一
月
中
旬
、
一
通

の
書
状
を
受
取
り
ま
し
た
。

「
夫
竹
川
忠
男
、
昨
年
六
月
三
十
日
、
心
筋
梗
塞
、

七
十
一
歳
永
眠
竹
川
紘
」
九
年
前
、
入
寮
四
十
五

年
大
会
の
九
月
十
九
日
、
支
第
湖
畔
レ
l
ク
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
で
歓
談
し
た
の
が
卒
業
後
最
初
で
最
後
の
出

逢
い
に
な
っ
た
。

「
年
賀
状
遅
れ
届
き
し
喪
主
の
文
」

「
延
齢
草
恵
迫
寮
の
史
に
咲
く
」

「
あ
こ
が
れ
し
寮
歌

五
月
の
天
を
突
く
」

で議 | 
すは追|
。新記秋
幹来
糠昭|
ひ和|
か二
り十
、九
こ年
だ九
ま月
の二
打十
合七
せ目
だの
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「
大
学
よ
り
も
恵
迫
寮
に
育
て
ら
れ
た
」
と
言
う

人
は
、
恵
迫
O
B
の
大
多
数
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
が
、

「
恵
迫
寮
を
買
っ
た
」
と
言
え
る
の
は
、
恐
ら
く
私

ひ
と
り
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
を
自
慢
話
と
し
て
詳
細

青毒血幽国圏

を
述
べ
て
も
、
今
な
ら
時
効
と
思
う
の
で
報
告
し
た

、。
-
V
 

昭
和
五
十
六
年
の
晩
秋
の
こ
と
だ
。
教
養
部
生
の

恵
迫
寮
と
学
部
生
・
大
学
院
生
用
の
月
寒
・
進
修
・

桑
園
・
北
学
・
撒
影
・
有
島
各
寮
を
昭
和
五
十
八
年

春
に
閉
鎖
し
て
、
七
学
寮
を
統
合
し
た
「
新
々
寮

(
学
寮
管
理
基
準
の
レ
ベ
ル
こ
に
な
る
こ
と
が
表
面

化
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
七
年
度
は
、
昭
和
二
十

三
1
二
十
四
年
入
寮
の
予
科
最
終
年
次
ク
ラ
ス
が
恵

迫
寮
に
仮
宿
し
て
お
別
れ
会
を
催
し
た
し
、
二
十
五

1
二
十
八
年
入
寮
生
は
テ
レ
ビ
取
材
を
も
呼
び
か
け

て
恵
迫
寮
食
堂
で
派
手
な
お
別
れ
会
を
行
っ
た
。

一
方
、
我
々
二
十
九
j
三
十
二
年
入
寮
生
は
、
健

気
に
も
、
①
恵
適
寮
名
の
継
承
②
恵
迫
寮
歌
の
継
続

制
定
③
旧
恵
迫
寮
舎
の
移
設
・
永
久
保
存
|
の
三
項

目
を
掲
げ
て
「
恵
迫
寮
よ
永
遠
な
れ
」
と
の
運
動
を

開
始
し
、
当
時
の
有
江
学
長
に
要
請
文
を
出
し
て
意

見
を
公
表
す
る
と
共
に
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十

一
日
に
恵
迫
寮
食
堂
で
決
起
大
会
を
兼
ね
た
大
パ
ー

テ
ィ
ー
を
聞
い
た
。

こ
れ
に
は
多
く
の
同
期
生
も
参
加
し
て
、
瀬
戸
山

君
の
世
話
で
入
手
困
難
に
な
っ
て
い
た
鯨
肉
を
堪
能

し
な
が
ら
結
束
を
誓
い
合
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
三
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
「
恵
迫
寮
同

窓
会
」
の
設
立
に
結
集
さ
れ
、
私
は
設
立
総
会
の
議

長
と
な
っ
て
「
新
寮
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
個
室

制
で
は
心
の
故
郷
に
相
応
し
く
な
い
か
ら
恵
迫
寮
の

名
前
を
継
承
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
反
対
意

見
を
押
し
切
っ
て
、
同
窓
会
結
成
と
我
々
の
提
案
す

る
綱
領
を
議
決
し
た
。
こ
の
発
足
に
は
、
工
学
部
精

密
工
学
科
の
星
光
一
初
代
会
長
の
貢
献
が
大
き
か
っ

た。
当
時
の
北
大
に
は
、
二
人
の
学
部
長
を
始
め
多
数

の
恵
迫
寮
O
B
が
勤
務
し
て
い
た
が
、
現
寮
生
が

「
自
治
の
核
心
は
自
主
独
立
の
入
寮
選
考
に
あ
る
」

と
主
張
し
て
強
力
な
間
寮
反
対
闘
争
を
行
っ
て
い
た

高

井

--=-刀~

宏

(
昭
和
泊
年
入
寮
)

た
め
、
表
立
っ
て
恵
迫
寮
O
B
を
名
乗
る
人
は
居
な

か
っ
た
。
し
か
し
私
は
、
前
述
の
閉
寮
記
念
集
会
以

降
、
同
窓
会
の
綱
領
を
訴
え
て
大
学
と
の
交
渉
を
担

っ
た
た
め
、
一
方
で
恵
迫
寮
O
B
を
公
一
一
一
一
口
し
て
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
の
仕
事
は
、
昭
和
五
十
八
年
春
の
寮
生
に
よ

る
寮
名
投
票
で
あ
っ
た
が
、
横
綱
大
鵬
に
ち
な
ん
だ

友
鵬
寮
な
ど
が
有
力
候
補
と
な
っ
て
競
っ
た
た
め
、

恵
迫
寮
が
優
位
に
な
る
ま
で
開
票
を
遅
ら
せ
る
“
違

法
行
為
"
を
指
示
し
て
「
新
寮
も
恵
迫
寮
と
呼
称
す

る
」
の
が
寮
生
の
総
意
で
あ
る
と
い
う
意
思
を
明
確

に
さ
せ
た
。
し
か
し
大
学
・
学
生
部
は
、
寮
生
の
自
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主
入
選
闘
争
に
入
寮
停
止
で
応
え
て
争
っ
て
お
り
、

恵
迫
寮
と
す
れ
ば
騒
動
の
巣
窟
を
強
化
す
る
の
み
と

判
断
し
て
認
め
な
か
っ
た
。

そ
の
少
し
前
に
は
、
新
寮
の
看
板
処
理
が
あ
っ
た
。

大
学
の
言
う
新
々
寮
へ
の
移
転
は
、
旧
寮
舎
が
あ
ま

り
に
も
老
朽
化
し
て
い
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ

が
、
有
江
学
長
が
書
い
た
「
札
幌
地
区
男
子
寮
」
と

い
う
横
一
・
五
灯
程
の
大
看
板
は
、
寮
入
口
の
門
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塀
に
装
着
し
た
晩
に
寮
生
の
手
で
取
り
外
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
翌
日
、
私
は
、
闘
争
中
の
寮
生
に
近
い
者

と
し
て
学
生
部
に
呼
び
出
さ
れ
、
仲
介
を
依
頼
さ
れ

た
が
、
恵
迫
で
な
い
と
受
け
入
れ
ぬ
と
主
張
す
る
と
、

何
と
「
業
者
の
看
板
取
付
け
が
ま
ず
く
て
落
下
し
た
。

撤
収
後
も
掲
げ
な
い
」
と
言
う
闘
争
グ
ル
ー
プ
も
満

足
す
る
妥
協
が
成
立
し
、
即
日
、
寮
生
に
落
下
し
た

よ
う
に
見
せ
掛
け
て
置
か
せ
た
。
こ
の
結
末
は
、
昭

和
六
十
三
年
九
月
に
本
同
窓
会
が
「
恵
迫
寮
」
と
書

い
た
看
板
を
作
り
、
我
々
の
手
で
玄
関
に
揚
げ
た
こ

と
、
そ
れ
以
後
、
大
学
も
恵
迫
寮
と
呼
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
終
結
し
た
。

寮
歌
の
継
続
制
定
は
、
闘
争
グ
ル
ー
プ
も
大
賛
成

で
継
承
さ
れ
た
か
ら
、
恵
迫
寮
同
窓
会
が
ぶ
ち
あ
げ

た
三
つ
の
綱
領
の
内
で
①
富
山
迫
寮
名
の
継
承
と
②
恵

迫
寮
歌
の
継
続
制
定
は
何
と
か
整
っ
た
が
、
③
旧
恵

迫
寮
舎
の
移
設
・
永
久
保
存
に
は
離
闘
が
あ
っ
た
。

旧
恵
迫
寮
舎
は
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
建
て
替
え
を

文
部
省
に
申
請
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
恵
迫
寮
舎

が
で
き
れ
ば
解
体
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
実
際
、

昭
和
五
十
八
年
七
月
の
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の

日
、
闘
争
派
が
気
付
か
な
い
よ
う
に
早
朝
か
ら
解
体

工
事
が
始
ま
り
、
ほ
ほ
一
日
で
全
面
解
体
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

一
方
、
わ
が
同
窓
会
の
要
望
は
、
こ
の
旧
寮
舎
を

「
北
海
道
開
拓
の
村
」
に
移
転
し
て
永
久
保
存
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
開
拓
の
村
で
は
、
そ
れ
ま
で
北

大
施
設
か
ら
古
川
講
堂
(
我
々
の
時
代
の
教
養
本
部
)

を
希
望
し
て
い
た
が
、
同
窓
会
が
「
こ
こ
は
北
大
の

記
念
建
物
と
し
て
永
久
保
存
を
決
め
て
い
て
無
理
で

あ
る
。
こ
れ
が
駄
目
だ
と
北
海
道
開
拓
の
記
念
施
設

に
北
大
ゆ
か
り
の
建
物
が
な
く
な
っ
て
困
る
か
ら
、

旧
恵
迫
寮
舎
に
置
き
換
え
て
欲
し
い
」
と
陳
情
し
て

了
解
を
得
て
い
た
か
ら
、
受
け
入
れ
先
の
問
題
は
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
学
生
部
に
譲
り
受
け
に
行
く
と
、
「
用
途

廃
止
に
よ
っ
て
管
財
課
の
管
理
」
に
移
っ
て
い
た
た

め
、
見
知
ら
ぬ
担
当
者
に
恵
迫
寮
同
窓
会
の
趣
旨
・

運
動
綱
領
か
ら
開
拓
の
村
の
意
義
等
ま
で
説
明
し
、

「
ぜ
ひ
と
も
恵
適
寮
舎
を
わ
け
で
欲
し
い
」
と
熱
弁

を
ふ
る
っ
た
。
し
か
し
、
同
課
で
は
、
「
文
部
省
が

眼
の
敵
に
す
る
全
国
一
の
自
治
・
恵
迫
寮
の
意
向
に

は
添
え
な
い
」
と
す
る
役
人
ば
か
り
で
理
解
し
て
く

れ
な
い
た
め
、
個
人
的
に
学
長
直
訴
を
す
る
な
ど
で

周
辺
を
埋
め
て
や
っ
と
交
渉
に
着
か
せ
た
。

そ
こ
ま
で
進
め
て
も
、
課
員
た
ち
は
「
老
朽
化
し

た
無
価
値
の
建
物
に
価
値
が
あ
る
と
認
め
れ
ば
会
計

検
査
院
に
矛
盾
を
指
摘
さ
れ
る
」
、
「
恵
迫
寮
同
窓
会

と
言
っ
て
も
個
人
や
任
意
団
体
に
渡
し
て
利
益
を
出

さ
れ
る
と
困
る
」
な
ど
と
言
い
募
り
、
学
長
室
か
ら

指
示
が
あ
っ
た
か
ら
話
は
聞
く
が
、
い
ず
れ
破
談
と

す
る
よ
う
な
聴
取
態
度
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
寮
舎
の

解
体
工
事
は
、
大
学
が
解
体
・
撤
去
・
整
地
の
費
用

を
工
事
業
者
に
支
払
う
の
だ
か
ら
、
開
拓
の
村
へ
の

移
設
分
を
残
せ
ば
経
費
が
減
っ
て
利
点
が
あ
る
は
ず

な
の
に
、
「
価
値
が
あ
る
と
言
う
な
ら
、
幾
ら
で
評

価
し
て
購
入
す
る
か
」
な
ど
と
難
問
を
押
し
付
け
て

き
て
、
当
方
は
恵
迫
寮
に
反
感
を
持
つ
役
人
相
手
に

恵
迫
寮
の
意
義
を
説
く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
切
に
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

あ
れ
こ
れ
歩
き
回
っ
て
、
「
交
渉
人
は
高
井
で
あ

る
が
、
同
窓
会
を
代
表
し
て
い
る
」
、
「
開
拓
の
村
は

寄
贈
建
物
の
み
を
収
集
す
る
か
ら
、
同
窓
会
は
利
益

を
得
な
い
」
こ
と
な
ど
を
文
書
に
し
て
持
ち
込
み
交

渉
を
再
開
す
る
と
、
寮
舎
解
体
の
入
札
期
限
が
迫
っ

た
(
後
に
気
付
い
た
)
た
め
、
必
要
面
積
と
残
す
位

置
等
の
具
体
案
交
渉
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
月

末
日
に
は
、
恵
迫
寮
玄
関
部
分
、
南
寮
と
北
寮
の
西

端
二
室
と
階
段
を
挟
ん
だ
特
別
室
(
実
際
に
は
南
寮

階
段
が
火
災
で
損
傷
し
て
い
る
た
め
、
装
飾
が
組
雑

な
も
の
の
新
寮
東
端
の
階
段
を
採
用
)
を
合
わ
せ
て

八
O
O
平
方
灯
を
移
転
さ
せ
る
と
の
結
論
に
達
し
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た
。
な
お
、
建
物
の
西
端
・
東
端
と
玄
関
部
分
を
組

み
合
わ
せ
た
の
は
、
理
学
部
前
に
あ
っ
た
初
代
恵
迫

寮
舎
が
西
向
き
で
、
居
室
を
南
に
廊
下
を
北
に
配
置

す
る
た
め
で
あ
り
、
玄
関
部
分
は
再
建
時
に
南
北
・

左
右
逆
転
し
て
組
み
上
げ
た
た
め
だ
。

最
終
課
題
と
な
っ
た
価
値
交
渉
は
、
同
窓
会
に
金
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が
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
「
開
拓
の
村
が
無
料
の

寄
贈
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
無
料
で
」
と
す
る
高

井
と
「
廃
棄
す
る
建
物
に
意
義
を
主
張
す
る
か
ら
に

は
有
料
で
」
と
す
る
管
財
課
が
対
立
し
た
が
、
至
近

の
事
例
と
し
て
網
走
監
獄
の
教
議
室
を
博
物
館
に
売

り
渡
し
た
額
が
一
平
方
灯
当
た
り
十
円
と
分
か
り
、

「八

0
0
0
円
で
済
む
な
ら
個
人
で
払
う
」
と
私
が

八
O
O
O
円
を
手
渡
し
て
妥
結
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が

翌
日
呼
び
出
さ
れ
、
「
支
払
い
は
国
の
告
知
書
に
よ

っ
て
窓
口
払
い
と
し
、
同
時
に
私
物
化
し
な
い
こ
と

を
裏
付
け
る
開
拓
の
村
の
受
取
書
を
提
出
せ
よ
」
と

「
全
学
連
」
。
こ
の
言
葉
は
懐
か
し
い
言
葉
で
す
。

藤
岡
は
こ
の
運
動
で
北
海
道
か
ら
東
京
の
代
々
木
に

来
て
、
帰
り
に
は
い
つ
も
上
野
駅
か
ら
私
の
住
ん
で

い
る
寮
に
電
話
を
掛
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
京
都
の

山
奥
育
ち
で
、
私
の
家
の
隣
村
に
藤
岡
の
家
が
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
家
は
家
同
士
の
交
流
が
あ
り
、

高
校
も
同
じ
で
し
た
の
で
、
私
達
二
人
は
よ
く
知
っ

て
い
る
間
柄
で
し
た
。

上
野
の
不
忍
池
か
ら
本
郷
三
丁
目
の
方
向
に
上
が

言
わ
れ
た
、
恵
迫
寮
舎
八

O
O
平
方
灯
の
“
個
人

所
有
"
は
わ
ず
か
数
日
で
霧
消
し
た
。

そ
の
後
、
開
拓
の
村
は
、
寮
舎
の
板
と
柱
に
番
号

を
付
け
て
解
体
し
て
現
在
地
に
移
築
、
昭
和
六
十
年

に
落
成
し
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
こ
の
寮
舎
の
移
転

に
約
三
億
円
を
費
や
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「
同
窓
会
の
功
績
」
と
認
め
て
知
事
表
彰
を
行
っ
て

く
れ
た
。
こ
う
し
て
、
我
々
の
魂
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
寮
舎

は
一
部
に
せ
よ
保
存
で
き
た
。
私
が
取
り
組
ん
だ
交

一
般
企
業
で
数
多
く
の
修
羅
場
を
潜
っ
て
き

渉
は
、

藤

岡

真
知
子

っ
た
と
こ
ろ
に
私
の
寮
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私
は

藤
岡
か
ら
電
話
が
来
る
と
、
よ
く
上
野
ま
で
出
て
行

年
ロ
宇
品
、
し
れ
~
。

そ
の
頃
は
、
今
か
ら
四
十
五
年
ほ
ど
前
の
昭
和
三

十
三
、
三
十
四
年
ご
ろ
で
、
日
本
人
は
大
き
な
男
性

で
も
身
長
は
一
七

0
4
J
く
ら
い
の
時
代
で
し
た
が
、

藤
岡
の
身
長
は
一
八
五
山
門
も
あ
り
ま
し
た
。

「
僕
は
栄
養
失
調
だ
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
に
細
く

て
身
長
だ
け
が
伸
び
た
の
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

た
仲
間
の
活
動
に
比
べ
れ
ば
些
細
な
こ
と
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
丸
井
デ
パ
ー
ト
が
創
業
時
の
暖
簾

掛
け
庖
舗
を
復
元
寄
贈
す
る
と
申
し
出
て
も
「
移
転

で
な
い
」
と
し
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
こ

ち
ら
は
粘
り
強
く
活
動
し
て
北
大
ゆ
か
り
の
建
築
物

を
「
北
海
道
開
拓
の
村
」
に
残
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
れ
に
よ
り
来
年
の
恵
迫
寮
(
命
名
)
百
周
年
記
念

事
業
の
証
拠
物
件
が
現
存
で
き
た
こ
と
な
ど
、
今
も

満
足
感
に
浸
っ
て
ニ
ン
マ
リ
と
し
て
い
る
次
第
だ
。

(
1
9
5
6
1
2
0
0
6年
入
寮
印
年
記
念
誌
よ
り
)
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(
昭
和
泊
年
入
寮
の
故
・
藤
岡
諭
君
夫
人
)

体
重
は
四
十
八
キ
ロ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
頃
の
日
本
に
は
一
八
五
ぜ
の
体
に
合
う
既

製
の
洋
服
は
な
く
、
彼
は
い
つ
会
っ
て
も
袖
や
丈
の

短
い
薄
汚
れ
た
茶
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
は
何
と
か
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
彼
が
は
い
て
い
る
ズ
ボ
ン
は
、
す
そ
が
十

Y
く

ら
い
短
く
て
、
毛
の
生
え
て
い
る
細
い
足
首
が
い
つ

も
見
え
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
こ
の
足
だ
け
は
、

な
る
べ
く
見
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ



青春血幽凶園

ろ
東
京
の
学
生
で
こ
の
よ
う
な
服
装
を
し
て
平
気
で

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
私
は
北
大
の
人

は
み
ん
な
こ
の
よ
う
な
人
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
私
が
藤
岡
に
会
い
に
行
く
と
き
、

「
北
海
道
の
熊
さ
ん
が
来
た
の
。
一
緒
に
行
く
?
」

と
言
っ
て
寮
の
友
達
を
誘
い
ま
し
た
。
友
達
も
彼
の

変
な
服
装
を
北
大
の
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
面
白
が

り
、
よ
く
一
緒
に
つ
い
て
来
ま
し
た
。

藤
岡
は
自
分
で
自
分
の
姿
が
見
え
な
い
か
ら
、
そ

ん
な
自
分
の
服
装
の
こ
と
な
ど
気
が
つ
い
て
い
な
い

よ
う
で
、
い
つ
会
つ
で
も
明
る
く
自
信
満
々
で
、
日

本
の
国
を
自
分
た
ち
で
背
負
っ
て
い
る
よ
う
な
話
し

ぶ
り
で
し
た
。
私
達
は
そ
ん
な
彼
が
面
白
く
て
、
よ

く
上
野
駅
に
行
き
、
夜
行
の
鈍
行
列
車
が
出
る
ま
で

上
野
公
園
や
動
物
園
で
遊
び
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ

の
間
に
か
私
は
、
藤
岡
と
結
婚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
婚
の
頃
の
私
た
ち
の
会
話
は
、
彼
の
学
生
生
活

の
話
ば
か
り
で
し
た
。

「
あ
の
こ
ろ
お
金
が
な
く
っ
て
ね
。
ア
ル
バ
イ
ト

ば
か
り
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
み
た
い
時

は
ど
う
し
た
の
か
教
え
よ
う
か
」

こ
の
話
を
聞
い
た
時
私
は
、
あ
き
れ
て
口
が
利
け
ま

せ
ん
で
し
た
。

芝
生
に
寝
転
ん
で
い
る
と
必
ず
知
っ
て
い
る
友
達

が
通
る
の
で
、
そ
の
友
達
に
「
十
円
く
れ
な
い
か
」

と
頼
む
の
だ
そ
う
で
す
。
友
達
は
十
円
な
ら
気
軽
に

く
れ
る
の
で
、
通
る
人
五
、
六
人
か
ら
貰
え
れ
ば
、

コ
ー
ヒ
ー
が
飲
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。
喫
茶
庖
で
は
、

ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
の
女
の
子
が
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
集

め
て
お
い
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
ツ
が
汚
れ
る
と
前
後
を
反
対
に
し
て
、
ま

た
汚
れ
る
と
裏
返
し
に
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
前
後
逆

に
し
て
、
ど
う
し
て
も
汚
く
な
っ
た
ら
、

い
つ
も
何

枚
か
パ
ン
ツ
も
っ
て
い
る
奴
の
と
こ
ろ
に
行
く
ん

だ
。
そ
こ
で
き
れ
い
な
パ
ン
ツ
を
は
い
て
く
る
ん
だ
」

「
北
海
道
は
み
ん
な
い
い
奴
ば
か
り
だ
ろ
う
」

と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
北
海
道

の
自
慢
話
を
お
酒
の
肴
に
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
で

す
か
ら
、
ピ

1
ル
は
必
ず
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
で
し
た
。

結
婚
し
た
こ
ろ
藤
岡
の
友
達
が
よ
く
遊
び
に
来
ま

し
た
。
そ
の
頃
の
彼
の
自
慢
は
、
恵
迫
寮
時
代
の
友

達
で
し
た
。
「
僕
の
財
産
は
友
達
だ
。
僕
の
自
慢
は

友
達
な
ん
だ
」
と
い
っ
て
、
い
つ
も
私
に
自
分
の
友

達
の
こ
と
を
大
威
張
り
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

し
ろ
い

ろ
な
方
が
よ
く
遊
び
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の

私
た
ち
の
家
は
六
畳
と
四
畳
半
の
小
さ
な
家
で
し
た

が
、
泊
ま
っ
て
い
く
方
も
あ
り
、
一
度
に
七
人
も
泊

ま
っ
た
時
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

私
が
一
番
は
じ
め
に
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
酔
っ

払
っ
た
勢
い
で
、
み
ん
な
が
寮
歌
を
、

「
み
ー
ー
ー
や
|
|
こ
|
|
ぞ
:
・
・
・
・
」

一
言
一
言
を
息
の
続
く
限
り
思
い
つ
き
り
引

っ
張
っ
て
大
声
で
歌
っ
た
と
き
で
し
た
。
そ
れ
を
さ

と
も
楽
し
そ
う
に
面
白
そ
う
に
歌
わ
れ
る
の
で
す
。
私

は
唖
然
と
し
て
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
家
で
、
お
酒
が
入
っ
た
と
き
の
皆
さ
ん
の
話

題
は
、
も
っ
ぱ
ら
北
大
時
代
の
恵
迫
寮
の
こ
と
で
し

た
。
朝
起
き
る
と
部
屋
の
タ
オ
ル
が
凍
っ
て
い
た
と

聞
い
た
と
き
、
私
は
び
っ
く
り
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
藤
岡
は
、
布
団
を
か
ぶ
っ
て
寝
る
習
慣
は
こ
の

と
き
つ
い
た
の
だ
と
威
張
っ
て
い
ま
し
た
。

鯨
の
ベ
ー
コ
ン
は
安
く
て
一
番
お
い
し
か
っ
た
と

か
、
私
の
寮
で
は
食
事
が
出
る
の
は
当
然
で
し
た
が
、

北
大
の
恵
迫
寮
は
食
券
制
で
、
寮
の
食
事
の
仕
入
れ

を
自
分
た
ち
学
生
が
し
て
い
て
、
そ
の
仕
事
を
引
き

受
け
る
と
食
券
が
た
だ
で
も
ら
え
る
の
で
、
み
ん
な
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ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
、
私
は
な
ん
て
変
な

寮
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
食
券
が
買
え
な
い
時
は
、

お
腹
が
す
い
て
困
っ
た
と
い
う
話
は
、
私
に
は
考
え

ら
れ
な
い
話
で
し
た
。

み
ん
な
が
お
腹
が
す
い
て
困
っ
て
い
る
と
き
、
獣

医
科
の
友
達
が
死
ん
だ
象
の
肉
を
も
っ
て
き
て
く
れ

て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
食
べ
た
と
い
う
話
で
盛
り
上

が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
象
の
肉
の
料
理
の
仕

方
や
、
象
の
肉
の
言
い
表
し
よ
う
の
な
い
ま
ず
か
っ

た
味
の
思
い
出
話
を
、
み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら
し
て

い
る
の
を
聞
い
て
、
私
は
気
持
ち
悪
く
な
り
ま
し
た
。



こ
の
象
の
肉
の
こ
と
は
何
度
も
話
題
に
な
り
、
そ
れ

を
聞
く
た
び
に
、
私
は
い
つ
も
気
持
ち
悪
く
な
っ
た

も
の
で
す
。

あ
れ
は
寒
い
夜
の
こ
と
で
し
た
。
話
し
声
が
だ
ん

だ
ん
大
き
く
な
り
大
激
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
か
ら
先
は
、
外
に
出
ょ
う
」

と
い
っ
て
み
ん
な
が
立
ち
上
が
り
、
外
で
殴
り
合

い
の
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と

き
ば
か
り
は
、
私
は
心
臓
が
飛
び
出
し
そ
う
に
ど
き

ど
き
し
、
う
ろ
た
え
ま
し
た
。
で
も
さ
す
が
に
誰
か

が
お
さ
め
て
事
な
き
を
得
ま
し
た
が
、
後
で
話
の
内

容
を
藤
岡
か
ら
聞
い
た
と
き
、
私
は
可
笑
し
く
て
可

笑
し
く
て
、
笑
い
転
げ
ま
し
た
。
そ
の
激
論
の
内
容

が
、
「
た
こ
の
足
は
な
ぜ
八
本
か
」
だ
っ
た
の
で
す
。

今
は
七
十
代
の
皆
様
も
あ
の
頃
は
み
ん
な
、
若
い

二
十
代
の
面
白
い
青
年
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち

一
人
、
一
人
結
婚
し
て
家
庭
を
も
た
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
に
家
庭
が
出
来
て
か
ら
は
、
奥
様
や
子
供
さ
ん

と
一
緒
に
行
っ
た
り
来
た
り
、
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
や

旅
行
し
た
り
、
自
然
に
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
私
た
ち
家

族
は
、
お
嬢
さ
ん
同
士
、
子
供
同
士
仲
良
く
な
っ
て
、

子
供
た
ち
は
み
ん
な
親
戚
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

藤
岡
は
友
達
に
会
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
つ
も
、

「
僕
は
友
達
に
会
う
と
、
な
ん
だ
か
強
い
干
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
う
。
す
ご
い
刺
激
を
受
け
る
ん
だ
よ
」

と
い
っ
て
、
友
達
に
会
う
の
を
何
よ
り
の
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

あ
の
日
は
、
藤
岡
が
あ
と
三
日
で
五
十
歳
に
な
る

十
二
月
の
二
十
三
日
で
し
た
。
大
寒
波
が
来
て
い
た

と
て
も
寒
い
日
で
し
た
。
彼
は
突
然
、
ク
モ
膜
下
出

血
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の
夏
に
は

御
巣
鷹
山
で
飛
行
機
が
墜
落
し
て
、
犠
牲
者
の
遺
族

の
方
々
の
悲
し
み
嘆
く
そ
の
気
の
毒
な
姿
に
、
藤
岡

と
私
が
一
緒
に
涙
し
た
そ
の
年
の
十
二
月
で
し
た
。

知
ら
せ
を
聞
い
た
多
く
の
お
友
達
が
駆
け
つ
け
て

来
て
、
何
か
ら
何
ま
で
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
葬
式
の
最
後
に
藤
岡
の
友
達
が
み
ん
な
一
緒
に
祭

壇
の
藤
岡
の
写
真
に
向
い
、
涙
を
流
し
な
が
ら
大
き

な
声
で
恵
迫
寮
の
寮
歌
を
歌
っ
て
彼
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
歌
声
は
式
場
中
に
響
き
渡
り
、

そ
こ
に
い
た
全
員
が
感
動
さ
せ
ら
れ
涙
し
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
私
の
友
人
は
、
藤
岡
の
話
に
な
る
と
、

こ
の
時
聞
い
た
寮
歌
の
こ
と
を
話
し
、
北
大
は
素
晴

ら
し
い
大
学
、
大
好
き
だ
と
言
い
ま
す
。
全
員
で
お

葬
式
に
来
て
、
こ
の
寮
歌
を
聞
い
た
子
供
の
高
校
で

は
、
こ
の
年
は
北
大
受
験
の
希
望
者
が
急
に
多
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
後
で
聞
き
ま
し
た
。

私
は
あ
ま
り
突
然
の
こ
と
で
、
十
八
・
十
六
・
十

一
歳
の
三
人
の
子
供
を
横
に
、
涙
ば
か
り
の
毎
日
で

し
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
一
年
の
問
、
毎
年
十
二
月
二
十
三

日
に
な
る
と
、
藤
岡
の
お
友
達
が
み
ん
な
で
私
の
う

ち
に
食
べ
物
や
飲
み
物
を
持
っ
て
や
っ
て
来
て
、
子

供
た
ち
に
藤
岡
の
学
生
時
代
の
面
白
い
話
や
失
敗
話

な
ど
し
て
、
一
日
遊
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
つ

の
聞
に
か
、
こ
の
日
は
私
や
子
供
た
ち
が
一
年
中
で

一
番
楽
し
み
に
待
つ
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
続

い
て
お
り
ま
す
。

「
大
学
時
代
に
ね
、
僕
た
ち
お
金
が
な
い
の
で
歩

い
て
支
第
湖
に
行
っ
た
ん
だ
よ
。
藤
闘
が
磁
石
を
落

と
し
ゃ
が
っ
て
ね
。
隠
雲
に
一
晩
中
歩
い
て
夜
が
明

け
て
周
り
を
よ
く
見
た
ら
、
ま
た
元
の
と
こ
ろ
に
戻

っ
て
い
た
ん
だ
。
あ
の
時
は
本
当
に
が
っ
か
り
し
た
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よ
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「
こ
の
目
、
山
の
中
で
ね
、
僕
た
ち
熊
に
出
会
っ

て
大
褒
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
熊
だ
と
わ
か
る
と
、
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
対
処
の
仕
方
に
個
性
が
出
る
ん
だ
。
あ

わ
て
て
木
に
登
る
奴
、
呆
然
と
し
て
立
ち
止
ま
る
奴
、

逃
げ
出
す
奴
、
『
熊
さ
ん
。
僕
は
ま
だ
や
り
残
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
食
べ
な
い
で
く
だ

さ
い
』
と
言
い
だ
す
奴
が
い
て
、
す
ご
く
怖
か
っ
た

け
れ
ど
、
あ
と
か
ら
思
う
と
面
白
か
っ
た
よ
。
お
前

の
お
父
さ
ん
は
ど
う
し
た
と
思
う
?
」

「
熊
は
ね
。
通
り
過
ぎ
た
あ
と
の
臭
い
が
す
ご
い

ん
だ
よ
」

こ
ん
な
話
に
子
供
た
ち
ゃ
私
は
、
ど
ん
な
に
慰
め
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ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
助
け
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

子
供
の
進
路
の
こ
と
も
、
私
が
「
あ
な
た
の
お
友
達

の
息
子
が
、
進
路
で
困
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
っ
て
、

藤
岡
の
お
友
達
に
電
話
す
る
と
、
す
ぐ
子
供
を
呼
び

出
し
て
話
を
聞
き
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
解
決
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
子
供
た
ち
は
、

私
よ
り
先
に
藤
岡
の
友
達
に
相
談
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
父
親
を
失
っ
た
私
の
子
供

-
は
じ
め
に

寮
歌
は
明
治
四
十
年
(
一
九
O
七
)
「
一
帯
ゆ
る

き
」
を
塙
矢
と
し
、
寮
生
の
作
調
・
作
曲
に
よ
り
毎

年
一
曲
制
定
さ
れ
、
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は

恵
迫
寮
だ
け
に
な
っ
た
。

今
般
の
恵
迫
寮
同
窓
会
百
年
記
念
事
業
、
寮
歌
C

D
制
作
に
あ
た
り
、
北
大
合
唱
団
O
B
会
に
収
録
依

頼
が
あ
り
、
全
三
十
三
曲
唄
う
機
会
を
得
た
一
人
と

し
て
感
激
し
て
い
る
。

-
曲
数
平
成
十
六
年
版
寮
歌
集
に
は
一

O
九
曲
が
収
め
ら

れ
、
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
固
ま
れ
て
成
長

し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
息
子
は
四
十
歳
で
す
。

「
真
知
子
僕
の
財
産
は
友
達
だ
よ
。
最
高
の
財

産
だ
」私
は
今
ま
で
何
度
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
で
し

ょ
う
。
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。

藤
岡
に
と
っ
て
、
自
分
の
友
達
が
一
番
頼
り
で
、

①
〔
一
九
O
七
1
二
O
O
三
〕
の
欠
番
は
、
昭
和
二

十
九
年
、
三
十
一
年
、
六
十
三
年
(
諒
闇
)
、
平

成
六
年
、
十
三
年
の
五
年
ゆ
え
、
暦
年
寮
歌
は
九

十
二
曲
。

②
大
正
五
年
は
、
南
寮
、
北
寮
寮
歌
の
二
曲
。

③
記
念
歌
は
、
大
正
十
一
年
(
新
寮
)
、
十
四
年

(
二
十
周
年
)
、
十
五
年
(
創
基
五
十
)
昭
和
六
年

(
閉
寮
)
、
十
二
年
(
三
十
)
、
二
十
二
年
(
四
十
)
、

三
十
二
年
(
五
十
)
、
四
十
二
年
(
六
十
)
、
五
十

三
年
(
七
十
)
、
五
十
七
年
(
閉
寮
)
、
五
十
八
年

(
新
寮
)
、
平
成
十
年
(
九
十
)
の
十
二
曲
。

④
昭
和
二
十
三
年
に
遁
遥
歌
、
先
輩
寄
贈
歌
と
し
て

一
番
の
誇
り
だ
っ
た
の
で
す
。
藤
岡
を
失
っ
て
あ
ら

た
め
で
こ
の
言
葉
の
意
味
が
わ
か
り
ま
し
た
。

藤
岡
の
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す
た
ぴ
に
、
恵
迫
寮

の
人
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

恵
迫
寮
に
は
、
こ
の
よ
う
な
仲
間
を
作
る
何
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
い
ま
だ
に
不
思
議
な
寮
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
1
9
5
6
1
2
0
0
6年
入
寮
印
年
記
念
誌
よ
り
)

金

彦

(
昭
和
幻
年
入
寮
)
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武

昭
和
十
七
年
(
大
東
車
戦
争
頓
歌
)
、
昭
和
五
十

一
年
(
創
基
百
周
年
に
二
曲
)
、
計
四
曲
。

な
お
寮
歌
集
に
は
、
校
歌
、
桜
星
会
歌
、
部
歌
、

応
援
歌
、
ス
ト
ー
ム
の
歌
、
水
産
放
浪
歌
等
も
収
め

ら
れ
、
広
義
の
寮
歌
を
含
め
る
と
一
六
O
曲
に
及
ぶ
0

・
分
類
第
I
期
〔
明
治
四
十
年
1
大
正
十
五
年
〕
二
十
四
曲
。

寮
歌
、
成
長
時
代
。
「
藻
岩
の
緑
」
に
代
表
さ
れ
る
、

長
調
の
ピ
ヨ
ン
コ
節

(
2
拍
子
の
付
点
8
分
+
時
分

音
符
)
が
全
盛
。
「
都
ぞ
弥
生
」
、
「
魔
神
の
呪
」
、

「
春
雨
に
濡
る
」
等
、
名
曲
誕
生
。

第
E
期
〔
昭
和
二
年
1
昭
和
二
十
年
〕
二
十
二
曲
。
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寮
歌
、
成
熟
時
代
。
「
津
軽
の
沿
海
の
」
に
代
表
さ

れ
る
、
短
調
の
ピ
ヨ
ン
コ
節
が
主
流
と
な
る
。
「別

離
の
歌
」
、
「
タ
ン
ネ
の
氷
柱
」
、
「
春
未
だ
浅
き
」
、

「
湖
に
星
の
散
る
な
り
」
等
の
登
場

曲第
。 田

期

昭
和

十

年

昭
和
四
卜
年

十

寮
歌
、
畑
熟
時
代
。
集
計
上
は
短
調

・
4
拍
子
が
多

い
が
、
戦
後
を
代
表
す
る
「
時
潮
の
波
の
」
、
「花
綬

乱
の
」
や
、
「
詰
洋
の
海
」

等
、
歌
い
つ
な
が
れ
る

名
曲
続
出
。

第

W
期
〔
昭
和
四
十
一
年
1
昭
和
五
十
七
年
〕
二
十

二
曲
。

寮
歌
に
感
慨
を
こ
め
て
・:
「
寒
気
身
を
刺
す
」
短

調

・
4
拍
子
、
「
北
の
都
は
」
短
調
・

6
拍
子
、
「
う

す
紅
の
」
長
調

・
4
拍
子
、
「
寮
友
よ
永
遠
に
謡
歌

わ
ん
」
長
調

・
6
拍
子
等
な
ど
。
五
十
二
年
間
、
青

春
の
不
夜
城
だ
っ
た
二
代
恵
迫
寮
に
、
「
尽
き
ぬ
名

残
の
涙
」
。

第
V
期
〔
昭
和
五
十
八
年

1
平
成
十
五
年
〕
二
十
曲
。

寮
歌
、
新
時
代
。
恵
迎
寮
同
窓
会
寄
贈
の
看
板
が
掲

げ
ら
れ
る
ま
で
の
六
年
の
歳
月
を
要
し
た
が
、
寮
歌

は
多
少
の
混
乱
あ
る
も
、
制
作
さ
れ
続
け
る
。
「我

検
陵
に
」
、
「
生
命
萌
え
出
で
」
、
「
蒼
天
へ
」
等
、
良

歌
も
誕
生
。
音
数
律
も
変
幻
自
在
、
新
時
代
に
。

-
曲
中
に
多
く
用
い
ら
れ
た
ル
ビ

明
治
j
大
正
は
永
遠
(
と
こ
し
え

・
と
わ
)
、
真

理
(
ま
こ
と
)
、
希
望
(
の
ぞ
み
)
が
ベ
ス
ト
3
で、

明
治
三
十
三
年
の
有
島
武
郎
の
校
歌
「
永
遠
の
幸」

由
来
昭
和
二
十
年
迄
は
原
始
林
(
も
り
)
、
絢
夢
(
ゆ

め
、
情
懐
・
情
熱
(
こ
こ
ろ

・
お
も
い
)
、
神
秘

(く
し
び
)
。
静
寂
・
沈
黙
(
し
じ
ま
)
。
寮
友
(
と

も
だ
ち

・
と
も
)
と
数
多
く
出
現
し
、
昭
和
四
十
年

ま
で
は
訪
偉
(
さ
ま
よ
い
)
が
加
わ
り
、
昭
和
五
十

七
年
ま
で
は
寮
友
・
原
始
林
が
圧
倒
。
平
成
は
情
熱

(
ソ
ウ
ル
)
が
新
登
場
。

憧
憶
(
あ
こ
が
れ
)
は
「
藻
岩
の
緑
」
、
団
築

(ま
ど
い
)
は
「
我
が
運
命
こ
そ
」
、

熟
睡
(
う
ま
い
)

は
「
魔
神
の
呪
」
、

北
漠
(
き
た
)
は
「
平
和
の
光

輝
け
る
」
が
初
発
。
平
成
に
は
、
藤
村
、
泣
重
、
有

明
の
影
薄
い
。

-
ト
ピ

ッ
ク
ス

音
数
律
八
十
七
調
は
「
都
ぞ
弥
生
」
と
、
「
苦
々

は
る
か
」
の
二
曲
の
み
。

最
初
の
短
調
は
大
正
五
年
の
「
寄
蒼
高
く
」
「
荒

潮
繰
る
」
。
大
正
八
年
「
花
を
袴
に
」
は
長
調

・
短

調
両
万
使
い
。

昭
和
二
十

一
年
「
時
潮
の
波
の
」
は
、

子
、
二
番
4
拍
子
、

三
番
3
拍
子
。
昭
和
二
十
八
年

「
手
を
と
り
て
美
し
き
国
を
」
は
前
半
ニ
短
調
、
後

一
番
3
拍

半
へ
長
調
。
昭
和
三
十
五
年
「
定
洋
の
海
」
は
一
番

2
拍
子
ニ
短
調
、
二
番
3
拍
子
へ
長
調
、
三
番
4
拍

子
ニ
短
調
。

最
初
の

6
拍
子
は
昭
和
六
年
「
別
離
の
歌
」
、

3

拍
子
は
昭
和
十

一
年
「
鳴
呼
若
々
の
」
。

な
お
女
子
寮
生
の
初
作
曲
は
、
平
成
十
七
年
「
遥

か
な
る
迫
」
。
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歩
ィ
ア

昭
和
三
十
一
年
当
時
、
寮
生
の
三
分
の
一
は
、
実

家
か
ら
の
送
金
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
中
に
は
送
金
な
し
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
故
郷
の
家

族
に
送
金
し
て
い
た
剛
の
者
も
い
た
。

国
立
大
学
の
授
業
料
は
、
昭
和
三
十
年
、
年
間
六

0
0
0円
。
三
十
一
年
に
は
九

O
O
O
円
に
値
上
げ

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
月
額
に
し
て
七
五

O
円
。
こ

れ
は
、

P
T
A会
費
な
ど
を
含
め
た
当
時
の
高
校
の

月
謝
よ
り
安
か
っ
た
。
貧
乏
人
で
も
大
学
に
行
く
事

の
出
来
る
時
代
だ
っ
た
。

貧
し
き
小
生
も
大
学
に
入
っ
た
の
だ
が
、
勿
論
送

金
ゼ
ロ
、
ま
ず
は
食
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
講
義
を
さ
ぼ

っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
出
し
た
。

O
札
幌
市
交
通
局

市
電
の
架
線
と
レ

1
ル
の
聞
を
流
れ
る
電
圧
、
電

流
を
計
り
記
録
す
る
仕
事
だ
っ
た
。
長
さ
三
灯
程

の
竹
竿
の
先
に
太
い
銅
線
の
鈎
が
つ
い
て
い
て
、
そ

こ
か
ら
延
び
る
コ

l
ド
が
、
蜜
柑
箱
程
の
大
き
さ
の

龍
に
通
じ
、
龍
に
は
ニ
ク
ロ
ム
線
の
コ
イ
ル
の
抵
抗

器
が
何
本
も
立
っ
て
い
て
、
電
圧
計
と
電
流
計
に
接

続
さ
れ
て
い
る
。
竿
係
と
龍
係
、
二
人
一
組
の
仕
事

で
あ
る
。

つ毎
け朝

~~生
ル l と
の出

T 友
三は

自棄
コ 5高
イ高
ルの
の作
龍業
を衣
手を
に身

し
て
大
学
構
内
を
通
り
抜
け
、
札
幌
中
の
市
電
の
線

路
あ
る
と
こ
ろ
を
残
ら
ず
歩
く
。

大
学
の
正
門
で
は
、
登
校
し
て
く
る
学
生
達
が
、

ま
る
で
場
違
い
の
小
生
達
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
す

れ
違
、
っ
。

た
そ
が
れ
時
、

一
日
中
歩
き
回
り
疲
れ
切
っ
た
足

を
引
き
ず
る
よ
う
に
、
我
ら
二
人
は
構
内
に
戻
っ
て

く
る
。
と
、
ク
ラ

1
ク
像
の
傍
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、

突
然
美
し
い
調
べ
が
我
ら
の
耳
を
打
つ
。
講
堂
か
ら

誰
が
吹
く
の
か
。
バ
ッ
ハ
の
管
弦
楽
組
曲
二
番
の
フ

ル
ー
ト
ソ
ロ
が
聞
こ
え
て
く
る
、
な
か
な
か
見
事
な

演
奏
だ
。
北
大
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
だ
ろ
う
か
。

い
い
気
分
に
な
っ
て
聞
い
て
い
た
ら
、
寮
友
が
言

っ
た
。「
大
学
は
や
っ
ぱ
り
金
の
あ
る
奴
の
来
る
所
だ
な

ぁ。」O札
幌
電
話
局

最
新
式
の
電
話
交
換
機
に
つ
い
た
挨
や
汚
れ
を
、

柔
ら
か
い
布
で
拭
う
だ
け
の
単
純
軽
労
働
で
、
ゲ
ル

ト
も
悪
く
な
か
っ
た
。
(
一
日
、
三
五

O
円
だ
っ
た

梶

政

男

(
昭
和
白
年
入
寮
)

浦

か
)
更
に
良
か
っ
た
の
は
機
械
を
拭
う
布
で
、
滅
法

柔
ら
か
い
上
に
手
拭
い
よ
り
か
な
り
長
く
幅
も
広

い
。
使
っ
た
布
は
捨
て
よ
う
が
、
持
ち
帰
ろ
う
が
自

由
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
小
生
は
あ
り
が
た
く
頂
い

て
廃
物
利
用
す
る
事
に
し
た
。

布
の
端
を
裂
い
て
紐
を
作
り
、
布
の
一
端
に
櫨
い

つ
け
る
と
、
た
ち
ま
ち
越
中
ふ
ん
ど
し
が
出
来
上
が

る
。
機
械
の
清
掃
に
は
布
の
一
部
だ
け
を
使
、
ヱ
事
に

し
た
か
ら
、
油
や
挨
で
真
っ
黒
に
汚
れ
て
い
る
の
は

ふ
ん
ど
し
の
前
垂
れ
の
部
分
だ
け
で
、
後
の
部
分
は
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純
白
で
清
潔
こ
の
上
な
い
。

以
後
大
い
に
愛
用
し
た
が
、
こ
れ
を
締
め
て
ス
キ

ー
に
行
き
、
骨
折
し
て
は
こ
び
込
ま
れ
た
病
院
の
ベ

ッ
ド
で
、
若
く
愛
ら
し
い
看
護
婦
さ
ん
に
い
き
な
り

ズ
ボ
ン
を
引
き
脱
が
さ
れ
た
時
に
は
参
っ
た
。
真
っ

黒
な
ふ
ん
ど
し
の
前
垂
れ
部
分
が
現
れ
、
付
き
添
っ

て
来
た
友
人
達
は
、
ク
モ
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
逃

げ
去
っ
た
。

小
生
、
真
っ
先
に
逃
げ
出
し
た
か
っ
た
が
、
骨
折

で
は
身
動
き
取
れ
ぬ
。
じ
っ
と
恥
ず
か
し
き
に
耐
え

る
し
か
な
か
っ
た
。

立
派
な
の
は
看
護
婦
さ
ん
、
顔
色
一
つ
変
え
ず
処
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置
を
し
て
去
っ
た
。

小
生
、
ふ
ん
ど
し
の
前
垂
れ
以
外
の
部
分
が
純
白

清
潔
で
あ
る
事
を
、
彼
女
に
伝
え
た
か
っ
た
が
、
ど

う
に
も
口
に
出
来
な
か
っ
た
。

O
狂
犬
病
予
防
注
射

北
海
道
で
狂
犬
病
の
発
生
例
は
、
今
ま
で
な
か
っ

た
そ
う
だ
が
、
そ
の
予
防
注
射
は
実
施
さ
れ
る
。
そ

の
時
期
は
市
内
の
獣
医
違
の
書
き
入
れ
時
で
、
一
人

の
獣
医
に
、
四
、
五
人
の
ア
ル
パ
イ
タ
ー
が
付
い
て
、

飼
い
犬
の
い
る
家
を
捜
し
、
獣
医
を
案
内
し
、
時
に

は
注
射
を
嫌
が
る
犬
を
押
え
つ
け
、
料
金
を
受
け
取

り
引
き
替
え
に
証
明
書
を
手
渡
す
。
か
な
り
割
の
い

い
仕
事
だ
っ
た
が
、
獣
医
違
が
一
軒
で
も
多
く
と
競

争
で
回
る
の
で
忙
し
い
事
こ
の
上
な
い
。
お
ま
け
に
、

押
さ
え
つ
け
て
注
射
し
た
興
奮
状
態
の
雌
犬
に
、
後

ろ
か
ら
噛
み
付
か
れ
て
、
一
本
し
か
な
い
ズ
ボ
ン
を

引
き
裂
か
れ
た
。
収
支
赤
字
。

O
ヱ
ク
ス
カ
ベ
イ
タ
l

エ
ク
ス
カ
ベ
イ
タ
ー
と
い
う
機
械
が
あ
る
。
巨
大

な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
ユ
ン
ポ
の
パ
ワ

1
シ
ョ
ベ

ル
を
取
り
付
け
た
よ
う
な
機
械
で
、
レ
ー
ル
の
上
を

移
動
し
て
大
地
を
掘
り
起
こ
す
。

石
狩
川
の
支
流
の
一
つ
に
こ
の
機
械
が
据
え
ら

れ
、
堆
積
し
た
肥
沃
な
土
を
掘
り
出
し
て
付
近
の
田

畑
に
運
ぴ
、
豊
か
な
農
地
を
作
る
客
土
と
呼
ば
れ
る

工
事
が
始
ま
っ
た
。

エ
ク
ス
カ
ベ
イ
タ
l
は
、
何
キ
ロ
に
亙
っ
て
敷
か

れ
た
レ

1
ル
の
川
側
を
掘
り
進
ん
で
行
く
、
レ
ー
ル

際
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
土
を
掘
り
出
す
か
ら
、
戻
っ
て
く

る移る
。動ま
さで
せに
てほ

置 lま
か γ
i~ .! 
gz 
?幅
制ほ
場ど
砂T l~ 

が)
なル
し、委，

事陸
に側
なに

こ
の
レ

l
ル
の
移
動
が
、
我
ら
学
生
ア
ル
パ
イ
タ

l
の
仕
事
だ
っ
た
。
勿
論
、
作
業
に
当
た
る
の
は

我
々
だ
け
で
は
な
く
、
大
勢
の
労
務
者
諸
氏
と
一
つ

屋
根
の
飯
場
で
、
数
週
間
生
活
を
共
に
し
た
。

労
働
は
単
純
で
、
道
具
は
六
尺
ば
か
り
の
鉄
パ
イ

プ
一
本
。
我
々
全
員
パ
イ
プ
を
手
に
し
て
線
路
に
沿

っ
て
並
ん
で
立
ち
、
レ
ー
ル
の
下
に
パ
イ
プ
を
差
し

入
れ
、
挺
の
応
用
で
少
々
レ
l
ル
を
浮
か
せ
、
掛
け

声
と
共
に
強
く
前
方
に
押
し
出
す
、
す
る
と
わ
ず
か

な
が
ら
線
路
が
移
動
し
て
い
く
。

飯
場
に
は
現
場
主
任
が
い
た
が
、
実
際
の
指
揮
は

通
称
大
天
竜
の
親
方
と
い
う
男
が
と
っ
て
い
た
。

彼
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
に
似
た
巨
漢
で
、
元
力

士
だ
っ
た
と
言
う
だ
け
あ
っ
て
、
一
人
で
線
路
を
持

上
げ
る
ほ
ど
の
力
持
ち
だ
っ
た
。

あ
る
夜
、
我
々
学
生
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
広
聞

に
、
こ
の
大
天
竜
が
、
ネ
ズ
ミ
の
死
骸
の
よ
う
に
干

か
ら
び
た
小
男
を
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
現
れ
た
。

「
ホ
レ
、
学
生
さ
ん
に
聞
い
て
見
れ
。
嘘
つ
き
や

が
る
と
た
だ
じ
や
す
ま
ね
え
ん
だ
。
」

大
天
竜
は
そ
う
言
っ
て
、
小
男
を
座
ら
せ
、
自
分

も
側
に
ど
っ
か
と
胡
座
を
か
い
た
。

「
あ
れ
だ
。
ま
だ
ら
の
牛
っ
こ
い
る
べ
き
」

小
男
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
口
を
聞
い
た
。

「
ま
だ
ら
の
メ
ン
タ
の
牛
っ
こ
の
あ
そ
こ
も
ま
だ

ら
だ
べ
さ
。
な
、
そ
う
だ
べ
。
」

か
く
も
単
純
且
つ
微
妙
な
質
問
に
答
え
ら
れ
る
者

は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
、
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
の
小
男
を
見
捨
て
る

に
は
忍
び
な
い
。

「
そ
う
、
あ
ん
た
の
言
う
通
り
ま
だ
ら
だ
よ
」

誰
か
が
答
え
、
小
男
の
顔
に
、
ぱ
っ
と
喜
色
が
浮

か
ぶ
。
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「
ん
だ
べ
。
ワ
シ
の
勝
ち
だ
ベ
サ
」

そ
の
夜
遅
く
、
小
男
が
大
量
の
た
ば
こ
を
抱
え
て

礼
に
来
た
。
た
ば
こ
は
連
夜
花
札
博
打
の
チ
ッ
プ
に

使
わ
れ
て
い
て
、
酒
の
染
み
だ
ら
け
で
ス
カ
ス
カ
に

な
っ
て
い
た
。

「
あ
れ
、
本
当
は
嘘
だ
べ
。
ワ
シ
を
助
け
て
く
れ

た
ん
だ
べ
」

小
男
が
言
、
っ
。

「
い
や
本
当
だ
」

誰
か
が
答
え
た
。

「
ほ
ん
と
う
に
本
当
け
」

「
あ
あ
」

「
ほ
ん
と
う
に
本
当
け
」



小
男
は
な
ぜ
か
寂
し
げ
に
去
っ
て
い
っ
た
。

原
子
力
博
覧
会
、
糠
平
ダ
ム
水
温
調
査
、
パ
イ
ロ

一
冊
の
寮
歌
集
が
あ
る
・
:

「
昭
和
四
十
五
年
恵
迫
寮
寮
歌
集
」
茶
色
の
表
紙
が

三
十
有
余
年
の
歴
史
を
刻
み
、
変
色
し
た
ペ

l
ジ
に

は
幾
多
の
汗
と
思
い
出
が
染
み
つ
い
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
好
日
、
恵
迫
寮
二
号
室
を
訪

れ
た
の
が
こ
と
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
在
室
さ
れ
た

先
輩
に
、
応
援
団
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と

そ
の
場
で
入
団
が
決
定
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
が

い
ま
も
手
元
に
、

出
身
校
の
歓
迎
会
で
あ
り
、
そ
れ
な
ら
着
物
を
着
て

い
っ
た
方
が
よ
い
:
:
:
と
羽
織
袴
ま
で
貸
し
て
も
ら

い
、
意
気
揚
々
と
歓
迎
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
い
ま

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
い
き
な
り
、
応
援
団
の

格
好
を
し
た
新
入
生
が
登
場
し
た
の
で
、
先
輩
方
は

驚
い
た
:
:
:
北
大
応
援
団
に
憧
れ
、
高
三
の
夏
か
ら

髪
を
伸
ば
し
て
い
た
の
で
、
形
は
決
ま
っ
て
い
た
・
:

し
か
し
、
ま
だ
魂
が
入
っ
て
い
な
い
、
都
ぞ
弥
生
の

前
口
上
も
出
来
な
い
見
か
け
倒
し
の
応
援
団
員
だ
っ

た。

ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
予
定
地
測
量
等
々
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

記
憶
は
ま
だ
ま
だ
尽
き
な
い
が
、
も
は
や
制
限
字
数

-を
翌
日
に
は
、
北
二
十
七
条
の
下
宿
を
引
き
払
い
、

二
号
室
の
住
人
(
居
候
)
と
な
っ
た
。
ほ
ど
な
く
、

観
桜
会
、
支
拐
湖
の
合
宿
、
と
楽
し
い
行
事
が
目
白

押
し
だ
っ
た
。
支
坊
湖
の
合
宿
で
は
、
清
例
な
大
気

の
な
か
受
験
で
鈍
っ
た
身
体
を
体
力
訓
練
で
鍛
え
、

薪
に
よ
る
自
炊
で
滋
養
を
摂
り
・
・
・
:
・
記
憶
に
残
る
の

は
、
蛇
が
入
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
恐
々
食
べ
た
生
臭

い
閤
鍋
、
熊
に
怯
え
な
が
ら
走
っ
て
登
っ
た
樽
前
山

登
頂
等
々
で
あ
る
。
夏
は
、
積
丹
の
浜
辺
で
キ
ャ
ン

プ
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
ダ

I
ク
ブ
ル
l
の
槍
海

と
、
真
夏
と
い
う
の
に
冷
た
い
水
温
と
速
い
潮
流
に

驚
い
た
。
七
帝
戦
の
九
州
遠
征
で
は
、
急
行
乗
り
継

ぎ
で
、
丸
二
日
問
掛
け
て
博
多
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

常
に
体
力
勝
負
の
毎
目
だ
っ
た
。

秋
の
寮
祭
の
後
、
晴
れ
て
正
式
に
入
寮
を
許
さ
れ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
秋
十
一
月
に
開
催
さ
れ

た
「
第
三
国
北
大
寮
歌
祭
」
の
こ
と
に
触
れ
た
い
。

「
第
一
回
北
大
寮
歌
祭
」
は
応
援
団
の
主
催
で
、
昭

を
大
幅
に
超
え
た
。
筆
を
摘
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ー」

女

俊

春

(
昭
和
必
年
入
寮
)

藤

和
四
十
二
年
十
一
月
に
ク
ラ
l
ク
会
館
で
開
催
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
学
園
紛
争
の
嵐
の
中
、
第
二
回
は
中

止
さ
れ
て
い
た
。
第
三
回
北
大
寮
歌
祭
は
、
紛
争
は

下
火
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

準
備
に
は
念
入
り
に
時
間
を
か
け
た
。
趣
旨
書
を
携

え
て
、
北
大
教
官
、

O
B
か
ら
の
カ
ン
パ
集
め
の
傍

ら
、
参
加
し
て
く
れ
る
運
動
部
へ
の
寮
歌
指
導
、
会

場
と
な
っ
た
教
養
食
堂
の
準
備
な
ど
、
一
年
目
の
応

援
団
員
と
し
て
、
フ
ル
回
転
の
秋
で
あ
っ
た
。

明
け
て
二
月
に
は
、
札
幌
雪
祭
り
市
民
広
場
に
参

加
。
ク
ラ
l
ク
像
の
雪
像
を
作
っ
た
。
凍
れ
て
動
か

な
く
な
る
手
で
、
必
死
に
な
っ
て
雪
像
に
雪
を
貼
り

付
け
た
こ
と
、
恵
迫
ジ
ャ
ン
プ
大
会
で
赤
棒
一
丁
で

飛
び
降
り
た
こ
と
な
ど
、
冬
の
良
い
思
い
出
で
あ
る
。
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こ
の
頃
の
よ
う
す
は
、
同
年
に
発
行
さ
れ
た
「
恵
迫

寮
写
真
集
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
今
も
私
の
宝
物

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

年
は
経
て
、
「
な
ご
む
ね
っ
と
」
の
立
ち
上
げ
に
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触
れ
た
い
。
会
社
勤
め
も
長
く
な
っ
た
が
、
昔
の
恵

迫
の
想
い
出
は
鮮
明
で
あ
る
。
同
時
期
を
恵
迫
で
過

ご
し
た
家
森
新
一
氏
が
撮
り
貯
め
た
、
当
時
の
恵
迫

寮
の
写
真
集
を
頂
い
た
の
は
、
平
成
五
年
の
夏
だ
っ

た
。
恵
迫
寮
の
玄
関
を
見
た
と
た
ん
に
昔
の
感
激
が

蘇
り
、
ホ
ー
ム
ペ

1
ジ
を
作
成
し
こ
の
感
動
を
か
っ

て
の
寮
生
諸
兄
に
伝
え
た
い
と
の
想
い
を
抱
い
た
。

平
成
十
二
年
五
月
、
念
願
叶
い
、
「
当
者
宅
-smog-E己

を
公
開
、
北
大
、
恵
迫
寮
を
主
体
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

造
り
を
目
指
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

十
勝
平
野
か
ら
石
狩
平
野
に
転
居
し
て
、
北
海
道

全
体
の
都
に
立
っ
て
、
農
業
・
政
治
・
教
育
の
こ
と

を
考
え
始
め
た
一
年
の
暮
、
恵
迫
寮
入
寮
通
知
を
受

け
た
、
と
思
う
。

未
だ
、
自
分
の
人
生
の
存
在
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
必
然
の
生
き
方
も
見
え
な
い
、
模
索
す

る
揺
箪
期
の
真
只
中
で
あ
っ
た
。

私
は
、
祖
父
母
の
胸
中
に
眠
る
と
い
う
幼
児
期
を

経
て
、
仏
教
が
説
く
、
地
獄
極
楽
・
因
果
応
報
・
人

間
の
業
(
ご
う
)
の
恐
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
小
中
学

最
後
に
「
東
京
寮
歌
祭
」
の
開
催
に
つ
い
て
触
れ

た
い
。
平
成
十
四
年
三
月
、
応
援
団
名
誉
顧
問
、
山

元
周
行
先
生
の
喜
寿
を
祝
う
会
が
、
東
京
銀
座
に
て

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
応
援
団
O
B
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
O
B
、
三
十
名
が
杯
を
挙
げ
、
先
生
の
健
康
を

祝
し
た
。
こ
の
時
の
参
集
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
東

京
の
地
で
、
か
つ
て
北
大
で
実
施
し
た
よ
う
な
「
北

大
寮
歌
祭
」
を
開
催
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
の
お
も

い
か
ら
、
同
年
十
月
、
東
京
蒲
田
で
「
第
一
回
北
大

寮
歌
祭
」
が
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
で
六
回
目
を
迎
え

。

校
の
、
欧
米
型
の
、
科
学
技
術
、
民
主
主
義
、
両
性

互
恵
の
現
実
肯
定
の
社
会
観
を
も
習
得
し
た
、
政
治

的
社
会
的
に
多
感
な
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

日
本
の
農
民
の
心
情
と
、
近
代
社
会
の
勤
労
者
の
価

値
観
の
相
克
を
抱
え
た
ま
ま
の
「
素
」
(
す
)
の
日

本
人
が
孤
独
に
岬
吟
し
て
い
た
。

恵
迫
寮
生
の
義
務
は
、
寮
費
・
火
気
水
道
電
気
の

始
末
・
食
事
時
間
で
あ
っ
た
が
、
の
ゆ
E
(お
金
)
と

何
回
路
ロ
(
食
事
)
は
貧
者
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
っ

た
。
先
輩
か
ら
譲
ら
れ
た
家
庭
教
師
と
い
う
〉
号
岳

る
寮
歌
祭
は
、
手
弁
当
の
実
行
委
員
会
の
努
力
に
よ

り
年
々
内
容
も
充
実
し
、
二

O
O名
近
い
参
加
者
た

ち
は
毎
年
こ
の
日
が
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
参
加
す

る
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

恵
迫
百
年
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
今

も
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
恵
迫
寮
と
、
寮
生
諸
兄

に
こ
の
拙
文
を
贈
り
ま
す
。
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喜

祐

荘

(
昭
和
お
年
入
寮
)

~ :9 

(
仕
事
)
は
そ
の
双
方
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
多
感

多
情
な
青
年
に
と
っ
て
は
寮
内
外
で
安
酒
を

-Rwg

(
嘗
め
る
)
し
な
が
ら
議
論
し
歌
う
た
め
の
原
資
で

あ
っ
た
。
「
デ
カ
ン
シ
ョ

l
、
デ
カ
ン
シ
ョ

1
で

半
年
暮
ら
す
、
あ
と
の
半
年
や
寝
て
暮
ら
す
、
ヨ
ー

イ
ヨ
l
ィ
、
デ
ツ
カ
ン
シ
ョ
」
(
ロ

g
g吋百回・同
S
F

:
・
)
な
ど
と
歌
い
な
が
ら
、
宇
宙
、
社
会
、
人
聞
の

奥
深
き
に
向
か
っ
て
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。



「
夕
食
事
件
」
の
弁
護
人
に
な
る
!

二
年
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、
突
然
同
室
の
者
が
他

人
の
食
事
を
刻
限
前
に
食
べ
た
科
(
と
が
)
に
対
す

る
監
査
懲
罰
委
員
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ふ
だ
ん
議
論
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
彼
で
あ
っ
た

が
、
仕
事
の
あ
と
の
空
腹
に
よ
る
過
(
あ
や
ま
)
ち

に
対
し
て
、
情
状
酌
量
を
訴
え
て
弁
護
し
た
。
委
員

た
ち
は
同
室
の
者
の
証
言
に
耳
傾
け
て
く
れ
、
同
情

を
表
わ
し
、
放
寮
処
分
を
猶
予
し
て
く
れ
た
。
そ
れ

以
来
、
同
室
の
風
通
し
が
良
く
な
り
、
応
援
団
々
長

と
も
親
し
く
話
し
た
り
、
北
大
|
樽
商
戦
応
援
合
戦

に
も
加
え
て
も
ら
っ
た
り
も
し
た
。
こ
の
時
、
友
情

を
大
切
に
す
る
こ
と
の
楽
し
き
を
味
わ
っ
た
。
「
北

大
恵
迫
寮
応
援
団
」
は
「
都
ぞ
弥
生
」
を
高
唱
し
な

が
ら
乞
2
B
(ぐ
る
ぐ
る
回
る
)
を
組
み
な
が
ら
踊

私
は
昭
和
十
一
年
三
月
、
農
学
部
農
業
経
済
学
科

卒
業
で
あ
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
昭
和
五
年
四
月
の

入
寮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
恵
迫
寮
は
理
学

部
校
舎
の
向
い
、
う
っ
そ
う
た
る
撒
の
大
木
に
か
こ

ま
れ
た
中
に
建
っ
て
い
た
。
南
側
は
畜
産
学
科
の
教

る
、
龍
虎
の
よ
う
な
存
在
と
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

寮
祭
、
定
期
試
験
の
こ
ろ
、
対
抗
戦
の
こ
ろ
、
札
幌

大
通
公
園
か
ら
始
め
て
、
深
夜
寮
内
各
部
屋
(
五
人
)

を
一
巡
す
る
。
寮
生
は
嫌
な
顔
せ
ず
、
景
気
づ
け
を

楽
し
ん
だ
二
体
感
の
寮
風
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

「
寮
祭
」
で
百
姓
の
姿
に
な
る
!

応
援
団
を
先
頭
に
全
寮
生
が
く
り
出
す
寮
祭
に
対

し
、
市
民
も
好
意
的
に
見
物
し
て
く
れ
た
。
私
は
仮

装
し
て
「
肥
え
桶
(
た
ご
こ
を
両
端
に
ぶ
ら
下
げ

た
「
天
秤
(
て
ん
び
ん
)
棒
」
を
か
つ
い
だ
「
蓑

(
み
の
)
笠
(
が
き
こ
姿
の
百
姓
を
演
じ
た
。
大
通

公
園
の
噴
水
池
か
ら
大
杓
子
(
し
ゃ
く
し
)
で
汲
む

真
似
を
し
て
喝
采
を
い
た
だ
い
た
。
学
友
も
珍
し
が

っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。
肥
え
桶
、
蓑
笠
、
杓
子
等
は

知
己
の
農
家
か
ら
貸
り
た
も
の
だ
っ
た
。
顔
を
墨
汁

室
、
家
畜
病
院
な
ど
が
あ
っ
た
。
寮
は
南
中
北
新
の

二
階
建
て
の
四
棟
が
あ
り
私
は
南
寮
の
一
階
の
部
屋

に
入
っ
た
。
各
棟
は
各
運
動
部
ご
と
に
割
当
て
ら
れ

甫
寮
の
二
階
は
柔
道
部
、
一
階
は
無
所
属
と
称
す
る

ど
の
運
動
部
に
も
属
さ
な
い
者
が
割
当
て
ら
れ
て
い

で
塗
っ
た
手
抜
い
で
頬
被
(
か
む
)
り
し
た
百
姓
が
、

学
生
服
で
蛮
カ
ラ
風
や
紋
付
羽
織
高
下
駄
学
帽
の
輩

(
ゃ
か
ら
)
に
ま
じ
っ
て
踊
る
様
は
、
異
風
に
見
え

た
か
も
し
れ
な
い
。
市
民
や
学
生
の
胸
底
に
痔
く
も

の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
の
は
錯
覚
か
知
ら
ん
。

「
寮
連
」
の
役
員
と
し
て

恵
迫
寮
の
他
に
三
つ
の
学
部
寮
、
一
つ
の
女
子
寮
、

合
わ
せ
て
北
大
祭
連
合
が
あ
っ
た
。
学
部
寮
に
移
っ

て
か
ら
も
、
寮
友
の
誼
が
広
が
り
、
女
子
寮
の
寮
友

か
ら
も
招
か
れ
た
り
、
大
学
と
の
交
渉
に
も
当
た
り
、

全
国
の
寮
生
の
気
風
や
考
え
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
た
。
北
大
恵
迫
寮
は
五
ロ
が
個
性
と
友
垣
を
見
い
出

す
。
ま
さ
に
青
年
の
柑
端
で
あ
っ
た
。
(
ニ

0
0
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七
・
四
)

見

郎

(
昭
和
5
年
入
寮
)

た
。
入
寮
し
て
ま
ず
室
長
格
の
一
年
先
輩
に
言
わ
れ

た
こ
と
は
窓
枠
に
は
な
る
べ
く
寄
り
か
か
ら
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
何
の
こ
と

か
と
い
ぶ
か
っ
た
が
、
間
も
な
く
二
階
窓
か
ら
の
所

謂
寮
雨
の
た
め
と
判
っ
た
。
部
屋
は
四
人
部
屋
で
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人
は
新
入
生
一
人
は
室
長
格
の

一
年
先
輩
が
同
居
し

て
い
て
各
人
に
箱
型
ベ

ッ
ド
と
机
、
椅
子
が
置
か
れ

洗
面
台
、
ト
イ
レ
は
各
棟
の
端
に
共
同
用
の
も
の
が

あ
っ
た
。
入
寮
し
て
間
も
な
く
驚
か
さ
れ
た
の
は
所

謂
歓
迎
ス
ト
ー
ム
な
る
も
の
で
、
真
夜
中
裸
一
つ
の

先
輩
達
が
朴
歯
の
高
下
駄
履
き
で
ス
キ
!
の
板
で
床

H

札
幌
農
学
校
は
エ
ゾ
ガ
島
d

と
高
唱

し
な
が
ら
各
部
屋
を
乱
舞
し
て
廻
る
の
で
あ
っ
た
。

を
ど
突
き
、

」
ち
ら
は

一
体
何
を
さ
れ
る
の
か
と
怖
さ
半
分
珍
ら

し
さ
半
分
で
ベ
ッ
ド
の
中
か
ら
な
が
め
て
い
た
。
や

が
て
各
部
屋
や
二
巡
す
る
と
、
ま
さ
に
ス
ト
ー
ム
の

如
く
次
の
棟
へ
と
去
っ
て
行
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
い
か
に
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

吐
け
口
と
は
言
え
、
よ
く
あ
ん
な
手
荒
ら
な
行
事
が
許

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
寮
生
活
に
は
お
そ
ら

く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寮
生
活
の
最
高
の

楽
し
み
は
何
と

い
っ
て
も
食
事
で
あ
る
。
私
は
二
年
目

の
時
に
炊
務
委
員
長
な
る
も
の
を
仰
せ
付
か
っ
た
。
炊

務
委
員
長
は
自
治
会
委
員
長
に
次
ぐ
重
要
な
役
割
で
、

兎
に
角
、
食
欲
旺
盛
な
胃
袋
を
お
い
し
く
充
分
に
し
か

も
な
る
べ
く
安
価
に
満
た
す
た
め
に
材
料
の
調
達
献
立

分
量
等
に
目
を
通
す
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
炊
事
室
に

は
専
門
の
調
理
人
が
い
て

一
週
間
分
の
献
立
を
作
っ
て

も
っ
て
く
る
の
を
検
分
し
て
O
K
、
又
は
、
注
文
を
つ

け
て
量、

味
そ
れ
に
寮
費
に
見
合
っ
た
原
価
で
提
供
す

る
の
が
役
目
で
あ
っ
た
。

日
常
の
寮
生
活
で

一
番
い
や
さ
れ
る
の
は
夕
方
か

ら
の
入
浴
時
間
で
裸
の
若
者

一
同
が

N

春
雨
に
濡

る
、
ァ
ヵ
シ
ヤ
花
:
:
:
M
な
ど
と
い

っ
せ
い
に
蛮
声

を
は
り
上
げ
て
歌
う
の
が
夕
闇
せ
ま
る
エ
ル
ム
の
茂

み
に
い
ん
い
ん
と
こ
だ
ま
し
て
行
く
の
で
あ

っ
た
。

か
く
て
二
年
の
寮
生
活
を
終
り
に
三
年
目
の
頃
か
ら

寮
の
移
転
新
寮
の
建
設
の
声
が
伝
わ
っ
て
来
た
。
即

ち
農
場
北
側
の
新
築
移
転
で
あ
る
。
二
年
日
終
了
の

三
月
い
よ
い
よ
こ
の
寮
と
も
訣
別
と
い
う
こ
と
に
な

り
春
休
み
で
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
に
帰

っ
て
物
静
か
に
な

っ
た
中
庭
で
残
留
生
の
み
が
集
ま
り
フ
ァ
イ
ア
の
炎

を
中
心
に
お
別
れ
の
ス
ト
ー
ム
を
行
っ
た
。
こ
れ
が

旧
恵
迫
寮
と
の
訣
別
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
恵
迫
寮

の
看
板
と
建
物
の

一
部
は
現
在
野
幌
の
開
拓
村
に
移

さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
恵
迎

寮
と
寮
生
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
女
子
学
生
も
入
寮
し
て
い
る
と
ち
ょ
っ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
そ
う
だ
と
す
れ
ば
真
夜
中

の
ス
ト
ー
ム
等
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
善
良
で
つ
つ
ま
し
い
生
活
が
送
れ
て
い
る
の
で

な
か
ろ
う
か
。
私
は
学
部
時
代
馬
術
を
や

っ
て
い
て

ツ
キ
サ

ツ
プ
の
歩
兵
第
二
十
五
聯
隊
の
将
校
用
馬
を

借
り
て
毎
日
曜
日
練
習
を
し
て
い
た
。
先
年
、
現
在

は
北
二
十
四
条
に
移

っ
た
馬
場
を
訪
ね
て
み
た
が
、

新
し
い
恵
迫
寮
に
は
立
寄
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
台

風
で
倒
れ
た
ポ
プ
ラ
の
傷
跡
を
な
が
め
つ
つ
、
去
り

に
し
寮
生
活
を
偲
び
ホ
ロ
苦
い
懐
旧
の
念
に
ひ
た
っ

た
の
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
小
生
の
次
女
は
迷
わ
ず

迫
子
と
名
付
け
た
、

長
女
は
恵
子
と
は
い
か
な
か
っ

，-守、.
。

ナ八カ

平
成
十
九
年
四
月
記
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北
大
予
科
農
類
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
昭

和
十
年
四
月
に
札
幌
に
行
き
、
先
輩
の
指
導
で
剣
道

部
に
入
部
す
る
と
同
時
に
恵
迫
寮
に
入
る
こ
と
と
し

た
。
当
時
、
恵
迫
寮
は
新
寮
・
北
寮
・
中
寮
・
南
寮

に
分
れ
て
お
り
、
剣
道
部
は
中
寮
の
二
階
に
陣
取
っ

て
い
た
。
私
は
そ
の
中
寮
の
二
階
の
十
一
号
室
の
住

人
と
な
っ
た
。
十
一
号
室
に
は
室
長
(
先
輩
)
と

吾
々
新
入
生
三
人
の
四
名
で
あ
っ
た
。
室
に
入
る
と

先
輩
の
室
長
が
中
学
(
静
岡
)
の
先
輩
で
、
か
つ
顔

見
知
り
で
び
っ
く
り
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。
す
べ
て

室
長
の
指
示
を
受
け
て
徐
々
に
寮
生
活
に
馴
れ
た
。

当
時
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
朝
か
ら
午
後

の
二

1
三
時
ご
ろ
ま
で
授
業
、
そ
の
後
六
時
ご
ろ
ま

で
道
場
に
お
い
て
剣
道
の
練
習
、
寮
に
帰
っ
て
風
呂

に
入
り
、
そ
し
て
夕
食
、
夕
食
後
は
部
屋
で
同
僚
と

雑
談
に
ふ
け
り
、
勉
強
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。

入
寮
当
時
の
夜
は
入
寮
式
、
寮
歌
の
練
習
な
ど
色
々

な
行
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
真
夜
中
に
歓
迎
ス
ト

ー
ム
と
称
し
て
、
裸
一
つ
で
、
下
駄
を
は
き
、
ス
キ

ー
を
持
っ
て
ス
ト
ー
ム
の
歌
を
歌
い
つ
つ
各
部
屋
を

回
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ー
ム
が
し
ば
ら
く
続
き
、

今
度
は
新
入
生
に
よ
る
返
礼
ス
ト
ー
ム
が
行
な
わ
れ

て、

一
連
の
真
夜
中
の
ス
ト
ー
ム
が
終
わ
る
わ
け
で

あ
る
。
こ
の
ス
ト
ー
ム
の
際
は
、
朝
は
ほ
ん
と
う
に

眠
く
、
寝
す
ぎ
て
授
業
に
遅
刻
す
る
こ
と
が
度
々
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

朝
食
と
夕
食
は
寮
の
食
堂
で
、
昼
は
学
校
の
食
堂

で
食
べ
る
が
、
食
欲
の
旺
盛
な
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う

に
驚
く
ば
か
り
で
、
「
め
し
ぴ
つ
」
の
ご
飯
が
た
ち

ま
ち
の
う
ち
に
か
ら
に
な
っ
て
「
お
替
わ
り
」
の
声

が
盛
ん
に
と
び
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
寮
に
入
っ
て

初
め
て
経
験
し
た
一
つ
は
、
「
フ
ン
ド
シ
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
パ
ン
ツ
に
代
っ
て
全
寮
生
が
「
フ
ン
ド

シ
」
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
フ
ン
ド
シ
」

に
は
桜
星
会
の
マ

I
ク
が
入
っ
て
お
り
、
寮
の
売
庖

で
「
ハ
ン
カ
チ
」
と
い
う
名
前
で
売
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
「
ハ
ン
カ
チ
」
は
誠
に
具
合
が
よ
い
の
で
、
卒

業
後
も
し
ば
ら
く
の
間
使
用
し
た
。

春
に
は
寮
を
市
民
に
開
放
し
て
記
念
祭
が
行
な
わ

れ
た
が
、
こ
の
記
念
祭
は
札
幌
の
名
物
と
し
て
、
一

日
中
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
、
秋
に

は
全
寮
生
に
よ
る
定
山
渓
旅
行
が
行
な
わ
れ
た
が
、

昼
は
寮
か
ら
定
山
渓
温
泉
ま
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

が
行
な
わ
れ
、
色
付
く
リ
ン
ゴ
畑
を
見
な
が
ら
走
つ

j可

バ』
口

惣

五口

(
昭
和
叩
年
入
寮
)

た
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
夜
は
各
部
ご
と
の

芝
居
が
行
な
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
楽
し
い
時
を
過
ご

し
た
。
秋
に
は
さ
ら
に
寮
棟
間
(
南
、
中
、
北
、
新
)

の
対
抗
試
合
も
行
な
わ
れ
、
水
泳
、
野
球
、
ラ
ク
ピ

l
等
で
優
勝
を
き
そ
い
、
優
勝
の
寮
棟
に
は
樽
詰
の

ピ
l
ル
が
お
く
ら
れ
、
勝
利
の
美
酒
に
酔
っ
た
の
も

思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
他
、
六
月
に
は
小
樽
高
商
と
の
野
球
定
期
戦
、

一
月
に
は
円
山
で
の
ス
キ
l
の
対
寮
試
合
な
ど
、
青
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春
の
血
を
た
ぎ
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
部
活

で
の
寒
稽
古
、
夏
の
合
宿
な
ど
、
苦
し
い
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
先
輩
、
同
僚
が
兄
弟
の
ご
と
く
親
し
く
、

助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
技
を
磨
い
た
そ
の
経
験

は
、
私
の
後
の
人
生
生
活
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

休
み
に
は
同
僚
と
と
も
に
よ
く
街
に
で
か
け
て
、

映
画
を
み
て
、
狸
小
路
に
行
き
、
飲
み
、
腹
一
杯
食

べ
て
寮
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
な
が
ら
、
校
内
の
道

を
下
駄
の
音
高
く
、
揚
々
と
寮
に
帰
っ
た
も
の
で
あ

る
。
私
達
の
寮
生
時
代
は
、
ま
だ
自
由
間
違
な
空
気

が
渡
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
戦
前
の
一
時
期
で
、
思
う

存
分
に
青
春
を
謡
歌
で
き
た
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。



青春@幽国圃

青
春
時
代
の
北
大
恵
迫
寮
の
思
い
出
は
っ
き
な
い

が
、
卒
寿
と
い
う
こ
の
年
に
な
る
と
、
先
輩
、
同
僚

定
年
退
職
し
て
四
年
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
【
悠
々

自
適
】
は
当
初
の
憧
れ
で
も
あ
っ
た
。
辞
典
に
よ
る

と
、
【
俗
世
間
の
こ
と
に
煩
わ
さ
れ
ず
何
に
も
束
縛

さ
れ
な
い
で
、
自
分
の
思
う
と
お
り
に
ゆ
っ
た
り
と

生
活
を
送
る
事
一
「
晴
耕
雨
読
」
し
て
、
気
ま
ま
で

の
ん
び
り
し
た
心
静
か
な
生
活
を
送
る
事
】
と
あ
る

し
か
し
:
・
。

ま
だ
そ
ん
な
年
で
は
な
い
、
人
生
の
秋
の
始
ま

り
だ
。
ラ
ジ
オ
深
夜
便
『
こ
こ
ろ
の
時
代
』
の
フ
ァ

ン
に
な
り
始
め
の
こ
ろ
、
聴
い
た
。
人
生
春
夏
秋
冬
、

な
ん
と
そ
の
秋
は
六
十
五
歳
i
米
寿
と
い
う
の
で
あ

る
。
確
か
に
:
・
出
演
者
は
じ
め
事
例
は
た
く
さ
ん
あ

る。

H

稔
り
の
秋
u

と
い
う
で
は
な
い
か
:
・
。

子
供
は
三
人
と
も
結
婚
し
て
早

g
除
。
自
の
国
詰
と

な
り
(
孫
は
各
二
人
)
、
『
そ
う
だ
!
こ
れ
か
ら

だ
!
・
:
』
年
金
ニ

l
ト
に
は
な
り
た
く
な
い
:
・
。

あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
足
元
を
掘
る

の
多
く
は
既
に
こ
の
世
を
去
り
、
寂
し
い
限
り
で
あ

る。(
こ
生
体
機
能
水
研
究
会
一
日
本
獣
医
師
会
年
次

大
会
開
催
会
場
に
て
実
施
(
今
年
五
回
目
)

(
二
)
自
身
で
学
ぶ
皆
ん
な
の
ヘ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
一
自
然
な
交
流
を
継
続
中

も
っ
と
何
か
、

w
社
会
活
動
・
地
域
貢
献
M

が

し
た
く
な
っ
た

現
職
時
代
よ
り
も
、
よ
り
健
康
に
な
っ
た
。
そ
こ

で(

一

)
N
P
O
石
狩
川
蓮
根
一

数
人
の
有
志
と
二

0
0
2
一
年
定
年
退
職
後
約
半
年

頑
張
っ
た
が
甘
く
は
な
か
っ
た
。
何
せ
、
大
学
社
会

し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
出
来
上
が

っ
た
が
、
本
格
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
工
程
表

(
5

W
I
H
)
が
大
事
で
あ
っ
た
。
目
下
休
眠
状
態
、

「
吉
弘
O
ロ
↓
〈

g
z
g↓
5
2
0ミ
」
の
思
い
は
大
切

に
し
て
い
る
。

(
二
)
統
一
地
方
選
挙

何
と
か
思
い
出
を
た
ど
り
つ
つ
、
こ
の
拙
文
を
し

た
た
め
た
し
だ
い
で
あ
る
。

湯

i支

(
昭
和
沼
年
入
寮
)

亮

今
こ
そ
、
戦
前
の
社
会
か
ら
体
験
し
て
い
る
グ
ジ

ジ
パ
パ
8

の
出
番
!
そ
ん
な
意
気
込
み
で
半
年
問
、

無
党
派
層
と
い
う
党
派
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
自

称
一
『
ほ
ん
ま
も
ん
、
こ
の
ま
ん
ま
』
で
理
想
的
選

挙
(
葡
萄
の
房
方
式
)
を
試
み
た
。
右
手
に
ソ
ロ
パ

ン
【
屋
号
一
ノ

1
ス
ア
イ
】
左
手
に
会
派
【
北
の
眼

差
し
て
諸
般
の
事
情
で
断
念
し
た
(
理
由
は
聞
か

な
い
で
下
さ
い
)
。
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(
三
)
幸
町
|
栄
町
政
経
啓
育

(
O
E
B苦
ロ
の
私
訳
)

研
究
室
一
四
十
二
年
間
の
在
職
の
荷
物
を
市
内
の
ア

パ
ー
ト
の
一
室
に
運
び
込
み
開
設
?
し
た
。
退
職
金

の
分
け
前
も
底
を
つ
き
始
め
、
目
下
、
大
女
将
の
苦

情
に
耐
え
て
い
る
。

ー
定
年
や
誰
が
決
め
た
か

人
知
ら
ず
)

妻
の
部
下
j

(
詠
み

生
・
老
・
病
・
死
、
人
聞
は
課
題
と
悩
み
の
尽
き

な
い
社
会
的
動
物
で
あ
る
と
思
う
(
脳
死
は
社
会
的



死)。人
生
の
秋
、
健
康
(
身
体
↓
お
財
布
↓
こ
こ
ろ
)

を
保
ち
つ
つ
知
何
に
過
ご
す
か
・
:
目
下
の
、
私
の
課

題
で
あ
る
。
(
二

O
O
七
年
四
月
二
十
九
日
湯
茂
記
)

p 
s 湯

浅
亮

〈
健
康
医
学
概
念
図
〉

「さ

1
め
1
よ

ま
1
よ
い
の
ゆ
め

さ

1
め
1

よ
i
」
と
い
う
歌
い
声
と
、
ド
ン
、
ド
ン
と
低
い
太

鼓
の
音
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
ス
ト
ー
ム
の

始
ま
り
で
あ
る
。
「
あ
i
そ
う
い
え
ば
、
今
日
、
初

雪
が
降
っ
た
な
」
。
新
入
生
歓
迎
、
カ
ッ
コ
ウ
の
初

鳴
き
、
初
雪
な
ど
、
季
節
ご
と
に
ス
ト
ー
ム
が
あ
っ

た
。
始
め
た
者
は
、
最
後
の
部
屋
ま
で
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
「
自
分
の
部
屋
に
来
る
前
に
外
に
行

っ
て
し
ま
お
う
」
と
閉
じ
部
屋
の
仲
間
と
外
へ
出
て
、

い
い
加
減
自
分
の
部
屋
を
通
り
過
ぎ
た
か
と
戻
っ
て

来
る
と
、
ま
だ
前
の
部
屋
。
急
い
で
赤
い
ふ
ん
ど
し

締
め
て
、
ス
ト
ー
ム
を
受
け
る
。
「
札
幌
農
学
校
は

蝦
夷
が
島
。
熊
が
住
む
・
:
」
ス
ト
ー
ム
を
仕
掛
け
た

方
は
早
く
や
め
た
い
が
、
こ
っ
ち
は
意
地
で
踊
り
ま

活
動
↓
栄
養
↓
休
息
↓
排
挫
の
リ
ズ
ム
〔
『
健
康
医

学
・
獣
医
学
』
、
二

O
O
二
年
度
講
義
資
料
、
卯
幻
〕

・
神
山
潤
一
『
中
高
年
の
眠
り
と
健
康
』
、
健
康
ラ

イ
フ

(
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
)
、
よ
り
(
抜
粋
)

朝
の
光
と
リ
ズ
ム
運
動
(
ラ
ジ
オ
体
操
)
↓
脳
時
計

の
同
期
化
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
分
泌

く
っ
て
、
長
引
か
せ
る
、
こ
ん
な
調
子
だ
か
ら
、

延
々
八
時
間
、
夜
中
の
十
二
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
も

五
十
ほ
ど
あ
る
部
屋
を
全
部
ま
わ
る
こ
ろ
に
は
白
々

と
夜
が
明
け
て
い
た
。

な
ん
と
も
賑
や
か
な
寮
生
活
だ
っ
た
。
私
が
入
寮

し
た
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
、
教
養
部
の
裏
の
木
造

の
寮
の
時
代
で
あ
る
。
ま
だ
、
自
主
入
寮
選
考
が
行

わ
れ
て
い
て
、
書
類
審
査
で
入
寮
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
私
は
、
岩
手
か
ら
札
幌
へ
行
っ
て
選
考
担
当
の

寮
生
に
直
談
判
し
、
よ
う
や
く
入
寮
が
認
め
ら
れ
た

の
だ
っ
た
。
入
寮
の
面
接
の
時
、
「
岩
手
弁
で
兄
弟

げ
ん
か
の
様
子
を
一
人
で
演
じ
て
み
ろ
!
」
と
言
わ

れ
、
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
で
挑
戦
。
け
つ
こ
う
う
け
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

昼
の
光
と
活
動
↓
メ
ラ
ト
ニ
ン
分
泌
と
老
化
防
止

昼
寝
は
三
十
分
以
内

夜
の
光

(
T
V
)
は
良
く
な
い

入
眠
儀
式
一
身
の
回
り
の
安
全
確
認
と
翌
日
の
準
備

↓
安
心

苦言・
I司

橋

雄

(
昭
和
問
年
入
寮
)

BB 

新
入
寮
生
の
歓
迎
か
ら
、
「
暁
の
大
決
闘
」
と
銘

打
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
定
山
渓
へ
徒
歩
で
行

く
「
観
楓
会
」
、
寮
開
放
や
大
掛
か
り
な
借
物
競
争

な
ど
を
行
う
寮
祭
と
、
年
中
行
事
が
あ
っ
た
。

雪
の
「
大
ジ
ャ
ン
プ
大
会
」
も
そ
の
一
つ
。
私
も

二
年
生
の
時
参
加
し
た
が
、
飛
び
降
り
る
時
、
窓
枠

に
足
を
か
け
る
と
け
つ
こ
う
高
く
て
少
し
勇
気
が
い

る
。
い
ざ
飛
ん
で
み
る
と
気
持
い
い
。
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
有
名
に
な
っ
た
が
、
真
冬
に

雪
が
し
ん
し
ん
と
降
る
夜
中
、
寝
て
い
る
と
「
ひ
や

76 

ほ
1
」
と
い
う
声
と
「
ド
サ
」
と
い
う
音
。
大
会
な

ど
し
な
く
て
も
、
中
庭
に
積
っ
て
い
る
真
?
日
い
雪

に
飛
び
降
り
る
の
は
、
札
幌
に
住
め
ば
起
き
る
遊
び

心
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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そ
う
い
う
行
事
や
、
同
じ
部
屋
の
友
達
、
先
輩
達

と
よ
く
行
っ
た
討
論
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
の
殻
を

破
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。
部
屋
や
食
堂
で
行
わ
れ
る
代
議
員
会
で
も
よ

く
討
論
が
行
わ
れ
た
。
自
主
入
寮
選
考
や
食
堂
の
運

営
な
ど
、
自
治
の
伝
統
を
守
っ
て
い
た
時
代
。
「
恵

迫
寮
」
の
自
治
を
守
れ
!
と
寮
生
の
意
気
も
大
い
に

盛
り
あ
が
っ
た
。
行
事
や
討
論
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
殻
を
破
り
、
心
を
む
き
出
し
に
し
て
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
で
、
寮
生
の
中
に
一
体
感
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
あ
る
時
代
だ
っ
た
。

随
自
縛

冬
の
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
日
に
石
狩
の
原
野
に
立
っ

と
、
地
吹
雪
の
調
査
を
生
業
と
し
て
き
た
私
で
も
途

方
に
く
れ
る
。
我
が
身
を
く
る
む
よ
う
に
し
て
、
一
、

二
丁
離
れ
た
農
家
に
た
ど
り
つ
く
の
は
大
変
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
ん
な
日
で
も
、
こ
の
道
を
選
ん
だ
私
は

一
つ
の
宿
命
と
し
て
、
雪
あ
ら
し
に
な
る
と
石
狩
の

浜
に
通
っ
た
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
、
私
の
場
合
、

自
然
か
ら
教
え
を
乞
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

加
え
て
、
「
恵
迫
寮
」
の
寮
生
の
心
を
つ
な
い
で

い
る
こ
と
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
寮
歌
で

あ
る
。
私
が
在
寮
中
の
昭
和
五
十
四
年
度
に
も
寮
歌

(
「
う
す
紅
の
」
)
が
制
定
さ
れ
た
。
毎
晩
、
寮
生
が

作
っ
た
候
補
曲
が
寮
内
に
流
れ
る
。
お
り
し
も
寮
の

建
て
替
え
の
話
が
進
ん
で
い
た
と
き
で
、
古
く
な
っ

た
寮
を
い
た
む
曲
が
選
ば
れ
た
。
確
か
応
援
団
に
所

属
し
て
い
る
寮
友
が
作
っ
た
も
の
で
、
決
し
て
歌
を

作
り
慣
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

そ
の
「
恵
迫
寮
」
に
対
す
る
思
い
が
、
そ
し
て
そ
れ

を
歌
い
継
ぐ
寮
生
の
思
い
が
そ
の
曲
を
名
曲
に
し

私
た
ち
は
雪
あ
ら
し
を
吹
雪
と
か
地
吹
雪
と
か
呼

ん
で
い
る
が
、
こ
の
地
の
人
は
、
よ
く
地
吹
き
と
い

ぅ
。
北
海
道
の
吹
雪
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
吹
き
で
あ

る
。
地
の
底
か
ら
う
な
り
を
上
げ
て
襲
い
か
か
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

飛
ぴ
去
る
べ
き
雪
が
所
々
で
な
く
な
っ
て
く
る

と
、
砂
利
す
ら
雪
あ
ら
し
の
中
に
ま
じ
る
。
日
本
海

沿
岸
の
苫
前
に
育
っ
た
友
人
H
氏
は
、
学
校
に
通
う

の
に
カ
バ
ン
を
頭
に
か
か
え
、
地
吹
き
か
ら
身
を
守

た
。
素
晴
ら
し
い
蘭
で
あ
る
。

卒
寮
し
て
早
や
三
十
年
近
く
の
歳
月
が
流
れ
た

が
、
栄
え
あ
る
「
恵
迫
寮
」
で
過
ご
し
た
こ
と
は
誇

り
で
あ
り
、
多
く
の
卒
寮
生
、
現
役
寮
生
と
思
い
は

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
で
き
る
も
の
な

ら
、
「
醒
め
な
い
夢
」
の
中
に
で
も
入
っ
て
あ
の
頃

へ
戻
り
た
い
も
の
だ
。
そ
し
て
、
み
ん
な
と
肩
を
組

ん
で
歌
い
た
い
、
「
尊
き
野
心
の
教
え
培
い
、
栄
え

行
く
我
ら
が
寮
を
誇
ら
ず
や
、
栄
え
行
く
我
ら
が
寮

を
誇
ら
ず
や
」
。

77 

林

大

(
昭
和
白
年
入
寮
)

っ
た
と
い
う
。
彼
は
酒
が
程
よ
く
ま
わ
っ
て
く
る
と

い
つ
も
こ
の
話
を
し
て
く
れ
る
。
私
は
こ
の
話
を
聞

き
な
が
ら
石
狩
の
吹
雪
を
逃
れ
て
、
林
に
か
け
込
み
、

非
常
用
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
な
め
た
時
の
楽
し
さ
を
ひ

そ
か
に
想
い
出
す
。

石
狩
の
浜
か
ら
続
く
原
野
に
は
、
海
岸
か
ら
内
陸

に
向
か
っ
て
、
延
々
と
続
く
防
雪
林
が
あ
る
。
石
狩

を
切
り
開
い
た
人
々
が
風
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
に

原
生
林
を
切
り
残
し
た
も
の
と
聞
く
。
林
の
幅
は
五



十
間
(
九
十
灯
)
に
も
及
ぶ
。
ニ
レ
だ
と
か
ハ
ン

ノ
キ
、
ヤ
マ
グ
ワ
等
、
冬
に
は
、
丸
裸
に
な
る
林
で
、

向
こ
う
が
す
け
て
み
え
る
寮
の
原
生
林
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
林
の
中
と
風
下
百
灯

ほ
ど
は
、
石
狩
原
野
が
い
か
に
荒
れ
狂
う
吹
雪
の
日

で
も
ま
さ
に
天
国
で
あ
る
。

青春@幽凶圃

私
の
手
も
と
に
、
冬
の
あ
ら
し
の
翌
日
写
し
た
数

枚
の
航
空
写
真
が
あ
る
。
林
の
風
上
に
は
、
吹
き
だ

ま
り
に
す
っ
ぽ
り
埋
ま
っ
て
い
る
農
家
が
、
一
面
の

風
紋
の
中
に
点
在
し
て
い
る
の
が
み
え
る
が
、
林
の

風
下
は
、
吹
雪
の
あ
と
か
た
も
な
い
。

話
は
と
ぷ
が
、
冬
、
月
に
一
回
は
、
私
は
必
ず
名

寄
を
通
っ
て
か
ら
深
名
線
に
入
る
。
も
ち
ろ
ん
汽
車

に
の
せ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
が
、
三
十
年
近
く
も
こ

れ
を
く
り
返
し
て
き
た
の
は
、
沿
線
の
見
事
な
防
雪

林
を
あ
き
も
せ
ず
に
眺
め
る
楽
し
み
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
札
幌
か
ら
の
一
時
間
余
り
の
間
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
塩
狩
峠
を
越
え
る
時
の
防
雪
林
に
は
圧

倒
さ
れ
る
。
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
と
ウ
イ
ス
キ
ー
ピ

ン
の
中
身
が
な
く
な
る
の
は
こ
の
あ
た
り
で
あ
る
。

北
海
道
で
冬
、
汽
車
が
走
る
の
は
、
雪
の
仕
事
を

し
て
い
る
も
の
か
ら
み
れ
ば
、
奇
跡
に
近
い
と
思
わ

さ
れ
る
ほ
ど
不
思
議
な
話
で
あ
る
。
鉄
道
ほ
ど
雪
に

弱
い
交
通
機
関
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
塩
狩
峠
の
防

雪
林
は
大
正
初
期
の
も
の
と
教
わ
っ
た
。
私
に
鉄
道

防
雪
林
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
国
鉄
O
B
の
F
氏

は
、
今
も
な
お
、
か
つ
て
の
国
鉄
営
林
区
の
誇
り
を

失
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
方
々
が
営
々
と
、
防
雪

林
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
線
路
を
守
っ
て
き
た
か

ら
だ
と
最
近
気
づ
か
さ
れ
た
。

近
頃
、
世
間
で
は
省
エ
ネ
な
ど
と
い
う
言
葉
が
は

や
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
自
動
車
は
、
年
々
、
洪
水

の
知
く
道
路
に
あ
ふ
れ
で
き
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

何
か
、
世
の
中
に
味
気
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
汽
車

で
仕
事
に
行
く
よ
り
も
車
で
行
く
方
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
車
の
中
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
め
な
い
。

高
速
道
路
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
国
道
も
整
備
さ
れ
、
高
速
道
も
少
し
ず
つ
延

び
、
冬
で
も
、
時
に
は
汽
車
よ
り
早
く
目
的
地
に
つ

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
せ
め
て
、
途
中
で
酒
が

飲
め
な
い
な
ら
ば
、
沿
道
ぐ
ら
い
に
は
も
う
少
し
色

が
欲
し
い
と
思
う
。
林
の
中
を
車
で
走
っ
て
い
れ
ば
、

酒
が
な
く
て
も
、
気
分
よ
く
走
れ
る
。

近
頃
、
国
鉄
の
数
十
年
の
防
雪
の
伝
統
を
無
視
し

て
、
防
雪
柵
な
る
も
の
が
、
は
や
り
出
し
て
き
で
い

る
。
確
か
に
、
木
が
育
つ
ま
で
の
十
年
ぐ
ら
い
は
、

防
雪
柵
も
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
ろ

、ヮ。
し
か
し
な
が
ら
遠
い
将
来
を
思
う
時
、
世
の
中
を

住
み
に
く
く
し
て
き
た
世
代
が
、
せ
め
て
、
残
せ
る

も
の
の
一
つ
は
、
防
雪
林
で
あ
ろ
う
。
大
げ
さ
に
言

え
ば
、
防
雪
柵
が
防
雪
林
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
時
は
、

日
本
は
亡
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と

さ
え
、
想
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

(
冬
の
地
吹
雪
の
夜
市
電
を
お
り
て
か
ら
、
寮
に
た

ど
り
つ
く
の
は
大
変
難
儀
で
あ
っ
た
。
吹
き
だ
ま
り

に
は
ま
り
込
む
と
、
遭
難
の
恐
れ
さ
え
覚
え
た
。
こ

の
苦
し
み
を
想
い
出
し
て
低
温
研
で
は
吹
雪
を
テ
l

マ
と
し
た
)
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恵
迫
寮
の
最
初
の
印
象
は
、
入
寮
の
面
接
だ
っ
た
。

無
精
髭
を
生
や
し
た
先
輩
寮
生
が
い
る
部
屋
に
入
っ

て
、
凄
い
と
こ
ろ
に
来
た
、
と
感
じ
た
。
凄
い
格
好

を
し
た
男
達
が
こ
ち
ら
を
凝
視
し
て
い
た
。
何
を
質

問
さ
れ
た
か
思
い
出
せ
な
い
が
、
貧
乏
学
生
で
、
是

非
こ
の
寮
に
入
り
た
い
と
い
う
事
を
一
生
懸
命
に
訴

え
た
記
憶
が
あ
る
。

入
寮
許
可
を
も
ら
い
、
や
っ
と
北
大
に
入
れ
た
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。
四
月
の
中
旬
の
こ
の
時
季
、
札

幌
は
雪
が
降
っ
た
り
し
て
、
凍
え
た
。
先
輩
の
下
宿

で
は
、
ま
だ
ス
ト
ー
ブ
が
赤
々
と
燃
え
て
い
た
。
主

人
が
煙
草
に
火
を
灯
け
る
の
に
マ
ッ
チ
を
煙
突
に
付

け
て
い
た
の
を
鮮
明
に
思
い
出
す
。

入
寮
手
続
き
を
済
ま
せ
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
。

一
部
屋
に
五
人
の
共
同
生
活
で
、
寝
食
を
共
に
す
る
の

で
、
大
変
な
不
安
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
輩
寮
生
は

暖
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
ほ
っ
と
し
た
。
部
屋
は
乱

雑
の
中
に
も
整
然
と
し
た
秩
序
が
あ
っ
た
。
畳
の
ベ
ッ

ド
五
個
、
机
五
脚
、
洗
面
台
一
ヶ
所
、
そ
し
て
天
井
、

壁
に
は
先
輩
寮
生
の
生
活
の
証
し
か
、
記
念
碑
か
、
哲

学
的
な
文
字
が
い
っ
ぱ
い
書
い
で
あ
っ
た
。
前
衛
的
な

感
じ
の
す
る
部
屋
で
の
生
活
だ
っ
た
。

新
入
寮
生
の
歓
迎
コ
ン
パ
が
食
堂
で
聞
か
れ
た
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
、
寮
歌
の
練
習
が
あ
り
、
新
入
り
は

食
堂
で
先
輩
寮
生
の
声
を
ま
ね
て
、
太
鼓
の
響
き
と

と
も
に
寮
歌
を
憶
え
た
。
食
堂
に
一
台
の
オ
ル
ガ
ン

が
あ
っ
た
。
行
事
の
時
に
は
寮
歌
の
伴
奏
を
し
て
い

た
。
ふ
だ
ん
、
オ
ル
ガ
ン
は
食
堂
の
片
隅
に
置
か
れ

て
い
た
。

私
は
鍵
盤
楽
器
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
夜
静
か

に
な
っ
た
頃
に
食
堂
へ
行
っ
た
。
足
踏
み
式
の
オ
ル

ガ
ン
は
音
を
出
し
た
。
食
堂
中
に
い
い
音
が
響
い
た
。

い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
な
の
で
、
嬉
し
く
な
っ
た
。

食
堂
は
寮
生
の
い
る
部
屋
か
ら
は
少
し
離
れ
て
お

り
、
オ
ル
ガ
ン
の
音
は
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
良
か

っ
た
よ
う
だ
。
夜
の
九
時
過
ぎ
、
楽
譜
を
持
っ
て
食

堂
へ
。
そ
し
て
指
の
練
習
、
旋
律
の
練
習
を
し
た
。

遅
い
晩
飯
を
食
べ
に
来
る
寮
生
も
居
た
が
、
互
い
に

気
に
留
め
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の

オ
ル
ガ
ン
は
鍵
盤
が
少
な
く
、
楽
譜
通
り
の
練
習
が

出
来
ず
、
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

こ
の
頃
、
色
々
な
バ
イ
ト
を
し
た
。
な
か
で
も
冬

場
の
鉄
材
運
搬
の
バ
イ
ト
の
時
、
素
手
で
鉄
材
を
持

ち
上
げ
、
手
に
凍
傷
を
負
っ
た
。
自
分
の
手
が
鉄
に

千

坂

手E

5ム
(
昭
和
お
年
入
寮
)

へ
ば
り
付
い
た
の
だ
。
し
ば
ら
く
痛
か
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
指
は
大
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
中
で
、
家
庭
教
師
も
し
た
。
あ
る

家
庭
で
、
幸
運
な
こ
と
に
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
。
寮
の

食
堂
の
オ
ル
ガ
ン
で
不
足
し
て
い
た
鍵
盤
が
チ
ャ
ン

ト
あ
る
。
練
習
が
よ
り
楽
し
く
な
っ
た
。
楽
譜
の
読

み
方
は
自
己
流
、
運
指
法
も
自
己
流
で
あ
っ
た
が
、

楽
譜
に
近
い
形
で
の
音
楽
に
な
っ
て
来
た
。
こ
の
時

期
に
練
習
し
た
曲
は
、
シ
ュ

1
マ
ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
、
ワ
イ
マ
ン
、
パ
ダ
ジ
ェ
フ
ス
ヵ
、
そ
し
て
パ
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イ
エ
ル
な
ど
の
作
曲
家
の
も
の
だ
っ
た
。
家
庭
教
師

の
お
宅
で
は
時
聞
の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
練

習
を
さ
せ
て
も
ら
え
、
鍵
盤
楽
器
の
楽
し
さ
を
十
分

に
味
わ
っ
た
。
恵
迫
寮
に
二
年
、
そ
の
後
、
桑
園
寮

に
移
り
、
大
学
時
代
の
楽
し
く
も
苦
し
い
四
年
は
終

え
た
。
こ
の
恵
迫
寮
で
の
オ
ル
ガ
ン
の
出
会
い
が
、

自
分
の
そ
の
後
の
鍵
盤
楽
器
の
練
習
の
礎
に
な
っ
て

い
る
。
我
々
が
居
た
北
十
八
条
の
木
造
二
階
建
て
の

寮
は
現
在
、
そ
の
影
も
無
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
食

堂
に
あ
っ
た
小
さ
な
オ
ル
ガ
ン
は
今
、
ど
こ
で
余
生

を
送
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
・
:
。

私
は
今
、
鍵
盤
を
前
に
し
て
シ
ョ
パ
ン
の
夜
想
曲



を
少
し
ず
つ
練
習
し
て
い
る
。
恵
迫
寮
の
夜
の
食
堂

に
響
い
た
あ
の
オ
ル
ガ
ン
の
音
と
だ
ぶ
っ
て
、
流
れ

出
る
音
を
楽
し
ん
で
い
る
。
自
分
の
指
か
ら
生
れ
る

S
畠

S
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眼
前
に
二
組
四
冊
の
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
ま
す
。

組
は
恵
迫
寮
ア
ル
バ
ム
編
纂
委
員
会
編
纂
の
「
恵
迫

寮
」
昭
和
三
十
七
年
度
版
と
同
三
十
八
年
度
版
で
す
。

他
の
一
組
は
、
「
北
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
生
活
」
と

「
北
海
道
の
青
春
」
で
す
。
後
者
の
二
冊
は
私
が
写

し
た
り
、
撮
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
写
真
の
山
を
ラ

グ
ビ
ー
部
一
年
後
輩
で

S
上
S
で
間
重
だ
っ
た
斉
藤

孝
之
君
が
私
の
助
け
を
借
り
ず
一
人
で
整
理
し
て
作

っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
恵
迫
寮
百
年
記
念
委
員
会

か
ら
案
内
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、
こ
の
四
冊
の

ア
ル
バ
ム
を
取
り
出
し
、
恵
迫
寮
生
時
代
の
思
い
出

に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
の
青
春
」
の
初
め
は
、
二
浪
し
て
よ
う

や
く
入
学
で
き
、
上
野
か
ら
初
め
て
北
海
道
に
渡
り

寮
生
活
を
始
め
る
ま
で
を
載
せ
て
い
ま
す
。
寮
生
活

クの
ラ最
ブ初
」写
の真
メは
ン五
ぷ月

Z I 
Z震
で A
....... :z耳

lO で
の

英
語

寮
歌
、
特
に
都
ぞ
弥
生
、
理
培
み
が
く
、
校
歌
な
ど

で
思
い
出
す
の
は
恵
迫
寮
と
バ
ン
カ
ラ
と
オ
ル
ガ
ン

の
風
景
と
音
で
あ
る
。

南
寮
中
寮
聞
の
中
庭
で
二
十
六
号
室
メ
ン
バ
ー
と

の
写
真
の
背
景
は
中
寮
の
板
壁
と
木
枠
の
窓
で
す
。

父
の
寮
時
代
(
予
科
時
代
)
の
写
真
に
も
同
じ
背
景

の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
意
識
し
て
撮
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

札
幌
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
札
幌
祭
り
に
バ
イ
ト

と
し
て
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
し
た
と
き
の
写
真
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
の
時
代
は
、
大
学
進
学
者
は
同
年
齢

人
口
の
二
十
五
%
以
下
で
し
た
か
ら
、
大
学
に
通
学

で
き
た
だ
け
で
も
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
私
の
仕
送
り
は
月
六
千
円
で
し
た
。
ラ
グ

ピ
I
の
練
習
の
な
い
日
に
は
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
、

月
に
千
円
を
貯
金
し
て
い
ま
し
た
。
寮
生
だ
か
ら
で

き
た
生
活
で
し
た
。

父
の
時
代
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
父

に
見
せ
る
た
め
に
、
当
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
、

建
物
を
多
数
撮
り
ま
し
た
。
寮
の
正
面
玄
関
を
始
め
、

恵
迫
寮
百
年
の
二
年
間
と
オ
ル
ガ
ン
に
感
謝
と
有

難
う
の
気
持
ち
を
現
わ
し
た
い
。
あ
り
が
と
う
。

岡

本

(
昭
和
幻
年
入
寮
)

敏

食
堂
、
風
呂
、
洗
濯
場
、
二
十
六
号
室
の
自
分
の
机

と
ベ
ッ
ト
な
ど
も
撮
っ
て
い
ま
す
。
寮
の
玄
関
の
内

側
に
「
門
限
午
後
十
一
時
四
十
五
分
」
と
墨
書
さ
れ

た
木
札
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
寮
友
の
一
人
が
「
日

が
変
わ
る
前
十
五
分
だ
け
寮
に
帰
れ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
」
と
い
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
床
が
傾
斜
し
普
段
は
使

わ
れ
な
か
っ
た
講
堂
に
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
当
時
は
ま
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だ
実
家
に
は
な
か
っ
た
の
で
、
冬
、
暖
房
の
切
れ
た

深
夜
、
丹
前
を
着
て
斜
め
に
線
の
は
い
っ
た
画
面
に

寄
り
付
い
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
談
話

室
で
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩
達
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を

囲
ん
だ
こ
と
も
、
ア
ル
バ
ム
「
恵
迫
寮
」
を
見
て
思

い
出
し
ま
す
。

恵
迫
寮
の
最
後
は

S
上
S
で
「
ラ
グ
ビ
ー
部
」
と

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
寮
生
活
を
経
験
し
た
人
は
私

た
ち
の
世
代
で
は
か
な
り
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
七



人
部
屋
で
半
年
暮
し
た
経
験
を
持
つ
人
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
部
屋
は
父
も
予
科
時
代
過
ご
し
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
と
き
は
五

1
六
人
部
屋
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
子
供
の
時
は
ひ
弱
だ
っ
た
父
が
、
よ

く
気
の
つ
く
お
お
ら
か
な
性
格
に
な
っ
た
の
は
こ
こ

で
の
生
活
を
経
験
し
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
こ
の
寮
の
生
活
で
、
自
治
と
協
調
の
精
神

が
培
わ
れ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
十
七
年
北
大
予
科
に
入
学
、
入
寮
選
考

も
無
事
に
パ
ス
し
て
恵
迫
寮
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

寮
は
各
室
定
員
五
人
で
、
三
人
の
新
入
生
に
二
人

の
上
級
生
が
付
い
て
面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た。
入
寮
の
目
、
札
幌
駅
に
駅
留
め
に
し
で
あ
っ
た
夜

具
布
団
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
が
入
っ
た
大
き
な
重

い
布
団
袋
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
寮
ま
で
引
っ
張
っ

て
来
て
く
れ
た
の
は
こ
れ
ら
の
先
輩
た
ち
だ
っ
た

が
、
生
れ
て
初
め
て
親
元
を
離
れ
て
幾
つ
も
の
不
安

を
抱
え
た
新
入
生
に
と
っ
て
、
こ
の
後
引
き
続
い
て

先
輩
が
示
し
て
く
れ
た
様
々
な
厚
い
心
遣
い
ほ
ど
身

か
つ
て
の
課
外
活
動
団
体
の
部
長
・
顧
問
の
委
員

会
で
、
課
外
活
動
は
人
間
形
成
に
資
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
、
と
の
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
「
も

っ
と
人
間
形
成
に
役
立
つ
の
は
寮
生
活
な
ん
だ
が
な

あ
」
と
い
う
一
人
の
教
授
の
つ
ぶ
や
き
に
、
参
加
者

が
皆
領
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
広
島
大

学
で
も
平
成
七
年
に
寮
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
、
個
室

の
学
生
宿
舎
に
代
わ
り
ま
し
た
。
今
の
世
相
を
見
る

に
泌
み
て
嬉
し
く
有
り
難
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
微
に
入
り
細
に
わ
た
る
親
身
の
世
話
は
、

ど
れ
程
早
く
私
た
ち
新
入
生
を
恵
迫
寮
生
活
に
溶
け

込
ま
せ
て
く
れ
た
こ
と
か
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
親
切
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

入
寮
早
々
、
弊
衣
破
帽
の
外
見
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
寮
生
の
一
面
を
知
り
得
た
こ
と
は
、
私
の
よ
う
な

東
京
育
ち
の
世
間
知
ら
ず
に
と
っ
て
得
難
い
幸
せ
で

あ
っ
た
。

当
初
、
先
輩
か
ら
用
意
し
て
お
け
と
言
わ
れ
た
物

の
一
つ
に
寮
歌
集
が
あ
る
。

夕
食
後
の
ひ
と
と
き
、
先
輩
が
先
ず
歌
い
や
す
い

と
、
寮
を
復
活
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
、
自
民
党
筋

か
ら
、
究
極
の
団
体
生
活
で
あ
る
軍
隊
生
活
を
体
験

さ
せ
る
た
め
に
徴
兵
制
度
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う

声
が
大
き
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た

ら
、
今
は
二
人
の
孫
違
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

「
東
広
島
九
条
の
会
」
立
ち
上
げ
に
微
力
を
尽
く
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

篠

(
昭
和
げ
年
入
寮
)
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守

正

寮
歌
を
選
ん
で
数
曲
教
え
て
く
れ
た
。
「
都
ぞ
弥
生
」

は
「
難
し
い
か
ら
、
い
ず
れ
ゆ
っ
く
り
教
え
る
け
れ

ど
、
こ
ん
な
歌
だ
」
と
言
っ
て
一
番
だ
け
歌
っ
て
く

れ
た
。
格
調
の
高
い
歌
詞
の
内
容
は
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
が
、
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
こ
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
は
何
と
な
く
ど
こ
か
で
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
に
は
気

が
付
か
な
か
っ
た
が
、
後
日
「
都
ぞ
弥
生
」
の
二
番

の
冒
頭
に
「
豊
か
に
稔
れ
る
石
狩
の
野
に
」
と
あ
る

の
を
寮
歌
集
で
見
付
け
て
私
は
ハ
ッ
と
し
た
。

私
が
ま
だ
小
学
生
の
頃
、
よ
く
母
が
家
事
の
合
間

に
「
豊
か
に
稔
れ
る
石
狩
の
野
に
雁
遥
々
沈
み
て



ゆ
け
ば
:
・
」
と
口
ず
さ
ん
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

つ母
たは
時、

覚れ
えは
て私
きの
元兄
歌を
な惜
の学
云捧
と rr
貫主
毛準
b 、岨.. ¥ 
h 

'Z 行

何
回
も
聞
い
て
い
る
う
ち
に
私
も
「
羊
群
声
な
く
牧

舎
に
帰
り
」
な
ど
意
味
の
分
か
る
と
こ
ろ
を
一
緒
に

青春@幽国園

歌
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
節
回
し
も
い
い
加
減
で
歌
詞

も
間
違
い
だ
ら
け
だ
っ
た
が
、
今
思
う
と
あ
の
時
口

ず
さ
ん
で
い
た
歌
は
正
し
く
「
都
ぞ
弥
生
」
に
相
違

な
か
っ
た
。
何
と
私
は
小
学
生
時
代
か
ら
「
都
ぞ
弥

生
」
を
歌
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

私
が
入
寮
し
た
当
時
、
た
ま
た
ま
「
恵
迫
寮
小
史
」

の
発
行
が
企
画
さ
れ
て
い
て
、
夕
食
後
全
寮
生
を
集

会
室
に
集
め
て
、
編
集
担
当
の
幹
事
が
札
幌
農
学
校

創
立
の
歴
史
を
数
回
に
分
け
て
詳
説
し
て
く
れ
た
。

明
治
五
年
、
札
幌
農
学
校
の
前
身
で
あ
る
「
開
拓

使
仮
学
校
」
と
し
て
使
わ
れ
た
東
京
の
芝
増
上
寺
方

丈
は
、
増
上
寺
の
塔
頭
(
た
っ
ち
ゅ
う
)
の
一
つ
で

あ
る
。
私
の
実
家
の
門
の
目
の
前
に
あ
っ
て
、
そ
の

跡
地
は
子
供
の
頃
の
よ
い
遊
び
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

を
こ
の
寮
史
の
話
を
聞
い
て
始
め
て
知
っ
た
。

も
う
一
つ
恵
迫
寮
に
入
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
私

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
都
ぞ
弥

生
」
の
作
調
者
横
山
芳
介
さ
ん
が
私
の
出
身
中
学

(
東
京
高
師
付
属
中
)
の
先
輩
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。

三
大
寮
歌
の
随
一
に
推
す
人
も
多
い
名
歌
の
作
者
。

し
か
も
一
番
身
近
な
母
校
の
先
輩
で
あ
る
人
の
名
を

札
幌
に
行
く
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
点
で
私
は
昔
か
ら
北
大
と
結
ぼ
れ
る

深
い
縁
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

「
都
ぞ
弥
生
」
の
二
番
に
「
お
ご
そ
か
に
北
極
星

を
仰
ぐ
哉
」
と
あ
る
が
、
入
寮
後
間
も
な
い
こ
ろ
、

初
め
て
同
室
の
新
入
生
三
人
で
町
へ
夜
間
外
出
し
た

と
き
、
先
輩
が
「
帰
り
の
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

第
一
章
日
本
の
敗
戦

私
は
、
満
州
(
中
国
東
北
部
)
の
ハ
ル
ピ
ン
で
生

ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
父
が
満
州
警
察
官
を
志
願
し
て
、

こ
の
地
に
渡
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
父
は
、
ハ

ル
ピ
ン
か
ら
、
チ
チ
ハ
ル
に
異
動
し
た
の
で
、
私
は
、

チ
チ
ハ
ル
国
民
小
学
校
に
入
学
し
た
。

ら
北
極
星
を
頼
り
に
帰
っ
て
来
い
」
と
助
言
し
て
く

れ
た
。
月
の
無
い
晩
で
も
南
北
に
真
つ
直
な
札
幌
の

道
は
北
極
星
を
目
指
し
て
さ
え
来
れ
ば
、
北
の
は
ず

れ
に
あ
る
寮
に
辿
り
着
け
る
理
屈
で
あ
る
。
「
さ
す

が
は
北
大
。
ア
ド
バ
イ
ス
も
雄
大
だ
な
」
と
、
私
た

ち
は
入
寮
以
来
の
拭
い
切
れ
な
か
っ
た
萎
縮
し
た
気

持
ち
が
一
ぺ
ん
に
吹
っ
飛
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た
の

だ
っ
た
。

札
幌
に
一
人
も
身
寄
り
の
無
い
私
だ
っ
た
が
、
東

京
の
親
元
で
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
温
か
み
に
触
れ
、
「
都
ぞ
弥
生
」
と
の
深
く
結
ぼ

れ
た
奇
し
き
縁
を
感
じ
つ
つ
、
い
つ
の
間
に
か
心
の

底
か
ら
札
幌
を
第
二
の
故
郷
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
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い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
星
影
冴
か
に
光
れ
る
北
を

人
の
世
の
清
き
国
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」

(
都
ぞ
弥
生
)

佐

藤

正

(
昭
和
お
年
入
寮
)

暮
ら
し
は
、
父
が
チ
チ
ハ
ル
警
察
署
の
副
署
長
・

警
察
学
校
の
副
校
長
で
し
た
の
で
、
わ
り
と
裕
福
な

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
国
民
小
学
校
で
は
、
良
き
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軍
人
に
な
る
べ
く
、
教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
担
任
の
先
生
が
、
家
庭
訪
問
に
来
ら
れ
た
時
、

三
軒
の
土
塀
で
固
ま
れ
た
官
舎
の
庭
で
、
兵
隊
ご
っ

こ
を
し
て
い
た
ら
、
先
生
が
「
偉
い
わ
ね
」
と
誉
め

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
日
本
は
、
無
条
件
降
伏
し
た
の
で
す
。
私
達
が
、

家
か
ら
外
を
覗
く
と
、
ソ
ビ
エ
ト
兵
が
、
門
扉
を
こ

じ
開
け
て
入
っ
て
き
ま
し
た
。
父
は
、
即
座
に
連
行

さ
れ
、
私
た
ち
母
子
が
、
残
さ
れ
ま
し
た
。

父
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ハ
パ
ロ
ス
ク
で
、
重
労
働
に

服
し
、
五
年
後
、
細
菌
戦
の
関
係
で
、
中
国
の
撫
順

で
、
露
天
掘
り
の
炭
鉱
労
働
と
、
思
想
改
造
の
教
育

を
受
け
、
す
っ
か
り
毛
沢
東
思
想
に
な
っ
て
、
い
ま

し
た
。
十
一
年
の
父
と
の
離
別
か
ら
、
昭
和
三
十
一

年
後
戦
犯
を
帰
還
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
リ
ト
ク
ゼ

ン
女
史
の
第
二
次
の
帰
還
者
名
簿
に
父
の
名
前
が
あ

っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
は
、
私
た
ち
兄
妹
は
、
母
の
実
家
の
あ

る
、
新
潟
県
五
泉
町
(
後
市
に
昇
格
)
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
私
は
、
私
立
新
潟
明
訓
高
校
(
漫
画
の
ド

カ
ベ
ン
の
高
校
が
、
明
訓
で
あ
る
の
は
、
作
者
の
永

島
信
二
が
、
隣
の
中
学
校
に
い
た
か
ら
で
す
)
に
入

学
し
ま
し
た
。
私
に
は
、
下
に
妹
二
人
と
、
母
が
、

敗
戦
で
、
帰
国
の
た
め
待
機
し
て
い
た
時
、
盗
賊
・

強
盗
団
に
押
し
入
ら
れ
、
「
お
金
は
無
い
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
、
背
中
を
木
万
で
、
何
度
も
た
た
か
れ
、

母
の
乳
が
出
な
く
な
り
、
栄
養
不
良
で
、
末
の
弟
は
、

一
歳
の
頃
死
亡
し
ま
し
た
。

帰
還
に
際
し
て
、
父
は
、
北
京
か
ら
短
波
放
送
で
、

私
に
「
父
ち
ゃ
ん
達
は
、
中
国
人
民
に
ひ
ど
い
こ
と

を
し
ま
し
た
。
然
し
、
偉
大
な
毛
沢
東
主
席
と
人
民

は
、
許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
正
君
、
こ
れ
か
ら
は
、

中
国
人
民
と
日
本
人
民
の
友
好
の
た
め
に
、
共
産
党

の
良
き
働
き
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け

た
の
で
す
。

第
二
章
安
保
闘
争
と
日
本
共
産
党
へ
の
入
党

私
が
、
教
師
に
な
り
た
く
て
、
学
芸
大
学
札
幌
分

校
を
、
志
願
し
た
の
で
す
が
、
一
期
校
の
、
北
大
理

類
を
受
け
た
ら
、
合
格
し
た
の
で
、
父
は
「
一
正
、

北
大
で
も
、
教
師
に
な
れ
な
い
の
か
?
」
と
問
わ
れ
、

「
父
ち
ゃ
ん
、
交
通
費
が
、
無
駄
に
な
る
の
で
、
北

大
で
も
、
良
い
よ
。
そ
こ
で
も
教
師
に
な
れ
る
か
ら
」

と
言
い
ま
し
た
ら
、
父
は
「
そ
う
し
て
く
れ
」
と
言

い
ま
し
た
。
日
雇
い
で
、
鮮
魚
屈
を
営
ん
で
い
る
弟

に
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
分
か
り
ま
す
。

北
大
教
養
部
の
講
義
が
、
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
「
警

職
法
」
反
対
の
闘
争
が
あ
り
、
私
の
心
を
奮
い
立
た

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六
十
年
安
保
闘
争
が
、
始
ま

り
、
こ
の
中
で
、
私
は
「
日
本
共
産
党
」
に
入
党
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
室
蘭
市
の
父
に
手
紙
を
書

い
て
、
送
っ
た
ら
、
「
お
め
で
と
う
」
の
返
事
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思

っ
た
の
で
す
。

第
三
章
私
の
、
北
大
卒
業
後
の
実
践

私
は
、
先
ず
、
労
働
者
の
中
に
拠
点
と
言
う
考
え

で
、
東
京
江
東
区
旭
電
化
K
-
K
の
研
究
所
に
就
職

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
ヵ
月
程
で
、
急
性
腎
炎
に

か
か
り
入
院
・
退
院
を
繰
り
返
し
、
休
職
し
ま
し
た
。

ど
う
も
、
私
に
は
、
梅
雨
の
あ
る
東
京
の
気
候
に
は
、

馴
染
め
な
い
と
思
い
北
海
道
公
立
学
校
教
員
採
用
試

験
を
受
け
、
蘭
越
高
校
六
年
・
室
蘭
栄
高
校
定
時
制

十
二
年
・
千
歳
北
陽
高
校
五
年
・
苫
小
牧
南
高
校
三

年
・
追
分
高
校
四
年
・
北
海
道
友
朋
高
校
五
年
計
三

十
五
年
高
校
教
師
と
し
て
勤
め
、
平
成
十
一
年
一
一
一
月

定
年
退
職
し
、
年
金
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
は
、
蘭
越
高
校
在
任
中
、
二
年
間

学
級
担
任
を
し
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
中

に
起
き
た
、
長
髪
許
可
要
求
に
対
し
、
ク
ラ
ス
討
議

を
さ
せ
生
徒
会
の
問
題
に
し
て
、
署
名
運
動
が
始
ま

83 

る
と
、
学
校
側
は
、
「
父
兄
の
申
し
出
に
よ
り
校
長

が
許
可
す
る
」
と
い
う
条
件
で
許
可
し
、
抜
き
打
ち

で
、
許
可
証
の
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
私
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
充
分
に
討
議
を
し
て

い
た
の
で
、
一
人
も
違
反
が
、
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
反
し
て
他
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
討
議
が
不

十
分
だ
っ
た
た
め
違
反
者
が
多
勢
い
ま
し
た
。
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ま
た
千
歳
北
陽
高
校
で
は
、
こ
の
学
校
が
、
文
部

省
研
究
開
発
指
定
校
で
し
た
の
で
、
初
代
校
長
が
六

年
間
も
君
臨
し
て
、
理
科
1
・
現
代
社
会
の
教
科
書

を
、
研
究
開
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
指
導
の

面
で
は
、
校
長
が
、

「こ

の
学
校
は
規
則
の
無
い
学

校
に
し
よ
う
」
と
、
言
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規

則
が
次
々
と
開
発
さ
れ
た
の
で
し
た
。

例
え
ば
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
職
員
室
に
双
眼
鏡
が
置
い
て
あ
り
、
見
つ
か
り

そ
れ
に
よ
り
、
停
学
等
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
初
任
校
の
蘭
越
高
校
時
代
、
長
髪
要
求

と
、
私
が
蘭
越
高
校
か
ら
高
教
組
後
志
支
部
の
書
記

長
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
報
復
人
事
で
、
室
栄
定

時
に
発
令
し
た
の
で
す
。
で
も
、
定
時
制
で
の
教
育

と
、
実
践
で
、
楽
し
い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

第
四
章

父
の
毛
沢
東
思
想
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
様

六
十
年
安
保
の
と
き
に
、
父
は
、
「
共
産
党
に
入

党
し
ま
し
た
」
と
い
う
私
の
手
紙
に
「
お
め
で
と
う
」

と
返
事
を
く
れ
た
の
に
、
七
十
年
の
文
化
大
革
命
の

時
に
は
、
「
お
前
は
、
敵
だ
ス
パ
イ
だ
」
と
言
う
の

で
す
。
毛
沢
東
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
か
、
日
本
共
産

党
を
修
正
主
義
呼
ば
わ
り
し
て
い
た
の
で
す
。
私
は
、

悲
し
か
っ
た
で
す
。
毛
沢
東
こ
そ
変
質
し
て
い
た
の

で
す
。

第
五
章

共
産
党
か
ら
の
離
党

私
は
、
高
校
支
部
に
い
た
時
、
私
が
入
党
さ
せ
た

同
志
の
金
銭
に
か
ら
む
こ
と
を
支
部
長
に
報
告
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
指
導
の
ま
ず
さ
か
ら
、
離
党
し

共
産
党
も
絶
対
と
言
う
も
の
は
な
い
と
考
え
、
相
対

的
に
捉
え
て
い
ま
す
。
以
来
、
選
挙
で
は
、
共
産
党

に
投
票
し
ま
す
が
、
絶
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
北
海
道
知
事
選
挙
で
、
横
路
さ
ん
に
投
票
し
た

け
れ
ど
、
道
民
の
期
待
と
裏
腹
な
結
果
で
し
た
。

第
六
章

余
生
を
歌
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
生
き
る

私
は
、

札
幌
放
送
合
唱
団

O
B
会
会
員
と
し
て
、

月
に
奇
数
土
曜
日
札
幌
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に
諌
習
に

行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
火
曜
日
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌

い
に
近
く
の
ス
ナ
ッ
ク
へ
行
き
ま
す
。
ま
た
、
「
千

歳
こ
ど
も
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
に
入
り
、

毎
朝
登
校
時
に
は
、
子
供
を
事
故

・
事
件
か
ら
守
る

た
め
に
、
交
差
点
に
立
っ
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
、
握

手
を
交
わ
し
、
「
元
気
に
遊
び
勉
強
し
な
さ
い
」
と

励
ま
し
て
い
ま
す
。
子
供
は
、
宝
で
す
。
し
っ
か
り

見
守
り
ま
す
。

あ
と
が
き

①
父
が
チ
チ
ハ

ル
警
察
署
の
副
署
長
で
あ
っ
た
時
、

署
長
さ
ん
は
、

逃
げ
隠
れ
し
た
と
こ
ろ
中
国
人
に
、

見
つ
か
り
、
即
刻
公
開
銃
殺
刑
が
さ
れ
ま
し
た
。

ド
l
ン
と
い
う
音
を
耳
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

父
は
、
逃
げ
隠
れ
せ
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
兵
に
連
行
さ

れ
た
の
で
、
七
十
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

②
母
が
死
亡
し
た
時
の
、
私
の
悲
し
み
は
、
言
葉
に

言
い
表
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
新
潟
市
の
信
濃

川
に
掛
る
橋
か
ら
身
を
投
げ
て
、
死
の
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
下
の
二
人
の
妹
達
の
こ
と
を
考
え
て

辛
う
じ
て
五
泉
市
に
着
き
、
妹
た
ち
の
顔
を
見
る

な
り
、
号
泣
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

③
一波
と
は
、
流
し
て
し
ま
え
ば
、
澗
れ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
自
分
で
し
た
。
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昭
和
四
十
三
年
青
森
か
ら
青
函
連
絡
船
に
乗
り
札

幌
に
向
か
っ
た
。
同
じ
高
校
の
小
田
中
君
と
一
緒
に

な
っ
た
。

入
学
と
同
時
に
、
高
校
の
先
輩
内
山
さ
ん
が
恵
姐

寮
を
勧
め
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
彼
と
共
に
入
寮
を

希
望
し
許
可
さ
れ
た
。
初
め
て
目
に
し
た
恵
姐
寮
は
、

木
も
れ
日
の
中
、
長
い
歴
史
の
空
気
を
吸
い
込
ん
だ

よ
う
な
黒
光
り
す
る
木
造
の
建
物
だ
っ
た
。
最
初
、

空
い
て
い
る
三
人
部
屋
に
入
っ
た
。
木
製
の
台
の
上

に
布
団
を
敷
い
た
ベ
ッ
ド
の
下
に
、
生
協
で
母
が
買

っ
て
く
れ
た
二
段
の
タ
ン
ス
を
入
れ
た
。
暖
房
用
の

ス
チ
ー
ム
と
上
下
開
聞
の
窓
が
珍
し
か
っ
た
。

建
物
の
奥
に
は
全
員
が
座
れ
る
よ
う
な
食
堂
が
あ

り
、
食
事
は
時
間
に
な
る
と
四
段
く
ら
い
の
棚
に
置

か
れ
る
。
夕
食
は
十
時
過
ぎ
る
と
エ
ツ
セ
ン
開
放
と

い
う
放
送
が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
残
っ
て
い
る
食
事

は
自
由
に
食
べ
て
良
か
っ
た
。
早
い
者
勝
ち
。
こ
の

開
放
前
に
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
エ
ッ
セ

ン
ア
タ
ッ
ク
だ
と
教
わ
っ
た
。
バ
イ
ト
か
ら
帰
り
、

棚
が
空
の
時
は
が
っ
か
り
し
た
。
食
い
物
の
恨
み
は

恐
ろ
し
い
。
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ス
キ
ー
を
片
手
に
フ
ン
ド
シ
姿
で
「
札
幌
農
学
校

は
蝦
夷
が
島
、
熊
が
住
む
|
|
」
と
片
足
ず
つ
跳
ね

な
が
ら
ス
キ
l
で
ド
ン
ド
ン
床
を
突
く
ス
ト
ー
ム
に

は
、
最
初
は
と
て
も
ピ
ッ
ク
リ
し
た
。
夜
中
、
遠
く

か
ら
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
音
が
迫
っ
て
来
る
の
だ
。
後

日
、
自
分
が
や
る
段
に
な
り
、
手
拍
子
が
早
く
な
ら

な
け
れ
ば
ず
っ
と
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
し
か
も

全
室
を
困
り
き
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
過
酷

な
ル

l
ル
を
知
っ
た
。

ク
ラ
プ
に
入
る
に
つ
い
て
小
田
中
君
と
、
色
々
な

説
明
会
に
出
向
い
た
が
、
結
果
的
に
は
、
先
輩
達
か

ら
勧
め
ら
れ
て
い
た
応
援
団
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

彼
は
団
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
部
、
私
は
先
輩
の
居
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
し
た
。

応
援
団
の
歓
迎
コ
ン
パ
は
裏
の
農
場
で
車
座
に
な

り
、
次
か
ら
次
と
先
輩
達
が
新
入
団
生
の
前
に
置
か

れ
た
食
堂
の
ド
ン
プ
リ
に
注
い
で
行
く
。
飲
め
な
い

と
い
う
と
そ
の
度
に
俺
の
は
飲
め
な
い
の
か
と
腕
ま

れ
る
の
で
、
最
終
的
に
は
全
員
、
先
輩
に
抱
え
ら
れ

て
部
屋
に
運
ば
れ
た
。
せ
い
ぜ
い
の
抵
抗
は
、
ベ
ッ

ド
の
上
か
ら
、
脱
い
で
あ
る
先
輩
の
靴
に
吐
寓
物
を

命
中
さ
せ
る
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
た
だ
救
急
車
騒

ぎ
は
無
か
っ
た
。

池

正

(
昭
和
必
年
入
寮
)

秀

練
習
は
食
堂
と
反
対
側
の
二
階
の
講
堂
で
行
う
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
だ
け
で
は
吹
き
手
が
足
り
な
い
の

で
リ
ー
ダ
ー
部
の
有
志
が
参
加
し
て
い
た
。
長
い
髪

と
髭
だ
ら
け
の
団
員
が
ユ

I
フ
ォ
ニ
ュ
ー
ム
等
を
抱

え
て
吹
く
様
は
な
か
な
か
圧
巻
だ
っ
た
。
基
礎
体
力

練
習
の
後
な
ど
風
呂
に
行
く
が
、
円
形
の
風
自
の
中

に
は
沸
か
し
き
り
の
お
湯
が
い
つ
も
殆
ん
ど
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。

部
屋
替
え
で
応
援
団
部
屋
の
南
寮
二
階
奥
の
六
人

部
屋
(
南
上
)
に
移
っ
た
。
新
聞
紙
が
床
に
重
な
り
、

弊
衣
が
壁
に
さ
が
り
、
独
特
の
雰
囲
気
だ
っ
た
。
上

に
ス
ラ
イ
ド
し
て
開
け
る
窓
か
ら
体
を
外
に
乗
り
出

し
、
片
手
で
後
ろ
手
に
窓
の
ヘ
リ
を
つ
か
み
も
う
一

方
で
放
原
す
る
窓
シ
ヨ
ン
に
は
慣
れ
る
ま
で
に
か
な

り
か
か
っ
た
。
袴
姿
の
先
輩
達
は
、
い
と
も
簡
単
に

済
ま
せ
て
い
た
。
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冬
に
は
南
寮
で
ジ
ャ
ン
プ
大
会
。
ふ
ん
ど
し
一
丁

で
二
階
の
窓
か
ら
積
も
っ
た
雪
の
中
に
跳
ぶ
。
そ
の

下
に
は
、
窓
シ
ヨ
ン
が
染
み
込
ん
で
い
る
が
、
雪
が

き
れ
い
な
の
で
誰
も
気
に
し
な
い
。

毎
年
、
水
産
学
部
進
学
の
寮
生
と
の
別
れ
の
会
が

食
堂
だ
行
わ
れ
た
が
、
ろ
う
そ
く
の
灯
り
に
照
ら
さ



れ
て
、
別
離
の
歌
を
唄
う
中
を
彼
ら
が
去
る
と
こ
ろ

は
感
動
的
だ
っ
た
。

寮
内
に
唯
一
の
動
物
が
お
り
皆
に
愛
さ
れ
て
い

た
。
犬
の
シ
ロ
で
、
応
援
団
所
属
な
の
で
大
目
に
見

ら
れ
て
い
て
、
木
製
の
廊
下
の
上
を
ツ
メ
を
滑
ら
せ

な
が
ら
走
っ
て
い
た
。

学
生
運
動
の
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
寮
内
で
は
違
う
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
笑
顔
で
す
れ
違
っ
て
い
た
。

寮
内
は
い
つ
も
活
気
が
あ
っ
た
。

こ
の
数
ヶ
月
寮
歌
を
歌
い
な
が
ら
の
毎
日
を
過
ご

し
た
。
百
年
記
念
事
業
の
寮
歌
C
D制
作
に
関
し
て
、

恵
迫
寮
同
窓
会
か
ら
北
大
合
唱
団
O
B
会
に
依
頼
が

あ
り
、

O
B
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
約
三
十
名
が
集

ま
り
、
五
月
の
収
録
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
。
私

を
含
め
約
十
名
が
元
恵
迫
寮
生
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
久
し
振
り
に
恵
迫
寮
歌
と
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
若
き
日
の
想
い
を
蘇
え
ら
せ
な
が
ら
練
習
に
励
ん

だ。
寮
歌
を
歌
い
な
が
ら
の
毎
日
は
以
前
に
も
あ
っ

た
。
私
が
恵
迫
寮
に
入
っ
て
最
初
に
先
輩
か
ら
教
え

ら
れ
た
の
は
、
寮
生
の
最
低
条
件
は
寮
歌
が
歌
え
る

囲
内
で
共
に
父
親
の
居
な
い
私
と
小
田
中
君
そ
し

て
佐
々
木
君
の
三
人
は
、
電
車
通
り
の
喫
茶
庖
タ
マ

キ
に
よ
く
出
か
け
、
穏
や
か
な
時
を
過
ご
し
た
。
途

中
の
食
堂
市
ち
ゃ
ん
に
入
り
、
帰
る
時
に
雪
が
腰
程

ま
で
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
二
年
間
を
過
ご
し
、
応
援
団
か
ら
分
離

し
た
吹
奏
楽
研
究
部
に
属
し
て
い
た
の
で
、
体
育
会

系
中
心
の
桑
園
寮
に
移
っ
た
。

卒
業
後
も
時
折
訪
れ
て
い
た
が
、

い
つ
ま
で
も
あ

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
意
識
し
て
寮
歌
を
覚
え

た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
も
っ
と
決
定
的
だ
っ
た

の
は
、
夜
な
夜
な
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
私
は
ユ

l
ゲ

ン
ト
コ

l
ル
の
部
屋
に
住
ん
で
い
た
が
、
夜
に
な
る

と
い
つ
の
間
に
か
他
の
部
屋
か
ら
も
仲
間
が
集
ま
つ

て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
寮
歌
集
を

め
く
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で
寮
歌
を
片
っ
端
か
ら
歌

っ
た
。
こ
ん
な
情
景
は
ち
ょ
っ
と
滑
稽
で
少
し
惨
め

な
感
じ
も
す
る
が
、
い
ま
考
え
る
と
そ
う
で
は
な
い
。

ず
い
ぶ
ん
賛
沢
な
時
間
だ
っ
た
と
思
う
。
寮
歌
を
一

緒
に
歌
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
人
生
を
語
り
合
い
、

教
え
教
え
ら
れ
た
。
今
は
や
り
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
こ

っ
て
く
れ
る
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
恵
姐
寮
が
平
地

に
な
っ
て
い
る
の
を
見
た
時
は
、
周
り
の
草
木
の
風

に
吹
か
れ
る
音
が
変
わ
ら
な
い
だ
け
に
寂
し
か
っ

た。
今
も
、
北
海
道
や
札
幌
と
い
う
言
葉
を
見
る
度
聞

く
た
び
に
、
恵
麺
寮
で
の
生
活
が
脳
裏
に
蘇
り
、
共

に
過
ご
し
た
寮
生
そ
し
て
早
逝
し
た
小
田
中
君
が
思

い
出
さ
れ
る
。
あ
れ
か
ら
三
十
数
年
経
っ
た
。

目U

野

(
昭
和
白
年
入
寮
)

紀
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ん
な
深
く
て
熱
い
時
間
は
絶
対
期
待
で
き
な
い
。

今
度
の

C
D
に
収
録
さ
れ
た
寮
歌
は
明
治
か
ら
平

成
ま
で
の
三
十
三
曲
で
あ
る
。
北
大
合
唱
団
O
B
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
楽
譜
を
精
査
し
、
楽
譜
の

誤
り
を
正
す
だ
け
で
な
く
、
作
詞
者
と
作
曲
者
の
意

図
が
も
っ
と
も
反
映
す
る
よ
う
な
歌
い
方
を
心
が
け

た
。
そ
も
そ
も
寮
歌
は
寮
生
み
ん
な
の
も
の
と
し
て

創
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
い
方
が

あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
、
作
詞
者
と
作
曲
者

の
意
図
が
、
印
刷
さ
れ
た
詞
と
楽
譜
だ
け
で
な
く
、

歌
わ
れ
た
音
楽
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
さ
ら
に

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
今
回
の

C
D収



青室温幽雌圃

録
は
画
期
的
な
事
業
と
い
え
る
。
恵
迫
寮
歌
が
、
作

者
の
意
図
を
意
識
し
て
こ
れ
ほ
ど
音
楽
的
に
歌
わ
れ

収
録
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
の
こ
と
だ
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

寮
歌
C
D制
作
の
中
で
「
詰
洋
の
海
」
に
も
新
た

な
発
見
が
あ
っ
た
。
定
洋
の
海
は
、
昭
和
三
十
五
年

(
一
九
六
O
)
に
三
浦
清
一
郎
氏
が
書
い
た
詞
に
私

が
曲
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、

い
わ
ゆ

る
六
十
年
安
保
の
年
で
、
連
日
デ
モ
が
繰
り
返
さ
れ

る
毎
日
で
あ
っ
た
。
東
大
女
子
学
生
の
死
、
新
安
保

の
自
然
成
立
一
、
米
国
大
統
領
の
来
日
中
止
、
内
閣
総

辞
職
、
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
動
き
の
中
で
、
育
省
一

寮
生
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生
き
方
を
探
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
な
ん
と
か
曲
に
盛
り
込
も
う

と
い
ろ
い
ろ
摸
索
し
た
こ
と
を
想
い
だ
す
。
一
番
が

二
拍
子
、
二
番
が
三
拍
子
、
一
二
番
が
四
拍
子
と
い
う

の
は
、
そ
ん
な
意
気
込
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
う
。

詰
洋
の
海
の
収
録
の
中
で
一
つ
の
問
題
が
提
起
さ

れ
た
。
そ
れ
は
フ
レ

l
ジ
ン
グ
の
問
題
で
あ
っ
た
。

音
楽
的
な
旋
律
の
区
切
り
と
詞
の
区
切
り
が
合
わ
な

い
部
分
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
べ

て
み
る
と
、
昭
和
三
十
年
代
当
初
か
ら
寮
歌
集
に
は

三
番
の
調
が
間
違
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
正
し
く
は
、

「
移
り
行
く
時
に
は
あ
れ
ど

涙
し
て
誓
い
し
言
葉

尊
し
ゃ
若
き
日
の
夢

春
秋
の
十
年
の
後
に

思
い
出
声

も
な
く
偲
ぼ
ん
や
」

と
印
刷
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
寮
歌
集
に
は
、
な

ぜ
か
、「
移
り
行
く
時
に
は
あ
れ
ど

涙
し
て
誓
い
し
言

葉

尊
し
ゃ
若
き
日
の
夢

春
秋
の
十
年
の
後
に

思
い
出
声
も
な
く
偲
ぼ
ん
や
」

カ
ン
・
カ
ン
・
カ
ン
・
:
遠
く
の
踏
切
で
警
報
器
が

鳴
っ
て
い
る
。
い
や
警
報
器
よ
り
も
も
っ
と
鋭
い
金

属
音
だ
。
誰
か
が
金
槌
で
鉄
パ
イ
プ
を
激
し
く
叩
い

て
い
る
よ
う
だ
。
誰
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
時
間
に
?
カ

ン
カ
ン
カ
ン
:
・
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
来
る
。
そ
し
て

耳
元
で
ひ
と
き
わ
大
き
な
音
が
カ
ン
!
|
ワ
ッ
と
驚

と
印
刷
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
一
行
目
の
文
章
の

「
尊
し
ゃ
」
が
二
行
目
の
文
章
に
書
き
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
誤
記
は
現
在
の
寮
歌
集
で
も
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。
し
か
し
、
作
曲
は
正
し
い
詞
に
し
た
が
っ
て
い

た
た
め
、
音
楽
的
な
フ
レ

l
ジ
ン
グ
と
の
不
一
致
が

発
見
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
寮
歌
集
の
誤
記

は
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
事
件
の
お
か
げ
で
私
は
作
詞
者
の
三
浦
清
一

郎
氏
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
元
気
な
声
を

聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
実
に
四
十
七
年
ぶ
り

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
に
一
つ
付
記
す
る
。
そ
れ

は
、
今
度
の

C
D
制
作
で
、
二
番
最
後
の
「
結
ぼ
れ

し
」
の
音
列
を
「
〉
〉

E
6」
か
ら
、
「

c
n
z己」

87 

に
か
え
た
。
こ
の
音
列
が
よ
り
自
然
で
あ
る
と
思
う

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
生
た
ち
は
勝
手
に
そ
の
よ
う

に
か
え
て
歌
っ
て
い
る
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。

浦

谷

博

(
昭
和
制
年
入
寮
)

義

い
て
飛
ぴ
起
き
る
。

何
と
暖
房
用
の
ス
チ
ー
ム
が
パ
イ
プ
を
通
し
て
送

ら
れ
て
く
る
音
で
あ
っ
た
。
恵
迫
寮
の
冬
、
朝
は
こ



の
音
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
う
ち
は
、

こ
の
早
朝
の
金
属
音
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
れ
も
そ
の

筈
、
私
は
こ
の
ス
チ
ー
ム
暖
房
器
と
並
行
に
ベ
ッ
ド

を
置
い
て
い
た
か
ら
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
慣
れ
る
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
最
初

は
び
っ
く
り
し
て
飛
び
起
き
た
私
も
い
つ
し
か
全
く

苦
に
な
ら
ず
、
そ
の
音
が
聞
え
る
と
逆
っ
て
後
に
来

る
暖
か
さ
へ
の
期
待
で
、
再
び
安
心
し
て
深
い
眠
り

に
入
れ
た
。
そ
し
て
遂
に
は
、
そ
の
音
さ
え
も
聞
こ

え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

朝
食や
時が
間て
を

i f 
て普
く様

2豊
富i
ウご
グざ
イぃ
スま
嬢す
の乙

澄
ん
だ
声
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
と
、
そ
れ
を

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
ド
タ
パ
タ
と
廊
下
を
走
る

大
勢
の
足
音
で
目
が
醒
め
る
の
で
あ
る
。
徐
ろ
に
顔

を
洗
い
、
「
き
て
今
日
は
ク
ラ
1
ク
先
生
に
す
る
か
?

そ
れ
と
も
新
渡
戸
君
か
、
は
た
ま
た
内
村
君
か
:
・
」

な
ど
と
楽
し
み
な
が
ら
用
を
足
し
に
行
く
。
(
南
寮
ト

イ
レ
の
ド
ア
に
は
、
全
て
に
「
誰
々
、

0
分
間
滞
在

の
間
』
な
る
案
内
書
(
?
)
が
し
で
あ
っ
た
。
)

ス
ツ
キ
リ
し
た
面
持
ち
で
講
堂
(
食
堂
)
に
行
く

と
誰
か
し
ら
の

ρ
自
己
批
判
文
M

が
張
り
出
さ
れ
て

あ
る
。
何
?
エ
ッ
セ
ン
ア
タ
ッ
ク
し
た
だ
と
?
H
寮

の
自
治
u

と
い
う
も
の
を
も
っ
と
大
事
に
せ
ん
か

い
!
な
ん
て
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
も
、

「
で
も
、
気
持
ち
は
判
ら
ん
で
も
な
い
な
あ
!
」
な

ど
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
読
み
な
が
ら
の
食
事
も
ま
た
、
楽
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。

恵
迫
寮
の
食
事
は
、
い
ろ
い
ろ
意
見
も
あ
ろ
う
が

私
に
は
お
い
し
か
っ
た
。
四
月
の
入
詮
で
落
ち
、
九

月
の
補
充
入
詮
ま
で
自
炊
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た

私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
天
国
で
あ
り
、
出

さ
れ
る
献
立
の
全
て
が

n
ご
ち
そ
う
H
で
あ
っ
た
。

中
で
も
八
宝
菜
風
中
華
ス

I
プ
?
(
正
式
名
は
忘
れ

た
。
)
が
お
い
し
か
っ
た
。

モ
ヤ
シ
、

ニ
ン
日
ン
ン
、

大
根
等
野
菜
タ
ッ
プ
リ
に
カ
キ
や
少
々
の
豚
肉
が
カ

タ
ク
リ
粉
で
と
じ
て
ス

l
プ
風
に
し
で
あ
っ
た
。
こ

れ
が
お
い
し
か
っ
た
。
今
で
も
八
宝
菜
に
出
会
う
と

恵
迫
の
こ
の
献
立
を
思
い
出
す
。
そ
れ
と
恵
迫
の
食

事
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
少

し
遅
れ
て
席
に
着
く
と
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
H
カ
レ

ー
ス

l
プ

ラ
イ
ス
u

に
な
る
の
で
こ
の
献
立
の
日

は
な
る
べ
く
早
く
席
に
着
く
よ
う
に
し
た
。
カ
レ
ー

の
味
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
お
い
し
か
っ
た
。
後
年
、
我

が
国
の
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

発
祥
の
地
」
は
他
な
ら

ぬ
恵
迫
寮
(
札
幌
農
学
校
寄
宿
舎
)
で
あ
り
、
命
名

者
は
ク
ラ
l
ク
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
だ

が
、
さ
ら
に
こ
の
味
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る

-
:
。
(
現
役
恵
迫
寮
生
諸
君
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
け

は
タ
ッ
プ
リ
味
わ
っ
て
お
き
な
さ
い
!
)

食
事
を
終
え
る
と
部
屋
の
中
央
に
置
い
た
円
形
テ

ー
ブ
ル
の
周
り
に
集
ま
っ
て
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
l
ミ
ン

グ
が
始
ま
る
。
わ
が
部
屋
の
テ
1
マ
は
「
戦
後
日
本

の
歴
史
」
|
同
室
の
住
人
が
こ
の
時
だ
け
は
一
堂
に

会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
の

ρ
成
果
μ

を
披
露
す
る

は
ず
な
の
だ
が
決
っ
て
脱
線
す
る
:
・
そ
し
て
、
凡
そ

テ
ー
マ
と
は
か
け
離
れ
た
所
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
終

了
す
る
。
夕
方
、
疲
れ
た
身
心
を
癒
す
べ
く
風
呂
場

へ
直
行
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
円
形
湯
舟
に
つ
か
っ

て
循
環
す
る
湯
に
心
地
よ
く
身
体
を
預
け
て
い
る

と
、
何
気
な
く
寮
歌
が
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
:
・
。

目
を
閉
じ
て
ゆ
っ
く
り
寮
歌
を
口
ず
さ
み
始
め
る

と
、
あ
ち
ら
か
ら
も
こ
ち
ら
か
ら
も
加
わ
っ
て
く
れ

る
。
や
が
て
風
目
場
は
寮
歌
の
大
合
唱
団
の
舞
台
と

化
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
身
心
は
癒
せ
て
も
胃
袋
は
別
物
か
、
深

夜
と
も
な
る
と
誰
が
言
う
と
も
な
く
「
行
か
な
い

か
?
」
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「
お
う
」
こ
れ
で
決
ま
り
!
・
:
同
室
の
住

人
打
ち
揃
い
モ
ツ
ラ
求
め
て
夜
な
夜
な
寮
を
抜
け
出

す
。
栄
養
満
点
・
脂
肪
タ
ッ
プ
リ
の
モ
ツ
ラ
で
胃
袋

を
も
癒
し
た
後
は
再
び
寮
歌
放
吟
し
な
が
ら
帰
寮
す

る
。
ベ
ッ
ド
に
身
を
横
た
え
、
フ
ト
窓
外
に
目
を
や

る
と
原
始
林
上
空
に
は
寒
月
が
静
か
に
冴
え
て
い

る
。
そ
の
淡
い
光
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
今
日
も
静
か

に
目
を
閉
じ
よ
う
と
・
:
と
、
突
如
、
ス
ト
ー
ム
の
蛮

声
と
下
駄
を
踏
み
な
ら
す
音
が
!
:
・
ま
あ
、
い
い
か
。

そ
し
て
熟
睡
。

私
が
住
居
し
た
一
年
は
、
恵
迫
に
と
っ
て
高
々
百



青豆話辿舗掴

分
の
一
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
一
瞬
と
も
言
え

る
一
年
だ
が
私
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
き
な
も
の
で

私
は
昭
和
十
三
年
四
月
よ
り
三
年
間
、
恵
迫
寮
に

在
籍
し
、
昭
和
十
五
年
の
秋
(
第
二
学
期
)
及
び
昭

和
十
六
年
の
春
(
第
三
学
期
)
と
続
け
て
二
回
、
寮

の
炊
務
委
員
を
経
験
し
、
ち
ょ
う
ど
戦
前
の
自
由
謡

歌
時
代
よ
り
戦
時
体
制
下
へ
の
変
遷
時
で
あ
り
、
大

変
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
、
こ
の
際
記
憶
を
元
に
筆

を
と
っ
た
次
第
で
す
。

(
二
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代

昭
和
十
五
年
の
第
一
学
期
ま
で
は
何
の
苦
労
も
な

い
自
由
な
時
代
で
あ
り
、
炊
務
委
員
が
依
頼
す
る
出

入
り
商
庖
は
電
話
一
本
で
注
文
品
を
届
け
て
く
れ
る

時
代
で
あ
っ
た
。

(
二
)
急
に
来
た
締
め
付
け

と
こ
ろ
が
夏
休
み
が
終
わ
り
寮
に
来
て
見
る
と
、

大
変
な
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
何
し
ろ
、
「
米
」
は

配
給
制
に
移
行
中
で
あ
り
、
市
当
局
は
数
百
人
の
寮

生
の
こ
と
を
全
く
失
念
し
て
い
た
の
で
、
寮
に
は
米

あ
っ
た
か
:
・
漆
黒
の
夜
空
に
一
極
大
き
く
光
り
輝
く

星
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
こ
の
一
年

は
全
く
な
く
な
っ
て
お
り
、
大
根
の
切
れ
端
混
じ
り

の
食
事
だ
っ
た
。

食
べ
盛
り
の
寮
生
を
何
と
か
す
べ
く
、
市
当
局
及

び
配
給
所
と
の
交
渉
、
代
替
食
料
の
買
い
出
し
等
に

奔
走
し
、
授
業
に
出
る
余
裕
は
全
く
な
く
て
、
後
の

北
大
教
授
「
北
仰
氏
」
と
共
に
大
苦
労
を
し
た
も
の

だ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
寮
費
は
永
年
金
十
六
円
で
、
そ
ろ
そ

ろ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
気
配
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

値
上
げ
に
は
思
い
つ
か
ず
、
当
時
の
寮
生
に
誠
に
済

ま
な
い
こ
と
を
し
た
と
思
え
る
。

(
三
)
僅
か
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

し
か
し
十
一
月
の
自
治
制
最
後
の
晩
餐
会
に
は
、

鶏
一
五
O
羽
を
用
い
て
の
豪
華
な
も
の
と
し
、
自
治

の
力
を
示
す
、
一
種
の
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
を
示
し

た
つ
も
り
で
得
意
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
時
の
如

き
豪
華
な
食
事
は
い
っ
さ
い
姿
を
消
し
た
。

の
恵
迫
生
活
で
あ
ろ
う
。
恵
迫
寮
よ
、
寮
友
達
よ
、

有
難
う
!
恵
迫
寮
の
永
遠
た
ら
ん
こ
と
を
日

杉

(
昭
和
日
年
入
寮
)

村

興

イ乍

(
四
)
今
総
長
の
壁
塗
り
替
え
事
件

当
時
の
こ
と
、
寮
の
各
室
の
壁
に
は
多
く
の
先
輩

方
の
書
き
置
き
が
あ
っ
た
。

今
憶
え
て
い
る
の
は
、
哲
学
的
な
も
の
が
多
く
、

ラ
テ
ン
語
で
「
吾
思
う
故
に
、
吾
あ
り
」
と
い
う
類

で
高
尚
な
思
想
と
云
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。

当
時
、
今
総
長
が
そ
の
壁
の
よ
う
す
を
視
察
さ
れ
、
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こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
学
生
の
勉
強
に
よ
ろ
し
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
の
予
算
を
使
っ
て
壁

を
塗
り
替
え
た
。

た
ぶ
ん
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
委
員
長
室
の
前
の
壁
に
「
九
月
二
十
日

壁
塗
り
替
え
今
裕
」
と
大
変
な
達
筆
で
、
書
き

込
み
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
剣
道
部
の
須
藤
委
員
長
を
初
め

と
し
て
大
騒
ぎ
と
な
り
、
全
寮
生
を
集
め
て
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
お
達
し
が
あ
っ
た
。

寮
生
の
中
に
は
、
つ
い
噴
き
出
し
て
笑
う
者
も
あ

っ
た
が
各
委
員
は
大
真
面
目
で
あ
っ
た
。



前
記
北
仰
氏
は
、
大
変
な
達
筆
と
い
う
こ
と
で
、

水
泳
部
は
関
係
な
い
と
い
っ
て
い
た
。

(
五
)
犯
人
判
明

し
か
し
当
時
よ
り
約
七
十
年
も
経
過
し
、
そ
の
落

書
の
当
人
は
水
泳
部
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た。

当
人
は
、
そ
の
後
大
東
亜
戦
争
(
当
時
の
呼
び
名
)

に
従
軍
し
た
元
海
軍
将
校
で
あ
り
、
現
在
も
健
在
で

あ
る
。戦
争
の
始
ま
る
当
時
、
戦
争
に
反
対
の
意
見
の
も

の
は
、
「
東
条
直
命
」
で
一
切
す
べ
て
、
適
法
的
に

こ
の
世
か
ら
葬
ら
れ
た
時
代
で
あ
り
、
北
大
予
科
生

も
決
し
て
例
外
で
な
い
。
(
例
え
ば
、
戦
後
の
逓
信

〔
司
会
〕

(
昭
和
三
十
五
年
開
催
)

出

席

者

宝佐有阿

与政明

誉
(
昭
和
お
年
入
寮
)

人
(
昭
和
お
年
入
寮
)

英
(
昭
和
お
年
入
寮
)

一
(
昭
和
お
年
入
寮
)

阿崖神

宗圭英

夫
(
昭
和
お
年
入
寮
)

亭
(
昭
和
お
年
入
寮
)

彦
(
昭
和
斜
年
入
寮
)

住伯永部

司
会
本
日
は
ど
う
も
御
苦
労
様
で
す
。
恵
迫
寮
と

い
う
所
は
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
注
目
さ
れ
、
問
題
の

あ
る
所
で
す
が
、
き
ょ
う
は
「
北
大
に
お
け
る
恵
迫

寮
の
立
場
」
と
題
し
て
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
は
寮
生
大
会
が
聞
か
れ
安
保
問
題
等
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
も
一
連
の
講
演
会
が
も

た
れ
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
歴
史
上
か
ら
み
た
恵
迫
寮

田竹

の
立
場
に
つ
い
て
寮
史
な
ど
を
参
考
に
話
し
合
い
、

今
後
の
恵
迫
寮
が
北
大
に
お
い
て
知
何
な
る
位
置
に

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
に
論
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
安
保
改
定
阻
止
や
寮

連
の
委
員
を
や
っ
た
、
本
庄
君
が
都
合
に
よ
り
出
席

さ
れ
な
い
の
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

院
総
裁
、
松
前
重
義
氏
の
伝
記
参
照
)

こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
を

必
要
と
す
る
時
代
が
二
度
と
来
な
い
こ
と
を
望
む
。

し
か
し
、
前
記
落
書
の
当
人
は
よ
く
生
き
延
び
た
も

の
と
痛
感
す
る
。

二
O
O
七
年
八
月

猛
暑
の
中
に
て
。
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[
(
一
)
伝
統
]

神
田
恵
迫
寮
の
歴
史
を
考
え
る
の
に
、
札
幌
農
学

校
時
代
の
寄
宿
舎
か
ら
考
え
た
ら
さ
、
あ
の
頃
は
全

寮
制
だ
っ
た
。
つ
ま
り
学
校
の
組
織
の
一
部
だ
っ
た

わ
け
だ
。
そ
れ
が
戦
争
の
頃
に
な
る
と
、
下
宿
す
る

も
の
は
し
て
、
希
望
者
だ
け
が
入
寮
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
頃
は
、
下
宿
し
て
も
経
済
的
に
は
変
り

な
か
っ
た
ら
し
く
て
本
当
に
寮
の
好
き
な
奴
だ
け
が



寮
へ
入
っ
た
。
だ
か
ら
、
寮
生
活
の
特
色
と
い
う
か
、

集
団
生
活
と
い
う
も
の
が
強
調
さ
れ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
終
戦
後
、
住
宅
難
と
い
う
こ
と
が

お
こ
っ
て
、
寮
が
生
活
の
場
と
し
て
も
つ
比
重
が
大

き
く
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な

い
人
達
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た

経
済
的
基
盤
の
共
通
な
人
達
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と

で
、
あ
あ
い
つ
た
学
生
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

ん
で
は
な
い
か
と
思
う
。

札
幌
農
学
校
時
代
の
寄
宿
舎
と
い
う
と
、
ピ
ュ

1

リ
タ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
で
精
神
挑
刺
な
寮
風
だ
っ
た

ら
し
い
ん
だ
。
予
科
に
な
っ
て
か
ら
、
高
校
生
活
の

形
態
が
整
え
ら
れ
る
に
従
っ
て
、
内
地
の
旧
制
高
校

の
バ
ン
カ
ラ
と
か
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
・
デ
カ
ダ
ン
と
い

っ
た
も
の
が
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
終
戦
後
ま
で
の

予
科
の
伝
統
と
い
う
や
つ
だ
。
伝
統
と
い
っ
て
も
、

ど
の
面
を
と
っ
て
恵
迫
寮
の
伝
統
と
す
る
か
問
題
だ

け
れ
ど
も
さ
、
要
す
る
に
伝
統
の
形
骸
だ
け
で
な
く

て
き
、
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
を
と
る
の
が
、
本
当

の
伝
統
主
義
と
い
う
も
の
だ
と
思
う
。

宝
住
あ
る
人
の
話
だ
が
ね
、
懐
古
主
義
と
い
う
か

そ
う
い
う
空
気
が
い
く
ら
か
で
も
残
っ
て
い
る
寮
は

全
国
で
も
恵
迫
寮
く
ら
い
な
も
の
だ
そ
う
だ
な
。

佐
伯
阿
竹

そ
う
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
る
よ
う
だ
な
。

第
一
、
寮
歌
を
毎
年
作
っ
て
い
る
の
は
、
こ

こ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
さ
っ
き
神
田
さ
ん
が
言
っ
た
け
ど
ね
、

学
生
運
動
を
や
る
と
い
う
の
は
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
住
宅
難
で
入
っ
て
き
た
人
が
多
く
な
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
さ
、
し
か
し
、

豊
か
な
人
は
全
然
学
生
運
動
に
興
味
が
な
い
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
し
、
ま
た
生
活
の
苦
し
い
人
で
も
、

学
生
運
動
し
な
い
人
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

共
鳴
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
地

神
田
盤
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
ね
。

阿
竹
学
生
運
動
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
暇
と
金
の

あ
る
奴
だ
と
言
っ
て
る
の
も
居
ま
す
が
:
:
:
。

宝
住
学
生
運
動
も
経
済
的
に
楽
に
な
っ
て
く
れ

ば
、
参
加
す
る
の
が
増
え
て
く
る
の
も
事
実
だ
な
。

神
田
実
際
的
な
行
動
に
ね
。
そ
う
い
っ
た
意
識
基

盤
と
い
う
か
、
言
う
な
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
意
識

と
い
う
も
の
が
、
一
時
終
戦
後
の
流
れ
と
い
う
も
の

に
入
っ
て
き
た
ん
で
は
な
い
か
。

司
会

学
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
ま
た
あ
と
で
話
し

て
も
ら
う
こ
と
に
い
た
し
ま
す
が
、
所
で
、
恵
迫
寮

の
寮
歌
は
全
国
に
名
高
い
も
の
で
す
ね
。
特
に
「
都

ぞ
弥
生
」
な
ど
は
。
こ
れ
を
慕
っ
て
遠
方
か
ら
北
大

へ
く
る
人
も
あ
る
と
い
い
ま
す
か
ら
ね
。

佐
伯
俺
も
そ
う
な
ん
だ
O
i
-
-
-
北
大
の
寮
歌
は
、

何
を
歌
わ
し
て
も
好
き
だ
な
あ
。

同

ほ
ん
と
だ
な
ァ
。

宝
住

初
め
き
い
た
時
は
下
ら
ん
と
思
っ
た
が
、
や

は
り
何
回
も
聞
い
た
り
す
る
と
い
い
な
。
俺
は
音
痴

だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
歌
わ
ん
が
:
:
:
。

い
や
、
音
痴
が
歌
う
の
が
も
っ
と
も
ら
し
い
。

主主佐
究伯
き
僕
ら
と
同
じ
年
齢
の
者
が
作
っ
て
い
る
と
い

う
だ
け
、
感
受
性
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
:
:
:
。

同
竹

大
体
、
自
分
で
去
年
の
詩
を
作
っ
た
時
、
あ

の
中
に
手
稲
の
こ
と
が
入
っ
て
い
た
ろ
う
、
あ
れ
を

作
っ
た
後
で
、
寮
史
を
読
ん
だ
ん
だ
。
そ
う
す
る
と

恵
迫
の
詩
人
は
叙
景
詩
人
が
多
い
っ
て
な
、
し
か
も

手
稲
山
に
か
か
る
夕
焼
に
皆
魅
せ
ら
れ
る
ら
し
い
っ

て
書
い
て
あ
る
ん
だ
。
思
わ
ず
苦
笑
い
し
た
よ
。

宝
住
本
当
に
そ
う
だ
な
。
手
稲
山
と
か
、
自
然
の

美
し
き
を
歌
っ
た
も
の
が
多
い
。

佐
伯
そ
れ
以
外
の
歌
と
い
っ
た
ら
「
時
潮
の
波
の
」

く
ら
い
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
。

佐
伯
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有
永
そ
れ
か
ら
、
「
手
を
と
り
て
美
し
き
国
」
と

か
さ
。
戦
後
の
連
中
と
い
う
の
は
、
皆
心
の
中
が
虚

ろ
に
な
っ
て
い
て
、
自
分
の
生
活
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
と
、
心
の
中
に
訴
え
る
歌
と
い
う
の
が
、

こ
の
五
、
六
年
は
流
行
し
て
い
る
。
で
も
ま
た
、
だ

ん
だ
ん
叙
景
的
に
な
っ
て
い
く
ね
。

阿
竹
「
時
潮
の
波
の
」
の
後
、
二
十
四
、
五
年
頃
、

「
春
来
に
け
ら
し
」
等
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
感
傷
的

な
歌
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。
「
春
静
か
な
る
」



と
か
「
さ
ま
よ
え
る
心
の
ま
ま
に
」
と
か
。

有
永
今
年
の
寮
歌
を
作
る
時
に
さ
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
と
結
び
つ
い
た
詩
に
し
よ
う
と
い
う
予
定
が
あ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
強
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
、

と
に
か
く
今
の
苦
し
い
社
会
と
い
う
も
の
を
見
つ
め

た
歌
、
叙
情
的
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
も
の
を
作
っ

て
欲
し
い
と
の
声
も
あ
っ
た
わ
け
だ
け
ど
ね
、
結
局

で
き
て
み
た
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
が
事
実
だ

っ
た
。
寮
歌
は
一
般
に
石
狩
の
野
を
讃
え
た
の
が
多

い
。
そ
れ
だ
け
ス
ケ
ー
ル
が
雄
大
で
あ
る
し
、
叙
情

的
な
も
の
よ
り
も
訴
え
る
力
が
強
い
と
言
え
る
ね
。

司
A.. 
':Z;I;" 

ま
た
少
し
マ
ン
ネ
リ
に
陥
り
か
け
て
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
け
ど
・
・
・
・
・
・
。

佐
伯
そ
れ
も
あ
る
け
ど
、
自
分
で
ね
寮
歌
集
を
読

む
と
す
る
だ
ろ
う
。
読
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
、
今
度

自
分
が
作
ろ
う
と
す
る
と
、
同
様
な
言
葉
し
か
で
て

こ
な
い
の
も
、
同
じ
よ
う
に
し
か
思
い
つ
か
な
い
の

も
事
実
じ
ゃ
な
い
か
。

阿
竹

寮
歌
は
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

人
の
人
が
同
じ
所
に
長
い
間
居
る
と
変
っ
て
く
る
け

ど
、
二
、
三
年
で
出
て
い
く
し
、
入
っ
て
く
る
人
は

新
し
い
気
持
で
入
っ
て
く
る
か
ら
ね
。

宝
住
昔
と
比
べ
た
ら
、
大
分
変
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
、

他
の
大
学
の
囲
り
ほ
ど
変
つ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

昔
の
お
も
か
げ
は
充
分
残
っ
て
い
る
。

阿
竹

や
っ
ぱ
り
寮
歌
は
こ
の
ま
ま
育
て
て
行
く
べ

き
で
し
ょ
う
ね
。
た
と
え
、
今
ま
で
の
よ
う
に
良
い

の
が
で
き
な
い
に
し
て
も
、
毎
年
毎
年
作
っ
て
い
く

。
神
田
の
伝
統
の
形
骸
的
な
も
の
の
一
つ
だ
け
ど
さ
、
と
に

か
く
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
非
常
に
重

要
だ
と
思
う
。
昔
か
ら
残
さ
れ
た
も
の
で
き
、
ス
ト

寮
歌
と
か
ス
ト
ー
ム
と
か
い
う
も
の
は
、
寮

ー
ム
を
と
っ
て
み
て
も
さ
、
何
の
意
味
が
あ
る
か
と

聞
い
正
し
て
み
て
も
何
に
も
な
ら
な
い
。
現
に
そ
れ

に
よ
っ
て
沢
山
の
人
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
俺
は
ス
ト
ー
ム
だ
と
か
寮
歌
と

い
う
も
の
は
非
常
に
有
意
義
だ
と
思
う
。

佐
伯
一
週
間
ほ
ど
前
に
道
新
に
田
中
澄
江
っ
て
人

が
書
い
て
い
た
ろ
う
。
私
の
兄
弟
も
従
兄
弟
も
皆
北

大
へ
行
っ
て
い
る
。
で
私
の
思
い
出
の
曲
は
、
「
都

ぞ
弥
生
」
っ
て
言
つ
て
な
か
っ
た
な
。
恵
迫
寮
の
寮

歌
だ
っ
て
書
い
て
い
た
も
な
。

阿
竹

寮
歌
は
、
皆
も
っ
と
歌
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

[ 

( 

一一) 
ス
ポ
ー
ツ
]
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次
に
恵
迫
寮
に
は
北
大
の
応
援
団
と
か
ボ
ー

ト
部
の
よ
う
に
、
部
室
の
役
目
を
兼
ね
て
い
る
所
も

あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
面
に
関
し
て
話
し

て
下
さ
い
。

有
氷

今
部
室
を
兼
ね
て
い
る
の
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
あ
た
り
で
す
が
、
寮
内
生
と
い
う
の
は
、

ど
っ
ち
か
と
い
う
と
金
が
無
い
せ
い
か
運
動
部
員
が

少
な
い
の
が
現
状
で
す
ね
。

が阿
。竹

運
動
部
の
サ
ー
ク
ル
が
減
っ
た
よ
う
で
す

有
永
結
局
寮
生
が
運
動
部
に
入
ら
な
い
こ
と
。
何

故
入
ら
な
い
か
と
言
う
と
、
色
々
問
題
に
な
る
と
思

う
け
ど
、
何
て
言
う
か
運
動
部
は
あ
る
程
度
プ
ロ
に

近
い
と
い
う
か
、
そ
ん
な
気
が
す
る
ん
だ
よ
。

そ
う
い
う
も
の
に
は
多
少
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を

阿
竹
感
じ
ま
す
ね
。

有
永
運
動
部
に
入
る
と
非
常
に
規
制
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
金
の
面
な
ん
か
で
ね
、
非
常
に
つ
ら
い
。

第
一
ね
何
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
の
に
さ
、
わ
れ
わ

れ
が
会
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
ゃ
れ
な
い
と
言
う
の
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は
、
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
教
育
の
欠
陥
な
ん
だ
。

国
立
大
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
低
調
化
と
い
う
も

の
が
そ
こ
に
あ
る
。
一
方
私
立
大
学
は
プ
ロ
化
す
る

'し・・・・・・。

佐
伯
そ
れ
は
試
験
の
せ
い
も
あ
る
ん
だ
よ
。
恵
迫

寮
に
だ
っ
て
国
体
に
出
た
奴
が
結
構
居
る
の
に
、
こ

っ
ち
へ
き
て
か
ら
運
動
や
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
何

か
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

有
永

金
だ
よ
。
私
立
大
学
へ
行
っ
て
国
体
へ
出
た

と
言
っ
た
ら
大
歓
迎
だ
。

阿佐
竹伯

そ
れ
だ
け
で
入
れ
る
。

寮
の
運
動
部
と
い
う
の
は
、
前
も
こ
ん
な
調



子
で
、
運
動
し
な
い
人
も
運
動
部
に
入
っ
て
い
た
と

い
う
の
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
精
神

的
な
面
で
力
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
え
。

神
田
昔
は
、
大
学
の
運
動
部
の
本
拠
が
全
部
寮
に

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
。

宝
住
岡
竹
運
動
部
の
本
質
に
も
関
係
す
る
と
思
う
け

ど
、
去
年
の
寮
と
比
べ
て
、
元
気
と
か
気
風
と
か
い

そ
う
ら
し
い
な
。

う
も
の
は
、
二
年
目
の
人
か
ら
よ
く
聞
く
け
ど
、
だ

ん
だ
ん
お
と
な
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
ど

う
で
す
か
。

有
永
お
と
な
し
い
っ
て
言
う
よ
り
、
何
か
馬
鹿
げ

た
奴
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ね
。
た
と
え

一
つ
の
仕
事
を
着
実
に
と
り
く
ん
で
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
奴
が
居
な
く
な
っ
て
、
と
に
か
く
表
面

的
に
出
て
馬
鹿
げ
て
騒
ご
う
と
い
う
の
が
多
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
。
一
年
生
に
失
礼
だ
が
。

佐
伯
も
ち
論
わ
れ
わ
れ
が
入
っ
て
き
た
時
は
、
一

年
余
分
に
居
た
連
中
か
ら
見
た
ら
さ
、
そ
う
見
え
た

の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
な
あ
。
恵
迫
寮
に
入
っ
て
く

li る
運
動
部
の
学
生
の
態
度
も
よ
く
な
い
ね
。
土
足
で

が
さ
が
さ
入
つ
で
き
た
り
、
風
呂
場
な
ん
か
に
土
足

で
入
ら
れ
る
の
は
た
ま
ら
な
い
。
あ
り
ゃ
、
や
め
た

方
が
い
い
な
。
入
る
な
と
は
言
わ
ね
え
ん
だ
か
ら
な
。

有
永

僕
な
ん
か
、
そ
う
い
う
奴
は
も
う
入
れ
る
な

と
思
っ
た
く
ら
い
だ
。
遅
か
れ
早
か
れ
、
運
動
部
が

さ
、
恵
迫
寮
を
大
物
顔
で
使
用
す
る
と
い
う
の
は
、

規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
ね
。
何
故
か

と
い
っ
た
ら
さ
、
俺
達
が
、
食
っ
て
生
き
る
生
活
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
恵
迫
寮
の
第
一
条
件
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
ね
。

必
ず
そ
う
い
う
事
態
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
。
運
動
部
が
借
金
払
ら
わ
ず
に
、
も
め
た
事

件
も
あ
っ
た
し
ね
。

で
、
今
み
た
い
に
寮
で
い
ろ
い
ろ
な
運
動
の
道
具

を
購
入
し
て
ね
、
つ
ま
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
委
員

会
な
ん
か
を
作
っ
て
、
寮
生
自
体
が
楽
し
む
と
い
う

雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
俺
は
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
よ
。
そ
れ
以
上
に
、
マ

ス
コ
ミ
の
波
に
乗
る
と
か
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
む
し
ろ

排
除
す
べ
き
だ
と
思
う
な
。

宝
住
有
永

す
る
気
に
な
っ
て
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

元
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の
の
精
神
と
い

う
も
の
は
、
娯
楽
と
、
娯
楽
の
中
か
ら
豊
か
な
も
の

を
養
っ
て
い
く
と
い
う
精
神
で
い
け
ば
、
今
み
が
き

つ
つ
あ
る
も
の
が
正
統
な
も
の
で
あ
る
と
。

佐
伯
む
し
ろ
各
部
の
部
室
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
、

非
常
に
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
れ
で
、
と
も
か
く
も
恵
迫
寮
生
は
、
運
動

部
に
は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
。
そ
れ
か
ら
寮
外

生
の
運
動
部
員
は
も
う
少
し
寮
内
に
お
い
て
は
つ
つ

し
ん
で
ほ
し
い
。
あ
ま
り
我
物
顔
で
恵
迫
寮
内
を
歩

司
会

い
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

[
(
三
)
市
民
の
眼
]

司
会
次
は
一
般
の
市
民
と
い
う
も
の
は
、
恵
迫
寮

生
を
ど
の
よ
う
な
眼
で
見
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
北
大
の
中
で
ど
ん
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
る

の
か
、
左
翼
の
人
ば
か
り
集
っ
て
い
る
、
デ
モ
の
動

員
個
所
と
で
も
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

佐
伯

恵
迫
寮
と
い
っ
て
も
案
外
札
幌
の
市
民
知
ら

ね
え
ぞ
。
か
え
っ
て
恵
迫
寮
だ
っ
て
内
地
で
わ
れ
わ

れ
が
言
う
方
が
知
っ
て
る
く
ら
い
だ
よ
。

宝
住
北
大
恵
迫
寮
っ
て
言
わ
ね
え
と
知
ら
な
い
。

有
永
寮
祭
や
っ
て
見
て
し
み
じ
み
感
じ
た
ん
だ
け

ど
も
、
広
告
集
め
て
廻
っ
た
ら
、
恵
迫
寮
知
ら
ね
え

っ
て
の
が
多
い
ん
だ
よ
。
大
き
な
所
で
さ
え
知
ら
ね

え
っ
て
ん
だ
よ
な
。
で
、
恵
迫
寮
に
金
出
せ
ば
学
園

も
出
さ
な
い
と
な
ら
な
い
し
、
ほ
ら
ど
こ
も
出
き
な
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い
と
な
ら
な
い
の
で
、
そ
り
ゃ
大
変
だ
と
い
う
の
さ
。

札
幌
に
お
け
る
恵
迫
寮
の
意
義
と
い
う
も
の
は
、
非

常
に
昔
は
大
き
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
恵
迫
寮
祭
一
つ

が
、
札
幌
の
一
つ
の
祭
と
し
て
、
札
幌
市
民
す
べ
て

に
親
し
ま
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
さ
。
現
在
で
は
ど

う
か
と
い
う
と
ね
、
俺
違
は
そ
の
意
気
込
み
で
や
っ

た
と
し
て
も
さ
、
そ
う
受
け
と
っ
て
く
れ
な
い
場
合

が
多
い
。

神
田

学
生
生
活
そ
の
も
の
が
そ
ん
な
風
に
な
っ
て



き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
昔
は
学
生
様
で
、
そ
う

い
っ
た
目
で
皆
見
た
、
そ
う
い
う
意
識
が
、
今
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
ん
だ
ね
。

佐
伯

ア
ル
バ
イ
ト
で
な
、
あ
な
た
ど
こ
で
す
か
っ

て
い
う
か
ら
、
恵
迫
寮
で
す
っ
て
言
っ
た
ら
、
あ
あ
、

あ
の
き
た
な
い
所
で
す
か
つ
て
き
た
か
ら
な
。
ひ
で

え
も
ん
だ
。

有
永
で
も
、
住
ん
で
み
る
と
恵
迫
寮
っ
て
実
に
い

い
所
な
ん
だ
よ
ね
。
市
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

ょ
、
こ
れ
は
。

阿
竹

で
も
知
っ
て
い
る
人
は
割
に
昔
風
に
見
て
い

る
人
も
居
る
よ
。
特
に
ね
、
長
い
間
住
ん
で
い
る
人

な
ん
か
、
予
科
の
時
代
の
こ
と
な
ん
か
今
も
思
っ
て

い
る
よ
う
な
人
も
。
僕
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
に
聞
き
ま

J
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有
氷

ま
あ
、
非
常
に
不
潔
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

目
で
見
て
い
る
ん
だ
な
。
だ
ま
っ
て
見
て
い
り
や
何

す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ど
ぶ
水
で
も
飲
む
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。

佐
伯

で
も
あ
れ
だ
な
、
き
た
な
い
所
で
す
ね
え
と

言
っ
て
も
さ
、
そ
の
言
い
方
に
、
何
か
、
き
た
な
い

(
力
を
込
め
て
)
と
い
う
よ
う
な
感
じ
じ
ゃ
な
く
て

な・・・・・・。

有阿宝
永竹住

醜
悪
感
つ
て
の
は
持
つ
て
な
い
な
。

と
思
う
ね
。

わ
れ
わ
れ
は
寮
祭
を
や
っ
て
き
、
市
民
と
の

交
流
が
年
に
一
回
行
な
わ
れ
る
の
だ
け
ど
も
さ
、
お

れ
達
寮
生
が
つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
ぼ
や
い
て
い
る
け

ど
、
見
る
方
は
け
つ
こ
う
よ
く
見
て
く
れ
て
る
ん
だ

な
。
い
い
寮
祭
だ
っ
た
っ
て
:
:
:
。

宝佐
住伯

ほ
め
て
い
る
ぜ
。

か
な
り
、
見
に
き
て
く
れ
る
人
は
、
恵
迫
寮

一
番
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ほ
か
の

に
は
多
い
ぞ
、

学
校
祭
だ
の
何
だ
の
っ
て
よ
り
は
。

司
会

そ
う
自
負
し
た
い
ね
。

宝
住
俺
等
の
年
頃
で
、
学
生
運
動
に
し
て
も
何
で

も
、
学
生
の
特
権
意
識
と
い
う
の
を
も
っ
て
い
る
の

を
見
る
と
鼻
も
ち
な
ら
ね
え
っ
て
い
わ
れ
る
な
。

神
田
そ
う
な
ん
だ
。

宝
住
口
で
は
特
権
意
識
は
な
い
っ
て
言
う
け
ど
、

皆
鼻
も
ち
な
ら
ね
え
こ
と
や
っ
て
る
と
思
う
ん
だ
よ

な
。
出
来
る
だ
け
そ
う
い
う
の
は
気
を
つ
け
た
ほ
う

が
い
い
と
思
う
な
。
そ
う
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
道
は

聞
け
て
く
る
と
思
う
。

有
永

特
権
意
識
と
い
う
か
さ
、
自
分
が
学
生
で
あ

る
と
い
う
意
識
は
必
要
だ
と
思
う
ん
だ
よ
。

宝
住

そ
り
ゃ
必
要
だ
け
ど
さ
、
学
生
だ
か
ら
と
い

っ
て
特
別
に
見
て
く
れ
っ
て
き
、
バ
イ
ト
に
行
っ
た

時
な
ん
か
、
ろ
く
ろ
く
仕
事
も
し
ね
え
で
金
上
げ
ろ

と
か
、
遅
れ
て
行
っ
て
も
平
気
で
い
た
り
、
そ
り
や

と
ん
で
も
な
い
と
思
、
つ
ん
だ
。

[
(
四
)
学
生
運
動
]

阿
竹
学
生
運
動
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
け
ど

も
、
寮
生
が
一
つ
の
思
想
を
打
ち
出
し
て
で
す
ね
、

一
つ
の
政
治
団
体
み
た
い
に
し
て
い
く
と
い
う
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
面
が
近
代
性
で
し
ょ
う

か阿有
竹永

俺
は
い
い
と
思
う
よ
。

僕
は
、
そ
れ
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
ね
。

恵
迫
寮
生
と
い
う
の
は
、
常
に
一
緒
に
生
活

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
ほ
か
の
学
生
に

神
田

比
べ
て
一
緒
に
話
し
た
り
、
討
論
し
た
り
す
る
機
会

が
多
い
。
そ
の
結
果
出
た
こ
と
な
ら
ば
、
そ
れ
が
政

治
的
で
あ
ろ
う
と
思
想
的
で
あ
ろ
う
と
、
当
然
自
分
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の
意
志
と
し
て
現
わ
し
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
民

主
的
に
行
な
わ
れ
た
討
論
の
結
果
に
よ
れ
ば
ね
。

阿
竹

そ
う
い
う
こ
と
は
、
全
員
が
一
致
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
も
多
数
決
で

決
め
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う

行
動
を
打
ち
出
し
て
恵
迫
寮
の
一
つ
の
考
え
方
と
い

う
の
を
打
ち
出
す
と
い
う
の
は
、
い
か
に
多
数
の
人

が
居
て
も
、
少
数
者
が
相
当
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
恵
適

寮
の
思
想
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
ん
で
す
が
ね
。

佐
伯

だ
か
ら
寮
と
し
て
や
る
必
要
は
な
い
と
思
う

も
の
な
。

阿
竹

だ
か
ら
で
す
ね
、
寮
と
し
て
、
も
の
す
ご
く



政
治
色
の
濃
い
も
の
は
、
あ
る
程
度
匝
止
す
る
必
要

がある・・・・・・。

神
田
別
に
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
な
。

有
永
そ
れ
は
ね
、
意
識
的
に
阻
止
し
よ
う
と
し
て

も
絶
対
に
阻
止
で
き
な
い
問
題
だ
と
い
う
わ
け
さ
。

や
は
り
歴
史
の
必
然
性
と
い
う
も
の
を
考
え
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
そ
う
い
う
中
で
、
寮
生
の

大
半
が
動
い
た
な
ら
ば
、
一
人
一
人
が
決
し
て
心
か

ら
乱
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
の
生
活
と
い

う
も
の
に
、
自
信
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
ら
そ
れ

で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

だ
か
ら
恵
迫
寮
で
、
政
治
運
動
を
や
る
か
や

ら
な
い
か
を
決
め
る
こ
と
は
間
違
い
だ
よ
。

そ
り
ゃ
そ
う
で
す
ね
。

神
田

宝阿
住竹

全
員
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、
ま
ず
い
と
い
う

ん
な
ら
、
全
体
何
も
打
ち
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
ん
だ
。

阿
竹
い
や
、
そ
れ
は
違
う
ん
だ
。
問
題
が
違
う
か

ら
ね
。
い
っ
た
ん
社
会
へ
打
ち
出
す
場
合
に
は
、
そ

れ
が
多
か
っ
た
と
し
て
も
寮
と
し
て
の
意
見
を
打
ち

出
す
の
は
:
:
:
。
意
見
の
合
っ
た
人
だ
け
の
団
体
と

し
て
出
す
の
な
ら
ば
、
と
も
か
く
も
、
あ
っ
て
な
い

人
ま
で
も
含
め
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

有
永
そ
り
ゃ
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
民
主
主

義
と
し
て
は
:
:
:
。

阿
竹
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
の
民
主
主
義
と
い

う
の
は
、
僕
は
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
。

宝
住
そ
う
し
た
ら
、
国
家
と
か
国
連
と
か
を
考
え

た
ら
、
国
中
全
部
一
致
し
な
か
っ
た
ら
何
も
で
き
な

く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
社
会
と
学
生
と
の
性
格
が
違
う
と

思
う
ん
で
す
よ
。
と
い
う
よ
り
俺
達
が
今
か
ら
全
く

思
想
的
に
か
ら
ん
で
し
ま
っ
て
は
:
:
:
。

有
永
皆
さ
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
、
学
生
で
あ
る
と

同
時
に
社
会
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
学
寮
で
あ
る

と
同
時
に
、
社
会
の
集
団
生
活
の
場
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
と
思
う
。
政
治
や
、
社
会
に
対
し
て
不
満
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
の
べ
る
だ
け
の
権
利
も
あ
る
。
そ
れ

に
対
す
る
義
務
と
い
う
か
、
裏
付
け
と
い
う
も
の
は

絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
強
固
に
闘
う
だ
け

阿
竹

の
自
由
は
あ
る
と
思
う
。

神
田
だ
か
ら
な
、
自
分
一
人
の
意
見
が
寮
生
多
数

の
意
見
と
絶
対
に
違
っ
て
い
て
も
、
自
分
自
身
で
自

分
の
生
き
方
に
自
信
を
も
っ
て
い
け
る
。

阿
竹

僕
は
も
う
ち
ょ
っ
と
世
の
中
の
声
を
考
え
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
ね
。
何
か
こ
わ
い
ん
だ
。
あ
る

思
想
的
な
こ
と
を
俺
達
が
打
ち
出
す
と
い
う
こ
と

が
。
個
人
的
に
は
、
こ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
ら
と
い
う
こ
と
を
言
う
な
ら
い
い
け
ど
、
そ
れ
を

団
体
生
活
の
上
に
反
映
さ
れ
た
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
恐

い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
点
で
俺
達
の
恵
適
寮
と
し

て
も
疑
問
を
持
つ
わ
け
で
す
け
ど
:
:
:
。
そ
り
ゃ
、

多
数
決
っ
て
本
当
に
聞
こ
え
が
い
い
け
ど
。

有
永
俺
は
ね
、
大
学
生
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
程

度
自
信
を
も
っ
て
生
き
て
い
っ
て
い
い
と
思
う
ん

だ
。
こ
わ
い
と
い
う
よ
り
。
日
本
の
社
会
の
大
部
分

は
、
知
的
に
低
く
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
公
平
な
も

の
も
知
ら
さ
れ
な
い
し
、
そ
う
い
う
中
で
、
俺
達
だ

け
が
公
平
な
立
場
で
物
を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え

ら
れ
て
居
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
事
実
だ
と
思
う
ん

だ
。
そ
う
い
う
自
信
の
中
に
立
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
仕

事
を
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
決
し
て
、
あ
る
程
度

あ
や
ま
ち
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
き

方
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
思
う
。

阿
竹
生
き
方
に
は
ね
:
:
:
。
し
か
し
そ
れ
を
出
し

た
か
ら
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
責
任
を
も
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
に
は

学
生
だ
と
し
て
逃
げ
る
傾
向
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
が
ど
う
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
れ
を
一
つ
の
思
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想
と
し
て
、
団
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
多
少
の
少
数

者
を
無
視
し
て
、
で
な
く
て
含
め
て
出
す
と
い
う
場

合
、
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
問
題
に
反
対
し

た
人
達
は
全
く
馬
鹿
を
見
た
わ
け
で
す
ね
。

有
永
学
生
運
動
の
本
質
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
ん
だ
よ
。
そ
れ
は
自
治
組
織
で
あ
る
。

そ
の
根
本
に
流
れ
る
も
の
は
何
か
と
い
う
と
、
あ
く

ま
で
も
学
生
と
い
う
立
場
に
お
け
る
経
済
闘
争
な
ん

だ
。
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
の
階
級
か
ら
あ
ら
ゆ
る
人



違
が
集
ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
利
益

を
守
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ

た
わ
け
さ
。
学
校
側
に
対
し
て
教
室
が
悪
い
と
か
が

本
質
の
闘
い
で
あ
っ
た
わ
け
さ
。
そ
う
い
う
段
階
を

経
て
現
在
の
政
治
運
動
に
学
生
運
動
と
い
う
も
の
は

発
展
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
学
生
運
動
す
な
わ
ち
政

治
運
動
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
す
で
に
間
違

い
が
あ
る
。

阿
竹
有
永
う
考
え
て
い
る
人
も
い
る
わ
け
さ
。
こ
の
考
え
と
い

そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
り
ゃ
賛
成
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
、
や
っ
て
い
る
人
自
身
に
も
、
そ

う
の
は
、
根
が
な
い
わ
け
で
、
学
生
運
動
を
や
っ
て

い
る
人
の
中
に
は
、
政
治
屋
と
名
の
つ
く
人
ば
か
り

が
居
て
、
経
済
と
か
自
分
達
の
利
益
を
地
道
に
考
え

て
み
る
人
が
居
な
く
な
っ
た
。
結
局
一
貫
性
も
、
責

任
も
な
い
わ
け
さ
。
そ
れ
で
学
生
は
い
か
に
結
集
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
安
っ
ぽ
い
、
一
貫
性
の
な
い

ヒ
ュ

l
マ
ニ
テ
ィ
な
の
さ
。
そ
う
い
う
所
に
今
の
大

き
な
欠
陥
が
あ
る
わ
け
さ
。

宝
住

こ
の
間
、
河
西
先
生
と
秋
問
先
生
が
言
っ
て

い
た
ん
だ
が
、
皆
身
近
な
問
題
は
全
然
と
り
上
げ
よ

う
と
は
し
な
い
。
そ
う
い
う
身
近
な
問
題
も
取
り
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
社
会
に
出
て
も
何
も
な
ら
な
い

だ
ろ
う
っ
て
。
自
分
の
生
活
が
守
れ
な
い
で
、
社
会

の
た
め
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
だ
よ

な。

神
田

何
の
立
場
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
で
、
本
当
に

自
由
に
物
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
時
だ
と
思
う
ん

だ
。
だ
か
ら
今
こ
そ
真
剣
に
考
え
る
だ
け
考
え
て
い

い
と
思
う
。
行
動
と
い
う
と
い
ろ
い
ろ
制
約
が
か
か

る
け
ど
。
そ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
考
え
そ
の
も
の

に
さ
え
回
避
的
に
な
る
人
が
い
る
わ
け
さ
。
そ
れ
は

ち
ょ
っ
と
可
哀
想
に
思
う
。
そ
う
い
う
人
だ
っ
て
考

え
る
だ
け
考
え
た
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
恩

、っ。有永

非
常
に
恐
れ
て
参
加
し
な
い
人
が
居
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は
事
実
だ
と
思
う
ん
だ
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
学
生
生
活
は
四
年
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
結
局
、
四
年
と

い
う
の
は
、
社
会
に
出
る
地
盤
な
わ
け
さ
、
社
会
に

い
ざ
出
た
ら
、
自
分
が
非
常
に
浮
い
て
い
た
ら
何
も

で
き
な
い
と
。
学
生
生
活
に
お
い
て
そ
う
い
う
も
の

を
求
め
る
と
し
た
ら
、
そ
の
根
の
つ
い
た
中
か
ら
、

ど
う
い
う
中
に
ど
う
い
う
環
境
に
放
り
込
ま
れ
て

も
、
悠
々
と
生
き
て
行
け
る
だ
け
の
人
間
性
と
い
う

も
の
が
必
要
な
わ
け
さ
。
そ
う
い
う
物
を
作
っ
て
い

く
の
が
学
生
運
動
で
あ
り
、
自
治
組
織
で
あ
る
と
思

う
。
だ
か
ら
恐
れ
て
い
る
か
ら
皆
が
参
加
し
な
い
と

思
っ
た
ら
間
違
い
だ
。

阿
竹

僕
も
考
え
る
ん
で
す
け
ど
、
今
や
る
よ
り
も

こ
の
次
の
時
代
に
や
っ
た
方
が
よ
り
効
果
的
、
そ
の

方
が
立
派
に
や
れ
る
と
い
う
可
能
性
を
信
じ
て
い
る

人
物
も
沢
山
居
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
り
ゃ
恐
れ
て

い
る
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

佐
伯

で
も
ね
、
俺
な
ん
か
、
学
生
運
動
ノ

1
タ
ツ

チ
だ
け
ど
、
ど
う
も
俺
は
、
知
ら
ね
え
な
ら
知
ら
ね

え
で
置
い
と
い
て
も
ら
い
た
い
の
さ
。
俺
は
あ
ん
ま

り
新
聞
も
読
ま
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
、
人
か
ら
新

聞
な
ん
か
丹
念
に
読
ま
な
き
ゃ
だ
め
だ
っ
て
言
わ
れ

る
ん
だ
け
ど
、
俺
は
読
ま
ね
え
な
ら
読
ま
ね
え
で
ほ

つ
と
い
て
も
ら
い
て
え
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の

さ
。
全
く
我
憧
っ
て
ば
、
我
儲
だ
け
ど
な
。

そ
れ
が
通
じ
る
時
代
で
し
ょ
う
し
ね
。

阿
竹

佐阿佐
伯竹伯

う
ん
そ
う
し
た
い
ん
だ
。

僕
の
言
い
た
い
の
は
そ
こ
な
ん
だ
け
ど
。

だ
か
ら
、
過
激
な
運
動
や
っ
て
る
と
か
つ
て
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言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
も
、
過
激
な
運
動
を
や

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
も
か
く
も
真
剣
に
考
え
て

い
る
人
は
、
や
っ
て
良
い
と
思
う
ん
だ
。
や
っ
て
い

る
人
に
、
お
れ
は
関
係
な
い
と
い
う
よ
う
な
顔
し
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
や
め
ろ
と
も
、
何
と
も
言
わ
な

い
わ
け
だ
よ
な
。
ま
た
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う

よ
な
。

有
永
恵
迫
寮
に
お
け
る
学
生
運
動
と
い
う
の
は
、

近
頃
派
手
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
け
ど
、
本
質

に
お
い
て
は
全
然
派
手
に
な
っ
て
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
ん
だ
よ
ね
。

阿
竹

本
質
に
お
い
て
は
ね
。



た
だ
あ
る
程
度
の

P
R活
動
が
、
頻
繁
に
な

っ
て
き
て
、
活
動
家
が
ふ
え
た
だ
け
で
あ
る
と
。
ま

夏た
こ
の
状
態
が
ね
、
低
調
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
、

ま
た
増
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
、
過
去
の
歴
史
は

常
に
そ
う
い
う
こ
と
を
く
り
か
え
し
て
き
で
い
る
わ

け
さ
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
寮
生
が
一
つ
一
つ
の
意

識
を
高
め
て
い
く
と
い
う
の
は
、
恵
迫
に
流
れ
て
い

る
学
生
運
動
の
本
質
だ
ろ
う
と
思
う
。

阿
竹
学
生
運
動
を
組
織
で
や
る
ん
な
ら
寮
内
の
自

治
、
学
内
の
自
治
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
高
校
に
お
け
る
自
治
会
的

な
面
が
も
っ
と
あ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
余
裕
が
な
い
ん
で
す
か
。

有
永
そ
れ
を
経
済
闘
争
と
い
う
ん
だ
よ
。
そ
う
い

う
も
の
は
、
政
治
闘
争
は
す
べ
て
の
も
の
に
優
先
す

る
と
い
う
観
念
か
ら
す
べ
て
を
な
す
と
い
う
。

と
き
に
さ
、
自
分
自
身
は
全
然
そ
れ
に
気
づ

神
田
か
な
い
で
き
、
そ
の
も
の
を
非
難
し
た
り
、
批
判
し

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
は
、
非
難
や

批
判
に
よ
っ
て
そ
れ
を
直
し
て
い
こ
う
と
す
る
努
力

が
な
い
と
い
う
よ
う
な
面
が
多
分
に
あ
る
ん
だ
と
思

う
な
。

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
け
ど
さ
、
現
代
の
学

有
ま
生
気
質
と
し
て
批
判
精
神
に
徹
し
て
い
る
と
い
う
ん

だ
。
手
前
で
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
わ
け
よ
。

人
の
考
え
た
こ
と
を
批
判
す
る
の
は
も
の
す
ご
く
う

ぱま
かい

2そ
りれ
廻は
しき

zf 
pi 
y の
つ会
現長
象れ
じて
やさ
な権
い利

か
。
恵
迫
寮
に
も
よ
く
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

神
田
学
生
自
治
会
が
あ
あ
い
つ
た
非
常
に
一
般
学

生
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
も
そ

こ
に
一
つ
の
原
因
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
。

有
永
せ
っ
か
く
各
寮
を
単
位
に
す
れ
ば
動
員
体
制

に
一
番
良
い
。
そ
れ
が
ま
た
寮
は
あ
る
治
外
法
権
み

た
い
の
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
所
を
ね
ら
っ
て

色
々
な
も
の
が
か
け
ら
れ
て
く
る
が
、
そ
の
中
で
正

し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、
ま
ち
が
っ
た
も
の
を
は
ね

か
え
す
だ
け
の
思
考
と
い
う
か
力
を
寮
生
が
持
つ
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
そ
寮
に
お
け
る
学
生
運
動
が

は
っ
き
り
し
て
く
る
し
、
あ
る
程
度
皆
が
高
い
意
識

に
つ
け
る
と
思
う
の
だ
が
。
逆
に
、
あ
い
つ
ら
は
何

を
し
て
い
る
の
か
、
俺
は
知
ら
な
い
と
い
う
の
は
非

常
に
い
け
な
い
と
思
う
。

阿
竹

そ
う
思
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
し
か
し
な
い
の

も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
ね
。

有
永
阿
竹
が
、
入
っ
て
き
た
時
に
、
も
う
そ
う
い
う
形
態
が
あ

っ
た
ら
、
そ
れ
は
受
身
的
な
も
の
と
し
て
す
ま
さ
れ

そ
れ
は
受
身
的
な
物
の
考
え
方
で
す
ね
。

し
か
し
一
年
目
の
立
場
か
ら
言
う
の
で
す

な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
も
う
そ
れ
だ
け

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
。

そ
れ
は
認
め
よ
う
。
し
か
し
自
信
を
持
っ
て

夏

そ
れ
に
は
む
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
ね
。

阿
竹

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

例
え
ば
俺
が
今
年
一
年
目
が
入
っ
て
き
た
時

に
一
年
目
に
対
す
る
働
き
が
正
し
い
と
は
言
え
な
い

よ
。
だ
か
ら
そ
れ
を
口
実
と
し
て
自
分
へ
の
非
難
の

口
実
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
自
分
で
考
え
そ

こ
か
ら
積
極
的
に
独
自
の
方
向
を
出
し
て
そ
れ
が
あ

る
方
向
と
一
致
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
合
流
し
て
も
い

神
田

い
し
、
反
援
す
る
な
ら
堂
々
と
意
見
を
述
べ
て
も
い

iv 
有
永
今
ま
で
の
社
会
の
変
革
と
い
う
の
が
一
部
の

指
導
者
と
か
、
上
部
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
俺
違
が
す
る
の
は
、
大
衆
の
力
に
よ
っ
て

社
会
を
変
革
す
る
も
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
自
分
が

一
人
の
大
衆
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
う
い
っ
た
意
識
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を
持
つ
必
要
も
あ
る
わ
け
だ
。

司
会

学
生
運
動
は
政
治
闘
争
と
非
常
に
密
接
な
わ

け
で
す
が
、
そ
の
政
治
闘
争
に
つ
い
て
寮
の
執
行
委

員
会
が
指
導
的
精
神
を
発
揮
す
る
の
は
是
か
非
か
と

T
2』
と
で
す
が
、
宝
住
君
は
ど
う
で
す
か
。

宝
住
そ
れ
は
難
し
い
と
思
う
。
俺
が
考
え
た
の
は

寮
の
空
気
を
考
え
て
、
や
る
と
い
う
も
の
と
や
ら
な

い
と
い
う
も
の
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
ば
、

一
人
で
も

多
く
参
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
執
行
委
員

会
は
こ
う
い
う
方
向
で
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
の
線
を
選
ぶ
と
い
う
こ



と
が
難
し
い
ん
だ
。
そ
の
線
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ

れ
の
主
観
に
な
る
け
ど
、
全
然
や
る
べ
き
で
な
い
と

い
う
の
が
多
く
て
も
、
少
し
は
ず
れ
る
と
い
う
こ
と

感は
じあ
なる
し、。

でで
でき
きる
るだ
線け
を多
保く
持の
し寮
て生
やが
っ人
てに
い抵
き抗
たを

し、。有
永

宝
住
が
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
に
し

て
も
、
宝
住
委
員
会
が
で
き
た
時
に
そ
の
本
質
を
考

え
て
や
っ
て
欲
し
い
。
政
治
闘
争
を
や
る
ん
だ
と
い

っ
て
委
員
会
を
作
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
や
ら
な
い

ん
だ
と
い
っ
て
か
寮
生
が
や
る
と
い
う
奴
が
居
れ
ば

何
と
か
つ
い
て
行
こ
う
と
い
っ
て
作
っ
た
の
か
、
そ

こ
を
は
っ
き
り
し
て
欲
し
い
。

宝
住

安
保
改
定
の
問
題
は
、
俺
達
は
何
も
分
か
ら

な
か
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、
検
影
寮
な
ど
で
安
保
問
題

に
つ
い
て
議
論
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ

は
運
動
に
立
ち
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、

そ
こ
で
出
来
る
だ
け
多
く
の
寮
生
が
参
戸
加
で
き
る
よ

う
な
形
態
に
持
っ
て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
、
そ
れ
に

対
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
た
だ
悪
い
ん
だ
悪
い

ん
だ
と
ば
か
り
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
民
党
や
社

会
党
の
人
を
呼
ん
だ
り
、
学
生
運
動
に
つ
い
て
も
好

意
的
な
人
や
批
判
的
な
人
を
呼
ん
で
皆
の
意
識
を
高

め
、
そ
こ
で
自
分
達
は
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
や
っ
た
わ
け
さ
。

有
永

闘
争
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
安
保

阻
止
実
行
委
員
会
の
方
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
を

た
だ
君
た
ち
が
事
務
的
に
寮
生
に
受
け
つ
い
だ
と
い

う
立
場
を
と
り
た
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
な
く
て
、
安
保
の
問
題
に
つ
い
て
、
寮
生
に

P
R
し
て
き
、
戦
う
よ
う
に
受
け
つ
い
だ
と
い
う
面

が
あ
る
と
思
、
つ
ん
だ
。
執
行
委
員
会
の
活
動
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
、
そ
う
い
う
運
動
に
力
を
注
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
所
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
い
う
時
に
、

も
っ
と
寮
長
の
意
識
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
い
と
思

、
内

J

。
宝
住

や
っ
ぱ
り
は
じ
め
は
、
今
の
学
生
運
動
に
批

判
的
で
あ
り
、
独
自
の
立
場
を
も
っ
て
や
っ
た
と
思

う
が
、
や
っ
ぱ
り
幾
分
ず
る
ず
る
引
き
ず
ら
れ
た
と

い
う
所
は
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
執

行
委
員
会
と
し
て
は
、
協
力
で
き
る
所
は
協
力
し
て
、

執
行
委
員
会
の
立
場
を
出
し
て
き
た
つ
も
り
だ
け
ど

も
な
。

神
田
寮
の
利
益
を
守
る
と
い
う
点
で
行
動
を
進
め

て
行
く
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
た
と
え
寮
生
の
意
識

が
ど
う
の
こ
う
の
で
は
な
く
て
、
常
に
執
行
委
員
会

自
身
研
究
し
て
、
寮
に
対
す
る
問
題
つ
て
の
を
分
析

す
る
わ
け
さ
。
こ
れ
が
寮
に
と
っ
て
重
要
だ
と
認
識

し
た
ら
、
寮
生
の
認
識
が
な
い
な
ら
、
そ
れ
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
て
い
っ
し
ょ
の
運
動
に
出
る
な
り
、

あ
る
い
は
行
動
を
と
ら
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
常
に

執
行
委
員
会
独
自
で
寮
の
利
益
と
い
う
立
場
を
も
っ

と
研
究
七
て
、
い
つ
で
も
そ
れ
を
寮
生
の
前
に
提
示

で
き
る
体
制
を
作
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

λ
J

。
有
永

神
田
君
の
言
う
こ
と
は
い
い
と
思
う
け
ど
、

そ
の
前
に
寮
生
の
意
識
が
問
題
に
な
る
。
政
治
運
動

に
動
け
と
い
う
寮
生
の
意
識
が
あ
っ
た
ら
、
執
行
委

員
会
は
動
く
べ
き
だ
と
思
う
よ
。
執
行
委
員
会
が
動

く
っ
て
こ
と
は
、
あ
る
程
度
寮
生
の
意
志
を
代
表
す

る
ん
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
執
行
委
員
会

は
軽
々
と
動
い
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
。

[
(
五
)
学
校
側
の
態
度
]

司
会
寮
の
自
治
と
か
経
済
問
題
に
関
し
て
、
学
校

側
の
恵
迫
寮
に
対
す
る
態
度
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

阿
竹
経
済
的
な
こ
と
だ
け
ど
、
良
く
見
て
く
れ
る

ん
で
す
よ
。
燃
料
費
な
ん
か
、
室
蘭
工
大
な
ん
か
で
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も
持
た
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
設
備
の

点
で
、
満
足
と
ま
で
は
行
か
な
い
ま
で
も
、
け
っ
し

て
悪
い
待
遇
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

有
永

そ
う
ね
、
寮
と
い
う
も
の
が
、

一
つ
の
組
織

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
今
の
教
育
法

に
お
い
て
は
。
そ
う
す
る
以
上
は
す
べ
て
を
学
校
側

が
見
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
な
ん
だ
け

ど
、
非
常
に
寮
生
が
学
校
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
て

い
る
の
も
事
実
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
利

益
を
要
求
し
て
い
る
の
も
事
実
で
し
ょ
う
ね
(
笑
い



つ
つ
)
。
ま
た
要
求
し
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
ね
。

宝
住
よ
く
行
く
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
予
算
が
な

い
と
か
何
だ
と
か
つ
て
言
わ
れ
て
な
。

阿
竹
個
人
的
に
は
、
も
っ
と
し
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
け
ど
、
相
手
の
立
場
と
こ
ち
ら
の
団
体
的
な

立
場
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
の
強
い
要
求
も
打
出

せ
な
い
立
場
な
ん
で
す
よ
ね
。

有
永
寮
を
一
つ
の
個
人
生
活
の
場
と
し
て
見
た
な

ら
ば
、
寮
に
入
っ
て
い
る
奴
と
下
宿
し
て
い
る
奴
と
、

国
家
の
予
算
に
お
け
る
比
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
言

え
る
わ
け
さ
。
今
の
社
会
の
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
住
宅

難
と
い
う
も
の
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
く
る
と
思
う
ん

だ
け
ど
ね
。
そ
う
い
う
中
で
さ
、
俺
達
が
も
っ
と
俺

達
の
待
遇
を
よ
く
し
ろ
っ
て
い
う
の
は
、
非
常
に
利

己
主
義
み
た
い
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
ん
だ

よ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
要
求
は
、
社
会
が
非
常

に
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
だ
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

神
田
室
工
大
の
電
気
料
が
だ
ん
だ
ん
上
っ
て
き
て

い
る
の
は
、
文
部
省
の
方
針
な
ん
だ
よ
。
個
人
生
活

は
自
分
の
あ
れ
で
持
つ
と
い
う
方
針
が
だ
ん
だ
ん
で

で
き
て
い
る
場
合
に
俺
達
は
お
情
け
的
に
そ
れ
を
受

け
て
は
い
け
な
い
。
や
っ
ぱ
り
自
分
の
力
で
そ
れ
を

守
る
だ
け
の
こ
と
は
必
要
だ
。

有
永
寮
生
活
の
予
算
が
け
ず
ら
れ
て
、
何
所
へ
行

く
か
と
い
う
と
、
結
局
軍
事
予
算
で
あ
り
、
あ
る
種

の
矛
盾
し
た
予
算
に
廻
さ
れ
る
可
能
性
が
多
い
わ
け

だ
ろ
う
。

宝
住
厚
生
課
で
は
な
、
全
部
厚
生
課
で
や
る
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
ん
だ
け
ど
な
。
や
っ

ぱ
り
予
算
が
な
あ
。

神
田
で
結
局
政
治
折
衝
に
な
る
わ
け
な
ん
だ
。
基

本
的
問
題
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
態
度
も
、
そ
こ
に

そ
う
い
っ
た
態
度
が
な
け
り
ゃ
な
ら
ん
と
思
う
。

宝
住
こ
の
間
も
石
炭
の
こ
と
を
要
求
し
た
ん
だ
よ

な
。
そ
し
た
ら
、
ほ
か
の
寮
生
個
人
と
し
て
飯
を
炊

く
石
炭
と
か
何
と
か
ま
で
学
校
持
ち
に
し
た
と
し
た

ら
、
今
下
宿
し
て
い
る
学
生
に
ま
で
石
炭
を
配
給
し

な
い
と
な
ら
な
い
と
か
つ
て
言
わ
れ
る
ん
だ
。
で
や

っ
ぱ
り
そ
の
よ
う
に
す
べ
き
だ
け
ど
、
ま
ず
最
初
に

寮
生
と
い
う
風
に
考
え
て
:
・

有
永

そ
れ
よ
り
も
ね
、
わ
れ
わ
れ
が
学
問
す
る
場

と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
安
全
な
衣
食
住
の
生
活
が
保

証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ん
。
そ
れ
で
な
か
っ
た
ら
、
全
学

生
が
寮
に
入
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
、
全
学
生
が

同
じ
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
わ
け
な
ん

だ
。
と
こ
ろ
が
学
校
は
金
が
な
い
か
ら
と
、
寮
生
が

あ
る
程
度
限
ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
非
常
に
国
家
の

弱
み
な
ん
だ
。
そ
れ
に
引
き
か
え
て
、
例
え
ば
、
自

衛
隊
な
ど
は
、
一
日
の
食
費
が
俺
違
の
ち
ょ
う
ど
倍

の
一
五
O
円
の
も
の
を
食
っ
て
ん
だ
。
俺
達
が
将
来

の
社
会
に
出
る
た
め
の
も
の
と
し
て
養
成
さ
れ
る
の

だ
が
、
彼
等
は
、
少
な
く
と
も
殺
し
屋
に
な
る
よ
り

ほ
か
な
い
。
そ
り
ゃ
有
用
な
方
面
も
あ
る
だ
ろ
う
け

ど
。
俺
達
よ
り
も
食
事
も
生
活
も
ず
っ
と
豊
か
で
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
矛
盾
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

、.、‘《

u-

U
A
H
 

教
育
を
受
け
る
の
に
、
金
が
要
る
と
い
う
こ
と
が

す
で
に
間
違
い
じ
ゃ
な
い
か
。

神
田
だ
か
ら
問
題
を
考
え
る
場
合
、
退
っ
て
考
え

ず
、
常
に
前
進
的
に
考
え
る
べ
き
だ
な
。

司
会
寮
の
自
治
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
自
治
を
圧
迫
す
る
と
い
う
よ
う
な
態
度

は
現
わ
れ
て
い
る
の
か
つ
て
こ
と
で
す
が
。

(
こ
の
時
崖
君
登
場
)

宝
住
僕
は
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
感
じ

な
い
な
。
鈍
感
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

有
永
で
も
ね
、
入
寮
選
考
を
厚
生
課
で
す
る
っ
て

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
ん
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
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あ
る
程
度
恵
迫
寮
に
お
け
る
自
治
権
の
侵
害
だ
と
見

て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
支
配

下
に
あ
る
所
だ
け
ど
、
一
つ
の
人
聞
が
ま
と
ま
っ
て

同
じ
生
活
し
て
い
る
所
に
自
治
が
成
り
立
つ
の
は
当

然
で
、
そ
の
中
に
お
け
る
成
因
と
い
う
の
は
そ
の
中

で
自
治
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
が
決
め
る
べ
き
だ
。
そ

れ
を
上
か
ら
決
め
て
き
て
押
し
つ
け
る
っ
て
の
は
、

自
治
権
の
侵
害
だ
と
思
う
。

宝
住
・
そ
り
ゃ
勿
論
そ
う
だ
が
、
厚
生
課
の
方
で
は
、

そ
の
よ
う
な
事
全
然
言
つ
て
な
か
っ
た
ぞ
。



有
永

前
に

一
度
言
っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
な
。

屋

前
は
あ
っ
た
ん
だ
。
入
寮
選
考
権
を
中
心
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
所
、
全
国
的
な
傾
向
な
ん
だ
。
何

か
目
標
到
達
点
が
あ
っ
て
ね
、
入
寮
選
考
権
を
中
心

と
し
て
、
寮
は
要
す
る
に
厚
生
施
設
で
は
な
い
と
、

教
育
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
、

二
万
円

問

題

(
三
十
三
年
度
前
期
選
考
に
て
)
等
が
あ
っ

た

ん
だ
。
だ
け
ど
、
僕
が
や

っ
て

い
る
時
に
は
、
大
崎

さ
ん
は
、
別
に
そ
う
い

っ
た
意
図
で
は
な
い
と
、
君

等
の
自
治
は
十
分
認
め
て
や

っ
て
い

る
し
、
自
治
寮

を
君
等
に
ま
か
す
こ
と
自
体
が

一
つ
の
教
育
活
動
だ

て
な
事
言
っ

て
い
る
こ
と
は
言
っ

て
い
る
け
ど
、
何

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
底
意
と
い
う
も
の
は
や

っ
ぱ

り
あ
る
よ
う
に
思
う
な
僕
は
。

寮生活あれこれ
工藤智也君 (目前4年入寮)提供

」
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
時
、
問
題
は
北
大
し

か
も
恵
迎
寮
だ
け
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
。

有
永

社
会
と
い
う
か
ね

佳

文
部
省
中
心
に
や

っ
て
き
て
い
る
か
ら
。

有
永

今
ま
で
獲
得
し
て
き
た
自
治
権
と
い
う
も
の

を
放
棄
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い

ね
。
放
棄
し
た
時
代
も
あ
っ
た
が
。

佳

恵
迎
の
場
合
、
俺

一
番
言
い
た
い
の
は
、
恵

迫
寮
の
自
治
は
{
寸
ら
れ
て
い
る
と
思
、
つ
ん
だ
。
あ
る

程
度
は
。
だ
け
ど
、
も
う
寮
生
に
与
え
ら
れ
た
も
の

と
し
て
し
か
と
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
こ

れ
は
寮
史
の
方
を
見
る
と
わ
か
る
け
ど
、
大
正
の
頃

か
昭
和
の
始
め
頃
か
ら
ず
い
分
闘
争
し
て
い
る
ん
だ

な
、
自
治
権
獲
得
の
。
そ
う
い
う
過
程
を
経
て
わ
れ

エッセン風景

入浴

わ
れ
が
勝
ち
と
っ
た
と
い
う
意
識
そ
う
い
う
も
の
が

足
り
な
い
よ
う
に
思
う
な
。
ほ
っ
と
け
ば
そ
の
ま
ま
、

す
ら
す
ら
と
こ
う
運
ん
で
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

。
司
会

ま
だ
ま
だ
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
き
ょ
う
の
と
こ
ろ
は
こ
の
辺
に
し
て
、
ま
た
次

の
機
会
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

ど
う
も
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

(な
お
、
紙
面
の
都
合
上

一
部
割
愛
い
た
し
ま
し
た
。
)

十
二
月
二
日
午
後
九
時

於
図
書
室

(1
9
6
0
年
2
月
初
日
発
行

「恵
迫
」
復
刊
第
5

号
よ
り
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寮の従業員
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ー'ヲ
-7J汁
r

グ
博
士
曲
目
孫

パヌ
チ
一
斗

1
sJク
ヲ
J
ク
夫
妻
が
来
札
い

クラーク夫妻

北
海
道
大
学
問
学
百
三
十
周
年
を
迎
え
て
、

ク
フ

ー
ク
博
士
の
曽
孫
、
ス
チ
ュ

l
・
ク
ラ
l
ク
夫
妻
が

来
札
。
そ
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
平
成
十
八
年
九

月
二
十
九
日
午
後
六
時
か
ら
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

二
階
で
開
か
れ
、
夫
妻
を
囲
み
、
和
や
か
な
パ

l
テ

ィ
ー
が
続
い
た
。

北
海
道

・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
協
会
、
北
海
道
大

.....-司.‘ー--・・.......... 司・.....-司・.......... 可L---"・~

学
な
ど
の
主
催
。
当
日
は
昔
か
ら
夫
妻
を
知
る
人
や

関
係
者
ら
約
六
十
人
が
参
加
。
ま
ず
御
夫
婦
が
壇
上

で
紹
介
さ
れ
た
後
、
北
海
道
大
学
の
中
村
睦
男
総
長

が
歓
迎
の
挨
拶
。
「
W
-
S
-
ク
ラ

l
ク
来
道
百
三

十
周
年
に
来
道
さ
れ
、

一
同
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
」
と
言
い
な
が
ら
、

ク
ラ

l
ク
博
士
の
功
績
の

一
端
を
紹
介
し
た
。
会
場
に
は
ス
ワ

l
ド
市
と
姉
妹

提
携
し
た
帯
広
市
か
ら
も
関
係
者
が
参
加
し
た
。

ク
ラ
l
ク
夫
妻
は
壇
上
で
「
皆
様
か
ら
大
変
温
か

い
お
声
を
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
北
大
と
両
親
の
こ
と
を
く
わ
し
く
語
っ
た

ほ
か
、
「
家
族
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
本
と
か
か
わ

「ー

歓
迎
挨
拶
す

3
4一
村
北
大
総
長

1

」

っ
て

い
る
。
今
回
の
訪
問
で
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
エ

レ
ガ
ン
ス
に
出
会
っ

た
」
と
話
し
、
最
後
に

「
B
O

Y
S
&
G
I
L
L
S
-
B
E
-
A
M
B
I
T
I
O
U
 

s」
で
締
め
く
く
っ
た
。

乾杯する出席者
しーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー_..J
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台
風
だ
倒
れ
た
一ボ
ゲ

-71
次
々
と
楽
ー器
仁
B

‘ー.--.‘-司I L..--ー司・L..--司・----ー.‘ー'戸、~

二
O
O
四
年
九
月
の
台
風
十
八
号
で
倒
れ
た
北
大

名
物
の
ポ
プ
ラ
が
次
々
と
楽
器
な
ど
に
な
っ
て
よ
み

が
え
っ
て
い
る
。
暴
風
に
耐
え
切
れ
ず
に
倒
れ
た
の

は
五
十

一
本
の
並
木
の
う
ち
十
九
本
だ
が
、
道
内
の

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
な
ど
の
手
で
製
作
さ
れ
た
チ
エ

ポプラで作ったオルコール

な
ど
十
曲
ほ
ど
を
演
奏
。
ピ
ア
ノ
と
は
異
な
っ
た
さ

わ
や
か
な
音
、
や
さ
し
い
響
き
が
会
場
に
流
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
市
民
や
卒
業
生
ら
約
五
百
人
が

入
っ

た
。

集
ま
り
、
昔
の
ポ
プ
ラ
並
木
に
思
い
を
は
せ
て
聞
き

コ
ン
サ
ー
ト
は
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
1

や
道
民
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

ン
パ

ロ
な
ど
は
演
奏
会
な
ど
も
聞
か
れ
、
北
大
O
B

が
あ
っ
た
。

ル

・
キ
タ
ラ
で
聞
か
れ
た
ほ
か
、
旭
川
で
も
演
奏
会

ポ
プ
ラ
で
は
立
派
な
オ
ル
ゴ

ー
ル
も
作
ら
れ
た
。

最
も
大
き
い
の
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で

北
大
構
内
で
北
大
グ
ッ
ズ
を
扱
う
「
エ
ル
ム
の
森
」

が

一
台
四
万
九
百
五
十
円

こ
と
か
ら
、
埼
玉
県
在
住

は
主
に
ポ
プ
ラ
か
ら
チ
ェ
ン
バ
ロ
が
作
ら
れ
て
い
た

の
チ
ェ
ン
バ
ロ
製
作
者
、

横
田
誠
三
さ
ん
が
手
が
け

た
。
ポ
プ
ラ
七
本
を
約

一

年
か
け
て
二
台
の
チ
エ
ン

パ
ロ
に
仕
上
げ
た
。

平
成
十
八
年
九
月
八
日

夜
、
お
披
露
目

コ
ン
サ

l

ト
が
北
大
ク
ラ

l
ク
会
館

で
聞
か
れ
た
。
演
奏
し
た

の
は
北
大
の
前
身
、
札
幌

農
学
校
一
期
生
大
島
正
健

氏
の
子
孫
に
あ
た
る
チ
エ

ン
パ
ロ
奏
者
で
埼
玉
県
在

住
の
水
氷
牧
子
さ
ん
。
・臼

い
ド
レ
ス
姿
で
登
場
し
、

+
斗
派
に
作
ら
れ
た
チ
ェ
ン
バ

ロ

で
売
り
出
し
た
。
曲
は
お

な
じ
み
の

「
都
ぞ
弥
生
」

で
全
曲
が
入

っ
て
お
り
、

柔
ら
か
な
メ

ロ
デ
ィ
を
奏

102 

で
る
。
二
百
台
販
売
し
た

が
、
た

っ
た
二
日
で
完
売
。

庖
の
話
で
は
も
う
材
料
の

ポ
プ
ラ
が
な
い
た
め
、
同

じ
も
の
は
今
後
つ
く
ら
れ

な
い
そ
う
。

こ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ

先
住
民
族
に
伝
わ
る
木
製

の
笛
「
ラ
ブ
フ
ル

ー
ト
」

専
門
家
が
長
い
問
、
研
究
を
重
ね
て
作
製
し
た
。

や
三
味
線
も
そ
れ
ぞ
れ
の

は
じ
め
、
北
大
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」
「
時
計
台
の
鐘
」

W
-
パ
I
ド
の
「
鐘
」
を
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わ
が
国
の
南
極
観
測
は
一
九
五
六
年
十

一
月
八
日

に
観
測
船
「
宗
谷
」
が
出
港
し
て
以
来
、
二

O
O
六

年
十

一
月
で
五
十
年
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し

た
行
事
が
十

一
月
二
十
六
日
正
午
か
ら
午
後
五
時
ま

で
北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
で
聞
か
れ
た
。
こ
の

う
ち
講
演
会
で
は
恵
辿
寮

O
B
(昭
和
三
十
三
年
入

寮
)
で
元
国
立
極
地
研
究
所
長
の
渡
辺
興
亜
氏
ら
が

興
味
あ
る
話
を
次
々
と
披
露
し
た
。

渡
辺
氏
は
午
後
一
時
半
か
ら
約
一
時
間
、
「
南
極

観
測
の
五
十
年
」
と
い
う
テ

l
マ
で
語
っ
た
。
北
海

道
か
ら
南
極
観
測
に
参
加
し
た
学
者
ら
は
こ
れ
ま
で

='" I~I Q 
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r る

南
極
観
測
印
周
年
記
念

に
参
加
し
た
の
を
初
め
、
色
々
な
研
究
に
携
わ
っ
て

い
る
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
越
冬
隊
長
に
も
な
っ
て

い
る
。

講
演
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
、
身
ぶ
り
、
手
ぶ

り
で
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
。
非
常
に
少
な
い
物
資

に
苦
労
し
な
が
ら
船
か
ら
へ
リ
で
荷
物
を
運
ん
だ
。

と
く
に
燃
料
輸
送
が
大
変
で
、
ヘ
リ
で
昭
和
基
地
に

運
ぶ
時
な
ど
は
悪
戦
苦
闘
し
た
。
ま
た
、

厚
さ
約

一
・
五
江
の
氷
を
砕
き
な
が
ら
進
む
観
測
船
「
し
ら

せ
」
は
前
進
し
て
は
パ
ッ
ク
の
連
続
だ

っ
た
。

現
在
、
越
冬
隊
は
四
十
人
強
と
、
初
期
の
二
十
倍

の
規
模
。
物
資
も
四
ト
ン
を
越
す
よ
う
に
な

っ
た
な
ど

第
四
十
八
次
隊
ま
で
の
問
、
わ
が
国
の
南
極
観
測
は

地
球
科
学
、
惑
星
科
学
、
生
物
科
学
分
野
で
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
来
た
。
と
、
南
極
観
測
の
発
展
の
歴

史
な
ど
を
て
い
ね
い
に
披
露
し
、
集
ま

っ
た
二
百
人

余
の
市
民
ら
は
感
心
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

一
方
、
講
演
会
場
わ
き
の

ロ
ビ
ー
で
は
数
十
万
|

百
万
年
前
の
大
気
を
閉
じ
込
め
た
南
極
の
氷
が
道
内

で
初
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
氷
は
厚
さ
三
千
江
を
越
す

氷
床
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
採
取
し
た
も
の
。
浅
い
部

分
は
六

一
O
O年
前
の
も
の
で
、
深
さ
二
O
九

・
0

三
な
か
ら
、
深
い
部
分
は
二
一
二

0
0
0年
前
の
も

の
で
、
深
さ
二

二
O
七

・
五
な
か
ら
採
取
し
た
も
の

で
、
長
さ
は
合
計
約
五
十

V
。
南
極

O
B会
道
支
部

が
北
大
低
温
研
か
ら
借
り
た
も
の
で
、
絶
対
解
か
さ

な
い
こ
と
が
条
件
だ
っ
た
た
め
、
色
々
な
展
示
方
法

を
試
す
な
ど
苦
労
し
た
と
い
う
。

の
九ヤ

をの
生ほ
きか
抜ロ
いビ
た l
樺で
太は
犬無 i
タ人 h・
ロの
の Hjj( 
標和

本基 1・・--・・F 、、¥ . ..".. 
が地 .-ー官室雷τ石た南極の氷 } Jr-F  i 
お で」一一一一ー一一一一一一一一一一ー一一一一一」
出南
迎極
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え
し
た
ほ
か
、
南
極
や
ま
と
山
脈
で
発
見
さ
れ
た
慣

石
二
個
、
越
冬
隊
員
用
の
防
寒
具
の
試
着
会
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
を
作
る
実
験
「
五
十
周
年
記
念
ビ

デ
オ
「
白
い
大
陸
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
も
上
映
さ

れ
て
、
会
場
は

一
日
中
、
小
、
中
、

高
校
生
や
お
母

さ
ん
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
。



:_:恒例一…:…:……⑫ ⑨:………:……一

春浅 遅号 猟師 初5
き

春き 日 町

小夏と軽 や 子
井 帰

供犬書詰士沢 れ
な ば 沢る 妻
ユ〆 の の 日百
ヤ 友 暮 ?!久ム ゐ
の た

金年 弥庖 り

産莫花2 ござ
水 雨2

初夏芝2 梅雨明け。ゅ
踏

澄 水ず

秋
切

夏み の の り
を て 流 ホ
7τ長e 音 る ア の 待
る な る jレ ピ つ

喜
く を の 1レ ひ
回 見 前 の と
る て の 谷間 と

の 水車 端t i斐 の き
ー-'‘ 居ゐ 間 のつ コ
と か カミ 山 ン 若
し な な サ 葉
て 風

ト

ーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーー『ーーーーー

山 人 車
眠E ま 椅

~ 
磁陶り

ば 子静
ら
冬 か

器 の
の 湖畔

進
町 む
関与 の 菊
カミ レ 花
な ス 展
り ト

フ
ン
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言王
d也、

迫

寮

閲

識

社

主
目

田

日
Et 

秋
氏
(
昭
和
お
年
入
寮
)
が
「
流
氷
」
に
つ
い
て
講
演

現
北
大
理
学
部
名
誉
教
授
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科

学
セ
ン
タ
ー
長
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
青
木
昌
秋
氏

を
講
師
に
迎
え
「
海
か
ら
の
素
晴
し
い
贈
り
も
の

1

流
氷
j
」
を
テ

1
マ
に
し
た
二
O
O
六
年
度
の
「
恵

迫
開
識
杜
」
が
二
O
O
六
年
十
月
七
日
、

北
大
遠
友

遠
友
学
舎
で
の
講
演
会

学
舎
で
聞
か
れ
た
。

会
場
に
は
寮
生
O
B
を
初
め
、
現
役
寮
生
、

市IL
1 

の
子
供
づ
れ
市
民
ら
多
数
が
集
ま
っ
た
。
始
ま
る
前

に
テ
l
プ
か
ら
流
氷
の
音
が
会
場
に
流
れ
、
奇
妙
な

動
物
の
う
な
り
声
の
よ
う
な
音
に
、
参
加
者
は
驚
ろ

い
た
よ
う
す
。
ビ
デ
オ
や
グ
ラ
フ
、
固
な
ど
を
駆
使

し
た
講
演
が
ス
タ
ー
ト
。

和
孝
雄
開
識
杜
部
会
長
(
昭
和
認
年
入
寮
)
が
司

会
者
を
つ
と
め
、
開
識
社
の
歴
史
を
か
い
つ
ま
ん
で

紹
介
、
青
田
氏
の
経
歴
を
披
露
。
「
流
氷
の
青
田
、

青
田
の
流
氷
」
と
い
わ
れ
る
第
一
人
者
で
す
と
話
し

た
。
ま
た
、
恵
迎
寮
同
窓
会
北
海
道
支
部
長
の
白
浜

憲

一
さ
ん
(
昭
和
幼
年
入
寮
)
が
「
台
風
が
近
づ
い

て
い
る
中
、
皆
様
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と

挨
拶
し
た
。

講
演
に
立
っ
た
青
田
氏
は
開
口

一
番
「
私
は
国
会

議
員
の
定
数
を
人
口
か
ら
面
積
率
に
変
え
る
会
な
ど

五
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
会
の
会
長
を
し
て
い
る
」
と
笑

わ
せ
て
会
場
の
堅
苦
し
き
を
抜
い
た
。

本
題
に
入
り
、
「
海
明
け
と
は
」
「
流
氷
は
ど
の
く

ら
い
の
速
さ
で
動
く
か
」
「
厚
さ

一
O
H
J
の
氷

一キロ

日ラ

に
は

一
0
1
十
二

4
の
塩
分
が
入
っ
て
い
る
」

「
し
か
し
厚
さ
一

O
九
吋
の
氷

J

4
に
は
五

1
六

?
の
塩
分
し
か
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
」
「
氷
晶
と
は

海
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
」
な
ど
色
々
な
流
氷
の

様
子
を
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
わ
か
り
や
す
く
示
し
な
が

ら
説
明
し
た
。

〈〉
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
謎
〈〉

流
氷
南
限
の
海
|
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
|

昌秋青田
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北
海
道
の
周
り
の
日
本
海
も
北
太
平
洋
も
凍
り
ま

せ
ん
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
凍
る
の
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
だ
け
で
す
。
地
図
で
流
氷
の
限
界
線
を
追

っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
、
北
半
球
で
も
っ
と

も
低
緯
度
の
凍
る
海
、
流
氷
雨
限
の
海
で
す
。
こ
れ

に
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

四
℃
以
下
で
は
、
真
水
は
冷
た
い
ほ
ど
軽
く
(
密

度
が
小
)
、

O
℃
で
凍
り
始
め
ま
す
。
先
に
冷
え
る

表
層
の
水
は
下
層
の
水
よ
り
も
軽
い
。
だ
か
ら
、
上

下
の
水
の
混
合
(
対
流
)
を
起
こ
す
こ
と
な
く
冷
え

て
い
き
、
表
面
が

O
℃
に
な
る
と
凍
り
始
め
ま
す
。

一
方
、
海
水
は
冷
た
い
ほ
ど
、
塩
分
が
濃
い
ほ
ど
重



く
(
密
度
が
大
)
な
り
、
凍
る
温
度
は
約
マ
イ
ナ
ス

一
・
八
℃
で
す
。
冬
、
海
は
対
流
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
深
く
ま
で
冷
え
て
い
き
、
マ
イ
ナ
ス
一
・
八
℃

に
な
っ
て
よ
う
や
く
凍
り
始
め
ま
す
。
海
を
凍
ら
せ

る
に
は
、
池
よ
り
は
る
か
に
大
量
の
熱
を
奪
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
海
は
深
い
ほ
ど
凍
り
に
く
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
謎

気
象
デ
l
タ
ー
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
寒
風
が

一
冬
の
聞
に
海
面
か
ら
奪
い
取
る
熱
量
を
見
積
も
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
平
均
水
深
入

O
O
灯
以
上

も
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
凍
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
流
氷
南
限
の
海
と

い
う
事
実
と
矛
盾
し
ま
す
。
こ
れ
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

の
謎
で
す
。

観
測
に
よ
っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
表
層
約
五

O
M
は
、
下
層
に
比
べ
て
非
常
に
塩
分
の
薄
い
海
水

で
覆
(
お
お
)
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
塩
分
の
二
重
構
造
の
海

な
の
で
す
。
こ
の
た
め
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
対
流

は
五

O

M
内
外
で
停
止
す
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

表
層
水
が
冷
え
て
重
く
な
っ
て
も
、
下
層
の
塩
分
の

濃
い
水
の
密
度
に
は
か
な
わ
な
い
か
ら
で
す
。
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
は
、
流
氷
生
成
と
い
う
点
か
ら
は
浅
く
凍

り
や
す
い
海
と
い
え
る
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
海
や
太
平
洋
で
は
対
流
が
深
く
ま
で
続
き
、
凍

る
前
に
春
が
き
て
氷
は
生
ま
れ
得
な
い
の
で
す
。
流

氷
南
限
の
原
因
は
表
層
の
低
塩
分
水
の
存
在
、
二
重

構
造
だ
っ
た
の
で
す
o
-

流
氷
の
生
み
の
親
|
ア
ム
ー
ル
川
|

で
は
、
な
ぜ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
表
層
に
は
非
常

に
塩
分
の
薄
い
水
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
シ
ベ
リ

ア
大
陸
に
は
流
路
四
、
五

O
O
J
灯
以
上
の
大
河
ア

ム
ー
ル
川
が
あ
り
、
大
量
の
雨
水
や
雪
解
け
水
を
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
へ
流
し
込
み
ま
す
。
こ
の
水
が
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
の
表
面
に
広
が
っ
て
塩
分
の
二
重
構
造
を
つ

く
り
だ
す
の
で
す
。
ア
ム
ー
ル
川
は
流
氷
の
母
で
す
。

さ
ら
に
、
冬
、
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
が
発
達
し
、

シ
ベ
リ
ア
降
ろ
し
の
寒
風
が
吹
き
続
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
海
は
周
り
を
大
陸
や
列
島
で
固
ま
れ
て
い
る
の

で
、
塩
分
の
二
重
構
造
が
保
た
れ
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
特
有
の
水
塊
構

造
、
気
象
学
的
条
件
、
地
形
学
的
条
件
の
三
つ
が
揃

っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
流
氷
南
限
の
海
に
し
て
い

る
の
で
す
。

〈
〉
流
氷
の
功
罪
〈
〉

流
氷
祈
願
祭

今
、
冬
に
な
る
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
の
浜
で
は
、

流
氷
早
期
到
来
祈
願
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

一
昔
前
ま
で
、
人
々
は
流
氷
早
期
退
散
祈
願
祭
を
催

し
て
海
明
け
を
待
っ
た
の
で
す
。
こ
の
浜
で
三

O
余

年
、
流
氷
を
暦
に
暮
ら
し
た
私
に
は
隔
世
の
感
で
す
。

は
た
し
て
、
流
氷
は
恵
み
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も

厄
介
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

流
氷
は
厄
介
者
?

流
氷
が
近
づ
く
と
、
小
型
漁
船
は
陸
に
揚
げ
ら
れ

て
春
を
待
ち
ま
す
。
底
引
き
な
ど
の
大
型
船
は
日
本

海
や
太
平
洋
へ
回
航
し
ま
す
。
か
つ
て
浜
の
子
供
た

ち
は
出
稼
ぎ
か
ら
父
親
が
戻
る
海
明
け
を
待
っ
て
き

び
し
い
冬
を
過
ご
し
ま
し
た
。
流
氷
は
漁
民
か
ら
職

場
を
奪
う
邪
魔
者
で
し
た
。
一
九
七
O
年
三
月
、
ェ

ト
ロ
フ
島
ヒ
ト
カ
ッ
プ
湾
に
時
化
(
し
け
)
を
避
け

た
日
本
漁
船
団
を
流
氷
が
急
襲
、
死
者
行
方
不
明
三

十
人
と
い
う
悲
劇
が
起
き
ま
し
た
。
船
乗
り
に
と
っ

て
流
氷
は
白
い
恐
怖
な
の
で
す
。
七
十
四
年
一
月
に

は
サ
ロ
マ
湖
に
流
氷
が
侵
入
、
ホ
タ
テ
漁
に
壊
滅
的

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
流
氷
が
昆
布
を
引
き
ち
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ぎ
っ
た
り
、
ツ
ブ
、
ウ
ニ
を
す
り
つ
ぶ
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
流
氷
は
漁
師
に
と
っ
て
も
邪
魔

も
の
で
し
た
。

流
氷
l

海
か
ら
の
贈
り
も
の
|

と
こ
ろ
が
今
や
氷
は
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。
街

の
人
々
は
流
氷
到
来
を
待
ち
わ
び
ま
す
。
か
つ
て
流



氷
を
目
の
仇
に
し
て
き
た
漁
師
た
ち
さ
え
「
今
年
は

流
氷
が
遅
い
が
大
丈
夫
か
?
」
と
い
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
運
ぶ
の
で
、
流
氷
が
多

い
年
は
漁
模
様
が
い
い
と
い
う
の
で
す
。
流
氷
が
乱

獲
か
ら
海
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
度
肉
を
い
う
人

も
あ
り
ま
す
が
、
宿
敵
流
氷
が
、
い
ま
や
浜
の
救
い

神
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

流
氷
の
恩
恵
は
、
水
産
や
観
光
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
海
が
凍
る
と
波
は
消
え
ま
す
。
流
氷
が
波
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
か
ら
で
す
。
秋
か
ら
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
は
荒
れ
狂
い
波
浪
が
海
岸
の
土
砂
を
流
し

去
り
ま
す
。
漂
砂
で
す
。
も
し
流
氷
が
な
け
れ
ば
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
通
じ
る
サ
ロ
マ
湖
、
コ
ム
ケ
湖
な

ど
の
湖
口
は
毎
年
塞
が
れ
て
し
ま
い
、
海
岸
線
も
変

わ
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
流
氷
は
自
然
の
浮
防
波

堤
と
な
っ
て
海
岸
線
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

海
が
荒
れ
る
と
波
し
ぶ
き
が
空
中
に
飛
び
出
し
ま

す
。
し
ぶ
き
は
急
速
に
蒸
発
し
な
が
ら
遠
く
ま
で
飛

行
し
て
塩
分
を
濃
く
し
て
い
き
ま
す
。
し
ぶ
き
が
付

着
す
る
と
草
や
樹
木
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
塩
害

で
す
。
流
氷
は
し
ぶ
き
を
抑
え
て
、
畑
や
森
林
を
守

っ
て
い
る
の
で
す
。

コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
を
育
て
る
に
は
、
海
の
雑
草

と
り
|
磯
掃
除
ー
が
重
要
で
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で

は
、
こ
の
磯
掃
除
と
い
う
大
役
を
流
氷
が
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
辺
の
人
々
は
、
こ
の
よ

う
に
功
罪
両
面
を
も
っ
流
氷
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い

る
の
で
す
。

よ
く
「
流
氷
を
役
立
て
る
手
は
無
い
の
か
」
と
聞

か
れ
ま
す
が
、
流
氷
の
存
在
そ
の
も
の
が
恵
み
で
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
流
氷
あ
っ
て

の
豊
か
な
海
、
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
な
の
で
す
。

。
海
の
生
き
も
の
の
楽
園
l
凍
る
海
|
人
〉

海
の
牧
草
|
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
|

ア
ミ
や
エ
ピ
な
ど
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
て
繁
殖
し
ま
す
。
そ
れ
を
餌

に
し
て
稚
魚
、
小
魚
が
育
ち
、
さ
ら
に
そ
れ
を
求
め

て
大
き
な
魚
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
魚
類
を
牧
場
の

牛
や
羊
に
た
と
え
る
と
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
牧

草
で
す
。
海
の
豊
か
さ
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
量

で
決
ま
り
ま
す
。
陸
の
牧
草
を
育
て
る
た
め
に
は
窒

素
、
燐
酸
、
カ
リ
な
ど
の
肥
料
を
施
し
ま
す
。
海
の

牧
草
・
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
も
燐
酸
塩
、
硝
酸
塩

な
ど
の
栄
養
塩
と
よ
ば
れ
る
海
の
肥
料
(
養
分
)
が

必
要
で
す
。

海
水
中
に
融
け
て
い
る
栄
養
塩
は
大
地
か
ら
供
給

さ
れ
ま
す
。
昔
か
ら
日
本
人
は
「
森
が
海
を
育
て
る
」

と
言
い
、
こ
れ
を
魚
付
き
林
と
よ
ん
で
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
木
を
切
り
尽
く
し
、
川
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
尽
く
す
こ
と
は
、
海
を
巨
大
な
汚
水
の
貯

--←ー

水
池
に
す
る
だ
け
で
す
。

シ
ベ
リ
ア
大
陸
は
大
き
な
、
大
き
な
森
で
す
。
こ

の
原
始
林
の
土
壌
に
含
ま
れ
る
豊
か
な
養
分
は
、
ア

ム
ー
ル
川
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぎ
込
ま
れ
ま

す
。
ア
ム
ー
ル
川
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
の
生

み
の
親
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
栄
養
の
運
び
屋
、
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
育
て
の
親
で
も
あ
り
ま
す
。

指海
あの

筆腐
植 l
物ム
プ来春

空は
b海
どを
ほ育
也て
7](るz | 

養
分
を
摂
り
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
水
と
二

酸
化
炭
素
か
ら
有
機
物
を
つ
く
り
な
が
ら
生
育
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
光
合
成
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
繁
殖
に
は
太
陽
光
と
栄
養
の

両
方
が
必
要
で
す
。
深
く
な
る
と
光
が
弱
す
ぎ
て
光

合
成
は
行
え
ま
せ
ん
。
一
方
、
海
中
の
栄
養
は
し
だ

い
に
沈
ん
で
い
く
の
で
深
い
ほ
ど
豊
富
で
す
。
海
の

底
は
栄
養
分
の
貯
蔵
庫
な
の
で
す
。

き
て
、
浅
い
と
こ
ろ
は
光
が
強
い
の
で
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
は
盛
ん
に
光
合
成
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
栄
養
を
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上

は
増
殖
で
き
ま
せ
ん
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え

る
た
め
に
は
、
栄
養
分
の
補
給
が
必
要
で
す
。

日
本
海
の
大
和
堆
(
た
い
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の

北
見
大
和
堆
の
よ
う
に
海
底
に
突
起
が
あ
る
と
こ
ろ

は
好
漁
場
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
海
流
が
実
起
に
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ぶ
つ
か
っ
て
上
昇
流
が
生
じ
、
海
底
に
貯
ま
っ
て
い

る
養
分
を
、
光
が
十
分
な
浅
い
と
こ
ろ
ま
で
巻
き
上

げ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
南
の
深
い
海
で
は
強
い
日

光
を
浴
び
て
光
合
成
の
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
温
か
い
表
層
の
水
は
軽
い
の
で
、
上
下
の
水
の

混
合
、
つ
ま
り
、
対
流
が
発
達
し
ま
せ
ん
。
表
層
の

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
盛
ん
に
光
合
成
を
行
い
ま
す

が
、
養
分
の
補
給
が
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
栄
養
不
足

に
な
っ
て
そ
れ
以
上
の
増
殖
は
で
き
ま
せ
ん
。
岸
か

ら
養
分
が
供
給
さ
れ
る
沿
岸
域
や
堆
の
あ
る
特
別
な

海
域
の
み
が
好
漁
場
と
成
り
得
る
の
は
こ
の
た
め
で

す。栄
養
塩
の
リ
サ
イ
ク
ル
ー
凍
る
海
|

と
こ
ろ
が
、
北
の
海
で
は
秋
か
ら
表
層
は
冷
え
て

密
度
(
重
さ
)
を
増
し
対
流
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
、
凍
る
海
で
は
、
流
氷
か
ら
排
出
さ
れ
る
濃

く
、
重
い
塩
水
(
プ
ラ
イ
ン
)
が
海
中
深
く
沈
ん
で

い
き
下
層
の
水
と
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
流
氷
に
よ
る

海
水
の
鉛
直
混
合
|
対
流
l
促
進
で
す
。
こ
の
と
き
、

海
底
の
養
分
の
浮
上
、
栄
養
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ

れ
る
の
で
す
。
凍
る
海
が
栄
養
に
恵
ま
れ
て
い
る
の

は
こ
の
た
め
で
す
。

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
光
が
よ
く
あ
た
る
流
氷

の
底
に
付
着
し
て
冬
を
過
ご
し
ま
す
。
日
光
が
強
ま

る
春
に
な
る
と
爆
発
的
に
増
殖
し
ま
す
。
流
氷
は
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
心
地
よ
い
住
み
か
で
す
。
そ
こ

に
は
、
た
く
さ
ん
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
が

群
が
り
ま
す
。
そ
れ
を
求
め
て
回
遊
魚
、
ア
ザ
ラ
シ
、

ト
ド
が
や
っ
て
き
ま
す
。
氷
の
隙
聞
の
小
魚
を
狙
っ

て
オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
鳥
た
ち
が
空
に

も
舞
い
ま
す
。
流
氷
の
海
は
、
生
き
も
の
た
ち
の
楽

園
で
す
。

〈
〉
地
球
環
境
と
流
氷
〈
〉

小
さ
な
星
l
地
球
|

地
球
の
隣
の
星
・
金
星
は
太
陽
に
近
す
ぎ
て
灼
熱

地
獄
、
生
命
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
も
う
一
方
の
隣
の

星
・
火
星
は
地
球
よ
り
少
し
だ
け
太
陽
か
ら
離
れ
過

ぎ
て
い
る
た
め
に
極
寒
地
獄
で
す
。
こ
こ
に
も
生
命

は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
太
陽
の
周
り
を
回

る
惑
星
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
が
住
み
、

植
物
が
豊
か
に
繁
茂
す
る
惑
星
は
地
球
だ
け
で
す
。

そ
れ
は
地
球
が
太
陽
か
ら
適
度
な
距
離
に
あ
る
こ

と
、
空
気
と
い
う
"
ふ
と
ん
“
で
包
ま
れ
、
海
と
い
う

大
量
の
水
を
蓄
え
て
い
る
お
陰
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
ま
だ
私
た
ち
の
豊
か
な
地
球
環
境
は
保
て
ま
せ

ん
。
大
気
と
海
水
の
地
球
規
模
の
循
環
が
必
要
な
の

で
す
。

地
球
の
エ
ア
コ
ン
|
大
気
の
動
き
|

冬
、
ス
ト
ー
ブ
が
燃
え
て
い
る
部
屋
を
想
像
し
て

く
だ
さ
い
。
ス
ト
ー
ブ
で
温
め
ら
れ
た
空
気
は
軽
く

な
っ
て
天
井
ま
で
上
昇
し
、
冷
た
い
窓
で
冷
や
さ
れ

て
重
く
な
っ
た
空
気
は
床
へ
沈
み
ま
す
。
こ
う
し
て

空
気
は
ぐ
る
ぐ
る
と
部
屋
を
回
り
ま
す
。
空
気
を
回

す
駆
動
力
は
ス
ト
ー
ブ
と
窓
の
外
の
温
度
差
で
す
。

海
は
太
陽
熱
の
ほ
と
ん
ど
を
吸
収
す
る
の
で
、
そ

の
周
囲
の
気
温
も
上
が
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
海
が
白

い
氷
原
に
変
わ
る
と
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を

反
射
し
て
し
ま
う
の
で
氷
海
は
寒
気
に
包
ま
れ
ま

す
。
流
氷
は
太
陽
熱
の
反
射
板
で
す
。

寒
気
が
い
か
に
厳
し
く
て
も
氷
の
下
に
は
、
つ
ね

に
暖
か
い
海
水
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
流
氷
が
海

面
を
覆
う
と
、
海
か
ら
大
気
へ
の
熱
の
流
れ
を
抑
え

る
た
め
に
気
温
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
流
氷
は
効
率
の

よ
い
海
の
フ
タ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

極
地
で
も
、
夏
に
な
る
と
太
陽
の
光
は
比
較
的
に

強
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
氷

を
融
か
す
た
め
(
潜
熱
)
に
だ
け
に
費
や
さ
れ
、
海

水
の
温
度
を
上
げ
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

流
氷
は
、
太
陽
光
線
の
反
射
板
、
海
の
フ
夕
、
潜

熱
効
果
に
よ
っ
て
地
球
の
ク
ー
ラ
ー
の
役
目
を
し
て

い
ま
す
。
極
地
の
冷
た
い
空
気
は
、
赤
道
に
向
か
っ

て
流
れ
て
熱
帯
の
暑
さ
を
和
ら
げ
ま
す
。
一
方
、
熱

帯
の
温
か
い
空
気
は
極
地
に
向
か
っ
て
流
れ
て
寒
気

を
和
ら
げ
ま
す
。
こ
う
し
て
地
球
規
模
の
大
気
の
流

れ
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
大
気
を
循
環
さ
せ
る
べ
ル
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ト
・
コ
ン
ベ
ア
の
駆
動
力

(
モ
ー
タ
ー
)
は
、
赤
道

量
の
冷
た
い
水
(
マ
イ
ナ
ス
の
熱
)

め
で
す
。
流
氷
の
中
に
住
ん
で
い
る
の
で
ア
イ
ス

や
塩
分
を
熱
帯

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
一
種

・
藻
類
(
ア
ル
ジ

1
)
の
た

へ
移
動
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
と
入
れ
替
わ
つ
で
、
熱
帯

と
極
地
の
温
度
差
で
す
。
流
氷
は
大
気
循
環
の
モ

l

す の
温
か
い
表
層
の
海
水
は
極
海
に
流
れ
て
い
き
ま

ア
ミ
、

タ
1
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

熱
の
大
輸
送
l

世
界
を
巡
る
大
海
流
|

ア
ル
ジ
!
と
よ
ば
れ
ま
す
。
こ
の
ア
イ
ス
・
ア
ル
ジ

ー
は
春
に
な
る
と
爆
発
的
に
繁
殖
し
て
、

コニ

ピ
な
ど
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、

カ
ニ
や
員
類
な
ど

流
氷
は
地
球
規
模
の
大
気
と
海
水
の
勤
き
を
生
み

イ
ン
と
よ
ば
れ
る
濃
い
塩
水
が
吐
き
出
さ
れ
ま
す
。

の
で
す
J

。

出
し
、
地
球
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
水
が
凍
る
と
、
ブ
ラ

ブ
ラ
イ
ン
は
重
い
の
で
海
中
深
く
沈
ん
で
深
層
水
と

の
餌
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
を
餌
に
す
る
小
魚

が
育
ち
、
こ
れ
を
追
っ
て
大
き
な
魚
や
ク
ジ
ラ
、
あ

ざ
ら
し
、
鳥
た
ち
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
世
界
の
好

漁
場
が
凍
る
海
の
周
り
に
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で

な
り
、

ゆ
っ
く
り
と
赤
道
に
向
か
っ
て
流
れ
ま
す
。

豊
か
な
凍
る
海

|
流
氷
は
生
き
も
の
を
育
む
1

す
。
流
氷
は
人
類
の
食
物
資
源
に
も
深
く
関
わ
っ
て

」
れ
が
深
層
水
で
す
。
極
域
生
ま
れ
の
深
層
水
は

0
0
0年
の
旅
を
し
て
太
平
洋
や
イ
ン
ド
洋
で
浮
上

氷
海
を
航
海
し
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
底
の
部
分

が
茶
褐
色
を
し
た
流
氷
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
植
物

い
る
の
で
す
。
流
氷
は
自
然
か
ら
の
贈
り
も
の
で
す
。

し
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
極
め
て
ゆ
る
や
か
で
す
が
大

L 二)考量する主催者 J 
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恵
迫
寮
の
文
化
財

No. 
8 

南
鷹
次
郎
第
二
代
総
長
揮
一
量

「
恵
迫
寮
」

看
板

第
二
代
恵
迫
寮
舎
の
玄
関
、
寮
務
室
と
守
衛
室
に
挟
ま
れ
た
廊
下
か
ら
玄
関
の
下

足
箱
に
出
る
頭
上
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
で
あ
る
。
現
在
は
、
開
拓
の
村

「
恵
迎
寮
舎
」
の
同
窓
会
寄
贈
展

示
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
由
来
〕
理
学
部
前
に
あ
っ
た
初
代
恵
辿

寮
舎
は
、
昭
和
五
年
三
月
に
閉
鎖

し
て
北
十
八
条
西
九
丁
目
に
移
設

工
事
が
始
ま
り
、
や
っ
と
昭
和
六

年
十

一
月
二
十

一
日
に
入
寮
を
再

開
し
た
。
当
初
落
成
し
て
い
た
の

は
南
・
中
寮
椀
の
み
で
あ
っ
た
た

め、

一
室
六
名
を
収
容
し
、

三
名

は
ベ
ッ
ド
に
三
名
は
床
上
の
畳
の

上
に
寝
た

(完
成
ま
で
ス
ト
ー
ム

禁
止
)
。
翌
々

日
二
十
三
日
は
移

転
改
築
記
念
晩
餐
会
、
十
二
月
一

日
北
・
新
寮
棟
が
落
成
し
正
常
の
部
屋
配
置
と
な
り
、
夕
刻
に
新
入
生
歓
迎
会
を
催

し
た
。
恵
辿
寮
史
は
「
予
科
新
入
生
は
、
入
学
以
来
や
っ
と
九
ヶ
月
目
に
ス
ト
ー
ム

の
洗
礼
を
受
け
、
あ
こ
が
れ
の
寮
生
活
に
浸
た
り
得
た
感
激
こ
そ
、
生
涯
の
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
看
板
は
、
第
二
代
寮
舎
の
開
舎
入
寮
記
念
日
、
移
転
改
築
記
念
晩
餐
会
を
祝

っ
て
南
総
長
に
揮
官
宅
頂
い
た
看
板
で
あ
る
。
写
真
下
の
看
板
裏
書
き
は
、
「
昭
和
六

年
拾
壱
月
弐
拾
壱
日
/
恵
迫
寮
再
建
記
念
/
北
大
総
長
/
南
鷹
次
郎
閣
下
御
執
筆
/

第
七
拾
壱
期
委
員
会
/
瀬
野
周
治
(
執
行
委
員
長
)

/
蜂
須
賀
福
造
(
以
下
寮

務
)

/
木
村
正
良
/
米
沢
二
夫
/
富
沢
正
衛
/
村
形
友
治
(
以
下
炊
務
)
/
丹
羽

勝
/
清
水
長
英
/
藤
島
一
夫
/
野
間
収
/
園
山
政
吉
」
と
読
み
と
れ
、
そ
の
由
来
を

説
明
し
て
い
る
。
な
お
、
第
七
十
一
期
委
員
会
と
あ
る
が
、
翌
々
年
刊
行
の
恵
辿
寮

史
で
は
九
十
四
期
と
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
か
で
期
番
号
の
振
り
直
し
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

〔
揮
章
者
紹
介
〕

南
先
生
は
、
農
学
校
二
期
生
と
し
て
一
八
八

一
(
明
治
十
四
)
年
七
月
に
卒
業
し
、

二
年
後
の
一
八
八
三
年
に
は
農
学
校
の
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
て
農
場
主
任
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
来
、
∞

5
0
5
教
授
の
後
継
者
と
し
て
農
学
の
全
分
野
を
担
当
し
、
農

業
経
済
学
の
佐
藤
昌
介
、
植
物
学
の
宮
部
金
吾
両
先
生
の
分
野
を
除
い
て
、
畜
産

・

獣
医
学

・
農
芸
化
学

・
工
学
な
ど
の
講
座
や
学
科
を
創
設
し
た
こ
と
、
農
場
長
を
三

十

一
年
間
勤
め
て
農
場
解
体
の
危
機
を
救

っ
て
基
礎
を
築
い
た
こ
と
な
ど
、
農
学
部

と
農
場
の
発
展
に
多
大
の
功
績
が
あ
る
。
北
海
道
帝
国
大
学
に
な
っ
て

一
年
後
の

一

九
一
八
(
大
正
八
)
年
に
医
学
部
が
出
来
た
た
め
佐
藤
昌
介
先
生
が
総
長
専
任
に
な

り
、
南
先
生
が
農
学
部
長
と
な

っ
て
一
九
二
七

(昭
和
二
)
年
三
月
の
定
年
ま
で
務

め
た
。
続
い
て
、

一
九
二
九

(昭
和
四
)
年
に
理
学
部
が
で
き
て
総
合
大
学
と
し
て

の
体
制
が
で
き
た
こ
と
か
ら
佐
藤
総
長
が
勇
退
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
始
め
て
総
長

の
任
期
と
選
出
法
を
定
め
て
第

一
回
の
総
長
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
南
先
生
が
過
半

数
の
票
を
得
て
一
九
三
O
年
十
二
月
に
北
海
道
帝
国
大
学
第
二
代
総
長
に
就
任
さ
れ

た
。
そ
こ
で
理
学
部
教
授
陣
の
増
強
、
厚
岸
・
室
蘭
実
験
所
の
開
設
、
そ
し
て
農
学

部
本
館
の
改
築
着
工
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
が
、

一
九
一一一一一一

(
昭
和
八
)
年
夏
に
病
魔

に
襲
わ
れ
た
た
め
、
十
月
十
六
日
に
評
議
会
を
召
集
し
て
辞
任
さ
れ
た
。
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事務所:062・8611札幌市豊平区平岸1-1紛ラルズ気付電話兼Fax.(011) 815-6377 

|第11期総会報告|

新会長に横山清君、代表幹事に白浜憲一君を選出

本会の第11期総会は、恵迫百年記念祭に参加した2百余名の会員が参加し、 9月22日午後12時30分から

北海道大学クラーク会館大集会室に於いて開催された。それに先立ち、日程の都合から昼食を取りなが

ら事業報告することの了承を得て、第10期事業・決算報告と第11期事業計画・予算案の説明が行われ、第

11期の前提条件ともなる次の要点が説明された。

① 第9期総会を平成13年9月15日(於:京王プラザホテル)に開催し、いずれも新任となる会長:中瀬

篤信君(S26)、代表幹事:横山清君 (S31)、監事:大西倣君 (S30)、小笠原孝之君 (S31)を選

出した後、新会長の提案により、名誉会長に繁富一雄君(S6.前会長)を推戴した。

② 平成14年8月31日(於:京都第2タワーホテル)および平成15年1月31日(於:札幌・氷雪の門)に

開催した臨時総会で『北海道支部を新設して 3支部体制とすると共に、副会長・理事を 3支部から

均等に選出して理事会を構成する』内容の規約改正と内規制定(副会長は支部長プラス会長代理、

理事は各支部均等に5名以内とし、支部推薦とする)を行った。

③ 新選出の理事全員が出席した理事会(平成15年5月10日開催)は、 f積極的に同窓会活動を行って会

員増強と若い層への業務継承に努力しないと、会の衰退をもたらす可能性があるため、赤字が出た

場合は期末決算時に基金を取り崩して充当し、将来、会員が増加した時に補填することにして活性

化に努める』こととした。

④ 第10期総会は、平成16年9月19日に開拓の村「開拓使講堂」で開催し、役員はすべて再任とした。

⑤ 総会に先立つて開催された理事会は、『本部の業務は、会計業務、広報活動、会員名簿管理、支部活

動の調整、同窓会活動の強化など全国共通事項に限定し、第11期から大寮歌祭および開識社を各支

部が担当する.10 r支部独自の活動領域を拡大し、地域毎に会員増強と活性化を図るため、支部交付
金は、前年度に受け入れた年会費と65歳以上会員の終身会費の 1/2を納入者の支部に配分する。

交付金額が10万円を下回った場合も10万円を支給する.10 r会誌「恵迫」は、平成17年発行の第5号か
ら「恵迫通信Jとの合併号として毎年発行する.10 r広報部会を設け、本会ホームページの拡大・充
実を図る。』ことを決めた。

以上のように第9期に三支部体制を中核とする組織改革、第10期に本部と支部の会計基盤改革により、

地域密着型・支部活動を中核とし、会員増強と若い層への業務継承を可能とする新活動組織が構築された。

<総会>

直室IJ:第10期監査報告および事業報告・決算の承認の件では、別掲の決算書のように各年とも会費・支
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援金収入よりも事業支出費が上回り、第一年次 (H16)に1.098.521円、第二年次(H17)に688.444円、

第三年次 (H18)に3.011.361円の赤字を出し、終身会費を積み立てた基本金から合計4.798.326円の補填

(収入の部・ 5.基金戻入収入)を余儀なくされたことが明らかになった。この内で第一年次は、 9期3年

次と共に全理事に理事会旅費を支出(以降は上限設定で改善)したこと、昨年の第三年次は、恵迫百年

記念事業の拠金募集によって年会費等の納入を減らしたことが理由に上げられる。したがって『新しい

第11期は、 9-10期に行った機構改革の成果を発揮し、会員増強によって収入を増やし、赤字経営を解消

する健全財政の体制を構築する。』として承認された。

平成 10 期総指決算曾
(平成16年4周1目~平成19年3用31日〉

収入合計 10277.由 3

支出倉針 10.277.0目

次年塵線路額 o 
〈収λ0)$>

治情{斡子“';:~^;~鐙ぎを ぉ事..，1.Et無慮 ぬJ事益浪金市d活y勉t強罷S議dlIHItRaZ忌Z説醤得福ト年留E遥証拠!被イ寄与民主7i通ぶ遁司福、釜

1会買収入

年庭会買収入 747txX) 719.000 531txX) 1.997txX) 
組縄溜信賞金 678.0∞ 513，000 711txX) 1.902.000 
鑓易会買収入 60.0∞ 150.000 210，ρ00 

カンパ収入 163，700 196，350 2BO.OOO 640.(泥沼
'Ij~' . 8t 1.648.7∞ γ，:;;，151副島 '::'，1.52:試問 4;749β50、
2，事業混入 o 
恵迫グッズ販売昭入 92.500 118.200 179.740 391ユ440
re適 J販売思入 4.OC幻 13.9∞ 17.900 

広 告 思 入 5O.OC氾 国3，0∞ 434よXXl 1.117，oc沿
縫 収 入 21.000 2.710 23.710 

ぷ崎町 計ど: 167.e泊。、 4如、 767.810. .;;:o:~;，)よ、~Èl13.74(l~ <>~市4S.O田;
3;利息収入 61自 490 11.760 12.飴9
当期啄入合計 (A) 1.816.819 2.346.650 2.147.soo 自.310.969
4線越金 -832.232 -832.232 
5基本金戻入眼入 1，()98，521 688.444 3.011.361 4.798.326 
収入倉計γ (8) 2.083.108 午、3.c沼田倒 5168踊 t 102:77正証13

〈支出の鼠〉

稿、ハ目 平成司自年震‘ 平成 17年震 !牢獄、18苦手 g It 
1j軍営費 o 
事 麓 局 買 24OtxX) 240，0∞ 24OtxX) 720txX) 

会 回 費 304.580 379.999 364.769 1，Q49.348 

通 信 費 119.365 105243 111.359 335967 

回 RJ 費 250∞ 25.00コ
経 費 鈎 1.517 86.131 263‘，041 439.689 
品、ぷは :1十~~，

一τ7eAe2ミ二円三811.373 、，，979.1自由ι "'，2.5π)，()()4 
2事業費 o 
恵迫発行関係費 1.430.221 句.219.147 2.649.3国
間窓会名婿管理費 旬。∞ 60.0<氾 120，正XXl

同窓盆名婿発行費 o 
周窓曾趨信関係資 289.146 24.CわO 313.146 

現軍関係費 3OtxX) 30.000 30.000 gコβ00
総会・費量敬顕賢 300.c氾O sα).C氾O sαユ，000 以)0，瓜)01

支部受借金 498txX) 403.500 434.500 1.33aOOO 1 
会員勉強対鑓費 9aOOO 自由∞

思適グッズ創作費 31.5αコ 156.125 187足立5
'}!J通;C:， ，~~ . -量十三 :.i~，~. 泊α3，6舟Bュグ:~z22a72怯 勺2'.2.1&772'.，:5，69τ.139 
3.稽入金混濁 15.920 15.920 
4.予情費 o 
当姻支出合計 (C) 2.083.108 a偲5.094 3.156.861 S之77.1口63
5. !i!i:$金銀入支出 01 
6.百年記意事訴鰻入れ 2.000.000 2.000.00コ
安出言語計ち (0)5.'、円二1月~};;2.ÒE広~òé で眠、/~誕泡邸渇4 えt"，5156.861 坦ぜF必~J

次年鹿縁起観的.CBl-旧》
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直室亙:役員改選(平成19年4月1ト)の件では、中瀬篤信現会長から役員若返りのために辞任の要請

が出されたため役員改選を行い、次の方々が新役員として選出された。その後、横山新会長の提案によ

り、名誉会長に中瀬篤信君 (S26、前会長)を推戴し、繁富一雄君と共に2名の名誉会長となった。なお、

新体制は即日実施され、本紙の刊行日までに会長の指名により、副会長に厚谷純吉 (S30、北海道支部)、

高井宗宏(S31、会長代行)が指名され、留任の山中義正(S32.東日本支部)、辻山昌佑 (S26、西日本

支部)の4名が決定した。また、白浜代表幹事の指名により、副代表幹事に新井三郎(S32)、氏平増之

( S38)、皆川吉郎(S43)が就任した。事務局体制や部会の担当者は、留任が多いものの新陣容が決まり、

早々に本格的な活動を開始される。

会長:横山清君(S31、現代表幹事、新任)

代表幹事:白浜憲一君(S40、現北海道支部長、新任)

会計監査(2名大西敵君(S30、留任)および小笠原孝之君(S31、留任)

直室亙:恵迫百年記念事業の経過報告の件では、醸金額が目標額の一千万円を超えたこと、本誌別項記

事のように平成19年9月22日午前11時~午後9時に亘って開催された「恵迫百年記念祭」と下記の「記念

事業」が行われたことが報告された。

1.都ぞ弥生歌碑の復元、横山・赤木両先輩の子女を迎えて記念祭の中で除幕

2.同窓会管理のクラーク肖像画と総長書額の展示寄贈:北大博物館と折衝中で未完

3.百年記念寮歌の発表:応募作品 1点、大寮歌祭の中で発表(本誌に別掲)

4.会誌「恵迫」百年記念号の刊行:記念祭記事を収録して本年11月発行予定

5.恵迫寮歌CD制作:三河勝彦指揮北大合唱団OB会演奏、￥2.000、発売開始

6.記念ポストカードの制作:伊藤太郎画伯筆の北大構内風物画、￥525、発売開始

7.記念オルゴールの制作:都ぞ弥生全曲入り特製品、￥40.000、発売開始

なお、本会の協賛により、北海道開拓の村主催の「恵迫寮百年記念花壇」設置行事が行われた。恵迫

百年記念祭の前日 9月21日(金)午前11時からオープニングセレモニーが開催され、本会会員と黒百合会

会員の約50名が参加し、恵迫寮舎前の「恵迫寮百年記念花壇Jに、オオバナノエンレイソウ、ミヤマエン

レイソウ、クロユリ、キパナノアマナの球根植栽を行った。本会ではこれを祝し、都ぞ弥生歌碑の歌詞

面複製プレート、花壇説明版(基礎付)、桜の木一本を寄贈した。

年会費・支援金の払い込みをお願いします

恵迫寮同窓会は、恵迫寮に在籍したことのある方を会員とし、すべての学問分野にまたがる先輩後輩、

仲間との交流と親睦を重ねながら、恵迫寮の自治制度を思い、青春の証しを回顧しておのれの発展の糧

にして貰うべく活動しています。

恵適寮OBの皆さん、恵適寮同窓会の名を始めて聞く方もあるでしょうが、この機会に同窓会に加入

し、多様な先輩・後輩や仲間との交流と親睦を深めようではありませんか。同封の郵便振替に新規加入

と記載して年会費3000円をお送りください。皆様のご理解をお願い致します。

また、正会員の皆様へお願いします。本会は、年会員の方の会費3000円と終身会員の組織運営支援金

2∞o円およびカンパの供出により、北海道・東西日本の3支部で持ち回る「大寮歌祭」ゃ文化講演会「開
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識社」の開催、会誌「恵迫J(同窓会通信併載)の発行、地域に密着した親睦活動など、目的に沿った活

動を続けて参りました。これは偏に恵迫寮精神の存続を願う会員各位のご理解と支援の賜物であり、心

から厚く御礼申し上げます。

ついては年会員の方には、平成19年度会費として3000円の納入をお願いします。また、終身会員の方に

は、財政改革策が実を結ぶまで引き続き運営支援費2∞0円の供出をお願いします。それぞれ同封の郵便振
替によりご送金下さるようお願い致します。本会の厳しい財政事情をご理解下さいますようお願いし、

各位の特段のご協力をお願い申し上げます。

|西日本支部ニュース|

異常誼暑の続いた西日本ですが、同窓会の皆さんいかがお過ごしでしょうか?本稿が目にふれるころ

は秋本番といったところでしょう。

4月、札幌で理事会が開催されて以降、毎月役員会を聞き、会員の増強及び来年平成20年に当西日本支

部の当番で催される大寮歌祭について意見交換を続けてきました。

今回、恵迫100年記念祭の一環として、雑誌「恵迫J100年記念号が発刊される運びとなり、同窓会の皆

さんの目にふれる機会を得ましたので、大寮歌祭の詳細はまったくこれからですが、取り敢えず会場は

「京都」、時期は r9月」と考えていることをお知らせいたします。心積りをお願いいたします。
また、多くの同窓生の参加を得て大会を成功裡に導き、併せて会員の増強を図るため北海道支部に倣

い西日本支部管内の各府県に最低一名の地域幹事を設けていくことを追求しております。現在のところ

まだ一部の府県に留まっておりますが、順次空白府県をなくしていく所存です。

下記の方々に地域幹事を引き受けていただいておりますので、当該府県並びに近隣府県の会員の皆様に

は是非地域幹事にお声をかけていただき、できるところから懇親などを深めていただきたいと思います。

地域幹事一覧

府県名 氏 名 連絡先

長崎県 杉山 勲(S37入) 0958 -57 -2012 

外国邦彦(S29入) 092 -922 -5752 
福岡県

肥川一元 (S44入) 093-741-5735 

徳島県 中川迫夫 (S30入) 088-625-1493 

岡山県 藤長恭常 (S45入) 0862 -53 -8270 

富山県 岡崎俊彦 (S41入) 076 -467 -2616 

滋賀県 浦谷義博 (S41入) 077 -589 -8290 

京都府 千四忠男(S40入) 0774 -43 -5622 

愛知県 深谷 勲(S32入) 0566 -21 -1330 

(文責幹事長:伊藤靖久)
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|東日本支部ニュース|

@関東恵迫会と東日本大会@

恵迫寮命名百年を記念して、記念誌を発行するにあたり、恵迫寮同窓会東日本支部として、当支部の

設立から今日までの活動状況を報告すると共に今後の支部運営についての課題と抱負などを記すことと

したい。

平成3年 (1991年)10月19日、恵迫寮同窓会第5期定期総会において規約改正が行われ、東日本支部開

設が決定した。

もともとこの東日本支部が発足する以前にすでに関東地区には「関東恵迫会」と称する組織が存在し

ていた。

この「関東恵迫会」は北大恵迫寮出身者有志13名が「我等が魂のふるさと“北大恵迫寮"がその懐かし

い姿を消す事に、大学当局で決定された由で、この際、恵迫寮で青春を謡歌した我々が往時を偲ぴ次の

要領で懇談会を企画しましたので是非ご参加下さい。」と呼びかけ、昭和田年 (1980年)11月20日にサッ

ポロビールスターホールに参集し、御手洗毅(大正10)氏を会長に選出して関東恵迫会が発足した。

その2年後の昭和57年(1982年)11月18日には、第2回関東恵迫会が山口健児(大正12)会長のもと開

催された。翌58年(1983年) 3月に恵迫寮が閉鎖され、これを機会に同窓会が発足することになったが、

このときは札幌の本部のみで支部開設には至らず、先に記したように平成3年 (1991年)10月に東日本支

部が開設されることになったのである。

この間、昭和61年(1986年)10月17日に第3回関東恵迫会が森本忠良(昭12)実行委員長のもと東郷会

館で開催されることになった。このとき、先に設立された恵迫寮同窓会の札幌本部から規約では明記さ

れていないものの、いずれ規約改正があるものとして、第3回関東恵迫会と第1回恵迫寮同窓会東日本

大会の連名にしてほしいとの要請を受けて、関東恵迫会主催、恵迫寮同窓会後援による「恵迫寮同窓の

集いJとして寮歌祭を開催した。

さらに、平成2年 (1990年)10月20日には中山二郎(昭5)氏を実行委員長として横浜市の氷JII丸船上

で翌年の支部設立に先駆けて「第2回東日本大会」が開催された。

このときの模様は平成3年(1991年)10月2日に札幌で開催の恵迫寮同窓会理事会資料第2号議案「第

W期事業報告Jに東日本地区交流会の開催 f4年に一度めぐり来る東日本地区での交流会は、第2回東

日本大会と銘打つて、平成2年(1卯0年)10月20日、横浜の氷川丸船上で開催された。大正9年から昭和

61年まで約70年にまたがる入寮生2∞余人とその家族や会友(寮外生OB)もまじって、その数なんと250

名という大盛況であった。」と記されて

いる。当日は全国各地から参加されたが、

札幌から同窓会会長大原久友氏(昭5) 

もとんで来られた。

こうして、同窓会としては関東恵迫会

の協力を得て、相互の親睦を図りつつ、

東日本地域での実績を積み重ね、平成3

年(1991年)10月の定期総会に東日本支

部と西日本支部を開設する旨の規約改正

が提案され、承認されたのである。

l有難う間生J
有難う「恵迫寮」

! 有難う日じ海道大学」

! 東日本支部主催「恵迫百年記念大寮歌祭」

i 祝「恵迫寮j命名百周年
!日時:平成岬附畑出午後2時より

i場所:東京海洋大学構内楽水曾館
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.東日本支部の発足φ
この平成3年(1991年)10月19日の総会決議によって東日本支部が開設されたのを受け、同窓会副会長

に選任された東日本在住者の中山二郎(昭5・神奈川)、宍戸昌夫(昭10・東京)、森本忠良(昭12・東京)

の3氏を代表に、上野雄靖(昭23・東京)氏を幹事として発足することとした。

そして、東日本支部発足後初めて開催されたのが平成6年 (1994年)10月22日「第3回東日本大会Jで
ある。

実行委員長は宍戸昌夫(昭10)氏、場所は前回大好評を得た横浜港の氷川丸船上と決まった。前回は予

想を超える大勢の参加者があり、不都合があったことから今回は会場を広くとり、恵迫寮同窓会長の繁

富一雄(昭6)氏を迎え、全国各地から230名の参加者を得て、 4年ぶりの大寮歌祭を開催することがで

きた。

@寮歌祭は3年毎に変更@
平成7年 (1995年) 9月16日開催の札幌における第7期間窓会総会で東日本大会は3年毎(平成7年・

札幌、同8年・西日本、同 9年・東日本の順)に開催されることになった。これまでは、札幌→西日本→

札幌→東日本→札幌→西日本→札幌→東日本…の順で開催されていたので、 4年毎の開催であった。従っ

て、第4回東日本大会は平成9年 (1997年)10月11日に浜松町・芝弥生会館で開催されることになった。

大会実行委員長・弘田幸弘(昭20)氏から次のような案内文が発せられた。

「恵迫寮同窓会の東日本大会を来る10月11日、場所を前固まで行われた横浜の地から東京に移し、芝弥

生会館で装いも新たに開催することになりました。

同じ恵適寮の釜の飯を食って暮らしたえにしの、年寄りも若者も時代を超えて一緒になって杯を傾け、

寮歌を歌い、膝突き合わせて語り合い、楽しいひと時を過ごしたいと思います。

実行委員一同は、時には自分の仕事を忘れて一生懸命に準備を行っておりますので、なにとぞ大挙し

てご来場ください。お待ち申し上げます。」

今大会は東日本支部設立総会と寮歌祭の二部構成として運営され、席上、東日本支部初代役員として、

支部長・弘田幸弘(昭20)、支部長代行・篠原猛(昭29)、幹事長・石川舜〈昭32)、本部理事・上野雄靖

(昭23)の各氏を選出し、支部会則を承認した。引き続いて寮歌祭に移り盛況のうちに終了した。

この東日本大会の翌日には、大型パスをチャーターして、山梨県大月市の「理瑠みがく」作曲者星野

奇(旧姓 置塩)さん宅、新渡戸稲造、内村鑑三、有島武郎の三先生の墓所(東京・多摩霊園)などを

訪ねる恵迫寮同窓会にふさわしい企画が多くの参加者によって実施された。

φ『環瑠みがくJ生誕80周年を祝う@
前回から 3ギ目の平成12年 (2∞o年)10月1日、再び東日本大会の日を迎えた。この年は「理稽みがく」
(大正9年桜星会歌)生誕80周年にあたることから、恵、迫寮同窓会2000年東日本大会は「理洛みがくJ生

誕80周年記念大会として東京上野池之端文化センターにて北海道大学東京同窓会寮歌委員会の協賛を得て

開催された。

札幌の同窓会本部から会長代行の幸健一郎(昭30)氏、事務局長の高井宗宏(昭31)氏を迎え、北大東

京同窓会副理事長の鈴木道雄氏から来賓祝辞をいただいた。そして、「理洛みがく」の作曲をされた星野

奇(旧姓星置)氏のお孫さん、星野喜忠氏に山梨県大月市からお出でいただき、在りし日の星野奇氏の

一端をご紹介されながらご挨拶をいただいた。

つづいて、参加者全員(172名)で「理瑠みがくJの大合唱で寮歌祭をスタートした。更に、 rr理璃み
がく』生誕80年を祝うJ(2000.10.1)と題した記念誌を発行し、当日の参加者全員にお配りし好評を得た。
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なお、同日の寮歌祭に先がけて行われた東日本支部総会で新役員が承認された。主な役職者は支部

長・森谷正三(昭21)、副支部長・石田端(昭25)、同・篠原猛(昭29)、本部理事・上野雄靖(昭23)、幹

事長・石川舜(昭32)の各氏。今回の任期は20∞年10月1日-2004年3月31日。

大会開会前には作曲者の星野奇(1日姓置塩)氏宅訪問のパスツアーもあり、より想い出深い寮歌祭

となった。

・『都ぞ弥生』生誕90周年記念祭@
平成14年 (2∞2年)は「都ぞ弥生」生誕(明治45年、 1912年)90周年である。東日本支部はこれを記念

して、 10月19日(土)、静岡市で「記念祭」を行うことにした。静岡市としたのは①横山芳介(明43)氏

のお墓がある。②これまで、首都圏一静岡の同窓生が交流する場が持てないでいた。いいチャンスだ。

③静岡でなら名古屋その他東海地方にいる同窓生も参加しやすい。などが理由である。

当日は、横山芳介氏の墓所のお寺、長源院(市内沓谷)で墓前祭、そのあと会場を ]R静岡駅近くの

「クーポール会館J(市内紺屋町)に移して「祝典・記念祭」を行った。

墓前祭では参加者全員が長源院の本堂へ入堂し、横山芳介氏のご長男・横山芳男氏よりご挨拶をいた

だき、墓前で長源院住職の方から読経と横山氏の生前のお話をいただいた。つづいて全員が墓前に焼香

し、本堂の脇にある「歌碑」に対して『都ぞ弥生』全曲を斉唱した。

記念祭は「クーポール会館Jに場所を移して行われ、 96名の参加者は90年の永きにわたって歌い継がれ、

これからも歌い継がれるであろう『都ぞ弥生』と多くの寮歌を思う存分斉唱して散会した。

今回も、記念誌rr都ぞ弥生』生誕90年に寄せてJ(2002.10.1)を発行した。
昭和32年に刊行された恵迫寮誌『恵迫』に寄せられた赤木顕次(明41)氏の『都ぞ弥生』を作曲した頃

の話、長男・稔さんの回想、「静岡時代の父・横山芳介Jと題した長男・芳男氏からの手紙など『都ぞ弥

生』に纏わる貴重な記事満載で、今回も大変好評をいただいた。

なお、この記念祭の開催に当っては、地元静岡市、清水市在住の同窓生に大変ご尽力をいただいた。

地元のご理解とご協力の賜物である。.r春雨に濡る』生誕80周年記念祭.
平成15年 (2003年)は3年に1回廻って来る「大寮歌祭」の年。

『春雨に滞る』は今年生誕80年を迎えた。そこで、今年の大寮歌祭はその記念大会として、記念誌の発

行など『春雨に濡る』を中心とした企画で進めることとした。

場所は今年も交通の便利な東京上野の池之端文化センターとし、開催は9月27日(土曜)と決定した。

当日は大会前に希望者による東京・府中市の「多摩霊園」墓参ツアーがあり、内村鑑三、新渡戸稲造、

贋井勇、有島武郎各氏のお墓にお参りをした。

大会は実行委員長の篠原盤(昭29)氏、事務局長の石川舜(昭32)氏を中心にすすめられ、札幌から恵

迫寮同窓会会長の中瀬篤信(昭26)氏をはじめ4名、東北から3名、大阪、大分、福岡などの遠方からの

同窓生を含め102名の参加者があった。

総会の部では第8期の経過報告と第9期の活動方針の説明が篠原副支部長よりなされ、つづいて東日

本支部第9期(任期2004.4-2007.3)役員の選出が行われ、支部長に篠原猛(昭29)、副支部長に山中義正

(昭32)、支部幹事長に石川舜(昭32)、副支部幹事長に坂倉雅夫(昭44)、荒木隆夫(昭49)の各氏を選出

した。

『春雨にi需る』生誕80周年大会では「春雨にi需るJの作歌・高橋北雄(号空山) (大正8)氏は普化宗

尺八の最高権威者で、その後継者である藤由越山師による尺八の演奏があり、つづいて参加者全員で
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「春雨にi需るJを斉唱し大寮歌祭に移った。

記念誌 rr春雨に濡る』生誕80年J(2003.9.27)も発行され、作歌・高橋北雄氏、作曲・西田貫道氏の人
柄や寮歌「春雨に濡るJの誕生秘話など当事者でなければ知りえないエピソードが掲載されている。

平成14、15年と寮歌祭が続いたが、役員会で3年に1度の持ち回り大寮歌祭の谷聞にも、年1回は寮歌

祭をやろうではないか、そして谷聞の寮歌祭は東京ではなく、東日本支部地域内の各県を廻って実施し

ようとの意見でまとまった。

先の役員会の決定に基づき、平成16年の開催場所、日時の検討に入った0・2004北大寮歌祭in美浦.
日時は平成16年5月22日、開催場所は茨城県稲敷郡美浦村の「史跡 陸平(おかだいら)貝塚」と決定

した。

東日本支部として初めての野外会場における寮歌祭である。雨天の場合の代替会場も手当てしての開

催となった。心配された天気も何とか持ちこたえ、野外会場ならではのジンギスカンを楽しみ、ファイ

ヤーストームで寮歌祭を締めくくった。

ファイヤーストームではたまたま陸平貝塚を訪れた 7-8人の高校生も一緒に同窓生の輪に入って肩

を組みストームの歌「札幌農学校は蝦夷が島 熊が棲む…」で盛り上がった。野外寮歌祭の良いところ

であった。

今回も地元美浦村と水戸在住の同窓生のご協力とご尽力ですばらしい寮歌祭となった0

.杜の都で北大寮歌を !φ
「今年の寮歌祭は昨年の茨城からさらに北に移し仙台で聞くことになりました。仙台の5月は新緑が

最も美しく、杜の都の名が一番ーふさわしい季節です。また、数ある北大寮歌の中でも特にこれまで多く

の北大関係者に愛唱されてきた寮歌のうち、大正6年の「魔人の呪Jと昭和13年の「津軽の槍海の」の作

詞者はともに仙台市から、また昭和 6年の「別離の歌」の作詞者は宮城県南の角田市から、さらに昭和

8年の「タンネの氷柱」の作調者は県東の石巻市から、“人の世の清き国に憧れて"札幌の地に渡った

方々 です。

皆さん、宮城の地にぜひお集まり下さい。高らかに唱いましょう。

東日本支部長篠原猛(昭和29年入寮)

日時:平成17年5月28日(土)、場所:仙台市青葉区錦町・ホテル白萩」との呼びかけに地元仙台二高

出身者9名を含む86名の同窓生が参加され、杜の都に北大寮歌を響かせました。なお、今回も札幌から恵

迫寮同窓会会長の中瀬篤信氏をはじめ6名の同窓生が駆けつけてくれました。

また、希望者による、柳生寺 (r魔人の呪Jの作歌・佐藤惣之助氏の墓参と献歌)、東北大・片平キャン
パス(東北帝大理科大学や第二高等学校発祥の地)、北山霊園 <r津軽の槍海の」の作歌・二階堂孝一氏の
墓参と献歌)、明善寮と東北大農学部(昭和20年までのニ高の地)などをめぐるパスツアーも企画され、

多くの参加者に楽しんでいただきました。今回も仙台市在住の同窓生のお世話になり寮歌祭が盛会のう

ちに終了することができました。

+2006年恵迫寮同窓会東日本大会.
平成18年 (2∞6年)は3年に l度の東京で開催の東日本大会の年を迎え、役員会で日程と場所の検討を
行った。過去2回使った上野の「池之端文化センター」が改築のため使用できなくなり、新たに会場探

しをすることになった。

東京都港区・霞ヶ関ピル33階東海大学交友会館を使用することが可能となり、開催日は平成18年 (2∞6
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年) 9月30日(土)と決まった。

当日は寮歌祭にさきがけ、支部総会が開催された。

①支部役員の任期満了による改選が行われ次のように選任され、それぞれ就・退任した。主な改選内

容は次の通り。

相談役篠原猛 (29)氏(前支部長)

支部長山中義正 (32)氏(前副支部長)

副支部長関口光雄 (39)氏(前支部幹事長代行)

支部幹事長坂倉雅夫 (44)氏(前支部副幹事長)

前支部幹事長の石川 舜 (32)氏は退任。

②平成17年度事業報告・会計報告を行い承認された。

③平成18年度事業計画・予算案の提案を行い承認された。

続いて大寮歌祭が開催された。

北海道・東北・近畿・四国の各地から参加をされ、恵迫寮同窓生のみならず、北大同窓生、旧制二高

などのOBの方々も参加された。さらに、昭和30年代の恵迫寮女性事務員の参加もあり総数94名に達した。

前日からの小雨も開会時刻には完全にあがり、会場から皇居・霞ヶ関官庁街の鳥臓を楽しんだ後、寮

歌を放歌高吟し、懇親を深める中、互いの健康と次回の再会を約して散会した。

+2007寮歌祭は東京海洋大学で，+
平成19年は恵迫寮命名(明治40年・ 1907年)百年の年を迎え、 9月22日(土)に札幌で記念行事が計画

されている。札幌は3年に 1度の持ち回り大寮歌祭の年に当たり、東日本支部は谷間の年です。本来な

ら、東京以外の県市で開催する年ですが、準備不足から今年は東京・品川の東京海洋大学内「楽水会館」

で開催と決定しました。 JR品川駅至近の閑静な東京海洋大学構内にあり、寮歌放吟にはまたとない恵

まれた所です。

日時は10月27日(土)14時-16時30分を予定している。

詳細はこれから詰めて、同窓生にご案内します。

@東日本支部の課題と今後の抱負@

今後の東日本支部の課題と抱負ですが、なんと言いましても、会員増強が最大にして唯一の課題と申

しでも言い過ぎではないと思うほどです。その課題解決には恵迫寮同窓生はもとより北大同窓生皆さん

の知恵とご協力が不可欠です。

東日本支部の寮歌祭を東北・関東・甲信越など東京以外の場所で開催することもひとつの方法かもし

れません。これまで、静岡、茨城県美浦、仙台等で寮歌祭を開催し、その成果もみられています。

それぞれの地域で、県・市・町・村単位であるいは体育会系など地域を問わず恵迫寮同窓生や北大同

窓生が集い、寮歌を歌う組織があればその大小は問いません。是非その情報をお知らせいただきたい。

旧制各高校はすべて廃校となって久しく、後継者は皆無に近い。現在も、全国で唯一毎年寮歌を作り続

けている恵迫寮の伝統と寮歌祭を守り続けるために。

当支部の今後の抱負として、組織の若返りを図りながら、恵迫精神をしっかりと継承しつつ、寮歌祭

を継続して開催していける人材を発掘し、同窓会支部の発展を期したいと，思っています。恵迫寮同窓生

はもとより北大同窓生の絶大なるご支援をお願い致します。

恵迫寮同窓会東日本支部支部長 中山義正

平成19年 (2∞7年) 6月21日
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|北海道支部ニュース|

1.恵迫寮観般会に同窓会OBも参加
5月13日に行われた恵迫寮観桜会に、今年もOB・OGが参加しました。数日前の嵐で桜も散り小雨模
様の一日でしたが、現役寮生は元気よく寮歌を高歌放吟しながら行進し、円山公園へ向かいました。応

援団の撒文披露の後、ジンギスカン鍋を囲んで和気諾々の交流が続きました。(6月15日発行の同窓会通
信から再録)
2.各地区で寮歌祭を開催
北海道内各地で地区恵迫会が主催する寮歌祭が聞かれます。すでに 6月9日に第3回道南恵迫寮歌祭

(函館市)、 6月16日に第3固とかち恵迫寮歌祭(帯広市)、 7月7日に第4回道北恵迫寮歌祭(旭川市)、
7月14日に第2回日高・苫小牧恵迫寮歌祭(苫小牧市)が開催され、来る10月には、第3回オホーツク恵
迫寮歌祭が予定されています。

3.第1回恵迫夏祭り
8月4日午後 1時から、狸小路2丁目の札幌ビール・ライオンで、新しい親睦事業として「第 l回恵
迫夏祭りJ(ビール会)が行われました。 10余名が参加し、真夏の昼下がりに冷たいビールでのどを潤し、
大いに談論風発、高歌放吟して英気を養いました。

(文責:北海道支部長白浜憲一〔臼O入寮))

φ寮歌歌会始めの御案内@
新春恒例の寮歌歌始めの会は、次により開催しますので、今から日程を明けて是非ともご参加下さい。

集会名:平成20年度「恵迫寮歌歌始めの会」

日時:平成20年1月26日(土 17: 00-20: 30 

会場:氷雪の門(札幌市中央区南5条西2丁目 TEL 011 -521 -3046) 

(地下鉄南北線「すすきの」駅3番出口徒歩4分)

(地下鉄東豊線「豊水すすきの」駅4番出口より徒歩1分)

会費:6.500円(当日会場にてお支払いください。)

会次第:第一部恵迫寮同窓会北海道支部総会第二部恵迫寮歌会始めの会

雑誌「恵迫」部会では平成20年6月に発行予定の次号(第8号)に掲載する皆様の原稿を募集しています。
下記の内容、要領で全国のOBから多数お寄せ下さい。もちろん、現役寮生も大歓迎です。原稿はパソコン
で打ち、フロッピーなどをつけて下さると助かります。なお、フロッピー、写真とも「要返品Jと書いてい
ただければ返送いたします。
1. r恵迫百年記念祭について」
百年祭の行事に参加あるいは見て聞いて感激した点、御意見、 CD、オルゴール、ポストカードにつ
いての感想その他同祭に関するものなら御自由に書いて下さい。写真を 1-3枚つけても結構です。
1. r私の大失敗」
だれでも一生のうちに何らかの失敗をして今でも苦い思い出となっていることがあると思います。恵
迫寮時代あるいは北大在学中のススキノなど寮内外の記憶をさかのぼって原稿にしてみませんか。
1. r郷関録」
青春を過ごした故郷のなつかしい思い出と現在のようすをつづって下さい。今昔の写真をつけてもよ
いと思います。
1. r卒寮して00年…J
葱迫を出てから早00年。一生を振り返った苦労話などとともに、現在こんな職業につき、こんな趣
味を持っていますという近況を御報告下さい。
1. r同期のつどいなどJ
入寮50周年を迎えた年代のOBの記念集などを。
1.詩、俳句、写真集(組み合わせ写真)などを。
(お願い)①必ずl行20字で書いて下さい。字数は800字から2000字をメドにして下さい。

②締め切り:平成20年3月末を厳守して下さい。
(送り先)〒062-8611 札幌市豊平区平岸1条1丁目鮒ラルズ内恵迫寮同窓会 TEL&FAXOll-815-6377 
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恵迫寮百年史

平成19年 9月22日
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1880年(明治 13年 7月:第一期生 13名が卒業(学力不足、病気等で 11名が退学)

この頃の食事(腹八分でひもじかったらしし、)

朝:カレーライスと鹿肉缶詰の、ンチュー

昼:米飯と魚

タ:洋食

1882年(明治 15年) 食事が3食とも和食になる。

1886年(明治 19年 1月 :北海道庁設置

12月 :札幌農学校官制発布(勅令 84号)、寄宿舎に舎監がおかれる。

舎監制は、 自治制度になる明治32年まで続く。

「札幌農学校は理論にとらわれ、実際を蔑にする故、廃止すべしJとの内閣書

記官金子堅太郎の復命書が出される。

これまでは、自治制ではなく、宿直制度であったが、極めて自由な雰囲気があ

り、実質的な自治がおこなわれていた。しかし、舎監がおかれたこの頃から、舎

生たちの活動に対する規制が厳しくなり、以後の10年間を恵迫寮史は“停滞期"

と称している。

1887年(明治20年) 外来者との面会が厳しくなる。

学生数 178名、舎生36名(官費 63名、貸費 33名、私費 82名)

1889年(明治 22年 12月:札幌農学校舎則改訂、 27ヵ条

本格

明治22年頃の北講堂と演武場

1894年(明治27年 7月:日清戦争開戦

1895年(明治28年) 戦勝気分で、舎生の気風、規律が乱れ始める。

この頃から開識社が表退、消滅

1897年(明治 30年 8月 -札幌農学校舎則改訂42ヵ条

1898年(明治31年) 寄宿舎拡張、新入舎生 14名を加え、舎生数50名

この頃の札幌の人口約 3万人

1899年(明治32年 5月 :札幌農学校舎則改訂27ヵ条

6月.北8条西6丁目付近に校舎、寄宿舎新築起工式
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プレ恵迫寮時代(1872'"'-'1906年)

1872年(明治5年) 北海道開拓の技術者を養成するため、東京芝増上寺境内に北海道開拓使

仮学校設置。二つの官園を設けて輸入農作物・農機具の適性試験を開始。

1875年(明治8年) 仮学校を札幌に移設し、札幌学校(後の予習科・予科)と改称。現時計

台位置に寄宿舎落成。

現在の札幌時計台(演武場)付近にあった一部2階建ての寄宿舎

1876年(明治9年) ウィリアム・ S・クラーク博士、ホイーラー教授とペンハロー教授を伴
って来道

8月14日:札幌農学校開校式(学士号授与の専門科、北大の創立起点)

1877年(明治10年) ブルックス教授着任

4月16日:クラーク博士離札、 80"， • L ，~.J..士一

島松の別れBoysBe Arnbitious ! 
， ふp..t，λJ、

10月:第一回開識社開催

開識字土知識交換、相互親睦を目的とする広義の文学会

札幌の人口 3千人弱

1878年(明治 11年 5月:第一回遊戯会(体育会)開催、札幌神社大祭と共に市民の2大催し物

芋ひろい、豚追い、 2人3脚、競走、綱引き等

10月 寄宿舎北隣に演武場(現時計台)落成
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10月・舎生協議の上、寄宿舎自治制をうたった 22ヵ条の寄宿舎規約制定

第一期委員会(委員4名)発足、自治寮の基礎が確立

1900年(明治33年) 札幌農学校校歌「永遠の幸Jができる。

寄宿舎に電灯がともる。

1901年(明治34年) 10月 :開識社復活

1903年 (明治36年 7月:移転のため、寄宿舎閉鎖

12月・ 札幌農学校舎則改訂23ヵ条

起床、食事、入浴、門限、消灯等の時聞が細かく定められる。

1904年(明治37年 2月 :日露戦争開戦

1905年(明治 38年 4月-北 10条西 7丁目に新寄宿舎完成、入舎式挙行

南 ・北2棟、舎生定員 128名(本科生、予修科生)

札幌農学校寄宿舎々則制定、クラークの肖像を食堂に掲額

この頃、「ストームの歌」 一番の歌詞が作られる。

札悦J患宇ヰえは蝦夷ケJb 主~Ó' t.主む

荒野』ζ建てたる大抵令コチャ

エJt，.ムの樹彰で真理解く

コチャエコチャエ

食堂に掲げられたクラーク像
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初代恵迫寮時代(1907'""-'1930年)

初代恵迎寮 開拓の村に展示されている

1907年(明治40年 4月:新寄宿舎を 「恵迫寮」と命名

明治40年度寮歌「一帯ゆるき」ができる。

6月:札幌農学校を「東北帝国大学農科大学J(勅令236号)とする。

10月 第一固定山渓旅行実施

1908年(明治41年 3月:有島武郎が寄宿舎係として入舎、 10月に退舎

6月:食事を業者委託から自炊制に変更 有島武郎
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1910年(明治43年 4月:電灯、電話設置、卓球台、鉄棒、中庭に土俵を設置

5月:円山での第一回観桜会実施、 50名参加

1911年(明治44年) 寄宿舎係の後任見あたらず、やむなく廃止

1912年(明治45年) 明治45年度寮歌 「都ぞ弥生jができる。

1914年(大正3年)

1915年(大正4年)

1916年(大正5年)

1917年(大正6年)

1918年 (大正7年)

1919年(大正8年)

1920年 (大正9年)

1921年(大正 10年)

開舎7周年記念として、寮誌「辛夷」創刊(大正3年まで続く)

2月 :第 1回演武大会開催、剣道、柔道

10月:小樽高商戦(野球)始まる。

1月 「恵述寮々歌集」発刊

10月:消費組合設立 (翌年、購買組合に改名)

商人の出入りを止め、購買自営制にする。

4月 東北帝国大学農科大学を 「北海道帝国大学J(勅令 43号)にする。

5月 ・雑誌 「恵迎j創刊号発行

8月:南寮増設、旧南寮は中寮に改称

大正 9年桜星会歌 「理洛みがくJができる。

4月 1日を新学期開始とする(従来は9月 1日)。

5月:恵述寮創立記念祭の一般公開を始める。

北海タイムス、小樽新聞に寮解放を告示、 一般観覧者 5，000人余

1922年 (大正 11年) 北側に新寮増築 (4棟の寮になる)

6月 :舎生は予科生のみとすることを舎生大会で決定

この頃から、バンカラを好む風潮がみられるようになる。

1924年 (大正 13年) 舎生の未払い増加のため、購貿自営制が崩壊、請負制にする。

舎生の風紀が乱れ、学校、町からの評判が悪いと寮務部長が述べている。

1925年 (大正 14年 5月:寄宿舎開舎20周年記念祝賀会開催

1926年(大正 15年 5月 :北海道帝国大学創基50周年式典挙行

クラーク博士の胸像建立

9月 寄宿舎規程改正、 14ヵ条(舎生は予科生のみが対象となる)

クラーク博士胸像除幕式で献辞を読む佐藤総長
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1927年(昭和2年) 自炊制の崩壊、請負制にする。

寮生のl!持買、食費等の未払いによる寮財政難を立て直す必要が生じた。

大正末頃の食道、室内風景

1929年(昭和4年 9月 恵迎寮史編纂細目決定のための審議会設置

寮生章制定(延齢草をデザイン化)

ーーーー惨

1930年 (昭和5年 12月:音楽部員による寮歌「都ぞ弥生」、桜星会歌 rr理落みがく」を日本コロン

ピヤ蓄音器会社にて吹込む。

新寮建築風景昭和6年秋
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第2代恵迫寮時代(1931'""1982年)

1931年(昭和6年) 昭和 6年間寮記念寮歌 「別離の歌j ができる。

1932年(昭和 7年)

5月 :寮移転のため閉寮、寮生は市内に散宿

11月 北 18条西8丁目に2代目恵迫寮完成、定員 240名

プール原始林に囲まれた 2代目恵辿寮

1月:新寮開寮式挙行、 参加者5百人余

9月:プール(防火用水池)新設

水泳大会開催

ストーム風景

晩秋のプール

1933年(昭和 8年 3月:自炊制復活

11月・「恵迫寮史」発行

1934年(昭和 9年 4月・新入寮生に学校当局が初めて口頭試問実施

5月 記念祭の部屋飾りの一部が反戦思想、との指摘で公開禁止

9月:購買部販売室開庖、購買自営制度の復活

1935年(昭和 10年 11月:寮が運動部の合宿所化傾向にあり、部屋割り制度について討論
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1936年(昭和 11年 2月:雪の東京に2.26事件勃発

5月:警察特高謀の圧力により、記念祭街頭デモ中止させられる。

1937年(昭和 12年 5月:第 30回記念祭公開(戦前最後の解放記念祭)、一般入場者約 1万人

9月 ・定山渓旅行が時局にそぐわずとのことで中止

玄関前での記念式典開会式

1939年(昭和 14年 5月 .恵迫寮記念祭が公開中止となる

演劇等も禁止されたが、交渉の末、ようやく認められる。

1940年(昭和 15年 1月 :山岳部ベテガリ岳で8名道難、内、舎生2名

9月:日・独・伊三国軍事同盟締結

9月 :米の配給制限 1人(日) 1合 9勺

10月・ 定山渓旅行が時勢に相応しくないとのことで支勿湖旅行に変更

10月 ・寮の起床時間 7:30、門限11:00を舎生大会で議決

1941年(昭和 16年 1月 :寮生の選挙による委員会制が予科長任命の幹事会制に移行

2月:寮生規約の「自治Jの言葉使用禁止

4月:札幌市内下宿難のため、 1部屋4名を 5名収容にする。

12月:太平洋戦争開戦

昭和 16年の記念祭絵葉書より

1942年(昭和 17年 4月 学生主事が入寮選考案施
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1943年(昭和 18年 1月 「恵迎寮小史」発刊

1月:食堂に寮の守護神として神棚設置

4月・ストーム禁止

7月:自炊制度廃止、購買とともに学校側に依頼

1944年(昭和 19年) 道内各地へ勤労動員

9月:出征する寮生の壮行会開催

1945年(昭和 20年 8月 第 2次世界大戦終戦、内閣総辞職

9月 :!Jンゴ事件、寮生数名がリンゴ園に侵入、厳重警告処分にする。

10月 :寮の日課表等の諸規制撤廃

舎生総数328名、人員過剰のため、希望退寮者をつのる。

12月:深刻な食糧難、燃料不足のため、翌3月末までの 3ヵ月間余、寮閉鎖

1946年(昭和 21年 4月:幹事会解散、新委員会発足

10月:記念祭復活、 一般市民参加千人余

(昭和 21 年度の授業は、 4点、 9~12 月の 6 カ月のみ)

1947年(昭和 22年) 10月:1949年度からの「新制北海道大学Jの設置が決定(文部省)

1948年(昭和 23年) 旧制予科最後の学生入寮

4月-舎生大会で、過激な勉強、運動をした者の 1/3が肺病になるとして 5

項目の予防対策が提案、可決される。

5月・円山公園で観桜会開催(春の恒例行事になる)

11月 「スベ、ンャルエッセン(製麺機を購入しこれで、作ったソパ)J始まる。

円山公園での観桜会

1949年(昭和 24年 4月 寄宿舎規程改定、 10ヵ条、入寮選考等寮運営は寮生が行うことを明示

5月:国立学校設置法公布により、「新制北海道大学」が設置される。

1950年(昭和 25年 3月:旧制北海道大学予科の廃止

6月:寮生大会で在寮期間を 2年間と決定、寮は教養部在籍学生のものとなる。

9月:石炭問題が深刻化(暖房、炊事用石炭の配給、寮生負担で学校と対立)
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1951年(昭和 26年)

1952年 (昭和 27年)

1953年 (昭和 28年)

1954年(昭和 29年)

6月:財政難のため、記念祭縮小、非公開とする。

雑誌「恵迫」復刊

7月:市職員から住民登録票を強奪した学生活動家5名が寮に逃亡、寮生大会の

結果、 警察に引き渡す。

9月 :寮内に赤痢発生、全寮生が寮内に缶詰

6月 :食券制度確立、購買部を生協に移管

9月:北海道大学々寮規則制定

恵迫寮、進修学寮、北学寮、月寒学寮、桑園学寮、検影寮が対象

9月:記念祭で初の市中仮装行列実施

秋開催が一般化、寮祭といわれるようになる。

一人 1枚の看板アタック、計 300枚確保がノルマ (?) 

1955年(昭和 30年 10月-リンゴ事件(農園の実験用 リンゴアタック)発生、寮生大会で深く反省

11月:北海道大学学生寮連合結成

参加寮:恵迎、進修、北学、月寒、桑園、機影、女子、秋田

青年寄宿舎、 仙台、巌鷲、圧内、学生センター

11月 :I恵迫寮新聞J発行

1956年(昭和 31年 9月 北海道大学創基80周年記念式典開催

BBA会「北海道の青春」発行、 印税がクラーク会館設立資金に使われる。

1957年(昭和 32年 9月 「都ぞ弥生」の歌碑建立、除幕式

10月 :観楓会開催、桐爺湖へ2泊3日

「都ぞ弥生」歌碑と歌詞の拓本

1958年(昭和 33年 10月:寮内に警察法改正反対実行委員会結成
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1959年(昭和 34年 4月・恵迎寮安保改定反対実行委員会結成

9月:テレビ設置(札幌テレビからの寄贈)

11月 :恵迎寮従業員組合結成

11月 :“櫨"に対するラーメン値上げ反対運動激化

1960年(昭和 35年 6月:安保反対デモ拡大、寮生 100余名参加

10月 :警察手配の寮生を含む学生5名を委員会が寮にかくまい篭城

寮生大会では、龍城に対し賛否両論、何れも過半数に達しなかった。

1961年(昭和 36年) 関西恵迎会発足

1962年(昭和 37年 10月:大学管理法案反対闘争

1964年(昭和 39年 2月 :負担区分通達(大学負担の大半が寮生負担になる)

4月:この頃より新寮建設問題が発生

1965年(昭和 40年 5月:大学祭実施の交渉をめぐり教養部機動隊導入事件発生

1966年(昭和 41年 6月 :新寮規則強行決定

1967年(昭和 42年 3月:寮生による入寮選考を新寮規則違反してと寮長無期停学処分公示

4月:入寮選考が大学当局と寮生で別々に実施

1969年(昭和 44年) 学園紛争激化、教室封鎖、逆封鎖、機動隊導入 ・・

寮も南寮階上にバリケードがはられる。

1970年(昭和 45年 5月:講堂が火災で半焼、売庖煙突の過熱が原因

6月:テレビ室天井落下

1972年(昭和 47年)

1973年(昭和 48年)

1974年(昭和 49年)

1975年(昭和 50年)

10月:大正 9年桜星会歌「理洛みがく」の歌碑を植物園内に建立

寮の老朽化顕著、ストームで食堂の床落下

縛商戦応援風景

4月:中寮25号の天井板落下

11月:内ゲバを口実に機動隊が寮に強襲

11月:北寮階下より出火、 6部屋消失

11月:恵迎寮史、恵迎寮ノj、史復刻
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1976年(昭和 51年 8月:北海道大学創基 100周年記念式典開催

2月 寮歌集発刊 (原詩、原歌に戻す)

1977年(昭和 52年)

1978年(昭和 田 年)

1980年(昭和 55年)

1981年 (昭和 56年)

1982年(昭和 57年)

11月 :恵迎寮新寮闘争委員会結成

10月 士幌小屋 「チセ ・フレップJ設立

札幌農学校以来の伝統である地に足の着いた生き方と学問のあり

方を模索する場と して、士幌町と恵迫寮共同で設立した。

士幌小屋「チセ・フレップ」

1月:新寮建設が4条件付きのもと北海道大学評議会で決定

4条件・完全個室、水光熱費寮生負担、入退寮権大学掌握、食堂なし

関東恵迎会発足

水光熱費寮生負担となる

10月:閉寮記念、第 74回恵迫寮祭開催

12月:北海道大学学生寮規則改定、 18ヵ条

閉祭記年会場 恵辿寮跡の碑
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第3代恵迫寮時代 (1983....... ) 

放射状に配置された3代目恵迫寮

1983年(昭和 58年 3月 :恵適寮同窓会発足、初代会長:星光一

恵迫寮名、寮歌の存続等を大学に陳情

4月 :2代目恵迫寮および学部寮、院生寮閉鎖

北学寮、月寒寮、進修寮、検影寮、桑園寮、有島寮

4月:新寮発足 5階建て、放射状に 6棟配置、個室制

収容定員 580人

教養部学生270人、学部学生220人、大学院生 50人、 留学生40人

5月:寮生大会で新寮名を「恵迫寮」と命名

6月 :第 1期執行委員会発足

8月:恵迫寮舎800m'を買い取り、開拓の村に寄贈

1984年(昭和田 年 3月 寮生、自主入寮選考実施

大学当局、入寮募集一時停止決定

8月:寮生が寮事務室を占拠、 開放、寮運営を実行

12月:r開拓の村恵迫寮舎」落成

1985年(昭和 60年 3月:自主入寮選考方針;断念募集停止解除

6月 :恵迫寮同窓会が展示品を寄贈、祝賀会開催

12月:大学評議会で閉寮を前提とした入寮募集停止決定

1986年 (昭和61年 3月:恵迫寮史第二巻 ・恵迫寮史復刻版発行

恵迫寮同窓会が文集「恵迫の青春」を刊行

1987年(昭和62年 3月:r恵迫寮史第2巻」発行

寮生が自主入寮選考実施、大学当局は入寮募集停止

恵迫寮同窓会第3期総会で東日本支部、西日本支部を設立

1988年(昭和63年) 自主入寮選考再開、大学当局は入寮募集停止継続
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神戸で「大寮歌祭」開催(恵迫寮同窓会西日本支部担当)

以後、大寮歌祭を恵迎寮同窓会本部、西、東日本支部持ち回りで毎年開催

1989年(平成1年) 自主入寮選考闘争収拾

「恵適寮」の名称が正式に決定

恵適寮同窓会寄贈の寮名板を玄関に標示

玄関に掲載された恵迎寮同窓会寄贈の寮名板

1990年(平成2年 8月:寮生有志による B棟外壁の壁画完成

1991年(平成3年) 秋の補充入寮選考 (10月:補充、 11月 :補充)

12月-恵迫寮同窓会が写真集「青春の北大恵迫Jを発行

1993年(平成5年) 語学演習室にビデオプロジェクター導入

L.L.シアターとして利用

1994年(平成6年 1月:寮生大会で、女子入寮決定、 7月女子11名入寮

5月:玄関前に露天風呂建設、大学の申し出により撤去

1995年(平成7年 1月:恵迫寮同窓会が文芸雑誌「恵連創刊号Jを発行

2月 飲酒事故防止対策特別委員会設置

9月:水産追いコンで飲酒事故発生、寮の行事中止

1996年(平成8年 11月:飲酒事故後、初めての行事「観楓会J開催

1997年 (平成9年 11月:大学が寮自治会を公認、以後、自治会が公に寮を運営

12月:共同生活のため廊下に敷いてあった畳を撤去、これにより 、停止していた

大学からの補助費が出るようになる。

1998年(平成10年 3月:風呂、 トイレ修理

6月 :I自治とは自炊なり」の精神のもと、半年間、昼食と夜食を 100円で提供

9月:寮祭情宣のため、中央ローンで中継中のズームイン朝 (STV)に寮生数人

が裸体で乱入、注意を受ける。

1999年(平成 11年) 恵迫寮同窓会発足 15周年記念.開拓の村恵迫寮へ展示品追加寄贈
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2002年(平成 14年 4月:男女の居住形態をブロック分けし、平成16年までに段階的に定員改訂

(男子400人、女子90人)を実施

2003年(平成 15年 1月:恵迫寮同窓会北海道支部発足

2004年(平成 16年 5月 :現寮生と恵迫寮同窓会北海道支部との交流会開催、例年行事となる。

2005年 (平成 17年 1月:r氷雪の門」で恒例の新年歌会始め開催

恒例になった新年の歌会始め

11月 :平成 18年寮歌 「遥かなる迫j を女子寮生が作歌

「遥かなる J作歌者:福岡 萌

2007年(平成 19年 5月:円山公園で観桜会開催、恵迎寮同窓会 OB，OG10数名参加

一時中断していたが、平成 17年に復活

9月 :恵迫百年記念祭開催

今も続く円山公闘での観桜会

最近は、女子寮生、恵述祭同窓会OB、OGも参加している
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ニッスイは『グローバルサプライチェーン』を発展させます

日本水産の目指す『サプライチェーン』は、ニッスイグループやパートナーが

持つ世界の生産拠点と世界の食卓を結ぷグローパルネットワークが、基盤と

なっています。グループ全体とパートナーが相互に機能し協働する「グローバル

サプライチェーン」を構築し、食品・飼料・化成品・医薬品に至るまでの幅広

い分野において、水産資源をお客様の価値に変えてお届けします。

日本水産株式会社
代表取締役社長 垣・添直也

常務取締役田中 汎(昭43佑)

常務取締役細見典男(昭48食)

取締役藤本健次郎(昭54食)

相談役鈴木賢一(昭36セ)

守100・8686東京都千代田区大手町2字国6番2寄っ電話:03;.3244二7000

http://www.nissui.co;jp 
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恵適寮同窓会役員一同
[名誉会長]:繁富一雄(S6、元会長)、中瀬篤信(S26、前会長)

[顧問]:石塚喜一(S2)、田畑武雄(S3)、中川義一(S3)、青山越男(S4)、山谷幸之助(S5)、

小島悦吉(S5)、宍戸昌夫(S10)、星野力(S13)、小篠守正(S17)、安井勉(S18)、池田秀

司(S19)、須藤清二(S19)、多国邦雄(S20)、富士野昭典(S20)、板谷実(S21)、森谷正三

(S21)、阿澄国夫(S22)、中野昭信(S22)、村山正(S23)、富永巌(S25)、井口光雄(S28)、

篠原猛(S29)、幸健一郎(S30)、河村征治(S32)

[第10期]
[会長]:中瀬篤信(S26)

[副会長]:辻山昌佑(S26;西日本支部)、篠

原猛(S29;東日本支部)、井口光雄(S28;

会長代行)、白浜憲一(S40;北海道支部)

[監事]:大西敵(S30)、小笠原孝之(S31)

[理事]:伊東孝(S30)、新井三郎(S32)、窪

田開拓(S32)、和孝雄(S32)、山崎克彦

(S32)、山中義正(S32)、間中俊夫(S33)、

伊藤靖久(S38)、関口光雄(S39)、千川

浩治 (S40)、入江和彦(S41)、坂倉雅夫

(S44)、荒木隆夫(S49)、岩井隆郎(S51)、

竹下忠彦(S53)

[事務局]

代表幹事:横山清(S31)

副代表幹事;厚谷純吉(S30;改革)、高井宗

宏(S31;事務局)、河村征治(S32;事業)

幹事:永沢昌久(S31)、新井三郎(S32、兼理

事)、皆川吉郎(S42)

I第11期]
[会長]:横山清(S31)

[副会長]:辻山昌佑(S26;西日本支部)、厚

谷純吉(S30;北海道支部)、山中義正

(S32;東日本支部)、高井宗宏(S31;会長

代行)

[監事]:大西敵(S30)、小笠原孝之(S31)

[理事]:伊東孝(S30)、新井三郎(S32)、窪

田開拓(S32)、和孝雄(S32)、山崎克彦

(S32)、間中俊夫(S33)、伊藤靖久(S38)、

関口光雄(S39)、千川浩治 (S40)、入江

和彦(S41)、坂倉雅夫(S44)、荒木隆夫

(S49)、岩井隆郎(S51)、竹下忠彦(S53)

[事務局]

代表幹事:白浜憲一(S40)

副代表幹事:新井三郎(S32)、氏平増之(S38)、

皆川吉郎(S42)

幹事:選考中

部会:選考中

【第10期部会][恵適部会]平岡義博 (S33)、若松幹男(S34)、大隈昭二 (S40)、[現寮部会]

高橋陽一(S30)、谷口哲也 (S48)、[名簿部会]氏平増之(S38)、[広報部会]高野豊(S32)、湖

上玲子 (H08)

事務局:札幌市豊平区平岸1-1鍋ラルズ内
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来恵迫寮同窓会西日本支部
干530-0001 大阪市北区梅田1丁目 2番2-200

大阪駅前第2ビル2F・北大会館

〔支部長〕辻山昌佑 (S26)

〔支部長代行〕窪田 開拓 (S32)

〔副支部長〕宮野正行 (S29) 〔幹事長〕伊藤靖久(S38) 

安藤利孝 (S30) 〔副幹事長〕入江和彦 (S41)

深谷 勲 (S32) 〔事務局長〕岩井隆郎(S51) 

塚崎喜寿 (S32) 〔会計監査〕植松高志(S44) 

問中俊夫 (S33) 〔常任幹事〕竹田邦雄 (S31)

徳永 徹 (S33)

牧野俊一(S33) 

来恵迫寮同窓会北海道支部
札幌市豊平区平岸 1条 1丁目9の6

株式会社ラルズ本部内

〔支部長〕白浜憲一 (S40)

〔副支部長〕新井三郎 (S32)

千川浩治 (S4O)

〔幹事長〕皆川吉郎 (S43)

〔副幹事長〕谷口哲也 (S48)

〔常任幹事〕山崎克彦 (S32)

大隈昭二(S40) 

八重樫幸一 (S41)

畑博(S42) 
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〔幹 事〕佐藤博昭 (S39)

西雪弘光 (S40)

木村正博 (S41)

長谷川健 (H7) 

湖上玲子 (H8) 

〔名誉支部長〕安井 勉 (S18) 

〔 φ 〕幸健一郎 (S30)



命名百周年

* 
恵迫寮同窓会東日本支部

支部役員等:篠原 猛 (S29) ・山中義正 (S32) ・長谷川久(S32) ・松山哲三 (S33)

関口 光雄(S39) ・平田 更ー (S4O)・成ヶ沢憲太郎 (S4O)・板倉雅夫 (S44)

加藤秀弘 (S46) ・佐藤文雄 (S47) ・矢野哲憲 (S47) ・松岡繁幸 (S48)

荒木隆夫 (S49) ・中井正人 (S49) ・竹下忠彦 (S53) ・新井桂ニ (S54)

-岩崎哲也 (S54) ・橋本浩典 (S54) ・小泉 玲 (S56) ・山村航也 (H3) 

今村康弘 (H5) ・松本香織 (H7)・坂下節子 (H19)

連絡先:

干171か0021 東京都練馬区員非4-47-47 関口光雄気付

TEL 03-3926-0082 FAX 03-3926-<氾80

URL http://home.attne.jp/apple/keitkei-ob/ 
E-mail jubesannchinoko@ybb.neJp 
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"" .ヨ修司~aG..金繍奮は幻日本写....医会組.
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牧場町新鮮年ミルクで
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たま羽生J由主しいE最
を想い出しながら.置し

〈ロI乙広がる主ルタ町

風味をお車しみ下古い.

むし由のない社会へ



恵迫寮百年記念

伊東孝法律会計事務所

2認さ言↑E伊東 孝

干060-0042 札幌市中央区大通西10丁目 南大通ビル3階

TEL 011-271-2475 
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• @ 伐を."いしZ、.L.C.

• I仏，GOME

幽で5主e白"，が鎗い カゴメ...信徒机..幽ラプレ.植物;:uをベースに仕上げた
..鳴す .00 の貨やかな桜わい で.会ロリーが~.に U る万にも.安心してお潤しよがりいただ吋.す.

節制す..りを機渇するために.-H 本.あ"たも腕"てみまぜんか.

カゴメ植物性乳酸菌ラブレ
130ml 
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あなたの

美しさは、

牛乳から O
www.milkland ・hokkaido.com

まいにちまいにち、

あしたのために.
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③皇室舟クレシ商事
本 社札悦市北区北7条西1丁目 2-6NSSニaーステージ札鰻ピル8階
庖鵠本邸 札幌市東区北4由来Jl(15丁目 723-1

③需%シシ割7 ひばりが丘町中ノ沢町エスタ庖f49条庖線路陪/屯山由

新琴似底flTr宛司書庖/前回応/元江別応/大酔北町応/ゆめみ野脂

4日梅庖fJl!郊庖/苫小牧脂/函館昭和庖/七飯沼/轟庖

生活応鑑館7事イス 且稼庖/南22条応/栄町信/大府信

ホヲレンFoodFa.ra .!l!苗硝庖fllJJl!庖
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:守 ;
本物は、進化し続ける O
マ・マーが家庭用のマカロニを発売したのは、1955年。それから約半世紀、

お客さまへよりおいしいパスタをお届けすることを目指し、製法や品質の革新に取り組み続けてきました。

日本で最初に、デュラムセモリナ100%の家庭用パスタを発売したのも、マ・マーでした。

業界に先がけパスタ全品(家庭用)をデュラムセモリナ100%に変更したのもマ・マー。

日本のパスタ市場を見つめ、リードするブランドとして、これからもマ・マーはおいしく進化し続けます。
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結んで、つなげて。

新鮮で安全な

食品のネットワークを

国分は、もっと豊かに実らせます。

新しいカタチに。

食の流通をクリ工イトする

K&K国分株式会社
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新しい価値づくり
~ 意志ω~るt1f菓子v)買い場 ~ 

~he-

江崎づリコ株式会社
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@説武会社ヲコヱヱ
本社1:東京都足立区加平3-2-17 〒121-8633
TEL，03(3605)6161 (代)FAX.03 (3628) 6300 

札幌/札幌市東区北37~島東27丁目干007-8550
TEL.Oll (7B1) 7351 <ft) FAX.Oll (784)0746 

。:=.~:f.νλ&

|シャウヱゥセン |日語文



CGC 
ddd  

~・圃圃- 世界中から良いものを

CGCは、日本全国の
有力中堅スーHーマーケットが協業の旗のもとに、
その総力を結集した大室共同仕入機構です。

E"肩弓百ゅI割問絹，.II'1::liiJ..II

リョーショクは“日本の豊かな食"を

美昧しくコーディネート。

わたくしたちは.宣畠中間流通樋飽に古51;:磨苦をがlオ.

fあうゆる食シーニ4にフjレラインでお応えします.

「おいしいねJ.が行苦交う食シーンをお腐けするために.

ミ;;ュJ
J'"・

株式会社北海道シジシー

代表取締役社長横山 清 43;主5132.

札幌市の台所、札幌市中央卸売市場では消費者の皆さんが求めている、

新鮮で安心安全な青果物を供給しています。

中央卸売市場札幌市

誠

株式会社 丸誠本田誠一商庖
札幌市中央区北12条西20丁目 2番 2号

田本代表取締役

150 



美しい自然、限りある資源を有効に活かし、時代を先駆ける新しい価値を求めて
独創的な技術と心に響くふれあいで、人々に新たな喜びと大きな満足を提供しています。

lzfお じ豆亘o:lt::!;r，-('.1画材ι
げ)9-:;，l-n31・卜"7http://www.yanmar.co.Jp . .:J乙と三

ヱグヱ三位

過幽

大王製紙脳会担~山M∞
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Z薦霧
使い慣れた文房具、個性溢れる文房具、

オシャレな文房具、使いたい文房具、

文房具のことならセントラルヘ。
ところよりお待ち致しております。

d多
CENTRAι 
文丸瞳#セントヲ'111

札幌市中央区南1酉3・電話(011)231・1131<f't>
http://www.daimarufujii.co.jp/central/ 

R
~
 

組砂 R~タ政 固
BF 7F 

ペーパー・印鑑 カード・ラッピジタ 事事着用昂・万年筆 頭材・額縁 和紙・書道用品 ギャラリー

議
株式会社自ヨキョー

代表取締役窪田開拓

大阪市北区中津1丁目17番23号

電話 06-6864 -2061 

FAX 06 -6864 -4900 

メール kankyo77@mocha.ocn.ne.j 

第162期轟委員会寮務部長

桑闘寮 (S36年学内へ移転)

株式会社

ホテル浦島チェーン

ホテル浦島
和歌山県那智勝浦町勝浦1165-2 

TEL 0735 (52) 1011 
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万清楼
和歌山県那智勝浦町勝鴻448

TEL 0735 (52) 0033 
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主主文化の創造と，o:itE開発を通じて臼木のスーパーマーケットをリードする企宗そめざしていま宮 e

題.~~附時日開町師拙印刷。比例目・
$r.:，/l噂と禽*"射を"るスーパーtr~.~隆志宥の位霞"修作りにJi~でH企..と 111mしてい)l; J' ，

… … 

m 

IË~."，剖仕方にわて主宮崎同町・刷こ帥棚刊る民間以間持品開
~，，~ε含めと術館や;oæぞ庖詞にも匂却し之いにき... 

a民5!i'l沼田隆.. ~ ~ft! ~ ~I~ そして宿区，，~均代の繕しき穏民主震1)'3のlJ()''lJ1l:図。ます.

. ，..留金"掬主宰を作.羽"湿に他1;"I)!Ii包ん.不 ft怒化学物商【~iJ1切》 を忠良る Rと旬掃除Uた

2提品.メ-1J-L完に凋匁し'"売して寄り;JV.

-
a忌Z降誕~野;. O'JI，:，;売に叩旗色ザ宵決~ Iエを使つ ;:-:r'í.~昂ナチ2ラ Jレフーズ"

2ぜ t只.行いま. . 優良.;;~主 fi告の河々と夜持問11(;f~.-nを 81'; Itて安室安心:'J!l'~.j.(! 

IJ- ;Xナ 71"，お泊"で~，をできる tt..みを作。.す

以二L佳樹捌陪説5i:温ーとJ:Í!~.~ι12-

内科小児科皮ふ科胃腸科

胃カメラ検査 腹部乳腺エコー検査

駒 田 医院

北海道大学関西同窓会顧問
北海道大学関西フラテ会会長

院長駒田盈郎
(昭14年入寮医昭20年卒)

大阪府東大阪市俊徳町 1-3 -16 

TEL 06 -6728 -7641 

FAX 06 -6728 -6823 
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臨倒的レ山酬を日開仰に制品目.\)~G! "t'l!~醐軒問問明・
1;.1:..-フラグで"卜レーリピりティ (S;，EUI毘}の憶が綜笠tJftA.~句潟盛物情"を白々箆itしてい.す.

このヲレヲシュ忠商q.塑ヨて ~.::)'つυーズァブル3b径""・'"で理@スベ ス.岱tiI¥u;:

スーJ(-マーケシト司ts%で初めて作。たいとa唱え亡います.

桂iを灯す企奨に一一一一一一
弘之!:I:::":7ラフ21i'1:J:.v:.言'"るんのζと ö~・l.，..u~tr往生日~'!':!ðめ..Hとす宮尽の孤俄.心""て!.11t.1'
芭包 1::.~~~Àn仁三ヲクヲクタる良I; !I:: ~;M明障とl' l'l~ヒ!!'l lll!l'禍吉川る.，と温化

し銑"たいーーーー

車た~・Eに~f)ðU~1;人々やクルー プと琴eτp匂e合ねU 均~含t ê'~nlζ

白山と.I6"')'!:"l‘¥iJ!"r.

そのお ζは傘"とUての忠告白鍵伎を問:':'0'ζとLJ:~';:') 程:<:'I'O:;O::l!<JJ::'~

1:'1:';:'i皐 r;<.ø宿高.lÕ! '!.t.処進淫事いd広三にし与 tt!'\ L1'む ~j: t! ~ν

需にむ命に関 tH.. lf，uð合，であるT;:~.U~の自主主な怠 t~を予期し"'尽 ..、

歩先7.: '"告し竪実""eるヲンフラヲ ~h!l開 『ヲたいと"'尾 τ い位、..

代表町押箆笠"-山口 利日召

手足

尾迫察官年記念特

社会福祉法人愛知慈恵会

理事長谷川喜久雄

(資源52期)

本部事務所
愛知県一宮市浅井町西海戸字余陸寺45-1

TEL0586-78-8438 
http://www.iful-jikeikai.com 

高齢者福祉施設
尾張一宮・三河安城・飛騨白川郷



輸送・保管・荷役・配送のエキスパート

包装用フィルムを中心に実績50年!

1 梶 本運輸倉庫株式会社 ( 

Qe 

代表取締役梶本 正
副社長梶本正拓 (S54・経)

干661-0964 兵庫県尼崎市神崎町12番28号

TEL.06-6497-2341 (代) FAX.06-6492-1237 

| 株式会社 ケイルート l 
〔霊
代表取締役 梶本 一 郎

専務取締役梶本曜二

干338-0825 さいたま市桜区下大久保1256

TEL.048-853-0811 (代.) FAX.048-854-5155 

祝 恵週寮百年記念

恵迫寮の発足百年を祝福するとともに、恵迫寮ならびに

北海道大学の益々のご発展をお祈り申し上げます。
またフロンティア精神溢れる学生の入社および産学協同による
事業に関して、大学との連携を期待しております。

ミミ
[RES[口
株式会社クレスコ
代表取締役社長熊沢修一

干108-6026東京都港区港南2-15-1
品川インターシティA棟 26F
TEL:03-5769-8011 FAX:03-5769-8019 

http://www.cresco.co.ipj 

【事業内容】
-情報処理システムの設計及びコンサルテーション

.コンヒ.ユータ用、ノフトウ工アの開発・製造及び販売

~~~ぼ口ιS~Ú尚掛

クレスコ・イー・ソリューション株式会社
代表取締役社長谷口義恵

(工学部資源51期)
干108-0014東京都港区芝5丁目31番19号
オーエックス田町ピル2F
TEL:03-5444-4621 FAX:03-5444-4622 

http://www.cresco-es.co岬/

【事業内容】
• ERPシステムの導入、コンサルテインク‘
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祝
恵姐寮 100周年

代表取締役(昭和31年入寮)

工学博士大島聡範
GIA GG (米国宝石学会宝石鑑定士)

有限会社ティアラサッポロ

札幌グランドホテル庖ロイヤノレミッシェノレ

干 006・0001札幌市中央区北l条西4丁目札幌グランドホテル 2F

北大生協は 北大での勉学・教育・研究活動の充実に貢献し

大学生活を豊かにする活動を進めています

ー.etl.J含;.生協オリジナルク.ッス.
ーヰーーエ'北海道大学ク.ッス.
おみやげにどうぞご利用ください

lb-北大事唱に仁 1>
生首E耳tυジナルグッズ 生協オリジナルタッズ 北海道大学グッズ

北海道大学生活協

-事業紹介

-購買部
(文具-食品・雑貨他)
.書籍部
・食堂部

・旅行事業部
-キャリアサポート
(PC・資格取得他)
.印刷・情報サービス部

・学会イベントサービス
.共済保険

・ルームガイド

組合
干060-0808札幌市北区北8条西7丁目 TEL01ト746-6218

E-mail seikyou@coop.hokudai.acjp HP http://www.hokudai.seikyou.nejp/ 
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「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
食
品
卸
ヘ
」

当
社
は
、
北
海
道
の
総
合
食
品
卸
会
社
で
す
。

ド
ラ
イ
・
チ
ル
ド
・
フ
ロ
ー
ズ
ン
温
度
帯
の
商
品
を

幅
広
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
北
海
道
内
の
小
売
庖

様
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
様
へ
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
お
客
様
第
一
主
義
」
で
あ
り
、

お
得
意
先
様
の
繁
栄
が
、
当
社
の
生
き
残
り
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
、
お
客
様
の
た
め
に
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
食
品
卸
ヘ
」

を
合
言
葉
に
、
北
海
道
の
食
品
流
通
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
、
日
本
ア
ク
セ
ス
北
海
道
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

日本アヲゼス北濁道株式主社
干065-8522札幌市東区苗穂町9丁目1番1号電話代表(011)
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JFE  

挑戦・柔軟・誠実 JFEグループ
JFEグループは、常に世界最高の技術をもって

社会に貢献します。

JFEホールデインクス株式会社
干100竺6527 東京都千代田区丸の内1丁目5番1号 TEL03 (3217) 4049 URL http://www.jfe-holdings.co.jp/ 
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祝! 恵辿寮命名100周年!

ありがとう「都ぞ弥生J ありがとう「恵迫寮」
ありがとう「北海道大学」

サンキュー『北大土木』
FROM 中央ローン会:北大土木43期測量斑第6班

班長:沢内至武

班員(ポール・スタッフ持ち)島田 勝・鈴木佳明・鈴木輝之

高木直良 ・高橋陽一・関口光雄

中央ローンで学内測量実習を実施。(指導教官:板倉憲康・稼農知徳)高

有 金 津 関
和昭 芳賀

罰目刀 栓馬 和昭子
田

和昭口

思和二太 ー-ー一 ノ品1ョ、p 二 光 二嘉
十郎
九

十良
九

三利
十

十雄
九

十幸
九

年 年 九
年入

年
入 入

年寮
入

寮 寮 寮 寮

寮歌を歌い継ぎ

北海道大学を応援します

飯 鮫
根関

成 原 平
塚 島 ケ 田

思健 和昭 正 思喬 弱昭 沢憲 和昭 L 一 思更
四= 四純 四雄 四太 四郎 四一
年十一 十年 十 十良s 十

年入十年 年 年
入 入 入 入 入
寮 寮 寮 寮 寮 寮
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営業種目

。水力・火力・原子力発電所工事

。プ フ ン ト 設 備 工 事

。環 境 設 備 工 事

。昇降機・立体駐車設備工事

。変 電 所 工 事

。動力・制御・計装・電気工事

。 般 土 木 工 事

。建設機械整備 改 、1a旦= 

米額繁富エ務庖
代表取締役会長 繁富一雄(機械10期)

代表取締役社長 繁富文承(機E修士1期工博)

本 社札幌市中央区南12条西 6丁目 1番28号 B(011)511・3428
江別事業所江別市緑町西 3丁目 10番 6号宮 (011)382・2994
苫小牧事業所苫小牧市字勇払 15 7番地 2 包 (0144)56・0711
泊 事 業 所 古宇郡泊村大繍鮒字ヘロカルウ川崎地北電側泊発電所補修事務所内 包 (0135)75・3402
知内事業所上磯郡知内町字元町 28番地 13B (01392)5・6157
札幌事業所札幌市西区発寒11条 12丁目 2番 5号宮 (011)661・3588
旭川事業所旭川市永山 3条 9丁目 1番 5号宮 (0166)48・2660
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恵迫寮100周年を迎えて、多数の行事に加えて、記念号を発行することになり、「恵

迫の思い出」をテーマに寮OBに投稿をお願いしたところ、昭和 5年入寮の大先輩か

ら、昭和54年入寮の若手?まで合計32人のかたからさまざまな話題が寄せられました。

寮の炊務委員としてエッセン確保に走り回った苦労話や寮にあったオルガンへのd思

い出、あるいは子供に恵迫寮ゆかりの名前をつけた話。また、ラグビーに明け暮れた

日々のこと。かたや恵迫寮のことにいっさいふれず、自分史を書いた文など、まさに

玉石混交といった文集になりました。なお、各入寮年毎に刊行された文集から名編を

数点と、昭和33-34年入寮者が行った座談会も収録しました。さらに、 100年を記念

した寮歌を作詞作曲して下さったOBもいました。

巻末には恵迫寮100年史をまとめました。カラー写真が豊富な、見ごたえあるもの

で、若松編集委員の力作。永久保存版として残せると，思っています。

今号も締め切りを過ぎてからの原稿が多数あり、出来るかぎり掲載しましたが、編

集・製本後の申し込みなど、やむを得ずカットしたものもあり、次号にはぜひ早目に

ご投稿下さい。

今号は100年記念祭などの行事を取り込むことになりました。このためカラーグラ

ビアや式典のもようなどを取材後、追加掲載することになり、例年の発行日より大幅

に遅れてOBの皆様のお手元に届く結果になったことを報告しておきます。

なお、佐伯北大総長をはじめ、関係者多数のご協力をあおぎましたことに深く感謝

し、お礼申し上げます。

〔文責・「恵迫」部会長・平岡義博 (S33)) 

〔編集委員〕厚谷純吉 (S30)高井宗宏 (S31)河村征治 (S32)高橋陽一 (S30)

若松幹男 (S33)大隈昭二 (S40)佐藤静子(ラルズ)
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健康ョで.，固いしい.

例目JI
ー盟主主璽ー

健康は、届いていますかワ

おいしさは、味わえましたか?

国
hf
しいな

間:同:与を必至;房長所翌五75;:

明治現業株式会社代表取締役会長中山悠 〒136-8908東京都江東区新砂1-2-10
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〈関連会社〉

稼式会社イワイ

犠式会社工ルデイ

~ 全道に広がる 168T，占舗

AR仁sアークスクループ
株式会社アークス代表取締世社長 横山 清
札幌市豊平区平伴l条 11目9喬6q TEL.O 11今820-3773

アークスク，.-フ，.企業(ARC)が集まって、大き怒円と怒り‘地Sまの豊砂主主生活Iζ賀高院します.
(A Alwa問得!と R Risins;よ男する C Commu附W 地辺住舎に S S6fVice!JSt主する}

機式会社ライフポト

ホテル掴原

アークストラベル


